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　　　＊＊＊＊＊




　一人の男がいる。

　年は三十七。身長は百六十センチと小柄で、黒縁メガネをかけ、髪はポマードで七三に分けている。ぱっと見では窓まど際ぎわ族と思われるような、うだつのあがらない男である。

　だが目を見れば誰だれでも常人でないことがわかる。人間の闇やみを凝ぎよう縮しゆくしたような暗さがそこにはあった。

　彼を嫌う者は、陰で蝮まむしと皮肉る。ただ面と向かって嘲あざけることのできる者は世界に数えられるほどしかいない。なぜならそれが可能なのは、彼と同等の異常性を持ち得ている者だけだから。

　そんな彼には余人を寄せ付けない特殊能力があった。




　──絶対数感




　絶対音感とはあらゆるものの音階を当てることができる力である。彼はそれが数字だった。

　あらゆるものが数字で見え、聞こえる。そんな異常が、生まれつき彼にはあった。

　ある脳科学者は訴えた。脳を調べさせて欲しい、と。

　その脳科学者はすでにこの世にいない。彼の指示で、生きたまま脳を解かい剖ぼうされたから。

　そんな彼は恐怖と畏い敬けいの念を込められ、こう讃たたえられている。

『実存する絶対数感』

　彼の名は三み里さと信しん一いち郎ろう。天て子し峰みねコーポレーション最高幹部『七しち賢けん人じん』の一人にして、東南・東アジア・オセアニア支社長である。




　　　＊＊＊＊＊




　光こう明みよう寺じ綾あや芽めは日本天子峰市にあるセントラルタワーの七十二階にやってきていた。

　秘書による厳重なチェックを受ける間、綾芽は懸命に息を整えようとした。

　七賢人三里信一郎からの呼び出し。それがどれほどのことかわからない綾芽ではなかった。

　綾芽は人からの話によって聞いていた。三里信一郎は、人の皮を被かぶった悪魔である、と。

　現在の七賢人では最古参であり、年齢も最年長。その陣容は他の七賢人を圧倒しており、二十四人しかいない二十四使徒のうち、彼に忠誠を誓う者は七人もいるらしい。部長以下を見ても傘さん下かの人数は一際多く、質、量共に他者の追つい随ずいを許さない七賢人最強の男。

　それでいて、いい噂うわさはまるでない。

　残忍で、狡こう猾かつで、人を人と思わないような悪魔。

　そのため綾あや芽めは、大きな覚悟と細心の慎重さをもって社長室へと足を踏み入れた。

　信しん一いち郎ろうはソファに座って待ち構えていた。

　聞いていた悪魔が冴さえない小男だったので、綾芽は拍子抜けした。だが、横にいた存在を見て、血液が逆流した。そう、この男は大事な初しよ対たい面めんを前にして女をはべらせていたのだ。

　女は二十代中なか頃ごろで、氷の彫刻のような美び貌ぼうを持っている。そんな女をぴったりと添わせながら、信一郎は無表情で本を読んでいた。

「よく来てくれた」

　信一郎は女を置いて立ち上がると、綾芽に近づいた。

「忙しいところ悪かったね。僕が東南・東アジア・オセアニア支社長、三み里さと信一郎だ」

「お名前はかねがね聞いております。光こう明みよう寺じ綾芽です」

「まあ、座りたまえ」

「失礼いたします」

　信一郎はソファに綾芽を促うながし、自らも向かいに腰を下ろした。そして女は──再び自然な仕草で信一郎に寄り添った。

　綾芽は信一郎より、女が気になって仕方がなかった。

　女は対トイ面メンに客人がいるにもかかわらず、陶とう磁じ器きにも似た白い手で信一郎の頰ほおをなぞり、甘い甘い吐息を吹きかけている。そこには桃色に見えそうなほどの情念がこもっており、見ているこっちが恥ずかしくなるほどだった。
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　信しん一いち郎ろうが視線に気がつき、弁解する。

「ああ、すまないね。彼女には一ヶ月に十分間だけご褒ほう美びの時間を与えているんだが、忙しいせいで今にせざるを得なくてね。真ま名な、自己紹介をしなさい」

　真名と呼ばれた女性は一いつ瞬しゆんだけ綾あや芽めに目を向けると、

「二十四使徒、真名」

　とだけつぶやき、再び熱を帯びた視線を信一郎に向けた。

「今の彼女は普段とだいぶ違うんだが、元から人に愛あい敬きようを振りまくタイプではない。まあ、植物とでも思って流してくれればいいさ」

「……わかりました」

　と綾芽は答えたが、内心怒りがこみ上げていた。

　目の前でイチャイチャしているのを見せつけられて、見て見ぬ振りをしろと？　しかも忙しいから私の訪問時にぶつけた？　ふざけるな──

「今日の呼び出しはどのようなご用件で？」

　口調が多少刺とげ々とげしいものとなってしまったのは、失敗だったと綾芽は思った。しかし信一郎は気にした素振りを見せず、真名をはべらせながら指を組んだ。

「君については幹部候補生試験より前から注目していたんだ。それでせっかく昇格したことだし、一度雑談をしたいと思ってね。ただスケジュール調整がうまくいかず、こんなに遅くなってしまった。僕が君を呼び出したことはシンガポールに伝えてある。多少遅れても構わないさ」

「そういうことでしたらいいですけど」

　綾芽は辞令を受けるため、シンガポール支社に出向くことになっていた。そのためこの信一郎の呼び出しにどれほどの理由があるのか思い悩んでいたが、たいしたことではなかったらしい。

「君は確か、十六歳だったかな？」

「はい、そうですが」

「懐なつかしいね。僕は高校へ上がるとき、世界をこの目で見たくて旅に出たんだ。君の年の頃ころはどこにいたかな？　パキスタン辺りにいた頃だろうか」

「羨うらやましいですね。私もそれだけのことが許される環境であれば、そういう体験をしてみたかったです」

「環境はね、自分で作るものだよ。僕はね、中学生のとき株を少々やっていてね。それまでの感謝を込めて得たお金のすべてを家族へ分け与えたことで、旅に出る許可をもらったんだよ」

　綾芽は考えざるを得ない。自分の環境ならそれだけのことができたのか、と。

　株をするためには原資がいるし、口座も必要だ。それだけの用意を開かい聖せい中学の寮りようにいた時期にできただろうか？

　難しいかもしれないが、できたかもしれない。

　株で儲もうけることはとても難しく、リスクが高い手段でもあるだけに、率先してやるべきことだとは思っていなかった。しかし儲けられるなら儲けたかった。

「お金を家族に分け与えるなんて、社長は孝行息子だったのですね」

　そんなお世辞に皮肉が微量混じったのは、嫉しつ妬とが少し湧わいたからだった。

「褒ほめてもらってなんだが、孝行息子だったかどうかは怪しいね。親兄弟全員に現金で十億ずつほどあげたんだが、何年にも及ぶ旅から帰ってみれば母親以外死んでいてね。それもね、死に方がみんなひどいんだよ。父親はヤクザに海へ沈められていたし、兄の一人はヤク中による心臓発作。もう一人の兄は女に刺されたのだったかな？　母親も精神を病んでいてね、僕のことさえわからない有様さ。まあ、自制心の弱い人間が大金を握るとどうなるかよくわかったから、僕としては感謝しているんだけどね」

　信しん一いち郎ろうの感情は、まるで揺れない。ただ淡々と事実を語っているだけだった。

「社長が鎖を外しただけで、何もなければ普通に暮らせていたのでは？」

「そうだね。きっとそうだよ。でもそれがどうかしたかい？」

　よくわかった。この男は人の気持ちなんてまるで解さない、本物の悪魔だ。

　人間の習性については卓越した洞察力を持っていそうなだけに性質たちが悪い。この男にとっては人など実験動物に過ぎず、きっと息を吸うように人を操り、息を吐くように破滅へと追い詰めるのだろう。

「おっと、時間が少ないのに無む駄だ話ばなしが過ぎたようだ」

　その間も、真ま名なは信一郎に豊満な胸を押しつけていた。穴が開くほど熱い視線を向けながら、まるで誘うかのように人差し指と中指を信一郎の膝ひざの上で滑すべらせて楽しんでいる。

　そんな光景に目を奪うばわれていたとき、信一郎が突とつ如じよ言った。

「君は、国が欲しくないかい？」

　まるで悪魔の誘惑だ。魅み力りよく的な物をぶら下げ、にたにたと反応を窺うかがって笑っている。

「人として生まれた以上、一国を自由にし、操ってみたいと思ったことはないかい？」

「……あります」

　昔から力が欲しかった。国の実権を握ることが力の象徴の一つである以上、興味がないわけがなかった。

「そうか。ならばよかった。実は君の今度の仕事には、一国を手に入れるに等しいものを用意させてもらった。うまくいったご褒ほう美びには、その国を君にやろう。小国だが、やりがいはあると思うよ」

「ほ、本当ですか……？」

　うますぎる話には落とし穴があるという。だとしても、食いつかざるを得ないほどの魅力があった。

「ああ、もちろんだ。ただし条件はつけさせてもらおう」

　やはりそうきたか。

　三み里さと信しん一いち郎ろうは単純にご褒ほう美びをくれるような男ではない。問題はその条件の内容だった。

「どういったものでしょうか？」

「なに、君には僕のチルドレンの一人になってもらいたいんだ」

　チルドレン──

　噂うわさを聞いたことがある。チルドレンとは三里信一郎に忠誠を誓う、懐かい刀とうと言うべき人間たちの名称である、と。三里信一郎の力には、チルドレンによる要素も大きいという。

「とても光栄なお話ですが……」

「不満かい？」

「いえ、ただ少しだけ考える時間をいただきたいと考えています」

　チルドレンへの誘いがあったということは、七しち賢けん人じん最強の男から自分の力が認められたと言っていい。これは予想を遥はるかに超えた高評価だ。三里信一郎から目をかけられることは、今後出世していく上でも有利に働くだろう。

　しかし漠ばく然ぜんとした不安を感じるのは、相手が悪魔と呼ばれる男だからだった。

　これがもっと信頼できるような人からであれば、喜ぶべきかもしれない。だが三里信一郎からの提案なら、悪あく辣らつな落とし穴が用意されていると見るべきだった。

「じゃあ、こうしよう。もう一つご褒美をあげるよ」

「……何でしょうか？」

「君は、自分がどのような意図で成長したか、興味がないかい？」

「……意図？」

「君の幼少期はひどいものだったね。矮わい小しような人間たちにより繰り返されたいじめ。満足に食べることもできず、恨うらむことを糧かてにして生き抜くしかなかった。だがそこには、何かしらの意図が存在していた。それを僕は知っているんだ」

「そんな、まさか……」

「僕はその意図をした人物と深い関係にあってね。事情を知っている。君は知りたいと思わないかい？　自分に地じ獄ごくを与えた人間について」

　もし本当にそんな人物がいるとすれば、絶対に許すことはできない。ありとあらゆる拷ごう問もんで生きながら未来永えい劫ごう続く地獄を与えてやるのが相応ふさわしいだろう。

「ぜひとも、教えていただきたいです」

「いい目だ。僕は君のそういうところを評価しているんだよ」

　信一郎が口端を吊つり上げた。

「じゃあ僕からの提案、承しよう諾だくすると受け取っていいかい？」

「………………わかりました」

　提案を断ることで、目をつけられてしまうリスクがあった。それならここは一いつ旦たん了承し、情報を集めることが最良だと考えた。

　もし様々な面で優遇されるなら、チルドレンで構わない。いずれ裏切ってもいいし、三み里さと信しん一いち郎ろうが引退すると言うのなら、その後あと釜がまを狙ねらうという方法もあるのだ。

　今、敵対していい人間ではない。ならばなるべく気に入られるよう努力したほうがいいだろう。

「それはよかった。では真ま名な、準備を。ちょうど十分だ」

「了解いたしました」

　立ち上がった真名を見て、綾あや芽めは驚おどろきのあまり言葉を失った。これが先ほどまで信一郎に甘えていた女と同一人物だろうか。

　冷たい──それが今の彼女をもっとも的確に表す言葉だろう。あまりに感情が見えない。もしかしたら先ほどの十分だけ人間に戻り、元々は氷の像だったのではないかとさえ思える。

　どこかあいつに似ていると思った。出会ったばかりの頃ころの、あいつに。

「加か納のう弥や助すけ……だったかな？　彼のことでも思い出したのかい？」

「！」

　計ったかのようなタイミングに、綾芽はとっさに声が出なかった。

「どうしてそう思ったのです？」

　ようやく喉のどから声を押し上げると、信一郎は嬉うれしそうに笑った。

「いやね、僕も彼の経歴を見て、真名のことを連想したからさ。でも僕を超えたいのなら、もっと彼を育てたほうがいいだろうね。今のままの彼なら真名の相手にもならないよ。先天的に冷静な者と後天的に冷静な者。無知ゆえの冷静さと有知での冷静さでは、天と地ほどの差がある。それが理解できるかな？」

　有知での冷静さ？　ならば真名という女は、元々感情を持っているが、それを自らの意思で凍りつかせ、絶対的な冷静さを手に入れたとでもいうのだろうか。

　そんなことを考えていたとき、いきなり綾芽は腕を摑つかまれた。摑んだのは真名だった。

　瞬しゅん時じに捻ひねり上げられ、テーブルに押しつけられる。綾芽は抵抗するが、完全に極きまっており、動くほど痛みが全身に走った。

「何をするの！」

「慌あわてなくてもいい。これは君をチルドレンに迎えるための儀式さ」

　真名は片手で関節を極めたまま、綾芽の右腕の袖そでをまくった。そしてポケットから折りたたみナイフを取り出し、刃やいばを閃ひらめかせる。

「な、何を……」

「刻んであげるよ、チルドレンの証あかしを。その証を見るたびに思い出すといい、僕のことを」

　予告もなく、真名はナイフを綾芽の二の腕に突き刺した。

「っ……！」

　皮ひ膚ふを貫つらぬき、肉を抉えぐる。痛みが駆け巡り、悲鳴を上げたい衝しよう動どうがこみ上げる。

　しかし綾あや芽めは声を上げなかった。これが試練というのなら、耐えなければならなかった。

　綾芽は心の中で決めた。こんな仕打ちをした三み里さと信しん一いち郎ろうという男に、いつかこれ以上の苦痛を与えてやる、と。

　だからよく覚えておこうと思った。この男の顔を。

「そうそう、それだ。その心の底に押し隠した恐怖がたまらない。あの、母親の手に抱だかれていた頃ころの安らぎを思い出すよ。僕に対して母親は、ずっとそうした押し隠した恐怖を持っていたんだ。でも当時は押し隠した恐怖は見えても、それがどんな感情かわかっていなくてね。その記憶のせいか、隠そうとする恐怖を見るだけで、つい心が安らいでしまうんだ」

「絶対数感……！」

「そう、それが僕の呪のろわれたギフトだ。そのおかげで君の心がよく見えるよ。ほら、もっと見せるんだ」

　至近距離で照準を合わされた目と目。

　綾芽は目を閉じるが、信一郎は許さない。強引に綾芽の右目を両手で開き、目のさらに奥……神経を辿たどり、脳まで透かすように覗のぞき込む。

「いや……見ないで……！」

「君も見ていいんだよ。君には僕と同じものは見えないだろうけど、見えるものもあるはずだ」

「いや……いや……！」

　痛みさえ凌りよう駕がする恐怖に、綾芽は目を閉じることさえできなくなっていた。

　犯される。脳の中を、隅々まで。

　それでも綾芽は心を折らなかった。懸命に全身を蝕むしばむ恐怖に抗あらがい、念じた。

　私は出世してやる。この男よりも、ずっと。

　手始めに国を手に入れてやる。そして私に国を与えたことを後こう悔かいさせてやる。

　そのときを待っているがいい。思う存分復ふく讐しゆうしてやるから──と。










　その一　アフリカからの刺し客かく




　プロペラ音が鼓こ膜まくに響ひびいている。

　綾あや芽めがヘリコプターに乗って現れ、俺おれとエルを誘いに来たことは、まあいろいろと突っ込みどころはあるがいいとしよう。しかし乗せたにもかかわらず、なぜ綾芽が沈黙しているのか、俺にはわからなかった。

「お姉さん、もしかして機嫌悪い？」

　とエルがこっそり尋たずねてくるのも無理はない。ただ機嫌が悪いというだけでは済まないだけの重さが、今の綾芽にはあった。

　エルが袖そでをくいくいと引っ張る。先手を切って欲しいということらしい。

　しょうがないと思い、俺は口を開いた。

「綾芽、よく俺があそこにいるとわかったな」

　綾芽は一いつ瞬しゆんこちらを見たものの、再び外の景色に目を向けた。

「エルちゃんから今日退院するって聞いてたし、寮りように寄ることも知ってたから」

「だからといってどうしてヘリコプターなんだ？」

「シンガポールで辞令があるの。間に合うかどうかギリギリだったから買ったの」

「……ん？　お姉さん、買ったって言った？」

「ええ」

　急にエルはヘリの内装を見回し、こそっと綾芽の耳元で尋ねた。

「……ちなみにお値段は？」

「そう高くないものよ。百二十万ドルくらいだったかしら」

「ちょ……！　百二十万ドルと言うと……」

「おおざっぱに言えば、一億円くらいか」

「い、一億……！」

　エルは驚おどろきのあまり立ち上がり、天井に頭をぶつけた。大丈夫か、と尋ねると、『ああ、ごめんなさい、百二十万ドルさん』と天井に向けて話しかけていた。

　エルはオーバーリアクション過ぎるにしても、驚くのも無理はない。何せ今まで一万円が死活問題だったのだから。

「綾芽、そのお金はどうしたんだ？　ついに銀行強盗でもやったか？」

「ついに、って何よ。天て子し峰みねの準備金で買ったのよ」

「準備金？　何だそれは」

「主しゆ査さになると、天子峰から幹部として仕事をするための準備金がもらえるの。私は上級だからだいたい百億円。中級は十億、下級は一億よ」

「凄すごく格差があるな……」

「でもでも、百億もあれば一生遊べるよ！」

　エルが目を輝かせて力説する。

　確かにその通りだ。百億あればもう働く必要自体がないんじゃないだろうか？　まあ特別な目的があれば別だろうが、大たい概がいの人はもういいと感じてしまうだろう。

「エルちゃん、そんなに世の中は甘くないわよ。準備金と言えば聞こえがいいけど、実際は融ゆう資しね。天て子し峰みねを辞めた時点で全額返済する義務があるわ。ただまあ百億全部返せってわけじゃなくて、準備金で購入した資産を没収されるだけで、借金にはならないみたいだけど」

「こっそり資産を隠して持ち逃げはできないのか？」

「物を売買する際は天子峰の関連企業からと決まっているし、その後の資産チェックもあるから難しいでしょうね」

「ああ、そうか。天子峰関連で金を使用すれば、結局天子峰の売上として返ってくるという寸法か。天子峰にとっても捨て金ってわけじゃないんだな」

「天子峰なら何でも揃そろうから、現状不満はないわね。例外として人件費も認められてるわ」

「じゃあ幹部のまま豪遊しようよ！　あ、そうだ、カジノで増やそうよ。カジノ」

「それはまずいだろう」

「えー、でも百億円だよー？　ちょっとくらいいいじゃん」

　とは言っても、エルなら持ち前の勘かんの良さであっさり何倍にもしてきそうだから、あながち否定し切れないところがある。

　綾あや芽めは大きく息を吐くと、今日初めて表情を和やわらげた。

「別に天子峰のカジノならそこで使うのもありよ。ただ幹部のまま豪遊というのは難しいわ。なぜなら幹部は一年以内に一つ以上仕事を選せん択たくしなければならないの。継続的な仕事ならそれが終わるまでだけど、それまでに何もしなければ降格は確実。まあ、適度な豪遊なら許されるけどね」

「選択って、幹部も仕事は選択制なのか？」

「基本ルールは幹部補と同じはずよ。ただ……」

　そのとき、ヘリのパイロットが微妙な日本語で話しかけてきた。

「ヘイ、ボス！　空港ニツキマスヨー！」

「オッケー、ジョニー。降りて」

「イエッサー！」

「…………」

「…………」

　そういえば、さっき人件費は例外で大丈夫と言っていたな……。

　思わず俺おれがエルを見ると、エルも同様の思いがよぎったらしく、目で会話をしてしまう。俺が首で合図を送ると、エルは頷うなずき、口を開いた。

「お姉さん、もしかして……」

「ああ、紹介がまだだったわね。彼は私が雇ったの。元アメリカ空軍のジョニーよ。フルネームは長くて面倒臭くさいから、先せん輩ぱいたちもジョニーって呼んであげて」

「ミナサン、ヨロシクオネガイシマース！」

　いかにも陽気なアメリカ人は、人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて親指を立てた。

　エルは再び綾あや芽めに顔を近づけると、小声で聞いた。

「……ちなみにお給料は？」

「年ねん俸ぼう三十五万ドルよ」

「お、お兄さんいくら！」

「だいたい三千万円くらいか」

「ボクより多い～！」

「チャクリクシマスヨー」

　天て子し峰みね市の空港に降りていく。

「おい、綾芽。もしかしてこのままシンガポールへ行くのか？」

「そうよ。あ、安心して。幹部補なら天子峰の市民権持ってるから、携帯がパスポート代わりになるわ」

「そういうことじゃなくてだな……」

　荷物はショルダーバッグに全部入れてあるからいいが、急すぎる。

　ふと窓の外を見ると、寮りようが景色の一部から消えゆくところだった。

　期間にすれば僅わずかだが、俺おれにとって思い出深い場所となっていた。そこから離れることを実感したためか、新たな試練の開始を告げる鐘かねの音ねが鳴り響ひびいた気がした。




　ヘリコプターから降りてジョニーと別れ、今度はすぐ飛行機に乗り換える。チケットはすでに綾芽が取っていたらしく、携帯を見せると、個室に案内してくれた。

　その個室が、実にやばい。映画で見た大統領機を彷ほう彿ふつとさせる部屋なのである。だだっ広い部屋の中は絨じゆう毯たんが敷き詰められ、ぽつんと中央に座席が置かれている。周囲にはソファや大画面テレビまでついているという豪華さだ。

「外に漏もれたらまずい会話をすることもあるでしょ？　これくらいの対応は当たり前よ」

　と綾芽は言うが、ＶＩＰ扱いすぎてちょっと落ち着かない。

「お金は私が出しているんだから気にする必要はないわよ」

「わー、すごーい！」

　エルが床に寝そべり、そのまま絨毯の上をゴロゴロと転がる。

「気持ちはわかるが、さすがにやめておこうな、エル」

「えー、いいじゃーん」

　転がって逃げられたので、離陸までは好きにさせておいた。

　離陸し、遅めの昼食を終えた後、ソファでティータイムとなった。

　落ち着いてきた様子を見計らって俺おれは様々なことを聞いた。

　俺が入院している間、綾あや芽めは何をやっていたのか。手伝って欲しい仕事とは何なのか。聞くことはいくらでもあった。

　綾芽はだいぶいつもの調子を取り戻してきたらしく、簡潔に答えた。

「先せん輩ぱいが入院している間、私はアメリカに行っていたわ。あの試験の経験から、自分の身を自分で守ることの重要性を痛感して、民間軍事会社でトレーニングを積んでいたの」

「銃の使い方とかか？」

「まあ、そんなところ。ジョニーはそこの教官の一人よ。ほとんどの乗り物は運転できるし、ボディガードとしても優秀よ」

　そのジョニーは後ほど、別の便でヘリコプターと共に追いついてくる予定だという。

　そして次に仕事の話題に移った。

「先輩って、仕事のシステムについては把は握あくしてる？」

「いや、昇格を聞いてすぐお前に拉ら致ちられたから」

　携帯で情報を確認したいと思ってはいるのだが、こう時間がなくてはその余裕がない。

「それじゃ私から簡単に説明するわ」

　かいつまんで聞いてみたところ、こんな感じだという。

　幹部補以上の階級では、基本的に仕事を自分で選べる。仕事ごとに禁きん門もん室しつが予想難易度や報ほう酬しゆう額がくによって格付けしているため、自分の階級に当てはまるものの中から選せん択たくする。また上級や下級などでも選べる仕事は違い、上級は仕事を主導して行うもの、下級は人の仕事を手伝うものが多いという。

　携帯から見ることができると言われたので操作してみると、最初の画面に仕事のアイコンがあり、そこから辿たどると様々な仕事を表示することができた。そこには仕事の場所、設定階級、出願期限、予算、成功報酬、仕事内容などが書かれていた。

　なるほど……これはじっくりと分析する必要がありそうだ。

「ちなみに中級の扱いは？」

「上級と下級の中間だから、どっちの仕事も選べることが多いみたいね」

「結構中級って待遇いいな」

「そう？　選択肢しが多すぎると、逆に選ぶのが難しくなると思うけど」

　そういう考え方もあるか。

「当然、人のお手伝いをしているほうが評価は低いから、下級のほうが昇格に時間がかかるわ。それに下級だと、課長までしか行けないし」

「そうなの!?」

　下級幹部補Ⅲ種であるエルはちょっと不満げだ。

「中級は部長までね。まあこれは個人個人の能力に適する役職があるっていう考えなんでしょうね」

　本ほん郷ごうさんがアドバイスしてくれたことと同じ論理である。

「でもまあ、もっと上でもやれるとわかれば下級から中級になるとかあるみたいだから、あまり意識する必要はないわ」

「しかし思うんだが、幹部が仕事の選せん択たくなんてしていて大丈夫なのか？　仕事って、やりたくなくてもやらなきゃいけないものっていう印象なんだが」

「誰だれも希望しない仕事は指令・委任・依頼・要望などに振り分けられて禁きん門もん室しつが調整してるわ」

「それって、メールで来るのか？」

「そう。だいたいは要望ね。断ってもいいけど、受けたなら評価されやすいってやつ。依頼は拒否権ありだけど、断ったらマイナス評価。委任は拒否権なしで仕事をやれってこと。指令は言わば命令ね。絶対やれっていうこと。どんなことでこれらが出るかわからないけど、仕事以外で出る場合もあるそうよ」

「なるほどな」

　こういうのを聞くと、仕事っぽく感じる。そう思えるのは、天て子し峰みねのシステムがどこかゲームっぽいところが多いせいかもしれない。

「こんな体制が取れるのは、幹部が基本的に傭兵的扱いを受けているからなの。困ったときの幹部頼みというか、問題があったり、何か新たに始めたりするとき幹部が担当することが多いわ。普段の継続的な仕事なら主任までが背負っているわよ」

「はーい、綾あや芽めせんせーい！」

　エルがびしっと手を挙げる。綾芽もそれに合わせ、ノリノリで指を差した。

「はい、エルちゃん。何かしら？」

「継続的仕事って何ですか？」

　そうね……とつぶやくと、少し思案し、綾芽は説明を始めた。

「テレビ番組がわかりやすいかしら。新番組を始めるときに必要なのが幹部。番組の内容を決めたり、人材を決めたり、無から作り上げて今後の方向づけをすることは、とても重要なことだとわかるわよね？」

「うん、わかるわかる」

「番組が始まった後、進めていくのが主任以下。だいたいやることは決まっているから、大きな改善はいらない。だから任せても問題ないというわけ。もちろん、少しずつ良くしたりする程度の裁量は残されているわ」

「その『少しの裁量』っていうのが、天子峰で言うと、上場企業の経営者クラスなんだろ？」

「そうね。企業規模によって役職の重さって違うけど、世界最大の企業なだけに主任以下であっても裁量もかなり大きいわよ」

　下した請うけ会社の社長が親会社の平社員に気を遣つかう構図と似ている。社長と平社員ならどう聞いても立場は社長のほうが上だが、企業規模を入れるとそれが逆転してしまう。それが天て子し峰みねとなれば桁けた違ちがいということか。

「しかし経営判断を主任がするっていいのか？」

　俺おれたちの近辺の階級を上から並べると、課長、係長、主しゆ査さ、幹部補、主任、主事、ヒラとなる。幹部補より上は幹部候補生試験を通っている必要があるから、主任というのは、一般入社の限界と言える役職だ。かといって課長の上にも役職がたくさんあるため、全体で見れば下のほうと言える。その主任が経営判断を行うのには違和感が残る。

「まあ、今のところそれで無事運営できているみたいね。手に余るようなプロジェクトは幹部がやってるんでしょ。それにそもそも主任って言っても東大卒がゴロゴロしてるのよ。普通の上場企業の重役とあまり大差がないわ」

　考えてみれば、天子峰では幹部のほうが学歴は下だろう。一般入社は普通の採用だから、日本であれば東大、早そう慶けいなどが並ぶ。

　しかし幹部は採用に制限条件がないため、学歴は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。現に俺と綾あや芽めは高校中退、エルに至っては小学校中退なのである。天子峰らしい逆転現象だろう。

「維持したり、少しずつ成長させていくだけなら、高学歴の人材のほうが幹部より向いているというわけね」

「能力の差というより、適性の差というわけか。まあ確かに命を賭かけるような人間のほうが何かを始めるのに向いていそうだな」

　となれば幹部はビジネスの最前線で戦い続けることが要求される。幹部候補生試験はやはり本格的に仕事をする前の予行演習という位置づけなのだろう。

「そうそう、先せん輩ぱいはチャレンジシステムについて知らないわよね？」

「何だそれは」

「天子峰では一年に一回だけ、一階級上の上司に挑戦できる権利が付与されているの。一般的には挑戦権と呼ばれているわ」

「上司に挑戦？　何だ、天子峰はそんなことを公式に認めていたりするのか？」

「意外かしら？　上司に喧嘩を売っていい制度なんて、いかにも天子峰らしいと思ったけど」

「お前、そういうの大好きそうだな」

「ええ、大好きよ」

　おしとやかにしていればアイドルにも見えるのに……あいかわらず問題児である。

「ちょっと聞くのが怖いんだが、お前……」

「ええ、もちろん昇格直後に申しん請せいしたわ。調整期間があったからすぐ仕事というわけにはいかなかったけど、ようやく決まったみたい」

「それでシンガポールか……」

　ため息が出る。どうして綾あや芽めはこう、じっとしていられないのだろうか。出世欲が強すぎるというのはいい面もあるだろうが、振り回されるこちらとしてはたまらない。

「まあ、その件はいいとしよう。もう少し詳しい内容を聞きたいんだが、チャレンジシステムを使えば一つ上の階級にならないとできない仕事ができるってことか？」

「その通り。ただ一番の違いは、競合となることよ。私なら係長クラスが相手になるわ」

「普通なら仕事を達成することだけを考えればいいが、ライバルとの勝負になるから、相手の動向にも気を配らなくてはならないということか。成功すればいいが、負けたときのリスクがでかそうだな」

「勝てば即昇格。負けても確実に降格じゃないらしいけど、評価はかなり悪くなるようね」

「一回くらい普通に仕事するつもりはなかったのか？」

「どうしてそんなことをする必要があるのかしら？　出世するにはこれがもっとも早いわ。当然挑戦するに決まってるでしょ」

「ああ、お前ならそう言うよな。俺おれはもう少し慎重にやったほうがいいと思うが」

「ぶつくさ言わない！　最短で出世するの！　負けることは許されないわ！　わかった？」

「わかったわかった」

　うちの姫は返事が気に食わなかったようで、ガミガミと愚ぐ痴ちをぶつけてくる。それを俺は軽く流しながら、今回も厄やつ介かいなことになりそうだと思った。




　六時間程度の旅を終え、シンガポールに到着した。なぜ向かったのがシンガポールなのかについては、東南アジアの拠点として機能している支社があるからだという。

　天て子し峰みねは世界を七地区に区分し、日本は東南・東アジア・オセアニア地区に属している。そこでの中心は日本天子峰市だが、さらに東南アジア、東アジア、オセアニアへと機能を三分割しているという。そして東南アジアの拠点としているのがシンガポールらしい。ちなみに東アジアの拠点は東京、オセアニアの拠点はシドニーとのことである。

　綾芽自身、仕事の内容は未いまだ明かされていないと言った。挑戦権を行使する際、いくつか希望は出しているが、それが叶かなえられるかは不明らしい。ただシンガポールに呼び出された以上、仕事をする場所が東南アジアのどこかになるのは間違いないと言っていた。

「あ、そういえばこれをつけておきなさい」

　綾芽から渡されたのは、天子峰市でも見かけた翻ほん訳やく機だった。

「買ってくれたのか？」

「まあ、これは海外で働く以上、必ひつ須すだからね。当然よ」

　つけた感覚では、無線のカナル型（耳の中に入れる部分がゴム製のもの）イヤホンと変わりない。不満があればインナーイヤー型や耳かけ型と交換してもよいと綾あや芽めに言われたが、とりあえず問題なさそうなのでそのままで行くことにした。

　しゃべるときはセットとなっている時計から翻ほん訳やくされた言葉が出る。骨振動で言葉を読み取って自動翻訳しているらしい。配線は動くときに邪じや魔まとなるので、すっきりしているのはありがたかった。

　シンガポール支社の受付で案内されたのは、地域統とう括かつ課と翻訳された場所だった。

　課長室──と言っても普通の企業なら社長が使っていてもおかしくない部屋に通されると、待ち構えていたのは日本人女性だった。

「ふんっ、あんたが光こう明みよう寺じ綾芽か」

　皺しわの具合から見て、四十は超えているだろうか。妙に古ふる臭くさい髪型と服で、全体的に紫むらさきな感じの人である。とっさに思い出したのが、ガラスの仮か面めんに出てきた月つきなんとか先生だった。

「あたしは山やま県がた美み恵え子こ。下級課長よ。今回あんたの上司ということになるわ」

　綾芽は爽さわやかな笑顔を浮かべると、丁重に頭を下げた。

「これからよろしくお願いいたします。あなたのような美しい方にご指導いただけるなんて、光栄です」

　人によって趣味はあるだろうが、一般的に見てこの課長は『美しい』とは言えないだろう。むしろその化粧の濃さから、気色が悪いと言われることが多いに違いない。にもかかわらず第一声から堂々とごまをするとは……綾芽もあいかわらずである。

　さて、媚こびを売った効果が出たかだが──

「けっ！　これだから小娘は。あんたなんかに褒ほめられてもまったく嬉うれしくないね！」

　最悪の結果になっていた。

　綾芽の眉まゆが、ぴくぴくと引きつる。やばいな、綾芽はすでに我慢の限界だ。

「ほら、辞令書」

　課長はピンっと一枚の紙を指で弾はじくと、紙は宙を舞って床に落ちた。

「仕事内容はメールしておくよう指示はしておいたから、さっさと拾って出て行きな。あたしはね、小娘の顔なんて見たくもないんだよ」

「あー、やばいね、これ」

「確かに」

　俺おれとエルがこっそり囁ささやき合っていると、課長の視線がこちらに向いた。

「やだ、若い子もいたんじゃない♪　あたしとしたことが見苦しいところを見せちゃったわ」

　課長は席から立ち上がって俺の側そばにやってくると、ぺたぺたと身体からだを触ってきた。

「ああ、やっぱり若いっていいわね♪　肌はだの質感が違うわ♪」

「は、はぁ……」

　一応上司に当たる人なので失礼もできないと思い、俺が固まっていると、エルが助け船を出してくれた。

「あ、お兄さん、そういえばしなきゃいけない電話があるって……」

「黙れ小娘！」

　エルがびくっと身体からだを震ふるわせる。そういえば候補生試験のときから、ここまで真っ直すぐエルに悪意を向ける人間っていなかった気がする。

「何、若いってだけで何でもしていいと思っているわけ？　ちょっと若い男にちやほやされてるからって調子に乗りやがって！　二十年もすればみんなババアなんだからな！」

「あの、課長、落ち着いてください」

　俺おれがそう声をかけると、課長はくるりと振り返り、

「ああ～ん、いけずね。冗談よ、冗談。そ・れ・と、あたしのことは美み・恵え・子こ・さんって呼んで」

　と言った。

「はぁ……わかりました、美恵子さん」

「あらやだ、若い子に名前で呼ばれちゃった♪　美恵子困っちゃう♪」

　この人は危険だ。なんというか、候補生試験の教官とは違って、男として危険を感じる。

　俺が綾あや芽めに早く行こうと目で合図しようとしたとき、綾芽はちょうど紙を拾うところだった。ちらりと美恵子さんを横目で見たかと思うと、邪じや悪あくな笑みを浮かべてつぶやいた。

「もしかして美恵子さんって、独身でいらっしゃいますか？」

「ブチ殺すぞ小娘！　誰だれがお前に名前で呼んでいいって言った！」

　やってしまった。せめて心の準備をする間くらい欲しいものである。

　綾芽はその反応にご満まん悦えつだ。口調は丁てい寧ねいなものの、完全に喧けん嘩か腰ごしで言い放つ。

「すみませんね、何せ『若い』もので。口の利きき方がなっていませんでした」

「この雌め狐ぎつねが……。言っておくけど、あたしにはすでに最愛の人がいるわよ」

　美恵子さんは机の引き出しから人形を取り出した。メガネをかけた男の人形で、手にはめて動かせるタイプのものだ。

「トシくん、ひどいのよ～。あの雌狐、あたしのこと馬ば鹿かにするんだから～」

「大丈夫だよ、美恵子さん。僕がずっと側そばにいるから」

「…………」

「…………」

　やばいな。本気でやばい。腹話術を始めてしまった。

　黙って流せばいいのに、綾芽の勝ち誇った表情を見る限り収めるつもりはないらしい。

「あらあら、それが最愛の方でしたか。いえ、別に馬鹿にしているわけではありませんよ？　ただ独り身が長いせいで、精神のバランスを崩されたのかな、と。そう思っただけです」

「トシくん～、あの雌狐が訳のわからないことを言ってるわ～。怖いわね～」

「五十歳を超えた独身女は魔女になれるって噂うわさ、本当だったんですね」

「誰だれが五十だ！　あたしは四十二歳だ！　文句あるか、あぁ？」

「いえ、そんなことは。あ、四十二歳というと、私の二・六二五倍ですね」

「はっ、それを言うならあんたの胸の大きさは、あたしの三分の一以下じゃない？　あ、ゼロには何をかけてもゼロよね」

「このクソババア！」

「往生させてやろうか！　あぁ、この雌め狐ぎつねが！」

「どうする、お兄さん？」

　エルが小声で聞いてくる。答えはもう決まっていた。

「関かかわらないでおこう」

「だよね～」

　俺おれとエルは足音を消して部屋から退出し、争いが終わるのをじっと待つことにした。

　二十分後、ひどい泥どろ仕じ合あいを演じた綾あや芽めが捨て台詞ぜりふを吐きながら部屋から出てきた。

「いいのか？　あの人、一応上司だぞ？」

「人事権がないんだから構わないわよ」

「でも負けたら」

「負けないわ。誰にも。絶対に。私は最短で七しち賢けん人じんまで行くの。必ず──」

「綾芽……」

　綾芽は元から出世欲が強かった。しかしここまで思い詰めた感じではなかった。どうしてしまったのだろうか。

「雌狐、一つだけ言っておくわ」

　扉を閉めようとしたとき、美み恵え子こさんが告げた。

「あんたの相手は、アフリカから来るわ。石いわ刀と昴すばるの口利ききという噂よ」

　そして、扉が閉まる。

　昴の口利きということは、間接的だが、昴と戦うことになるのか……。

　石刀昴──あの二つの人格を持つ七賢人の少女。

　俺が必ず自分の下もとに来ると宣言をしていた。あの自信はどこから来ていたのだろうか。これはそのための一手なのだろうか。だとしたら俺はすでに昴の術中にはまっているのだろうか。

　昴の存在は強きよう烈れつな印象となって俺の中にある。

　俺は怖かったのかもしれない。敵となりながらも、俺を惹ひきつけてやまない、彼女の魅み力りよくが。




「今度の仕事は選挙よ！」

　綾芽がいきなり発した言葉に、俺とエルは目を丸くした。

　現在、俺たちはナバサという国へ向かう船の甲板にいた。シンガポールに滞たい在ざいしたのは僅わずか三時間と、あまりにせわしないスケジュールだが、天て子し峰みねの仕事では当たり前なのかもしれない。

　綾あや芽めはずっと携帯で仕事の内容をチェックしていたので、俺おれとエルはちょっとした旅行気分を味わうべく甲板で夕日を見ていたのだが……いきなりやってきてこれである。

「さっそく聞こう、と言いたいところだが、ここで大丈夫か？」

　今乗っているのは中型の連絡船で、観光や帰郷と思われる人たちが和気あいあいと話している。声が聞こえるほど近くにはいないので大丈夫とは思うが、一応確認しておきたかった。

　綾芽は一度周囲を確認し、問題ないとつぶやいた。ならば聞かせてもらおうか。

「六月九日、ナバサ共和国で大統領選挙が行われるの。その候補者の支援を行い、勝たせること。それが私たちの仕事よ」

　選挙か……。今日が五月九日だから、ちょうど一ヶ月後だ。

　なるほど、これなら一定期間で仕事は終わるし、競合相手となるだろうアフリカ支社の係長は別の候補者を支援すればいいのだから、勝負としては持ってこいである。

「予算は約十億。成功報ほう酬しゆうは一億円ってところね」

「準備金が百億って聞いただけに、小さな金額な気がするから不思議だ」

「実際、金額自体は驚おどろくほどでもないわ。とある証券会社の新入社員が十億円分の国債売ってこいって言われたという話を聞いたことがあるし」

「よくわからんが、それは可能な数字なのか？」

「おそらくね。ただ今回の場合は『勝つために自由にしていいお金』だから、十億というのは相当な金額よ」

「そりゃ証券と、生のお金は違うだろうな」

「完全に生ではないけどね。あ、ちなみに余った予算の半額は成功報酬にプラスされるから」

「五億残した場合、二億五千万円だから、成功報酬の一億にプラスすると、三億五千万か……。成功が前提だが、一ヶ月足らずでそれだけ稼かせげるって、なんか桁けたが違うな」

「あれだよね、それだけで遊んで一生暮らせるよね」

　エルが一生遊んで暮らしたいことは、さすがにわかってきた。

「幹部補への報酬は雇い主である幹部が決められるんだけど、主しゆ査さが幹部補を雇う場合、相場は一割らしいわ。だから二人とも、一割にするわよ。それと、活躍次第で少し色をつけるわ」

「それでも最低一千万円以上か。普通に考えれば十分すぎるな」

「お兄さん、コンビニで高級なデザートが買えちゃうよ！」

「いや、エル。ファミレスでパフェもいける」

「もしかして、二個でもいける？」

「いけるな」

「やばいよやばいよ、それー！」

「どれだけ貧乏性なのよ。回らない寿す司しくらい行ってきなさいよ、せっかくなら」

　さすがにそれはやめたほうがいいと俺おれが真ま面じ目めに言うと、綾あや芽めは呆あきれて肩をすくめた。時価を甘く見ないほうがいいぞ、と思ったが、確実に論破される気がしたので言うのはやめておくことにした。

　そして、話は仕事に戻る。

「そもそもナバサってどんな国なの？」

　エルの問いに対し、俺おれは先ほど検索しておいたページを見せた。天て子し峰みねのデータベースから引用した情報がまとめられたサイトであり、天子峰の社員以外はアクセスが不能なものだ。ウィキペディアより情報が充実していて、信頼度も高いので、とてもありがたいサイトである。




　──ナバサ共和国。




　昨年、インドネシアから独立。太平洋にぽつんと浮かぶ島国で、インドネシアの外れに位置している。

　人口は約十万。主要産業は漁業と観光であり、他ほかには特に目立つものはなさそうだ。

　問題はここ最近の歴史だ。

　三年前、土着の文化や宗教を守ろうとする独立軍が結成される。この背景には外国企業が進出したことによる、島の乱開発があったようである。ここに利権を守ろうとするいくつかの大国が介入し、話はややこしくなった。

　一時は大国の支援を受ける守旧派が優勢だったが、天子峰の調査によりこの島の海域で精神感応金属オリハルコンが発見されると、今度は天子峰が独立軍に介入。武器を密ひそかに流すだけでなく、国家テシミネとして国連や各国に働きかけ、治安維持の名目で自国の軍を派遣。二年にも及ぶ血で血を洗う内戦は天子峰の介入により決着し、独立は達成された。

　天子峰は国連を通じ、引き続き治安維持活動を任され、精神感応金属オリハルコンの採掘という目的は成し遂とげられる寸前だった。しかし──

「二ヶ月前、絶大な支持を受けていた初代大統領、ピエト・ホラントが脳のう卒そつ中ちゆうによって突とつ如じよ死亡っていうのが痛いわね……」

　まだ五十に差し掛かったばかりのピエト・ホラントが死ぬとは誰だれも思っていなかったため、政情は混乱。今回の大統領選に至る、ということだった。

「立候補者は現在三名。この三名に関しては、明後日あさつて面接の時間がすでに設定されているわ。その結果を踏まえて誰か一人を選び、大統領に当選させることが目標よ」

　船の到着が明日の朝だから、着いた翌日に面接か。

「どんな候補者なんだ？」

「うーん、情報なしの印象を聞きたいから、言うのはやめておくわ」

「じゃあ候補者がアフリカから来るというライバルと競合した場合はどうなんだ？」

「抽選よ。その辺りの管理は治安維持のために派遣されている禁きん門もん室しつが担当するらしいわ」

「なんか禁門って、どこにでも出てくるな」

「公正さが特に必要な案件はほとんどあそこの管かん轄かつよ。例えば軍がそうね。もし天て子し峰みねを裏切ったら、軍が向かってくるわ。これだから不正がしにくいのよね」

「禁門を買収すれば不正ができるんじゃないのか？」

　公正を守る機関と言っても、その機関自体が不正の温床となることはよくある。

「やめたほうがいいわね。あくまでも噂うわさだけど、禁門の人間が不正を行ったら三族皆殺しレベルの極刑が用意されているらしいわ。あと薬物や暗示を使って統制をしているって話もある」

「そこまでやるのか……。まあ、公正っていうのはそこまでしないと守れないのかもな」

　なるべく関かかわりたくない組織だが、公正さを確保して欲しいときにはありがたい存在だ。警察のようなものと思えば過か剰じように意識する必要はないだろう。

「あ、今メールが来たんだけど、明日、私たちの歓迎パーティーがあるそうよ。ふーん、これは使えそうね」

　またよからぬことを考えている顔である。まだちょっと案は固まってなさそうなので、別のことを聞いておこう。

「選挙方法はどうなんだ？」

　選挙には直接選挙や間接選挙があるし、間接選挙の中でもアメリカの大統領選みたいなものもあれば、日本の首相指名投票のようなものもある。

「有権者が直接候補者に投票する、直接選挙よ。エルちゃんにわかりやすく言うなら、学校の生徒会長選挙は一般的にこの方式ね」

「ああ、なるほどねー」

「ただし、一度目の投票で一位が有効得票数の過半数を取れなかった場合、一週間後に上位二名のみで再投票となるわ」

「じゃあ、日本の選挙との違いで気をつける点はあるか？　日本は国会議員が首相を選ぶ間接選挙だから、ちょっと違うが」

「そうね……より雰ふん囲い気きに流されやすくなる、という点かしら。間接選挙のメリットとして、ワンクッション置くことで、一時の感情に流されない理性的な選せん択たくが期待されている点があるの。逆に言えば、直接選挙は民衆が直接投票する分、流されやすくなると言われているわ」

「なるほどな」

　日本の選挙だって感情で動く面がある。それ以上と考え、気をつける必要があるだろう。

「選挙かぁ……。なんかピンとこないなぁ……。ボク、役に立つ？」

「もちろんよ。人手はいくらでも必要だし、エルちゃんには特に期待してる部分があるの」

「？」

「ちょうどいいわ。時間があったら試してみたかったことがあるの。夕食まででいいからちょっと付き合って」

　ということで、綾あや芽めの船室に行くことになった。ちなみに部屋は並んで三つ、それぞれに確保されている。

　綾芽はエルを椅い子すに座らせると、タオルでエルの視界を封じた。

「何をするの？」

「ちょっとしたゲームよ」

　綾芽はペンを一本取り出した。

「エルちゃん、これから私はどちらかの手でペンを握るわ。それを当てて」

「えー、まったく見えないんだけど」

「その状態で当てるゲームよ。十回で一セットね。弥や助すけ先せん輩ぱいは結果をメモして」

「わかった」

　何となく綾芽のやりたいことがわかってきた。これはエルの勘かんに対する実験だ。

　エルは二に択たく問題をほとんど外したことがないと言っていた。このことを綾芽もエルから聞いたのだろう。実験をしたくなる気持ちは俺おれにもよくわかった。

　なぜならこれが超能力的なものであれば、エルに三人の候補者の選択をやらせれば良いのである。それでおそらくあっさり勝てる。

「じゃあ行くわね。はい、どうぞ」

「右手」「次」「左手」

　こうして十回行った。結果は六問正解だった。

「五割を超えてるんだ。悪くはないが……」

「誤差の範囲ね。じゃあもう一セット」

　今度は七問正解。

　続けて綾芽は三セット行い、合計五セットの結果、平均で六問正解となった。

　思ったより平凡な結果だな。これではやや勘がいいという程度だ。

「じゃあエルちゃん、今度は一回ごとに当たったかどうかを言っていくわ。いい？」

「オッケー」

　続いて五セット。

「右手」「当たり。次」「右手」「外れ。次」「左手」「外れ。次」

　といった感じで一セット目は四問正解。しかし二セット目から明らかな変化が訪れた。

　八問正解。七問正解。九問正解。そして最後は──十問正解となった。

「これは──」

　常識では考えられない結果だ。正解率二分の一で十回連続正解だから、二分の一を十乗すると……千二十四分の一。このくらいなら偶然の可能性も捨てきれないが、どんどん正解数が増えていった状況を見ると、きっちり狙ねらって当てたと見るのが妥だ当とうだ。

「一応、もう一セットだけやってみましょうか」

　次も十問正解。

　間違いない。エルは確実に狙ねらって当てている。

「エル、お前は癖くせを読んでいるのか？」

「癖？　うーん、何となくそっちかなって思ってるだけだよ」

「やっぱり情報が多いほうがいいのね。じゃあラストにもう五セット行くわよ」

　そう言うと、綾あや芽めは俺おれにペンを渡した。俺にどちらを握るか選べというわけか。

「じゃあ一回目」

「左手」「外れ。次」「次も左手」

　二回目は当たり。すると綾芽がちょんちょんと俺の肩を突っついてきて、ペンを奪うばった。当たったら交代というわけか。

　こうして五セット終えた結果、正答率は四割。やっているのが綾芽と思い込み、先ほど完かん璧ぺきに当てただけに、余計混乱してしまったのだろうか。

「おかしいなぁ～」

「エルちゃん、取っていいわよ」

　口を塞ふさいでいないのに、エルはタオルを取るとぷはーっと大きく息を吐き出した。

「ねぇ、こんなので何がわかるの？」

「エルちゃんの勘かんの正体よ」

「正体？」

「これは私の推論だから、断定しないでね」

　と前置きをして、綾芽は語り出した。

「エルちゃんはおそらく、情報処理能力が異常に高いわ。それも人間に対してだけ。人物眼があるとでも言えばいいのかしら。人の性格を把は握あくするの、得意でしょ？」

「うーん、たぶん」

　エルは曖あい昧まいに答えるが、間違いなく得意だ。なぜなら僅わずか数日で俺の根幹まで見通していた。

『そう、お兄さんは空からっぽなんだ。だから執着もしないし、ある意味誰だれよりも平等。その中でも一番お兄さんがおかしいところは、自分に対しても執着しないところ。だから変人なんだ』

　こんな言葉がすらっと出てくる人間など、大人おとなでもそうはいない。

「私の予測では、二に択たく問題が当たるというのは、出題者がわかっているせいよ。出題者がよく知っている人物で、ある一定以上の情報があればエルちゃんはかなりの確率で当ててくる。二回目の実験で全問正解したみたいにね」

「テストなら勘に頼らなくていい問題もあるしな。全体的なバランスを見れば、エルなら出題者とその傾向を当ててしまうってことか」

「あー、そうかも。テストやってると、誰が作ったかだいたい浮かぶもん」

　そういえば開かい聖せい高校のクラスメートでトップクラスの成績だったやつも、近いことを言っていた。勉強をあまりしていないくせに成績がいいから聞いてみると、『試験範囲を見て、誰だれが作っているかわかれば、問題はだいたい読める』って。エルの力は特別強いだけで、種類としては別に珍しいものじゃないのかもしれない。

「推理小説の探偵みたいに、靴くつの汚れを目ざとく見つける、といったことはないわよね？」

「それはないねー。推理小説読まないし」

「私の予測では、エルちゃんはじっと人を観察することが多かったんじゃないかしら？　そうせざるを得ない事情があったのか、元々そういう癖くせがあったのかはわからないけれど」

　エルは視線を床に落とした。

　エルが天て子し峰みねを受けたのは、母親の治療費を稼かせぐためだ。その詳細を聞いたわけではないから予測になるが、母子家庭であった可能性が高い。すると母親に迷惑をかけないようにするため、他人を人並み以上に観察していたという考えもできる。また母親が病気で倒れた際、親しん戚せきとひと悶もん着ちやくがあったとしたら、他人の観察が必要な状況に追い込まれていたのかもしれない。

「あと、テストの問題程度ならいいでしょうけど、未来予測的な複雑なものとなると、エルちゃんはたぶん自分に関かかわるものしか当てられないわ」

「どういうことだ？」

「考えてもみて。候補生試験の際、私はエルちゃんが先せん輩ぱいを選んだのは最善だと思ってる。でも、先輩にとっての最善はいつ誰を選ぶことだった？」

　最終的には綾あや芽めに付いていって何とかなった。その選せん択たくが間違いだとは思えない。強しいて言えば伊い勢せさんを選んでも良かったのかもしれない。しかし選んだ時期となると──

「そうか。もっと早く綾芽と組んでいても良かったな。エルが俺おれの最善を見極める勘かんがあれば、俺にアドバイスして、ずっと早く組むことができていたかもしれなかったのか」

「そう。他ほかにも伊勢が盗聴器の存在を聞いたとき、『そういうことは早くオレに言えよ。いい使い方があったってのに』と言ってるわ。実際何に使おうとしていたのかはわからないけど、エルちゃんのアドバイスによって先輩が伊勢と手を組んだとしたら、私よりずっと早く昇格した可能性もあったと思うわ」

「そこまでできたらボク、超人みたいじゃん」

「いや、今の状態でもかなり凄すごいぞ。カジノに連れて行ったら、おそらくブラックリストに載るくらい稼げるんじゃないのか？」

「それ考えたことあるけど、たぶん無理ね。エルちゃんの勘は結局のところ人物眼だと思われるから、きっとイカサマに対応できないわよ」

「悪いことをやる人だということはわかるけど、物には対応できないから引っかかるわけか」

「そう」

　結構万能のように思っていたのだが、考えてみると制限が多いな。

　それもそうか。本当に万能なものならば、横にいた俺おれはずっと楽に昇格していただろうから。

「今後エルちゃんの勘かんを有効活用したいところなんだけど、私の最善とエルちゃんの最善はおそらく違ってくる。それと刻一刻と状況が変化する場合まで考こう慮りよに入っているかが今のところわからないわ。まあ、エルちゃん基準で信頼できる人かどうかといったところで活用できるとは思うけど、その信頼できる人で選ばれているのが先せん輩ぱいみたいなやつなのよね……」

「エル、俺は馬ば鹿かにされているのか？」

「うん、間違いなくそうだよ」

「さーて、実験も終わったことだし、夕食にしましょうか」

　突っ込む前に話を強制的に終わらされてしまった。

　俺は食堂に行くまで、先ほどの実験を思い出していた。

　現状、エルの勘は非常に限定してしか使えない。しかしエルが成長すれば、恐ろしいものになるんじゃないだろうか。

　今、エルの勘は、理屈を飛ばして先に結論が出ている状態だ。それがちゃんと頭で整理され、どうしてそういう結論に到達しているかわかれば、綾あや芽めほどの策さく謀ぼうがなくとも、さぞ簡単に人を手玉に取ることができるだろう。これができれば階級は、下級ではなく上級のほうが相応ふさわしい。また他人の最善がわかるようになれば、参謀としてこれほど頼りになる人物はいない。

　やはりそうだ。エルの才能は俺どころか、綾芽すら遥はるかに凌りよう駕がしている。

　そんな才能が花開いていく様を間近で見られるのかもしれないのは幸運なことだな、と俺は月を見ながら思ったりした。




「う──み──！　すなはま───！」

　ようやく港から出ると、そこは南国の楽園と呼ぶに相応しい光景が広がっていた。

　エルのテンションも最高潮だ。白砂のビーチを見るなり駆け出していく。

　内戦が行われていたと聞いていただけにどんなところだろうと思っていたが、視界に広がる光景にはその欠片かけらも見つからない。様々な人種の人がそこらじゅうを歩いている辺り、観光地としてはすでに十分機能しているようだ。

　ただし、物々しい一面もある。港に着いてすぐあった入国審査では、銃などの武器を持っていないか厳しくチェックされた。幸い没収されたものはなかったが、探るのが軍服姿の男たちであったことには緊張感があった。どうやら警察組織がまだできていないため、ナバサの軍人が警察の代わりをしているらしい。

　さらにそうした軍人を監視する、パワードスーツと言えそうな服を着た軍人たちがいた。禁きん門もんの兵隊らしく、そのスーツは下手へたな銃なら簡単に弾はじくため、十人分の働きをするという。こうした禁門兵は百名ほどテロ対策兼ナバサ軍人たちの監視のため、駐留しているらしい。

「迎えが来ているはずなんだけど……場所間違えたかしら」

　言葉は翻ほん訳やく機のおかげでわかるが、文字はまったく読めないため少々困る。文字も携帯を使って読み込めば翻訳できるが、面倒くさい。

「先せん輩ぱいはエルちゃんを呼んできて。その間に電話しておくわ」

「わかった」

　ビーチに向かうと、エルは裸足はだしではしゃぎ回っていた。

「あーちーちーあーちー！　やばいねー！　この暑さにボクの心もオープンになっちゃうよ。ナンパされたらどうしよう」

「相手は警察行きだな。もちろん犯罪的な意味で」

「わからないよ？　骨のあるロリコンの人がいるかもしれないし」

「嫌いやなロリコンだな、それ」

「でも大丈夫だよ。アヴァンギャルドな夜はお兄さんのために取ってあるんだから」

「前から思っていたが、お前ってネタが古いな」

「迎えが来たわよー」

　港に戻ると、二人の男が南国にもかかわらずピシッとしたスーツ姿で待ち構えていた。

　アジア系外国人で、天て子し峰みねの主任だという。名前は長いので覚えられなかった。主に法務や会計を担当するらしいので、法務さんと会計さん、という風に心の中で名付けることとした。

「俺おれたちだけだと思ってたら、主任が二人つくのか」

「あと主事が四人、ヒラが八人ついているわ」

「なるほど、倍々で部下がつくのか」

「システム的にそうなっているのよ。今後昇格しても基本的に変わらないわ」

　綾芽は法務さんに話しかけた。

「主事とヒラの半数は呼び寄せておいたはずだけど、ちゃんと来てる？」

「はい。事務所に待機しています。光こう明みよう寺じ主しゆ査さが個人的に雇われた方々も、夜までには到着予定です」

　年長だけあって、この人が主任以下のまとめ役といったところだろう。

「了解。まあこの人たちはみんな雑用係と思ってくれていいわ。例えばここまでのチケットの手配とかもこの人たちがやってるの。本来予算から物を購入するとかって申しん請せいしなきゃならないから面倒くさいけど、その辺りを全部やってくれるわけ。物の手配とかなら、頼めばすぐにやってくれるわ」

　雑務に煩わずらわされることがないのは非常に助かる。

　ただ──選挙にはもっと人手がいるはずだ。天子峰の人間のほとんどが雑用係ならば、選挙運動の最前線に立つのは俺と綾芽とエルのみ。天子峰のスタッフに手伝わせても十人そこそこ。明らかに足りない。

　部下が階級ごとに倍々の人数で配置されていくのは、天子峰のシステムと言っていた。ならばこのシステムは、他ほかの仕事でも適用されている可能性が高い。しかし仕事には、人手が多く必要な場合もあるだろうし、逆にまったくいらない場合もあるはずだ。

　……これは何かあるな。

「綾あや芽め、現地でも人を雇う予定なのか？」

「そのつもりよ」

「でもその分、時間がかかるな」

「ふーん、気がついたか。詳しい話は後にしましょ。とりあえず事務所に向かうわよ」

　法務さんたちが用意してくれた車に乗り、事務所に向かう。またそれがリムジンだったため、落ち着かないことこの上なかった。




　港から事務所まではすぐ近くだった。どうやら港周辺が観光地プラス高級住宅地となっているようである。

　事務所は小さな丘の上にあった。といっても、豪華なので有名人の別荘にしか見えない。

　そのことを聞いてみると、本当に有名人の別荘だったという。道理で立派なはずである。

　高い塀へいに囲まれているが、中にあるのは異国情緒豊かな南国式バンガロー。大小合わせて五棟あり、通路は繫つながっている。中庭にはプールまであるというオマケ付きである。

　ここは俺おれたちの宿泊施設も兼ねているとのことだった。

「私たちはホテルに泊まりますので」

　と法務さんは言う。

　ここが俺たちだけで使い放題とは、幹部というのは別次元の待遇なんだなということを改めて実感させる。ちょっと前までは汚い寮りようで食事にも困っていただけになおさらだ。

　先に現地入りしていた天て子し峰みねのスタッフが次々と現れ、自己紹介してきた。正直、多国籍すぎて名前を覚える気にならない。まあ、あとで盗聴記録をチェックすればいいだろう。

「私は依頼していたことのチェックがあるから、先せん輩ぱいたちは島の見学でもしてきて。言っておくけど、島の地理と雰ふん囲い気きを頭に入れることが目的よ」

「わかってる」

「運転手を一人つけるわ。昼食は適当なところで取っておいて。あ、それと、今の服じゃ暑いだろうから、何着か買っておきなさい」

「わかった。でも俺、お金は携帯に入っている分しか持ってないぞ」

「大きなチェーン店ならそのままでも使えるはずだけど、個人商店は難しいかもしれないわね。わかったわ。ルピアが用意してあるから、渡すわ」

「ルピアって、通貨か」

「そう、インドネシアのね。ちなみに領収証はちゃんともらいなさいよ。ちょろまかそうとしたら殺すから」

「するわけないだろ」

　ヘリコプターを購入したりしているにもかかわらず、こういうところは細かい。まあそれだけ綾あや芽めは必要な経費と不必要な経費の分類がちゃんとできているということか。

「そういや今日のパーティーの準備はしなくていいのか？」

「もう手配はしてあるわ。これからのチェックで問題がなければ大丈夫よ」

　あいかわらず手て際ぎわがいい。ここまで考えているなら余計な口は出さないほうがいいだろう。

「そうそう、パーティーがあるから十七時には絶対戻ってきなさいよ」

「はいはい、わかってる」

　何だか母親っぽいと思ったが、言うのはやめておいた。言ってしまったら、切れるのは間違いなかったから。




　港付近は観光客も多く、道路も整備されており、行ったことはないがイメージ的にハワイやサイパンと変わらないのではないかと思ったりした。事務所の近くにある中央市場は非常に活気があり、屋台が所狭しとひしめいている様は旅行情緒を盛り上げてくれる。

　働いているのは東南アジア系と一目でわかる人たちがほとんどだ。まだエルと同じ年とし頃ごろと思われる少年や少女が額に汗をして働いている姿は、やはり日本と随ずい分ぶん違うなと感じられた。

　市場の屋台で昼食を取り、そのまま服も購入した。

「へへ～、これ可愛かわいいでしょ～」

　エルがキャミソール姿となり、見せびらかしてくる。

「おい、スカート短いんだから、あんまり動くと見えるぞ」

「えっ、なになに？　スカートの中が見たい？　しょうがない変態さんだなぁ、お兄さんは」

「お前の曲解、久しぶりに殺意が湧わいたぞ」

「もう照れなくてもいいのに～。ほら、これでどう？　興奮する？」

　エルが少しずつスカートを持ち上げ、太ももを越え──ないところで押さえが間に合った。

「女の子なんだから、はしたないことはやめておこうな、エル」

「あはは！　そんなに焦あせらなくてもいいのに～！」

「お前はもうちょっと周りの目を──」

　と言って気がついた。ここは往来のど真ん中。どこか周囲の視線が厳しいような……。

「逃げるぞ、エル！」

「あ～、待ってよ、お兄さん！」

　それからもエルのテンションは高く、あれこれと見つけては俺おれに飛びついてくるため、たびたび『重い』と注意するハメになるほどだった。エルにとっては旅行みたいなもののようで、楽しくて仕方がないらしい。まあそれはいいのだが、変態扱いされそうになるのはさすがに困りものである。

　だがそんなエルの元気も、奥地に入るにつれ、しぼんでいった。

　正確に言えば、元気がなくなったわけではない。それを表現するのがためらわれる光景になっていったためだ。

「ひどいな……」

「うん……」

　たどり着いた集落では、未いまだ焼け落ちた家が再建されておらず、銃弾の跡がしっかり残っていた。血の跡らしき染しみが残っていた家もあった。新しいお墓が数え切れないほどあった。

　俺おれとエルがお墓の前で手を合わせていると、葬式の列に出くわした。また一人、この村で死者が出たのだ。

　俺とエルは道を空あけた。葬列が過ぎていく中、ちらりと棺ひつぎを見ると、子供用の棺かん桶おけだった。それを見て、俺は思わず手を合わせずにはいられなかった。

「お前さんたちは……？」

　一人の老人が葬列から逸それ、尋たずねてきた。俺は手短に、仕事でちょっと、と言った。

「たいした持て成しはできぬが、あの子に祈りを捧ささげてくれた礼がしたい。しばらく待っていてはくれまいか？」

　断ることもできたが、せっかくの好意を無む駄だにできないと思い、俺たちは離れたところで葬儀が終わるのを待った。
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「あの子のために祈ってくれてありがとう、お若いの」

「いえ」

　老人の家に案内され、水を出された。

　周囲の人の反応を見る限り、この老人は村長のようだ。ならばこの村では裕福なほうのはずなのだが、室内の様子はかなり貧しく、食事にも困っているように見えた。

「死んだ子はどういったことが原因で？」

「病気じゃ。ここにはもう、食料さえ満足になくてのう。医者には診せられんかった」

　港付近は復興していたが、奥地ではまだ凄せい惨さんな生活が改善されていないのか。

「ホラント様がいた頃ころはもうちょっとよかったのじゃがのう」

「暫ざん定てい政権に不満が？」

「外貨を稼かせぐことの大事さはわかっとるよ。それで食っとる者が、この村にもおるからのう。しかしホラント様が死んで以来、配給が減ってのう……。せめて子供だけでもひもじい思いをさせたくないんじゃが……」

「おじいさん、これ……」

　エルがお金を出そうとしていたので、俺おれは慌あわてて止めた。

「やめろ、エル。たぶんそれは、一番やってはいけないことだ」

「どうして!?　可哀かわい想そうじゃん!?」

「この人はお金をもらうために俺たちを持て成したわけじゃないんだぞ。お前がこの老人の立場だったら、いきなりお金を渡されてどう思うか、想像してみるんだ」

「じゃあ、放っておけばいいって言うの!?」

「いいや、そうは思ってない。でもやり方があると思ってる」

「どんな!?」

　俺は老人に尋たずねた。

「ここに病人はいますか？」

「一人身体からだを悪くしている者がいるのう。それと、妊にん婦ぷが一人いて体調が心配じゃ」

「わかりました。それと手持ちの食料は？」

「来年用の種たね芋いもに手をつけることで何とか食いつないでおる有様じゃ……」

「了解しました」

　俺は一いつ旦たん外に出ると、綾あや芽めに電話をかけた。

「…………ああ、百人分の食料、一ヶ月分だ。それと俺のサインがあれば病院で診療が受けられるようにしてくれ。……そう、請せい求きゆうは俺に。金は俺の給料から出す」

　それだけ伝えると、俺は再び小屋の中に戻った。

「ここは元々、どうやって生活をしていたんですか？」

「畑で作物をつくっとったよ。でも内戦で焼けてのう……」

「他ほかには？」

「自分たちで食べる分だけじゃが、漁もしておった」

「それらの道具は？」

「残っていたものは売ったよ。子供たちを食べさせるために」

「わかりました。このサインを渡せば無料で医者に診てもらえますので、使ってください。また来ます」

　老人は驚おどろいていたが、俺おれは頭を下げ、足早にその場を後にした。慌あわてて俺の後を追いかけてきたエルは、しばらく横に並んだまま黙っていたが、やがて、ぽつりとつぶやいた。

「……わかったよ、お兄さんのしようとしていることが。お兄さんはこの場を何とかするだけじゃなくて、長い間生活できるようにしてあげたかったんだね？」

「ああ。だから食べ物は緊急で必要な分だけだ。食べ物の支給を続けたとしても、やがてそれに慣れたとき、苦労するのはあの人たちだ。それなら道具を与えたほうがいい。お金を渡すと邪よこしまな考えが浮かんできてしまう可能性があるから、なるべく現物支給がいいと思う」

「……そうだね、ごめん」

「すまん、別に俺も自分のやっていることが絶対に正しいと思っているわけじゃないんだ。ただ俺たちがいるのは一ヶ月だ。だから、やるならできる限り将来にわたって役に立つと思われることをしたほうがいいと思うんだ」

「お兄さんのやろうとしていることは合っていると思うよ。だからボクも手伝うね」

「ああ、あてにしてる」

　十分わかってくれたようだ。これ以上余計なことを言う必要はないだろう。

「しかし重い仕事だな」

　何となくそんな言葉が口をついて出た。

「そうだね。思っていたより、ずっと」

　選挙次第であの老人たちの生活が良くなるか悪くなるかわからないが、何かしら影えい響きようが出てくるだろう。大統領を決めるというのはそういうことなのだ、きっと。




　事務所で俺たちを迎えたのは、ドレスアップした綾あや芽めだった。全体的に赤で統一されており、なかなか似合っている。

　エルはじっと綾芽の胸を見つめると、ぼそっと言った。

「お姉さん、これって、パット──んぐっ！」

　綾芽はアイアンクローの要領でエルの口を塞ふさぐと、そのままエルを壁かべに押し付けた。

「エルちゃん、世の中にはね、黙っておいたほうがいいことも多いのよ……。わかった？」

　迫真の表情でエルは親指を立てる。それでようやく綾芽はエルを解放した。

「死ぬかと思ったよ……」

「お前、何を言おうとしたんだ？」

「聞くな！」

　命の危険を感じたので、さらりと別の話題に変えることにした。

「パーティーの準備、できているか？」

「できてるわよ。じゃあエルちゃんはドレスに着替えて。弥や助すけ先せん輩ぱいはちょっと打ち合わせ」

　そう言ってエルを天て子し峰みねの女性スタッフに任せ、俺おれはメインの事務所であろうバンガローに案内された。

　十五人くらい入れる部屋にパソコンとデスクが配置されている。さすがにここは仕事場っぽい。そしてその部屋の奥にあるのが俺たち用の部屋で、先ほどよりちょっとこぢんまりとした部屋に三つのデスクが並んでいる。五十インチはあろうかという大型テレビが三つのデスクから見やすい位置に掛けられていた。

「そっちが先輩のデスクね」

　座ってみると、なかなかに心地が良い。何だか仕事をするぞ、という気分になってきた。

　綾あや芽めは中央のデスクに陣取り、切り出した。

「今日のパーティーにはナバサの要人が集まるわ。当然候補者三人も勢せい揃ぞろいする。明日は午前が面接で、午後が候補者の選定だから、時間がないの。だからちょっと策を練ることとするわ」

「どんな？」

「先輩には、そのままの服装で出席してもらうの。それで、反応を見るのよ」

　パーティーといえば、今綾芽が着ている艶あでやかなドレスやスーツが当たり前だろう。そんなところに普段着の人間がいたら、人によっては不快に感じるだろうし、馬ば鹿かにする人だっているだろう。しかも相手が子供なら侮あなどるほうが当たり前。しかしそこが落とし穴ということか。

「お前らしい、いやらしいアイデアだな」

「ここまでしないだけで、身近にも結構いるわよ？　能力があるのに、できない振りをしている人。学校にも数人いたし、最近でもいたでしょ、あれ、あのオタクの係長」

「ああ、本ほん郷ごうさんか」

「だいたいは見破れるんだけど、あのときはやられたわ……。そもそも素すが気持ち悪いっていうのが反則なのよ。普通なら大人おとなしくしているだけで、時折スペックの高さが見えるってパターンが多いのに、素であれじゃ……」

「俺はいい人だったと思うがな。それに、くれた情報の質を見れば優秀さは明らかだったじゃないか。見破れなかったのは、お前の偏へん見けんのせいだな」

「うー」

　この点に関してはさすがの綾芽も否定し切れないようだった。

「で、俺はどんな役割でパーティーに出ればいいんだ？」

「ジャック・カノーっていう日系三世のフリージャーナリスト。そういう風に手はずが整っているわ」

「パスで」

「拒否権はなしよ」

　あまりに微妙な設定だったので拒否してみたが、やはりこれは決定事項だったらしい。

「先せん輩ぱいを侮あなどるようなら、大した人間じゃないわ。侮る中にもそれなりの人物が混じっているかもしれないけど、それは侮り方でわかるでしょ。逆に礼儀を尽くしてくるような人間がいたら、要チェックよ。そういった人間は能力がないとしても知っておきたいから、名前と、できるなら写真も撮っておいて」

「全員か？　人数多いかもしれないぞ」

「軽装で来てるジャーナリストに礼儀を尽くすのよ？　相当用心深いか、洞察力があるか、謙けん虚きよか、許容力が大きいか、無神経か。まあどれであっても、金で動くようなタイプとはちょっと違う可能性が高い。そういう人間にはそれ相応の攻め方に変える必要があるわ」

「そもそも普段着で会場に入れるのか？」

「これ」

　封筒である。中を見ると、日本語で書かれた招待状とそれのインドネシア語版らしきものが入っていた。

「すでに受付等、最低限の関係者は買収してあるわ。誰だれかに咎とがめられても先輩を守るよう徹底済みよ。もちろん、先輩が天て子し峰みね関係者であることは絶対に言わないよう厳命してあるわ」

　そりゃ着いてすぐ、様々なチェックが必要なわけである。

「先輩の代わりに、エルちゃんを私のパートナーとして紹介するわ。その反応も見物ね。どんな表情をするかしら」

　またあくどい笑みが出てきた。まあ、こういうときのほうが綾あや芽めは好調だからいいのだが。

「なら俺おれは明日の面接も席を外すか？　身分を隠して、フリーに動かしたいんだろ？」

　身分を隠していくメリットはいくつかある。

　一つはフリーにすることで、素すの反応が見られること。現地の人を採用して探らせるのも悪くないが、信用度の面で心配が出てくるので、よく知っている人間に調べさせるほうがずっといい。

　他ほかにも策を進めるとき周囲から無警戒の人間が動いたほうが知られずに済むし、いざというときの隠し玉にもできる。例えば事務所が襲おそわれたとしても、俺だけが無警戒で抜け出せるといった可能性が出てくる。

　だが綾芽は頷うなずかなかった。

「その案は私も最後まで迷ったわ。でも先輩の存在を隠すとしたら、かなり慎重にならなければならない。重要な場面以外、連絡を取らないくらいの覚悟が必要よ。だから破は棄きしたわ。精力的に動いてもらうメリットと、いざというときのメリットを比較して、今回は動いてもらうのを取るほうがいいと思ったの。私の代理が必要なとき、エルちゃんに任せるのはまだ無理だと思うから。だから面接のときにネタバレするつもりよ。まあそこでの反応も見物だし」

「そこまで考えていたのなら、俺おれから言うことはないな」

　綾あや芽めは制限が少ないほうが動きやすそうだな。候補生試験のときのように、人員や資金が制約されるより、フリーで動くほうが力を発揮できている気がする。本ほん郷ごうさんは綾芽にとって候補生は役が不足していたと言っていたが、たぶんその通りだったのだろう。

「もう一つ。さっき連絡が来たわ。この選挙に天て子し峰みね以外の勢力が関かかわってくるそうよ」

「天子峰の力がバックにあれば、そう簡単に負けるようなことはないと思うが」

「大たい概がいの企業ならそうなんだけど、相手は反天子峰の企業連合らしいのよ」

「そんなものがあるのか」

　天子峰はここまで大きくなっただけあって、敵視される数も世界一だろう。もはや一企業や一国家では絶対に敵かなわない巨大な存在。だからこそ連合を組み、落としにかかろうとしているということか。

「企業連合の名は『イデア』だそうよ。七しち賢けん人じんを挙げたプラトンの哲学から取ってくるところから見ても、相当天子峰を意識しているわね」

　イデアとはどんな意味だっただろうか。倫りん理りで習った気がするが、ちょっと思い出せない。

「それだけに侮あなどるのは禁物ね。合計した売上高や従業員数じゃ、天子峰を超えているのではないか、という分析らしいわ」

「もしかして実態がよくわからないのか？」

「そのようね。とにかく参加企業の数が多いらしいわ。しかもリーダーとなる企業がわかってないの。主要な企業の合議制で運営されてるんじゃないかって話よ」

「よくまとまるな、それで」

「こういうのは敵が大きいほどまとまるものよ。あれでしょ、ゲームじゃ宇宙人が攻めてくれば地球がまとまるし、魔王がいれば勇者に人類の運命を託すものなんでしょ？　あれと同じよ。相手が天子峰だから数も集まるし、まとまるのね。こっそりバックアップしている国も相当数あるようよ」

　ゲームほど単純じゃないだろうが、宇宙人でも攻めてこない限り地球はまとまらないっていう意見は聞いたことがあるな。

　天子峰が他企業にとって脅きよう威いだということは、難しい話じゃない。天子峰の資金力なら、ほとんどの企業は簡単に買収できてしまう。その防衛策として、企業間連携を深めるのは当然の流れだ。

　また各国にとっても脅威以外の何物でもないだろう。天子峰が独占している分野は、国の根幹に関わる部分が多い。例えば天子峰が食料を止めてしまうだけで干ひ上あがってしまう国は無数にあるだろう。しかも天子峰は各国で、かなりの数の議員を丸め込んでいると聞いている。これでは反発する人間がいるに決まっている。

　そうした企業や人間が集まってできた企業連合か。確かに警戒が必要だ。

「あれか、反天て子し峰みねってことは、候補者の取り合いになる可能性があるってことか」

「可能性としてはね。ただ嫌いやがらせに、わざと私やライバルが選んだ相手と違う候補者を選んで応援してくる可能性もあるわ。どちらにせよ、今日のパーティーに紛まぎれ込んでいるかもって話だから、気をつけて」

「ああ。しかし……ライバルに関してはどうなんだ？　まだ名前もわからないのか？」

　同じ天子峰の人間だとしても、本人が公表を許可した情報以外は入手が難しい。他地区の人間となればなおさらだ。そのためライバルはアフリカから来ること以外、未いまだ何もわからない。

　石いわ刀と昴すばるからの刺し客かくとなれば、想像を絶する強敵が来ると見るべきだ。ならば反天子峰の企業連合より、アフリカからのライバルに警戒する必要があるのではないだろうか。

「実は今日のパーティーに出席する予定だったらしいんだけど、欠席するって連絡があったそうよ。だからひとまず頭から外していいわ」

「噓うそをついておいて、ひっそりと忍び込もうとしているのかもしれないぞ」

　俺おれたちがやろうとしていることを、向こうがやってこない保証はない。

「その辺りの警戒は当然必要ね。ただ警戒しすぎるのもかえってマイナスよ。バランスは取れる？」

「まあ、やってみるさ」

　仕事の概がい要ようがわかってくると、候補生試験と大差がないことに気づく。

　情報を集め、状況を把は握あくし、策を練り、勝ち取る。

　目的は今回、はっきりしている。

『選挙に勝つこと』

　ただこれにも注意が必要だ。なぜなら本当の目的は『天子峰の利益を上げること』のはずだ。ある意味、負けたほうが莫ばく大だいな利益を生むならば、そのほうがいい。しかしライバルや企業連合の存在もあるため、簡単に負けを取るのもおかしい。まあ負けたほうがいい場合は特殊だろうから、いつでも対処できるよう一つの可能性として考こう慮りよに入れておきながら、選挙の勝利に向かえばいいだろう。

　問題は目標の選定だ。つまり、勝ち方が問題となる。

　今日出会った老人にそのことを気づかされた。自分たちの利益だけを考え、選んだ候補者を勝利に導いても、この国の人の利益と一致するか怪しい。この国の人が不幸になる分だけ、天子峰の利益が上がる可能性も十分にある。

　ならば目指すべき目標とは、何なのだろうか。

　選挙に勝って、天子峰も、そしてこの国の人も喜ぶ。そんな結末があるのだろうか。

　もしなければ、何かを捨てなければならない。落としどころを見つけなければならない。

　候補生試験と違って、賭かけるものは自分の命だけじゃない。他人の、国を形作るほどの人間の運命も、この肩にはのしかかっている。

　これ以上悩んでも仕方がない。見極めに行こう。国の運命を決める、三人の候補者を。




　ホテルの大広間には裕福さを醸かもし出したお歴々がにこやかに談笑している。

　ここでの俺おれは、ジャック・カノー。日系三世のフリージャーナリストだ。

　カメラを首から下げ、ショルダーバッグを肩にかけて手帳片手に練り歩く姿は、会場に馴な染じまないまでも天て子し峰みねの人間には見えないだろう。

　まだ綾あや芽めたちの姿はない。先に二人はリムジンで出発し、俺は裏からこっそり出たので、先に着いているはずなのだが、本日の主役なだけにどこかで控えているのかもしれない。

　パーティー開始の時間となる。

　集まった人数はおよそ五十人。綾芽から聞いていた参加人数とほぼ同数なだけに、参加者はすでに揃そろっていると言えるだろう。

　見る限り、参加者は三ヶ所に分かれている。

　一つはアラブ系商人っぽい人やビジネスマンっぽい人が集まっている一角だ。

「アリフィンさん、内戦時は武器の転売で随ずい分ぶんと儲もうけたそうじゃないですか」

「いやいや、そう言われては身も蓋ふたもないですな。わたしは独立のために努力しただけですよ。まあ、儲かったと言っても、たかだか五千万ドル程度ですよ」

「これはこれは……さすがナバサ一の大富豪、桁けたが違いますなぁ。私は石油に目をつけたのですが、三百万ドルしか国から取ることができませんでした。まあ独立万歳ですが、ね」

「わっはっは、まさにその通り。独立万歳ですな」

　二人の中年男が笑い合う。まったく腹黒い会話である。

　ただここの勢力が一番大きい。アリフィンと呼ばれた男の周りには常に誰だれかが声をかけ、ご機嫌を伺うかがっている。

　次に勢力が大きい集団は、まだ俺と大差がない年とし頃ごろの男が中心だ。

「いやはや、大きくなられて。私のことを覚えておいでですか？　父上には大変お世話になったので、ぜひとも今回の選挙、ピエト様を応援したいと思っているのですが……」

「おお、覚えているぞ！　オレの支援をしようとはいい心がけだ！　アメリカで学んだ知識を見せてやろう！　楽しみにしているんだな！」

「それはそれは頼もしい限り。当選の暁あかつきには、どうか私のこともお引き立てのほどを」

　どうもピエトと呼ばれる若い男は、初代大統領ピエト・ホラントの息子らしい。会話もピエトを持ち上げるものばかりである。インテリメガネを中指で押し上げる仕草が鼻についた。

　最後の一つは空気が違う。全員が軍服を着ており、がたいがよく、眼光の鋭さが違う。

「まったく……こういう場は合わんな」

「しかしパウルス将軍、これも務めですので」

「わかっている」

　中心人物はパウルス将軍と呼ばれる勲くん章しようを数多くつけた人物だ。どうもパーティー自体に乗り気ではないようで、他ほかの二勢力を敵視しているように見える。

　どうも名前が覚え辛づらい。今後アリフィンは大富豪、ピエトはジュニア、パウルス将軍は略して将軍でいいだろう。

　明かりが暗くなり、司会者の声が聞こえてきた。

「皆様、大変お待たせしました。ただいまより、天て子し峰みねコーポレーション上級主しゆ査さ、光こう明みよう寺じ綾あや芽め様を歓迎するパーティーを始めたいと思います」

　割れるような拍手。壇だん上じようにスポットライトが照らされ、綾芽が現れる。

「おぉ～、これは美しい」

　最初こそ若さに驚おどろいた声が上がったが、落ち着いてくるとアイドル的な美び貌ぼうに対する賞賛の声が増えていった。

「ちっ」

　舌打ちしたのは、軍人集団の一人だ。軍人たちは皆むっつりとした面持ちで、表情には侮ぶ蔑べつの色も見える。そういえば登場するときも拍手をしていなかった。どうもあの一角は天子峰に反感を持っているようだ。

　スタンドマイクの前に立ち、綾芽は挨あい拶さつする。

「皆様、本日はお集まりいただきありがとうございます。初めてこの国へと参りましたが、目を奪うばわれるような美しい風景と、精せい悍かんな人々を見て、必ずや素晴らしい国となることを私は確信いたしました。私は……いえ、天子峰は、その成長の一端をお手伝いさせていただけることに、大いなる喜びを感じております。若じやく輩はい者ものですが、何なに卒とぞよろしくお願いいたします」

　再び拍手。傲ごう慢まんな天子峰の幹部が来る可能性もあっただけに、綾芽の謙けん虚きよな語り口はおおむね好意を持って受け入れられているようだ。

　その後は簡単な挨拶が続き、歓談の時間となった。

　綾芽が会場へ降り立つと、わっと人が群がった。真っ先に向かったのは大富豪率いる一派だ。

「光明寺主査、本日はお越しいただきありがとうございます。天子峰にご協力いただければ我が国は発展を約束されたようなもの。何か御ご用ようがあれば何なりとお申し付けください。日用雑貨品から戦闘機まで何でもご用意いたしますぞ」

「内戦が終わったのに戦闘機はなかろう。それに天子峰ならば何でも揃そろうに決まっておろうが。それより地質調査はいかがですかな？　天子峰といってもこんな辺境に人員を集めてくるのは面倒でしょう。私は海の底へも潜もぐる命知らずを多数抱かかえておりまして──」

「いやいや、それより内戦中、兵士の一人が興味深い鉱石を持ち帰りましてな。新たな鉱物となれば、光明寺主査も素晴らしい実績が残せるのでは？　その鉱石と発見場所の地図は私が極秘に保管しておりまして、光こう明みよう寺じ主しゆ査さがご希望であればお渡しすることも……」

　へつらう男たちの口からはお美しいなどといった美び辞じ麗れい句くも時折入るが、向けているのが綾あや芽めに対してではなく、天て子し峰みねの主査に対してであることは明白だ。

　金の亡もう者じやの群れ、か。こりゃ綾芽も大変だろう。

　天子峰をバックとする綾芽が動かせる力は、独立したてのナバサ国よりずっと大きい。それだけに本心はどうであろうと綾芽の機嫌を取り、金儲もうけに繫つなげたいのだろう。

　綾芽がなぜ俺おれに身分を隠して潜ひそませたのか、ようやく身に染しみてわかってきた。こんな接待をされては、本心などなかなか出てこないことは明白だ。

　次に向かったのはピエト・ホラントの息子である。握手をしつつ、開口一番こう言った。

「ピエト・ホラント・ジュニアだ。ふふん、天子峰の幹部は若いのが多いと聞いていたが、思ったよりもずっと若いな。だがそれが気に入った。お前、オレと組ませてやるよ。感謝しろ」

　組む、ということは、この男が三人の大統領候補者の一人なのだろう。

　ジュニアは欧米人の血が入っているのか、褐かつ色しよくの肌はだをしているが、目鼻立ちがくっきりしており、手足も長い。動作も上品で、周囲と違った空気をまとわせている。

「あいにくですが、それは明日の面接を終えた後、仲間と相談して決めさせていただきます」

　ジュニアは不快げに顔を歪ゆがめた。

「お前、何を言っているんだ？　オレはピエト・ホラントの息子だぞ！　この国は親父が造った！　そしてオレは親父の息子だ。親父の遺志は、オレが引き継ぐに決まっている！　これでもう勝ったも同然だろう！」

　綾芽は随ずい分ぶん抑えているが、相手が勝手に盛り上がってしまっている。とんだドラ息子のようだ。

　エルは綾芽の横でじっとジュニアを凝ぎよう視ししていた。おそらく綾芽に言われ、人物を測っていたのだろう。そのエルに、ジュニアが嚙かみついた。

「おい、ガキ。何じろじろ見てるんだ？」

　ジュニアのにらみに、エルはとっさに綾芽の後ろに隠れた。

「彼女は私のパートナーであり、片腕です。それが何か？」

　妹か側そば仕づかえくらいに思っていたのだろう。周囲の人間がぎょっとする姿は、滑こつ稽けいなものだった。ジュニアも予想外の返答に困り、

「ふんっ、まあいい。いいな！　オレを選べよ！」

　とだけ言って足早に去ってしまった。

　綾芽は痛快な思いだったのだろう。こっそり笑いを堪こらえていたのを、俺はしっかり見て取っていた。

　そして最後に将軍率いる軍人たちが来ると思いきや──来なかった。彼らは遠巻きから綾芽のことを見ているだけで、誰だれ一人近寄ろうとする者はいなかった。




　候補者に関しては、周囲の話を聞くうちに判明した。

　俺おれはその三人にインタビューを試みた。




・候補者①：大富豪（アフマド・アリフィン）

「取材？　どこの会社の者だ？」

　俺が偽いつわりの名刺を差し出すと、大富豪はとたんに顔をしかめ、手の平を出してきた。

「これは……どういうことですか？」

「察しが悪いな。金だ。金をいくら出すのかと聞いているんだ」

「申し訳ありませんが、あいにく持ち合わせがなく……」

「ちっ、身の程ほどを知れ！　貴様のような小僧を相手にしている暇ひまはない。さっさと去れ！」

　俺はもう少し話を聞こうと粘ねばったが、取り巻きに蹴けられ、近づくことはできなかった。どうやら相当金が好きらしい。綾あや芽めに見せた対応と落差があるだけに、かなり裏表が激しい性格と思われる。




・候補者②：ジュニア（ピエト・ホラント・ジュニア）

「ふふんっ、オレに取材とはいい心掛けだ。それで何が聞きたい？」

　ジュニアは意外なほど快く俺の取材を受けてくれた。

「では留学時代のことを教えていただいていいですか？」

「……ほう、いいだろう。留学時代、オレは経済学を学んでいたのだが、教授から天才と呼ばれて困ってしまってな。まあ、オレの親父は大統領だから当然か。普通なら嫉しつ妬とされるところかもしれないが、オレは持ち前の社交性で周囲からの人望も厚く、二年生時には──」

　話を聞かせてくれたのは幸いだったが、内容はかなり怪しい自慢話ばかりだった。正直、馬ば鹿か息子という言葉が何度頭をよぎったかわからないほどだった。綾芽とのやり取りと変わりないところを見ても、かなり虚栄心が強い性格のようだ。




・候補者③：将軍（ヴィム・パウルス）

「あのー、すみません」

　そう言って将軍に近づこうとしたとたん、俺は周囲にいた兵士に止められた。

「貴様、何者だ？　所属は？」

　俺はすかさず名刺を手渡した。

「フリーのジャーナリスト？　信用ならんな。去れ！」

　もうダメかと思ったとき、止めてくれたのは将軍だった。将軍は兵士を諫いさめると、先ほど綾芽に敵意を見せていたとは思えないほど温和に対応してくれた。

「儂わしはナバサを愛している。ナバサのためなら、命を捧ささげても構わないつもりだ。今、ナバサは再び危機に瀕ひんしている。そこで儂にできることを考え、立候補することに決めたのだ」

　端はたから見ていたときと将軍の印象はだいぶ違っていた。話を聞く限りでは、一いち途ずな愛国者に見える。天て子し峰みねへの敵意と合わせ、どう判断するべきか、俺おれは迷うことになった。




　三者三様でそれぞれの個性は窺うかがえたが、これでは中身まで見えてこない。そのため俺は様々な人に取材と称して、彼ら三人のことを聞いてみた。

　子供扱いされて話を聞くことさえできないことも少なくなかったが、中には喜んで話してくる者もいた。興味深かったのは、褒ほめる言葉よりもけなす言葉である。

「アリフィンの野郎は最低だ。元々守旧派だったのに、天子峰が独立派についたとたん、ころっと陣営を替えやがった。あいつの目当ては金だけだ。あの売ばい国こく奴どが！」

「ジュニアのやつ、何であんなに偉そうなんだ？　内戦時、一歩もナバサに足を踏み入れてないくせに！　お前が偉いんじゃない！　お前の父親が偉かっただけだ！」

「パウルス将軍は立派な人だけど、国を愛しすぎてて逆に怖いよなぁ。あの人が大統領になったら、今度は天子峰と戦争になるんじゃないか？」

　こういった意見を取り入れつつ、俺は手帳にメモを増やしていった。
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　だいぶデータは集まってきた。俺に対して丁重に対応してくる者は皆かい無むだったが、それなりに気になる反応をした人間のチェックは十分にできた。

「なかなか面白そうなことをしていらっしゃる」

　突然、背後から声をかけられ、俺は慌あわててメモを隠した。

「おや、実に興味深い評価でしたので、もう少し見せていただきたかったのですが」

「趣味が悪いですね」

　それは申し訳ございませんでした、と老人は丁重に頭を下げてくる。

　この老人、気配がまったくなかった。何者なんだ？

「失礼ですが、どなたでしたでしょうか？」

「この国に支援をさせていただいている企業の末席に連なる者です」

　老人はスーツの内ポケットから名刺を取り出すと、完かん璧ぺきな姿勢で差し出してきた。

「私は長なが良ら喜き平へい。同じ日本人として、仲良くさせていただければと考えております。天て子し峰みねのお若い方」

「……！」

　名刺にプリントされた会社名は『イデア』。しかも俺おれの身分を見破っている。

「ほっほっほ、カマをかけただけでしたが、やはりそうでしたか。まだお若いですな」

「意地が悪いですね……」

　そんな言葉も動揺を隠す苦し紛まぎれにしかならない。

　向こうからすればしてやったりだろう。しかし老人は穏おだやかな微笑を浮かべるだけだった。

「光こう明みよう寺じさんも存外古典的な手を使われる。まあ、有効であるからこそ古典的であると言うべきでしょうか。ただ即座にあらゆる手を打ってくる辺り、さすがお若いと言っても天子峰の幹部でいらっしゃると感心いたしております」

「……目的は何ですか？」

「そう焦あせられることはございません。なに、ただのご挨あい拶さつですよ。それと、同じ日本人としては感謝を」

「どういうことです？」

「国際社会に出たことがない方にはおわかりになられないでしょうが、天子峰の幹部に多くの日本人がいる──しかも世界でたった七人しかいない支社長のうち、二人が日本人……これは、国際社会において非常に大きなことなのです。ノーベル賞を取った国に一目が置かれるのと同様、いえ、それ以上に日本人には有能な人間がいることの証明になり、末端で働く我々にも敬意を示してもらえるのです。ですから、感謝を述べるのです」

「そうだったのですか」

　ビジネスマンとして世界を飛び回っていないと出てこない言葉だ。思ってもみないところに影えい響きようがあるものである。

「ですが、これは日本人としての言葉。サラリーマンとしての言葉はまた別です」

　小さな身体からだから放たれる重厚感。年季の入った皺しわから滲にじみ出る老練な空気に、俺は動けなくさせられていた。

「天子峰は巨大であり、それに比べれば『イデア』など烏う合ごうの衆にしか見えないかもしれません。しかし、だからこそ、天子峰の名を背負うあなたに言わせていただきます。サラリーマンを舐なめないでいただきましょう。特に、日本のサラリーマンを。日本のサラリーマンは──最強なのです」




　パーティーは終わった。そしてそれに伴い、立ち向かうべき敵も見えてきていた。

　俺おれは会場を出て、一人帰途に就こうとした。しかしちょうどそのとき、ホテルの玄関に一台の車が止まった。高級ホテルに似つかわしくないオンボロで、蹴けりを一つ加えるだけで動かなくなりそうなひどいものだ。

　車から出てきたのは裏社会に属していそうなアジア人男性だった。夜なのにサングラスをかけており、ボルサリーノの帽子に漆しつ黒こくのスーツと、ある意味黄金の組み合わせと言えるマフィアスタイルをしている。

「おい、ボウズ。パーティーは終わったのか？」

「えっ？　ああ、はい。先ほど」

「ちっ、やっぱり間に合わなかったかぁ。だから大人おとなしくしていろっておれは言ったんだよ」

「いえ、満まん更ざら無む駄だというわけでもなかったようです」

　後部座席から黒人の青年が顔を出してきた。

「あなたは加か納のう弥や助すけさんですね？」

「……どうして俺の名前を」

「昴すばるさんに聞いたからですよ。話に聞いていた風ふう貌ぼうだったので、すぐにわかりました」

　昴……？　ということは、この男が──

「光こう明みよう寺じ綾あや芽めさんと黒くろ田だ枝え流る夢むさんも呼んでもらえませんか？　せっかくですし、少しお話をさせていただければと思ってます」

「……わかりました」

　俺はメーラーを起動した。

「ここを真っ直すぐ行った場所に浜辺があります。そこなら誰だれの邪じや魔まも入らないでしょう。お二人が来るまで僕たちはそこで待っています」

「……わかりました」

　先に車は出て行き、俺は綾芽たちを待って向かった。

　どうせ俺の正体は明日バラす。目的を達成した以上、一緒に行動したほうがよいと判断したのだった。




　夜の砂浜に黒人の青年は待ち構えていた。

　月と街灯の明かりが僅わずかに届いているだけなので、視界は悪い。

　しかしわかる。青年の異常さが。

　顔が病的なほどこけており、肉体はか細く、骨ばかりだ。そのためだろうか。黒人特有の輝くような瞳ひとみが、やけに印象深く見える。

　どうやら支えがないと立てないらしい。松まつ葉ば杖づえを突いているが、それでも長時間は辛つらいようで、マフィア風の男が支えることでようやく待つことに耐えられたようだった。

「すみません、こんなところにご案内して。もう少しよい場所だったらよかったのですが、なにせ病院を抜け出してきてしまったので」
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「おい、そんなこと言う必要はないだろう」

　マフィア風の男が咎とがめる。青年は首を左右に振った。

「いいんです。隠すことなんて、僕には何一つないですから」

「ちっ、好きにしろ」

　青年はにこりと笑うと、こちらに目を向けた。

「僕の名前はケネス。アフリカ支社の上級係長です。ご存知かと思いますが、昴すばるさんの命によりこの度たびはあなた方の競合相手としてやってまいりました」

　昴の口利きき、か。背後に昴がいるのは不気味だが、この男を倒せば綾あや芽めはチャレンジシステムにより昇格できる。逆にこの男にとって綾芽に負けることは、降格の危険がある。

　なのにケネスさんからは敵意が感じられない。本当にただ自己紹介をしたといった感じだ。

「こっちは僕のパートナーのヤンさんです。階級は上級主しゆ査さ。出身が台たい湾わんなので、僕より話が合うのではないかと思ってます」

「お前は仲良くするつもりなのか？」

「いけないですか？」

「ライバルだぞ。おかしいだろ」

「いいじゃないですか」

　ヤンさんと呼ばれたマフィア風の男は真っ当な感覚の持ち主らしい。俺おれも、おそらく綾あや芽めとエルも、ライバルに対して仲良くするという発想はなかった。それだけに底が知れない。

「今日の会談の目的は、自己紹介だけ？」

　綾芽が尋たずねた。綾芽もケネスさんの雰ふん囲い気きに面食らっているのだろう。警戒していることがよくわかる。

「いえ、ちょっとお願いがありまして」

「何かしら？」

「長々と勝負するのは大変ですし、天て子し峰みねにとっても争うことは益を生みません。ですので、賭かけをしませんか？」

「賭け？」

「ええ、トランプでも、コイントスでも、何なら……そう、ジャパニーズジャンケンでもいいですよ？　僕は公正であれば何でもいいんです。それで僕が勝ったら、光こう明みよう寺じさんは敗北を認め、新たな仕事に精を出してください。その代わりに僕が負けたら、僕は死にますから」

「はぁ？」

　死ぬ？　そう言ったのか？

　しかも綾芽には死ねと言っていない。ただ次の仕事をしろと言っているだけだ。

　賭けが成立していない。リスクがあちらだけ高すぎる。

「綾芽が負けても、綾芽は死ななくていいんですね？」

　俺が念を押すと、ケネスさんははっきりと頷うなずいた。

「ええ。負けても死ぬのは僕だけです。どうせ残り少ない命。勝負を吞のんでもらうためにはこれくらいのリスクを負うのは当然と思っての提案なのですが、ダメでしょうか？」

　本気なのか？　この男は本気で死ぬと言っているのか？

　確かにどう見てもケネスさんの命は長くないだろう。だからといってこんな有利な賭け……怪しすぎる。それだけギャンブルに自信があるというのだろうか？　しかしそれにしてはジャンケンでも良いと言うなど、不可解な点が多すぎる。

　ヤンさんが不満を口にした。

「おい、ケネス。あまりにもこっちが不利すぎるだろう。相手にも何かリスクをつけろよ。あれだ、ジャパニーズヤクザに則のつとって、小指でももらっておけ」

「そんなのもらって何が嬉うれしいんですか？　光明寺さんは今後も活躍される方ですよ？　こんな勝負で傷をつけるほうが世界にとって損失です」

「だぁぁ、お前は甘いんだよ……！」

「どちらにせよ、受けないわ」

　綾芽は明確に拒絶した。

「馬ば鹿からしい。どうして訳のわからない賭けで勝敗を決めなきゃいけないのかしら？　ちゃんと選挙で勝負すればいいじゃない」

「早く競争を終わらせるメリットがわからないあなたではないと思いますが」

「デメリットもあるでしょ？」

「あなたにはありませんよ。どうせ勝負をするんです。それが早いか遅いかにすぎません」

「お互いの総合力での勝負というわけにはいかなくなると思うけど」

「ああ、なるほど、そうですね。なら総合力で勝負になるような賭かけを考えてもらえませんか？　先ほども言いましたが、僕はルールと判定が公正であればそれでよいので」

「断固拒否するわ」

「負けを認めると？」

「どうしてそうなるのよ！　勝負は選挙でする。それでいいでしょ！」

　流れがよくないな。綾あや芽めが賭けを拒否するのは当然だ。どんな手を打ってくるかわからない以上、禁きん門もんが管理する選挙で勝負したほうが確実だ。

　しかしこれだけ有利な条件を出されて拒否をしては、苦手意識が残るかもしれない。そうなったら選挙で勝負する際、大きなマイナスとなる。それを見越しての提案なのだろうか？

「あのな、ケネス。こういうときは、こうすればいいのさ」

　ヤンさんはサングラスを中指で押し上げると、砂を蹴けった。ボルサリーノの帽子が宙に舞い、砂浜へ落ちていく。同時に支えをなくしたケネスさんが砂の上に崩れ落ちた。

　ヤンさんの動きは訓練を受けた人間のものだ。瞬しゆん時じにスーツからナイフを取り出し、凄すさまじいスピードで距離を詰めてくる。

　狙ねらいは綾芽だ。慌あわてて俺おれもスタンガンを取り出すが、身のこなしのレベルが違う。突き出した手をあっさりかわされると、強きよう烈れつな足払いで砂の上に叩たたきつけられた。

　綾芽はバッグから取り出したサバイバルナイフで迎え撃つ。民間軍事会社でトレーニングしたおかげか、構えが様になっており、候補生試験の頃ころの雰ふん囲い気きとは違う。

　しかし──

「はぁっ！」

「素人しろうとだな」

　僅わずか一ヶ月程度では付け焼き刃といったところか。ヤンさんは余裕を持って刃やいばの行方ゆくえを見極めると、素早く背後に回り、綾芽の首元にナイフを突きつけた。

　だがまだ体勢が完かん璧ぺきではない。

　俺はすかさずヤンさんに体当たりを食らわせた。

　もつれ合いとなれば……と思ったが、基礎体力自体が違いすぎた。綾芽の代わりにナイフを突きつけられ、俺が人ひと質じちになってしまう。

「発想はいい。だがこっちは戦場で鎬しのぎを削けずってたんだ。倒せるとでも思ったか？」

「いや、十分成功だ。人質が綾芽ではなく、俺になった。上々の成果だ」

「ボウズ、お前なかなか渋しぶいねぇ。でもこれでどうだ？」

　首にそっとナイフを押し付けられる。皮ひ膚ふが切れ、血が伝った。

「お兄さん！」

「おっと、動くなよ。動いたらこいつを殺す」

「ヤンさん、やめるんだ。僕はそんなこと望んでいない」

　ケネスさんは力を振り絞って起き上がろうとするが……立つだけの力がない。

「ケネス、もう少しだけ待っててくれよ！　おい、小娘！　おれは賭かけなんてどうでもいいんだ！　こいつの命が惜しけりゃ降伏しろ！　それで終わりだ！」

「お兄さん！」

　エルが声を張り上げるが、心配したためではなかった。強い確信を持って俺おれに語りかける。

「この人、悪い人じゃないよ。たぶんお兄さんを殺すつもりはないと思う」

「言ってくれるじゃないか。ガキ、おれが何人殺したことがあるか知ってるか？」

「たくさんあるかもしれない。でも望んでじゃなかったと思う」

「ありがとう、エル。その情報だけで十分だ」

　エルの行動はこの状況を改善するに至っていない。しかし十分に価値のあるものだった。

　綾あや芽めが静止したまま目で何かを訴えている。打開策はあるか、といったところか。

「大丈夫だ、綾芽。この場は俺が何とかしよう」

　俺はそう言って、首とナイフの間に右手の指を滑すべり込ませ、思い切り握った。

　ズブリとナイフが肉を裂さき、指の中に埋もれていく。しかし痛みがないから、俺にとってどうというわけではない。

「おい、ボウズ！　指が動かなくなるぞ……！」

「指……？　ああ、そういう手もあるか」

　俺はいいアイデアが浮かんだので、ヤンさんを無視して話しかけた。

「ケネスさん、賭けは俺が受けましょう。ただし、負けて離脱するのは俺だけです。その代わりにケネスさんは死ななくていいですし、俺が負けたら俺の小指を切ってくれて構いません。これではダメですか？」

「イカれてやがる……！」

「あなたの上司ほどじゃないですよ」

　どうせ指なんて切ったって、今の時代ならすぐに手術すればだいたい繫つながる。それならジャンケン程度で死んでやると言えるケネスさんのほうが、よっぽど異常だ。

「ふふふ……」

　ケネスさんは砂に手をつけ、身体からだを起こした。

「『無痛ペインレス』……そう昴すばるさんから聞いていましたが、なるほど、これは凄すごい。……わかりました。賭けは取り下げさせてもらいます。……ヤンさん、僕との契約をお忘れですか！　ここは引いてください！」

　ケネスさんがヤンさんをにらみつける。ヤンさんはケネスさんと俺おれを交互に確認した後、舌打ちをして俺から離れた。

「大丈夫、お兄さん！」

　エルが駆け寄ってきて、ハンカチで俺の手を縛しばった。血は止まる気配を見せないが……指は何とか動かせる。力を加減したつもりはなかったが、幸い腱けんは切れなかったようだ。

　一方ヤンさんはケネスさんを起こし、熱を確認していた。

「もう十分だろ。帰るぞ」

「そうですね。今日はここまでとしましょう」

　ヤンさんに肩を借り、ケネスさんは背を向けた。

　松まつ葉ば杖づえを突いて歩くことさえまともにできないのか、この人は……。

「お身体からだ、大丈夫ですか？」

　そう声をかけると、ケネスさんは驚おどろきの表情で振り返り、そして、とても優やさしげな瞳ひとみをした。

「ああ、とても綺麗なものを見せてくれてありがとう。君の思いやり、確かに僕は受け取ったよ。こんな場面で人を思いやれるなんて、期待通り、君は信頼するに足る人のようだ」

　なんて透き通った笑顔なのだろうか。こんな笑顔、敵に見せるものではない。

「以前、僕は医者に余命一年と言われた。でもそれから二年経たち、今も生きている。だから遠えん慮りよをすることはない。お互い全力を尽くそう」

　言葉だけ見ればさわやか。でもその中には、強い意志と溢あふれんばかりの優しさがある。

　圧倒される。その、透明な心に。

　やはりこの人は昴すばるが選んだ人間だ。この敵味方を超えた優しさには、昴のにおいがする。

　ヤンさんは背を向けたまま言った。

「忠告しといてやる。おれのナイフは切れ味だけ残して、わざと不衛生にしてある」

　それって戦国時代とかでやっていた手法だっただろうか。当時は切られて死ぬ人間より、傷口からの感染症で死ぬ人間のほうが多いから、それを誘発するためのものだったような……。

「弥や助すけ先せん輩ぱい！」

　あれ、綾あや芽めが急に側そばに来ている。おかしいな、普段はもっと前に気がつくはずなのに……。

　回る。世界が回る。

　突然視界が一回転したかと思うと、平へい衡こう感覚がなくなり、俺は砂の上に崩れ落ちた。










　その二　七万人の愚おろか者と正義の扇動者アジテーター




　どうも騒がしい。そう思って目を開けると病院だった。

　個室のようだが、朝食の準備が始まっているようで、そのせいで騒がしく感じたようだ。

　ふと布ふ団とんに膨ふくらみがあったのでめくると、エルが寝ていた。

「……おい」

　小学生とはいえ、血の繫つながらない男と一緒の布団はまずいだろう。

　揺らして起こすと、エルは背を伸ばし、大きくあくびをした。

「ふわぁ……。おはよう、お兄さん。夕べはお楽しみでしたね」

「それは宿屋の主人のセリフだ。ベッドにいた女の子のセリフじゃない」

「よかったよかった。お兄さん、大丈夫そうだね」

「どういう判定の仕方だ」

　どうでもいい会話は早めに切り上げ、本題を聞いた。

　昨日から一晩過ぎただけだったので、とりあえず安心した。前は気を失って一ヶ月経たっていたので、それが怖かったのである。

　どうやら俺おれは傷口から雑菌が入り、高熱を発していたらしい。熱が出ても感じられないので、めまいがあって初めて影えい響きようが出たようだ。

「身体からだの調子はどう？」

　と問われたので、問題なさそうだと答えた。ただ右手の傷は深いため、念のため検査をすることになった。

　朝食と再検査が終わった頃ころ、綾あや芽めがやってきた。

「エルちゃんからだいたいは聞いたわ。どう、もう動ける？」

「ああ、再検査の結果は問題なかった。ただ一日一度、検査を受けなきゃいけなくなった。それと、退院してもいいが傷に影響がないよう気をつけろ、だってさ」

「あ～、心配してたことが出ちゃったわね……」

　綾芽は椅い子すに腰を下ろした。

「先せん輩ぱいって天て子し峰みねに来る前、通院してなかった？」

「ああ、検査のために週一で」

「やっぱりかぁ……。無む痛つう症しようって、怪け我がや病気に気がつきにくいから、もしかしてそうだったんじゃないかって思ってたんだけど……」

「俺は無痛症の中じゃ、かなり模範的というか、危ないことをしないタイプらしいから、これでも随ずい分ぶんいいほうなんだが」

「でもやっぱり、先輩にとって南国なんてかなり危険なところよね。感染症とか多いし」

　これは防げない弱点だ。だから俺おれは受け入れているし、いざというときの覚悟をしているが、そのことをちゃんと説明してこなかったのは俺の不ふ手て際ぎわだろう。

「ちなみに鍛きたえるのとかも、医者に止められてたりする？」

「一応。力の加減ができなくて、関節を痛めたり、怪け我がをする危険が高いからな」

「やっぱり。調べてみたら度たび重かさなる骨折や、不自然な力のかかり方のせいで足が曲がったりする人も多いみたいね。先せん輩ぱいは見る限り平気そうだけど、よく大丈夫だったわね」

「俺、小さな頃ころから医者の言うことはちゃんと守るタイプだったからな」

　周囲の人の歩き方や力の加減を観察することで、俺は『普通』を学んだ。だから表面上だけでも人並みとなれた。それでも相当な負担を両親にかけてしまったことは否いなめないだろう。

「荒事に先輩を使うのは危険って、改めてよくわかったわ。痛みがないだけに瞬しゆん間かんの爆発力やインパクトはあるけど、それは本当にいざというときだけにしなきゃいけないわね」

「まあ、多少配はい慮りよしてもらえるのは助かる。だが今回みたいに必要なときはそれなりにやるから、遠慮なく言ってくれ」

「……そうね、わかったわ。とりあえず今回はありがとう。助かったわ」

　綾あや芽めは右手の傷を気き遣づかって、左手を差し出した。

「どういたしまして」

　俺は左手を伸ばし、握手した。綾芽の顔が少し赤い気がするが、まあ気のせいだろう。

「じゃあ、これで儀式は終わりよ。面接があるわ。すぐ来て」

「わかった」

　服を着替え、病院を出る。

　さて、昨日探った三人の候補者。面接をすることでどう印象が違ってくるか、じっくり見物させてもらおうじゃないか。




　面接場所は事務所である。そこに三人が順番に来る手はずとなっている。

　トップバッターは大富豪だった。

　綾芽が重要視している点として、政策が挙げられるだろう。

「わたしは天て子し峰みねに対し、最大限の協力を行いたいと考えております。精神感応金属オリハルコンの鉱山の権利はわたしが保証いたします。また軍の駐留に関しても大歓迎いたします。貿易でも見せていただいた要求のほとんどは問題ございません」

　天子峰からはすでに候補者たちに大統領となった後の条約案が提出されている。その中に盛り込まれた軍の駐留や貿易協定に関しても、大富豪は構わないと言っているのである。

　俺は大富豪が来る前にこの条約案を見ていたのだが、恐ろしく天子峰有利に作られた、ひどい不平等条約だ。それを大富豪はすべて吞のむと言っているのである。

「本当にいいの？」

　と思わず綾あや芽めが聞き返したのも無理はないだろう。

　この条約は、あえて天子峰に有利すぎる案となっている。交こう渉しようである以上、最初にもっとも厳しめの条件を提示しておいて、相手の不満に応じて譲じよう歩ほすることを想定に入れているためだ。実際、ある一定ラインまで譲歩する権限が綾芽やケネスさんに与えられているという。

「ええ、構いませんよ。この国など、どうなっても」

　そう大富豪の口から言葉が出てきたときは、俺おれでさえ啞あ然ぜんとした。

「その代わりと言ってはなんですが、ナバサに駐留する天て子し峰みねの方々の必需品等は、わたしの会社に請うけ負わせていただけないでしょうか？　もしこの願いを叶かなえていただければ、得た利益の一部は光こう明みよう寺じ殿に……と思っております。互いの今後のためにも、いかがですかな、光明寺殿。金と権力の味は──とても甘いですよ」

　例えば軍が駐留したとき、飲み物や食べ物の一部は現地購入するだろう。それを請け負うことで、自分の会社の利益を図ろうということか。

　この男はおそらく、こうやって内戦時を生き抜き、利益を稼かせいできたのだ。最初は守旧派、次は独立軍とコロコロと陣営を替えたのは、自己の利益を図るためのようだ。

　なるほど、パーティーで見た印象よりずっとひどいな。売ばい国こく奴どとののしられても仕方がないほどのひどさだ。綾芽は大富豪の申し出を受けなかったが、心に響ひびくものはあったのだろうか。

　次にやってきたのは将軍だった。

「天子峰から提案のあった条約に関しては、全面見直しを要求する！　一体、天子峰は何を考えておるのだ！　こんな案、受け入れられるはずがなかろう！　ナバサの富は、ナバサの国民のものである！」

　軍人らしく、言いたいことははっきり言うタイプのようだ。まあ、愛国者なら怒るのも無理はない内容だろう。だが怒るだけなら誰だれでもできる。そこから一歩踏み込んでくるかが問題だ。

「そもそも儂わしは天子峰を信じることができぬ！　鉱山が発見されたから戦いくさに顔を出してきた変節漢ではないか！　違うと言うのであれば、条約案を改善し、誠意を見せてもらいたい！」

　天子峰批判を口にしたのはやりすぎだと思うが、最後に条約案の改善を要求したのは悪くないと思う。ただ怒るだけなら交渉は決けつ裂れつで終了だが、今の言い方なら今後のやり方によって柔軟な受け答えをする姿勢が見て取れる。

　そもそも条約の不平等さをきっちり認識しているのはポイントが高い。俺は綾芽に解説されたからわかるが、条約の内容を把は握あくするには経済の知識も必要だ。参さん謀ぼうがいてアドバイスしてもらっただけかもしれないが、そういった参謀を手元に置いているのも、この人の実力だろう。

　最後はジュニアだ。

「政策？　もちろん親父と同じさ。精神感応金属オリハルコンの採掘権は譲ゆずってやろう。どうせナバサじゃ扱いきれん。だが対等の条約は譲らないぞ。軍の駐留はいいが、指揮権が完全に天子峰というのはありえない。このまま吞のんだら、他国に攻められても天子峰は協力しないんだろう？　ただ兵力差はあるから、ある程度譲じよう歩ほするつもりだ。それと貿易についてだが、農産物、海産物の関税をゼロにしろとは……オレを舐なめているのか？　そんなことをされたらナバサの農業も漁業も壊滅だ。お前たちはナバサを植民地にするつもりか？　これらを譲ゆずるつもりはない。だが観光立国を目指すつもりだから、その他ほかのものは内容によっては開放してやってもいい」

　お前らは要求を吞のんで当たり前だ、と言わんばかりの語り口である。

　ただ予想外にも提案内容は一番良いだろう。明確な国家構想があり、譲らないところもあれば、譲る部分も見せている。これに比べれば、将軍は突っぱね過ぎていて、柔軟さが足りない。

　親父と同じだと言っているだけあって、これが前大統領のピエト・ホラントの目指した国家であり、政治思想なのだろう。国で英雄的な人物と言われ懐疑的に見ていた部分もあったが、相当な人間であったことが窺うかがえる。

　俺おれはジュニアが前大統領の息子だという理由で、その遺志が継げるとは思っていない。ただこれだけの内容をこの不ふ遜そんな男が考え出したとは思えないことから、馬ば鹿か息子なりによく調べ、後を継ごうとしていることは間違いないだろう。

　以上で面接は終了。俺の正体を明かしたときの反応は、大富豪は媚こびを売る、将軍は警戒を強める、ジュニアは開き直って見下してくる、と予想通りのものだった。

　俺は評価項目を増やし、一部訂正を入れた。
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　俺の評価はこんなところか。人それぞれの主観はあるから、他人が見たらいろいろ突っ込みどころは満載かもしれないが、出来栄ばえとしてはひとまず満足している。

　俺が他に訂正を入れるべき部分がないか見直していると、綾あや芽めが覗のぞき込んできた。

「へぇ、悪くないじゃない」

「そうか？」

「私の印象とだいたい同じよ。ただ私なら大富豪の人格は△にするわ。将軍は政策と利益を一段階ずつ下げるし、人格は〇のままね。もしかして先せん輩ぱいって、将軍みたいなタイプが好き？」

「考えたことなかったが、そうかもしれないな。それにパーティーで優やさしくしてくれたしな」

　他が金の亡もう者じやの大富豪と、鼻持ちならぬジュニアだから、その分良く見えてしまった面があったのかもしれない。

「ちなみに政策ってナバサのためになるか否いなかで、利益は天て子し峰みねの利益となるかを示しているんでしょ？」

「その通りだ」

「私なら政策と利益の項目は分けずに一つにするわ。双方を視野に入れつつまとめたほうがわかりやすいから。でもそのおかげで、先せん輩ぱいが何を望んでいるかわかったわ」

「？」

　ちょっと意味がわからない。綾あや芽めは俺おれを無視して分析を始めた。

「協力と利益が一致しているのは当然だけど、面白いわね。やはりごまをすってくるやつほど、天子峰の利益になるわね」

「協力と利益が人格と反比例しているのは笑いどころだな」

「資金力や勢力は私たちが支援してあげられるから、ジュニアの性格があれほどひどくなければ決まりなんだけど……」

「まあ、あれだけ上から目線じゃな……。現在のところ人気と政策の評価がおおむね同傾向だが、これはあくまで偶然だろうな」

　ジュニアの人気を高くつけているのは、あくまで父親の七光りからだ。人格と知名度の乖かい離りは、必ず人気に影えい響きようが出る。普通に行けば、やがて化けの皮が剝はがれるのは間違いない。応援する場合はどうやってあの傲ごう慢まんな人格を隠すかが問題となるだろう。加えて、言ってもこちらの思い通りに動かない場合が想定されるだけに、非常に扱いづらい相手だ。

「執務室に移動しましょ。作戦会議を開くわ」

　応接室から出た俺たちは、自らのデスクがあるメイン事務所のバンガローへと移った。




　コーヒーを入れてもらい、僅わずかな休息後、綾芽が口を開いた。

「エルちゃんは誰だれがいいと思った？」

　そう、それが気になる。三者三様を見て、エルは誰を選ぶのだろうか。

「ボクがついていくなら、将軍かなぁ……。あ、でも僅きん差さで、だよ」

　人格評価が一番高い将軍か。

　選挙ではアピールの仕方がポイントとなるが、人格が安定している部分はやはり魅み力りよく的だ。正攻法で行ってトップを狙ねらえるのは大きい。

　それとエルは、将軍のバックに兵士がいる点も見ていたのかもしれない。

　国の命運がかかっているのだ。俺たちが暗殺の対象となる可能性もゼロではない。その点、兵士が味方についている将軍につけば、安全性は抜群だ。

「なるほど、ね。先輩は？」

「俺か。俺も迷ったが、僅差でジュニアがいいと思う」

「へぇ、どうして？」

「問題点は人格のみだ。あとは何とかなる。俺おれたちには人材が少ないだけに、問題点が少ないほうが破は綻たんしない気がする」

　大富豪や将軍では裏で動かれたとき、手が回らない可能性がある。これは恐ろしい。

「それもあるかもしれないけど、本音、違うでしょ？　先せん輩ぱいは政策と利益が高い人物を選んだ。ナバサの国民が幸せになり、天て子し峰みねにも利益があるような人物を選びたかった。違う？」

　図星だった。

「……どうしてわかったんだ？」

「さっきのメモで政策と利益に項目を分けていたことが一つ。もう一つは山奥の村から私に支援を要よう請せいしてきた一件よ。候補生試験でのバトルといい、先輩って、物事を論理で片付けるくせに、妙なところでロマンチストというか、理想家というか……」

　そう、俺はあの老人のような人たちを救い、同時に天子峰の仕事もきっちり果たしたかった。ジュニアはその両方を押さえられる、唯ゆい一いつの存在だ。

　障害は大きいかもしれないが、目標として迷わずに済む。この単純さが選せん択たくの際、最後の一押しとなったのだった。

「じゃあ、綾あや芽め。お前はどうなんだ？」

　将軍かジュニア、このどちらかなら多数決で決まりだろう。

「私は……大富豪を選ぶわ」

　見事に三人の意見が分かれたか。

「どうして大富豪を選んだんだ？」

「私が重要視したのは、先輩の作った項目で言えば、協力と利益よ。協力する気がない相手と組むのは辛つらいわよ。どんな作戦を立てても意味がなくなるかもしれないんだから」

　なるほど。綾芽は作戦を指揮する立場から、従順さが気になったのか。

「私たちは仕事で来ているんだから、利益を重視するのは当然よ。ビジネスではいい人か悪い人かなんて関係ないわ」

　ドライな考え方だが、正論でもあるだろう。

「先輩は政策の面が気になっているようだけど、それは私たちで変えさせればいいじゃない。あの大富豪は国の行く末を全部私たちに投げているのよ。私たちがちゃんといい方向に変えてあげれば問題ないわ」

　確かに。ジュニアに言うことを聞かせるより、政策を俺たちで何とかしたほうがずっと楽な可能性が高い。

「わかった。俺も大富豪でいい」

「エルちゃんは？」

「僅きん差さで選んだだけだから、誰だれでもいいよー」

「決まりね」

　目標は定まった。

　大富豪を大統領に就かせる。そしてその上で、この国の未来を明るいものへ導く。

　俺おれたちに課せられた責任は重い。でも同時に、面白いとも感じ始めていた。




　候補者選定会場であるホテルは、禁きん門もんの兵士ががっちりと固めていた。

「よう」

　選定会場前の廊下に立っていたのはヤンさんだった。

　横にいるのはいかにもその筋っぽい黒服の男たち。おそらく部下だろう。

「……ふんっ！」

　綾あや芽めはそっぽを向き、候補者の希望を伝えるべく、一人会場に入っていった。

「どうも。ケネスさんは？」

「今日は来ねぇよ。おれが代理だ」

「体調、悪いんですか？」

「敵にそんなこと聞くか」

　それもそうか。余計なことを言ってしまった。

「ケネスもそうだが、お前もどうかしてる。敵の心配をするなんて、正気の沙さ汰たとは思えないぜ。しかもおれは、昨日お前を殺そうとしたんだぞ？」

「そういえばそうですね」

「ちっ、調子狂うぜ。ま、警戒されるより楽だからいいがな」

　伊い勢せさんと同じようなタイプかと思っていたが、結構気さくな人だ。気さくなマフィアって変だが、それもまた悪くない。

「昨日はケネスがあんまりうだうだしてるから動いちまったが、もうやる気はねぇから安心しろ。本来おれは、ビジネスでケネスについているだけだからな。あいつが命令を出さない間は、せいぜい見物させてもらうさ」

「どういうことです？」

「アホか。敵に教えるわけないだろ。お前にはちょっと悪いことをしたって思ってるから、これでも十分サービスしてやってるんだぞ？　それとも何か？　金、出すか？　高いぜ？」

「金額と相談させてください」

「馬ば鹿か、冗談だ。あ、いや、一億くらいなら……」

　ケネスさんとの雰ふん囲い気きを見ても、簡単に裏切るようには見えないが、お金には弱いらしい。

「発表するから、中に入れだって」

　綾芽が会場から顔を出し、声をかけてきた。それで話は打ち切りになり、中に入った。

　スーツ姿の若い女性が現れ、綾芽、ヤンさん、双方の顔を確認する。

「私が今回の選挙を管理させていただきます。以後、お見知りおきを」

　名前を名乗らないのは、禁きん門もんの人間だからだろうか。

　女性は一度手に持った紙を確認し、口を開いた。

「それでは発表します。光こう明みよう寺じ綾あや芽め主しゆ査さはアフマド・アリフィン氏。ケネス・ムビタ係長はピエト・ホラント・ジュニア氏。希望は以上の候補者でよろしかったでしょうか？」

「ええ」

「いいぜ」

「では双方、希望通りで受理させていただきます。チャレンジシステムにより、お二人は競合という立場となりますが、以後、選挙管理規則を遵じゆん守しゆの上、正々堂々と勝負をしてください。そして必ず天て子し峰みねに勝利をもたらすよう、ご尽じん力りよくをお願いいたします。これにて候補者選定を終了させていただきます。ご協力いただきありがとうございました」

　とりあえずほっとした。候補者が重なってしまい、抽選で負けた場合も考えていたが、すんなり第一希望で決まったほうがいいに決まっている。

　しかしケネスさんはジュニアを選んだか。どういう理由から選んだのか気になるところだ。

「あーあ、ついに始まっちまったな。もう後には退ひけないぜ？」

　ヤンさんの挑発に対し、綾芽は鼻で笑って返す。

「それはこっちのセリフよ。あの死にかけ、最初から病院で大人おとなしくしてたほうがよかったんじゃないかしら」

　死にかけとはひどい言い草だ。しかしヤンさんはむしろ楽しげに笑った。

「お前らは知らねぇのさ。あいつはおれが見てきた中で、もっとも病弱で、もっともイカれたギャンブラーだ。お前らなんかに負けねぇよ」

　それだけ言って、ヤンさんは黒服の男たちと共に会場から去っていった。




　ホテルから戻る頃ころには二時を回っており、エルが空腹を訴えたため、中央市場で昼食を取ることになった。

「ああ、ここ！　次来たときに食べようと思ってチェックしてたんだよ～」

　屋台が表に併へい設せつされている店で、内装は汚いが、いいにおいが外まで漂ただよってきていた。

　注文を取りに来た店員は、エルと同じくらいの年頃の少女だった。

「ボク、ナシゴレン！　やっぱりインドネシア系っていったら、これだよね～」

「じゃあ私も」

「俺おれも」

「ナシゴレン三つ！」

　お昼どきは過ぎているのに繁はん盛じようしており、屋台にも列ができている。

　料理が出てくるまでの間、目についたのは先ほどの少女の働きぶりだった。

　屋台と店内を走り回り、矢継ぎ早に出される注文を見事にさばきながら料理を出して行く。

「やっぱり話で聞くのと、実際見るのとではだいぶ違うわね。あのくらいの年とし頃ごろの子が働いているのを見るのは、何だか忍びないわ」

「お姉さん、ボクも立派に働いているんだけど」

「あー、それもそうね。何だかそんな感じがしないから忘れてたわ」

「何気にひどいよね、それ」

　お腹なかがいっぱいになったら、事務所に戻って再び作戦会議だ。

　議題は、『今後どうしていくか』だ。候補者が決まった以上、具体的に動く必要がある。

「一つ言えるのは、禁きん門もんが選挙管理委員会を運営している以上、私たちも違反したら等しく罰せられるわ。だから違法行為の類たぐいはなるべく禁止。いい？」

「なるべくでいいのか？」

「逸いつ脱だつが必要なときがあるかもしれないでしょ。でも最初から違反に走るのはやめたほうがよさそうね」

　この場の三人で一番違法な手段を使いたがるやつが自重する気なら、誰だれもしないだろう。

「さてそれを踏まえてこれからどうするかだけど、まず三点について認識して欲しいわ」

「それは？」

「一つ目は選挙と民主主義について。二つ目は私のやり方……つまりは方針ね。三つ目は私の描えがく選挙の具体策について。私たちはチームよ。だからこそ情報を共有し、意思を統一する必要があるわ。個々に動いてもらう場面が増えると思うけど、あくまで私のやり方に沿って判断をして欲しいの。いい？」

「わかった」

　エルも聞く態勢は万全といったところだ。では聞かせてもらおうか。




　①選挙と民主主義について

「選挙に代表される民主主義って、普通に私たちが慣れ親しんでいるものだけど、発想自体は二千年以上前からあったわ。でもその後長い間、国王制や貴族制が多かった。なぜか知ってる？」

「知らないな。どうしてだ？」

「民主主義が、衆しゆう愚ぐ政治という大失敗を経験したからよ」

「しゅうぐ政治？　どうやって書くの？」

　俺おれはエルに『衆愚』と教えてやった。結構えぐい表現なだけに、エルは興味津しん々しんだ。俺も言葉自体は知っていたが、内容は詳しく知らなかった。

「民主主義では投票によって為い政せい者しやを決めるのが基本よね。でも投票する人間は、果たして立派な人ばかりかしら？　政策を理解できる人ばかりかしら？」

「絶対わかっている人のほうが少ないよー。だからあんなに政治系の番組が多いんじゃないのかな？　選挙の日、テレビの端っこに速報が出るの、勘かん弁べんして欲しいんだよねー」

　エルの意見が一般論に近いだろうか。俺おれ個人の感覚としても、政策を理解して投票に行く人間なんて半数もいないと思う。俺自身、成人して選挙権がもらえても政策なんて調べようとしないだろうし、投票にすら行くかどうか怪しいところだ。

　そう考えると、俺も『衆しゆう愚ぐ』の一人である。

「政策を考えない有権者ばかりになったら、お金をばらまき、利益を貪むさぼろうとする下げ衆すほど勝つことになる。それはわかるわよね？」

「俺なら金だけもらっておいて、そいつには絶対に投票しないな」

「それは先せん輩ぱいがひねくれ者だからよ」

「俺みたいなひねくれ者だって結構いるんじゃないのか？　だとしたらどこかで歯止めが利きくような気がするが」

「その衆愚政治が実現してしまった国があるわ。有名なのは古代都市国家のアテナイね。そして衆愚政治に拍車をかけたのが、扇動者アジテーターの存在よ」

「扇動者アジテーター？」

　エルの質問に、綾あや芽めは『世論を扇せん動どうする人間のことよ』と説明した。

「扇動者アジテーターは大衆の意思を誘導するの。印象で決めてしまう人や政策を考えもしない人たちは、こういう扇動者によって誘導され、自分たちを貶おとしめるような人間にまで投票したわ」

「私が当選すればお金あげますよーって言ってたのに、当選してもくれないって感じ？」

「そうだな」

　衆愚政治は程度の差こそあれ、身近でも起きているだろう。人間である以上、騙だまされる人がゼロになることはないだろうから、衆愚が消えることもない。問題はその割合だろう。

「現代の選挙は普通、公平に一票を与えているわ。でもそれが最大の不公平でもある」

「金をもらっての一票も考え抜いた上での一票も同じ重さというのは、真ま面じ目めに政治を考える人からすれば馬ば鹿か馬鹿しく思えるかもな」

「それが私の考える、民主主義の最大の弱点よ」

　そしてその問題点を大きくしてしまう存在が扇動者アジテーターということだろう。

「で、私が言いたいことは、何事にもメリットとデメリットがあるということよ。それを見極め、弱点を突いていく。これが私の基本的な考え方よ。それを踏まえて方針を聞いて」

　そう言って、綾芽は再び語り出した。




　②綾芽のやり方（方針）について

「よく一発逆転の手法とか、裏をかいたトリックみたいなのがあるけど、その分リスクがでかいことが多いものよ。ミステリーでトリックが必要となるのは、誰だれかを殺したとか、犯罪を行ったからよね？　だから捕まるというリスクが発生している。そもそも時間と力があれば、犯罪を行わずに復ふく讐しゆうできるわ。犯罪というリスクを負う時点ですでに劣勢なの。わかる？」

　慎重派の綾あや芽めらしい言い分である。

　そういえば綾芽より伊い勢せさんのほうが奇策に走るイメージがある。それは綾芽の作戦が、こうしたメリット、デメリットのバランスで考えられているからだろう。

「私の描えがく最善とは、準備万端な大軍による少数の撃破よ。作戦においても、大掛かりなことはできるだけやらないほうがいい。着実に一つずつ得られるものが増える作戦のほうが失敗しないわ。打つ手は、相手の一手だけ先を行くのが重要よ。二手以上先の手を打つと、一周して大敗北になりかねないわ」

　あれか。猪ちよ突とつ猛もう進しんの武将には凝こった罠わなを用意するより、落とし穴のほうが有効というやつか。

　派手な大勝利より、負けない戦いを望むところが綾芽らしい。候補生試験でも失敗した場合を踏まえ、プラスが強い案より、マイナスが少ない案を優先していたように思える。そして伊勢さんはおそらく逆。そう考えると、一発勝負をかける伊勢さんが先陣を切り、後ろを綾芽が守りつつ目的を完かん遂すいしようとしたのは、いいバランスだったのではないだろうか。

　しかし綾芽には決定的な弱点がある。あらゆる感情が強すぎる点だ。慎重なくせにすぐチャレンジシステムを利用する辺り、まだまだ自分の心を制御しきれていない証拠だろう。

「この点、よく意識して。勝手に私を勝たせようと思って暴走されても、私が困るわ。リスクが高い案を実行しようとする際は、必ず私に連絡を入れて。まあ、それができないような場合はそのときの判断で動いてもらうしかないけど、慎重にね」

「わかった」

　メリットとデメリットを考えて動け、か。確かに忘れがちだが重要な事柄だ。




　③具体策について

「さて、今後行っていく作戦だけど、私はこう命名したわ。その名も──〝七万人の愚おろか者作戦〟！」

「…………うーん」

　いや、何となくやりたいことは見えてくるのだが、何と言うか……中二病？

「まあ作戦名はおいておくとして」

「さりげなく否定しないでよ。少し傷ついたわ」

「ボクは好きだなー、そういうの」

「わかった。作戦名はそれでいい。それで内容は？」

　綾芽はぶつぶつと不満を口にしながらも、ちゃんと説明をしてくれた。

「具体的には買収によるメディア戦略ね。この国の主要メディアはテレビ、ラジオ、あと新聞だからその辺が狙ねらいね。会社ごと買収できればいいけど、できなければ番組やＣＭ、広告などの枠を取りに行くわ。ネットはまだ普及がイマイチだから外すわよ」

　なるほど。大富豪に目をつけたのは、資金力やコネがあるからという点もあったのだろう。

「それってテレビや新聞でバンバン『大富豪さんサイコー』とか言ってもらおうってこと？」

　エルのコメントに、俺おれは苦笑いした。

「間違いじゃないが、そこまで露ろ骨こつに宣伝するとたぶん引かれるだろうな」

「私がやるからには、こう、サブリミナルみたいな、気がつかないうちに大富豪に投票したくなってしまう……という風にするつもりよ。もちろん選挙違反はせずにね」

「それで七万人の愚おろか者ができあがり、ということか」

「うわぁ、お姉さんの顔、とっても悪どいなりぃ……」

「エル、突っ込むのはやめてやれ。こんなに楽しそうなんだから」

　ここで先ほど綾あや芽めに言われたメリットとデメリットを考えてみるか。

「メリットは影えい響きよう力りよくがでかいから、票数が稼かせぎやすい点だろうな。あと、相手もメディア戦略をとってきた場合、メディアがまったく使えないと一方的にやられかねないから、防衛策にも繫つながるか」

　防衛にもなる一手。実に綾芽好みだ。綾芽が真っ先に挙げるはずである。

「デメリットは情報操作と取られた場合、逆に印象を悪くする点ね。この点については私がさじ加減をするから安心して。それよりメディア戦略の目的……というより、焦しよう点てんがどこにあるか知る必要があるわ」
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「焦点？」

　エルは小首を傾かしげた。メディアで票が動く人間。それはすなわち──

「……そうか。メディア戦略のメインターゲットは、『衆しゆう愚ぐ』と言える市民か」

「そう。メディアは現代の扇動者アジテーターとなれる機能を持っているわ。安易な票稼かせぎのプロモーションは怖さもあるけど、メリットのほうが遥はるかに大きいはずよ。だってほとんどの人間は『衆愚』だから」

「まあね～。それを言うならボクも『衆愚』だし。マスコミの影えい響きようは絶対大きいよね～」

　エルだけじゃない。俺おれだって衆愚だ。衆愚と言うと聞こえは悪いが、当てはまるのは普通の人間と言っていいだろう。

「もしかして『七万人の愚おろか者作戦』と命名したのは……」

「そう、人口十万人のナバサには、選挙権がない人を除くと、七万人ぐらいの衆愚がいると考えてのことよ。この層をがっちり握るのが私の作戦ってわけ」

　民主主義の弱点である扇動者アジテーターとなる戦法か。名前をつけて煽あおった割に普通の作戦だな。実際の戦争でもそんなものだったりするからまあいいか。

「それってアンダードッグ効果とかバンドワゴン効果とかを考こう慮りよしてやるのか？」

　何気なく言っただけだったが、綾あや芽めは目を光らせて反論した。

「それ、言ってみたかっただけでしょ？　当てはまる国や場合というものがあるわ。何ならラズウェルやラザースフェルド、あとマートンにマコームズを説明してあげましょうか？　ノエル＝ノイマンの沈黙の螺ら旋せん仮説なんて名前がかっこいいから聞きたかったりする？　コロンビア学派の社会学的アプローチとミシガン学派の社会心理学的アプローチなんて個人的には面白いと思ってるんだけど」

「あ～、何言ってるかわからないよ～」

「すまん、俺が悪かった」

　ここは綾芽に任せよう。買収にはお金がかかるし、お金を握っているのは綾芽だ。十分に知識はあるようだし、綾芽ならメリットとデメリットを意識し、ちゃんとやってくれるだろう。

　作戦自体に異論はない。正攻法かもしれないが、マスコミは必ず押さえておくべき点だと俺も思う。ならば次に、今後俺が何をすればいいか聞いてみるとしよう。




　④綾芽以外の行動について

「そうなってくると、俺は何をすればいいんだ？　買収を手伝えばいいのか？」

「いえ、先せん輩ぱいとエルちゃんには私と逆のことをしてもらうわ。一つの作戦にすべてを賭かけると、リスクが上がるから」

「逆？　具体的には何するの？」

　エルの質問に、綾あや芽めが回答した。

「今回の選挙規則では現金の受け渡しは禁止されているけれど、日本と違って戸別訪問が許可されているわ。だから戸別訪問をお願いするつもりよ」

「戸別訪問って、一軒ずつ候補者さんが訪問すること？」

「別に候補者自身が直接訪問する必要はないわ。代理人でもそれなりに有効ね」

　戸別訪問を禁止している日本が珍しく、先進国のほとんどでは許可されている。

　綾芽がメディアで衆しゆう愚ぐ層を中心に広くアピールするのであれば、俺おれはその逆。一軒ずつ訪問することで全体を押さえようということか。

「戸別訪問での主導権は先せん輩ぱいに預けるわ。山奥の村、助けてあげたいんでしょ？」

　思ってもみなかった言葉に、俺は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「あの大富豪を代表者にしたＮＰＯ法人って感じにすれば、立派な奉仕活動よ。支持も集まるし、一石二鳥でしょ？　これはアピールにもなるから、政策に組み入れて、当選後は国の事業として継続させるようにするわ。当然、援助資金は大富豪か予算、どちらかから出すわよ。先輩は苦しんでいる村を探して、助けてあげればいい。ただ怪け我がのこともあるから、自分一人でやりすぎないようにすること。いい？」

「もちろんだ」

　あいかわらず綾芽は人の使い方がうまい。その人間の意思と能力に沿うような仕事を用意してくる。俺には真似まねができない芸当だ。

「私は大富豪ともうちょい政策を詰めたいから、先に支援を始めちゃって。支援の組織は適当に作っておくわ」

「わかった。じゃあエル、俺の補佐、頼むな」

「任せて！」

　エルも自分の配置に満足しているようだ。

「当然支援には人手が必要になってくると思うけど、それは随ずい時じ募集するなり、勧誘するなりして。契約や支払い関係は天て子し峰みねのスタッフがやってくれるから、適当に声をかければ大丈夫よ。人件費も当然予算から出すから安心して。その代わり、物の購入には領収証必ひつ須すね」

　おそらく手間がかかることが戸別訪問のデメリットだろう。それだけに何とかうまく有能な人材を集め、効率的に支援していきたいところだ。

「ボクさ、選挙ってよくわからないんだけど、こんなに裏で動いたりするもんなんだね～」

「今回は禁きん門もんが管理しているから大人おとなしくしているほうよ。もしもっと緩ゆるいのが管理していたら、やりようはいくらでもあるわ」

「ああ、やっぱりお前、悪どいことも考えていたんだな」

「やっぱりって何よ。まあ、やってもいいなら票の集計人を買収するのが一番楽よね。あと軍隊を握って、暴力で強引に大統領を決めちゃうとかもいいわよね。これ、準備万端にして同時にやれば、リスク少ないと思うんだけど」

「どこの独裁者だ、お前は」

　まあ綾あや芽めは何だかんだ言って結構甘いから、口で言ってもやらないだろう。

　ここまで様々な話をしたが、俺おれには聞いておきたいことが湧わき上がっていた。それをここでぶつけてみようか。




　⑤投票してもらうためには何が重要か？

「戸別訪問をする上で一つ教えて欲しいんだが、綾芽は投票してもらうためには何が重要だと思っているんだ？」

　すんなり答えてくれると思いきや、綾芽は悩んでいた。

「これだ！　っていうのがあれば世界中で同じような選挙運動が行われているはずなのよね。もちろん傾向はあるわ。でも断定はできない。場合によって違うから」

「それじゃ指針がなくて困るな」

「じゃあ一応の目安だけ。日本では『後ろ盾だて』『知名度』『お金』の三つが必要と言われているわ」

「それって三バンと言われているやつじゃないか？　ジバン（地盤）、カンバン（看板）、カバン（鞄かばん）だったか？」

「そうね。知ってるならそっちのほうがわかりやすいかもしれないわね」

　地盤＝後ろ盾、看板＝知名度、鞄＝お金だったはずだ。

　エルが質問した。

「後ろ盾って例えば何なの？」

「大富豪の後ろ盾は自分の会社の人間や経済界の人々よ。こういう人間は大富豪と利害関係のある人間だから、まず大富豪に一票を入れるわ。確実に数えられる組織票や、応援してくれる組織のことを後ろ盾と言うの。将軍は軍人、ジュニアは父の支援者よ。三人の候補者を比較すると、私の歓迎パーティーでの人数がわかりやすいんじゃないかしら？　先せん輩ぱいが作った表の勢力という項目でもいいわ。この点、大富豪が一番有利、一番劣勢は将軍でしょうね」

「知名度はジュニアが圧倒的だな。次は将軍か。この点では大富豪はだいぶ落ちるだろうな」

「お金は大富豪さんが圧勝だよねー」

「そうね。でも、他ほかの二人も天て子し峰みねやイデアがバックならお金に困ることはないでしょうね」

　後ろ盾は固定票だ。多少のことがあっても、必ず一票を入れてくれる存在は大きい。

　知名度は浮動票。知っているから入れるという部分で、マスコミの影えい響きよう力りよくが大きく出るだろう。おそらくほとんどの票がこの浮動票に当たる。

　お金は買収が公おおやけにやれない以上、直接票に結びつきにくいが、動かせる運動員の数に影響が出てくる。そのため策の行動範囲やスピードに影えい響きようしてくるだろう。

　この点、各候補者が一長一短なだけに大本命はいない。力の見せどころとなりそうだ。

「問題は浮動票で、マスコミが重要なのはわかる。でも他ほかにどういったことをすれば票が稼かせげるんだ？」

「まあ、代表的なのは演説ね。とにかく何でもいいから『一票入れてもいい』と思わせる後押しが必要なの。それがお金であっても、握手であっても、情報操作であっても」

「なるほど……」

　後押し、か。メディアに左右されない人たちに、俺おれはその後押しをしなければならないのか。

　だとすると、俺ができる『後押し』とは、何なのだろうか……？




　今後の方針に目め処どはついた。

　さっそく行動をしようと思っていた矢先、綾あや芽めが言った。

「最後に、これはお願い。できれば強い人を探して。それもとびっきり強い人を」

　強い人とは曖あい昧まいな言葉だ。

「あれか、喧けん嘩かが強いとかか」

「そういう次元じゃなくて、あのヤンとかいうやつより強いやつ」

　なるほど、そういうことか。

「外に出たとき襲おそわれたらやばいもんな」

「あの黒人が手た綱づなを握っている間はある程度自制が利きくと思うけど、イデアのほうがどう出てくるかわからないわ」

　先ほどイデアの長なが良ら喜き平へいについても話しておいたが、確かに警戒が必要な人である。

「暗殺でもされればそれで終わりよ。ここは私の雇ったジョニーたちがいるからある程度大丈夫だと思うけど、イデアなら同じ天て子し峰みねでもないんだし、強行手段に出てきてもおかしくない。最悪、傭よう兵へい部隊に攻められる可能性もある。そのとき防げる確証はないわ。せめて時間を稼げるだけの人材がいれば、禁きん門もんの軍隊を呼べるから安心なんだけど」

　不安は大きく分けて二つある。

　一つは会談など少人数しかいられない場での防衛。砂浜でヤンさんが向かってきたときがまさにそうで、いつでも側そばに置けるボディガードがいる。

　もう一つは部隊に対する防衛。イデアが部隊を向けてくる場合が目下の脅きよう威いだ。綾芽は豊富な準備金を使って防衛部隊を結成したいと思っているだろうが、この忙しい状況下では不可能だ。ならば一時凌しのぎでもいいから、部隊に対して抑止力となるような人材が欲しい。

　ヤンさんは本人が屈強だし、上級主しゆ査さと言っていたから、部隊の指揮もできそうだ。また候補生試験の教官なら抑止力になるだろう。ああいうタイプが一番欲しいところである。

「もしかして俺の心配をしてくれているのか？」

「ば、馬ば鹿かじゃないの！　そんなわけないでしょ！」

「真まっ赤かになってまで否定することはないだろう」

「うるさい！」

　しまった。機嫌を損ねてしまったようだ。

　そのとき、ふとあることに気がついた。防衛部隊はどの仕事でも必ひつ須すなものだろう。そして防衛部隊を作るための資金はすでにある。ということは、準備金の用途とは──

「なぁ、綾あや芽め。準備金って、組織を作るためにあるんじゃないのか？」

「……へぇ、気づいたわね」

　莫ばく大だいな額の準備金は自分の軍団を持てということなのだ。人の上に立ち、仕事の主導権を握る上級幹部は動かすスタッフの人数も多いだけに、中級や下級の幹部より多くの資金が渡されているのだろう。

　人材が足りないことを承知で天て子し峰みねが仕事を割り振るのは、足りない人材は自分で雇えという暗黙のメッセージだ。仕事が選せん択たく制なのは、向いている仕事が人それぞれで違うこともあるだろうが、組織させた軍団をより効率的に働かせるため、という部分もあるのだろう。

　例えば武闘派の幹部が、手塩にかけて最強の部隊を作ったとしよう。でも俺おれたちがやろうとしている選挙運動では、イマイチ力を発揮できないだろう。だが戦場で仕事をすれば、無類の力を発揮する。

　自分好みの人間を集め、自分好みの軍団を結成する。専門家集団に特化してもいいし、あらゆる事態を想定したバランスの取れた組織でもいい。準備金の額を考えると、上級幹部には柔軟な組織作りが求められているし、中級は補佐することが多いだけに、専門家を集めることが求められている気がする。下級はそもそも組織を作ること自体が求められていないだろう。

　野球で言えば上級幹部は、監督とゼネラルマネージャーを兼任しているといったところか。理想のチーム像を描えがき、人材を集めて采さい配はいを行い、勝つことが求められる。その際、四番バッターばかり取ってきて並べてもいいし、生はえ抜きだけでチームを作ってもいい。

　面白いじゃないか。まるで育成シミュレーションゲームのようだ。

「人材を集めるのも雇うのもお金がかかるから、遊びなんかに使ってたらアウトよね。それとお金に振り回されるかどうかも見られているわ。莫大なお金は人生を狂わせるから」

「あと、買収されるのを防止するという効果もありそうだな。天子峰の幹部が金で買収されたら笑いごとにならない」

「でしょうね。私もこれらの意図にすぐには気がつかなかったから、昇格直後にチャレンジシステムに申しん請せいしたこと、ちょっと後こう悔かいしたの。だってあまりに初しよ見けん殺しだと思わない？　私は慌あわててジョニーたちを雇ったからまだいいけど、これで手ぶらだったらあっさり襲おそわれてアウトよ」

　上級の幹部は一人で作戦を完結できる独立部隊と見ることができる。

　そう考えると、綾あや芽めの陣容は俺おれとエル、あとはジョニーを含めた幾人かの元軍人がいるだけのため、ひどく寂しい。すでに新たな仕事をしているから無理だろうが、枇び杷わ島じまさんや伊い勢せさんなどがいてくれればな……と俺は思った。




　俺とエルはジョニーに車を出してもらい、一緒に中央市場で物資の調達をした。その後、昨日行った村を再度訪問した。すでに食料だけは先発して届けさせていたため、急ぐ必要はなかったが、その他ほかの物も早めに渡してあげたかった。

「おお……！　ありがとう、お若いの……！」

　老人に様々な道具、種、苗木等を贈ると、身体からだを震ふるわせて喜んでくれた。そして食料や医療の支援に関しても、何度もお礼を言われた。

　老人に名を尋たずねられ、初めて自分が名乗っていないことに気がついた。

「自己紹介が遅くなりました。今度、アリフィン氏の選挙協力をすることになりました、加か納のう弥や助すけと言います。今後こうした支援を政策に入れ、継続していきたいと考えています」

「日本人とは珍しいと思っていたが、そうじゃったか。……だがそれなら話は早い。手伝いは必要かな、お若いの」

「はい」

「では手の空あいている者を向かわせよう。行く場所を教えてくれ」

「いいんですか？」

「ナバサの民たみは、恩を忘れないんじゃ」

「……ありがとうございます」

　ここでいきなりこれほどの協力が得られるとは思っていなかった。恩を大切にする人たちが多いなら、こうした地道な活動は予想よりずっと効果的かもしれない。

「あと、もしよければ情報収集をお願いしたいのですが……」

　俺は携帯電話を渡した。

「他の村で、ここと同じように苦しい生活をしているところがあれば教えてください。なかなか訪問できないことも多いと思うので、そのときはこの携帯でお話を聞かせてくれませんか？」

　これは綾芽からの指示である。電話がない村も多いようだから、携帯電話を各地で渡し、連絡を取れるようにしておいたほうがいいとのことだった。

　老人は快く頷うなずいてくれた。使い方を説明し、俺たちは村から去った。村の人たちが総出で見送ってくれたとき、ほとんど何も感じないはずの俺の心が、少し温かくなった気がした。




「先せん輩ぱい、今どこにいるの？」

「帰る途中だが、何かあったか？」

「夕飯買ってきて。二十人分。他ほかに手が空あいている人がいないの」

　時計を見ると、すでに十時を過ぎている。こんな時間では出前は難しいか。

　今いるスタッフは綾あや芽めがフル活動させており、綾芽が雇った民間軍事会社の人間も俺おれがジョニーを連れ出しているだけに警備から外し辛づらい。そのためお鉢はちが回ってきたようだ。こういうときに人手不足が出てしまうのは、致いたし方ないところだろう。

　時間が時間なだけに、中央市場と言ってもほとんどの店が閉まっていた。一軒見つけたが、残った材料では七人前が限度だという。そのため俺ができるまで待つ間、エルとジョニーには別の店を探してもらうことにした。

「ん……？」

　明かりが少なくなって見えにくいが、店と店の間に倒れているのは人だろう。

　俺が駆け寄って身体からだを起こすと、昼食を取った店で働いていた、エルと同じ年とし頃ごろの少女だった。

「どうした？　大丈夫か？」

　怪け我がはなさそうだ。口をパクパクさせていたので、ショルダーバッグから水筒を取り出し、水を与えてみる。すると少女は貪むさぼるように飲み始めた。

「どうだ、落ち着いたか？」

　と尋たずねると、今度は少女のお腹なかがぐーっと鳴った。

　この子はお腹が空すいていたのか。でもよく見ると、袋を持っており、中には少ないものの豆やイモなどの食材が入っているようである。

　食べ物が買えないわけではなさそうだ。これはどういうことだろうか？

「おーい、あんちゃーん。できたぞー」

　屋台の人の声がする。

　俺は七人分の食事を受け取ると、少女の下もとに戻り、一つを差し出した。

「ほら、お腹が空いているんだろ」

　直接ご飯をあげるのはキリがないのであまり好まないが、さすがに緊急事態だ。

　少女は血走った眼めで食事を見つめる。だが──受け取らなかった。

「施ほどこしは受けません。大丈夫です。助けてくれてありがとうございました」

　少女はふらふらと立ち上がると、ぺこりと頭を下げた。

　気丈な少女である。普段なら賞賛できる行動だと思うが、これほど弱っているのに拒絶されると困ってしまう。渡そうにもこの調子じゃどうやっても受け取ってくれなさそうだ。

「……余計なことを言ってしまったようだ。すまなかったな」

　そう言って俺はその場を後にした。

　これはフェイントだった。姿を隠し、少女の後を追う。

　正直後をつけている間、これはストーカーっぽいなと思ったが、まあ気にしないことにした。

　少女の家は中央市場から程ほど近ちかい貧民街にあった。隙すき間ま風かぜが吹く家にはたくさんの家族が彼女を待ち構えていた。

「お姉ちゃんお帰り！」

「お腹なか空すいたー」

「今から作るわ。ちょっと待ってて」

　先ほど倒れたにもかかわらず、少女は料理に取り掛かる。

　子供の数は十人ほど。彼女はそこで一番年上のようだ。

　両親の姿は見えない。この時間にいないとなると、亡なくなっているか、出で稼かせぎに出ているか、その辺りだろうか。

「ほら、できたわよ」

　並ぶ皿。でも、彼女の分は存在しない。

「お姉ちゃんは食べないの？」

「お姉ちゃんは、お腹空いてないから」

　……なるほど、だいたいの事情はわかった。

　あまりの貧しさゆえに、彼女は自分の食事を抜いてまでして弟てい妹まいの食べ物を確保していたのだ。これでは倒れるのも当たり前だ。

　俺おれは持っていた料理を家の前に置き、一度だけノックした。そしてそのまま足早に立ち去る。

　背後から喜びの声が聞こえた。

　一度だけ振り返ると、置いてきた食事の前ではしゃぐ子供たちの姿があった。その中で一人、こちらを見ている子がいる。背丈から見て、先ほど倒れていた少女だ。月明かりだけでは見えにくいが、にらんでいるように見えた。

　──とんだお節せつ介かいだ。

　彼女はそう言いたいのかもしれない。俺はそれでいいと思った。

　感謝を求めてはいない。必要と思ったことをしただけなのだ。むしろ感謝されるほうが困惑してしまう。

　それは村の支援でも同じだ。必要だからやろうと思った。それだけ。

　支援というのは、喜ぶ人もいれば嫌けん悪おする人もいるだろう。だから俺は最初から相手の反応に期待をしていないし、支援されたからといって無理に喜ぶ素振りをする必要もないと思う。

　俺を嫌ってもいい。俺は元々好かれるような人間ではないから構わない。ただ、思う。少しでも助けになってくれれば、と。




　翌日、朝起きてメイン事務所に入ると、綾あや芽めの声が耳に入った。

「やられた……！」

　綾芽が見ていたのは、新聞だった。そこには候補者三人の顔写真と、アンケートによる支持率調査の結果が載っていた。
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「これは……普通の支持率調査じゃないのか？」

　別に珍しいものでもないと思う。

「ナバサで発行されている新聞は一紙だけ。それで支持率が出ると、あたかもこの結果がナバサ国民の意思みたいに見えちゃうじゃない」

「でもアンケートってそんなものだろ？」

「アンケートなんてやり方次第で簡単に変わるわよ。くそっ、情報操作する気満々じゃない」

「女の子なんだからくそはやめとけ、くそは」

「問題は、この新聞が将軍に対して好意的に書いているところよ。それと、テレビもね」

　綾あや芽めは壁かべにかけられた大画面テレビを親指で指した。

『アリフィン氏は以前から不正の疑惑が絶えない人物であり、国を任せて良いのかという懸け念ねんも出ているのですが、皆さんのご意見はいかがでしょうか？』

『不正はあくまで疑惑なのであえて触れませんが、アリフィン氏は最初、守旧派に属していました。これは覚えておくべきことだと私は思っています』

『内戦時の所属で言えば、ジュニアが留学先から帰ってこなかったのは問題ですよ！』

『まあその点はホラント元大統領の意思という話もありますから』

『でもわたしなら父の意思に反してでも帰ってきて、皆の先頭に立ちますよ！　祖国が存亡の危機なんですよ！　留学なんてしている場合じゃないでしょう！』

『それではパウルス将軍についてはいかがですか？　不正の類たぐいの話は聞きませんし、内戦の英雄でもありますが』

『客観的に見て、三候補者の中でもっとも信頼できる人物であることは間違いないですね。私は人気のジュニア氏と実績のパウルス将軍、二人の一いつ騎き打ちになるのではと見ています』

　……なるほど。司会者とコメンテーターは将軍びいきだ。ただ一方的に他ほかの二人を叩たたくのではなく、事実によって将軍の良さを浮かび上がらせようとしているようである。たぶん新聞でもこの調子だったのだろう。

「ケネスさんはジュニア支持だったな。ということは……」

「イデアの長なが良ら喜き平へいが将軍についたと見るべきでしょうね」

　こちらがやろうとしていることは当然敵もやろうとしている、というわけか。

「昨日、いろいろ当たってみたんだけど、どうも反応がよくなかったのよ。イデアがバックにいるなら、それも当然ね。あっちは企業数が多い分、多方面から圧力がかけられる。もしかしたらナバサのテレビ局、ラジオ局、新聞社、すべてイデア傘さん下かの可能性もあるわね……」

　そういえば元々ナバサは欧米企業の行った乱開発がきっかけで独立運動の気運が高まった。テレビ局などが欧米企業の資本によって設立されていたとしたら──

「やばいな」

　その企業は好き勝手できた昔の体制を望んでいるはずだ。だとすると、独立を支持した天て子し峰みねは恨うらまれているだろうし、テレビ局などが反天子峰のイデアに属してもおかしくない。

「新たに新聞社を作るのは時間的に難しいだろうな」

「今日からは買収対象をＣＭや広告に絞っていくわ。それなら十分できるでしょ」

　こう見ると、天子峰のシステムにも穴があるな。綾あや芽めの言っていたように、物事にはメリットとデメリットがある。

　幹部それぞれに軍団を持たせ、仕事を選せん択たく制にすることで効率よく幹部の力を発揮できるようにするのにはいいかもしれないが、準備期間が足りない場合も出てくる。

　考えてみれば、上司がコロコロ代わるのは大きな問題だろう。プロジェクトに対して、一いつ貫かん性せいがなくなってしまう。今回で言えば『選挙』は幹部の仕事、『統治』は主任以下の仕事となるのだろうが、天子峰の主任たちは『メディアの買収なんて、どうせ次に来る上司がやりたけりゃ自分でやるだろ』くらいに思っていたのではないだろうか。

　もしイデアでは内戦時から長良喜平が関かかわっていたとすれば、差は如によ実じつに出て当たり前である。仕込みの期間が違いすぎる。

　いや、シンガポールには地域統とう括かつ課があった。あの腹話術の美み恵え子こさんがここの準備に関わっていたとしたら、意図的にメディア買収を指示しなかった可能性もある。しかし今後ナバサを統治していく上でも、メディアを手元に置いておくことは悪いことではない。美恵子さんはメディア買収を指示していたが、イデアがずっと死守していたとも考えられるか。

　想像はここまでにしよう。どうせ答えが出ないものだ。それなら前を向いたほうがいい。

「今回の支持率についてはどうだ？　俺おれが見たところ、そう外していないように思えるが」

　あの大富豪は人気がなさそうだし、ドべも仕方がないだろう。逆に三人の候補者の人となりをよく知らない人にとってピエト・ホラントの息子という肩書きは大きいだろうから、ジュニアの支持率がダントツなのも頷うなずける。

「たぶん今回のは正しい結果だと思うわ。あっちも選挙管理委員会は恐ろしいだろうから、慎重にやってくるはずよ」

　候補生試験で言えば、全体のルールは見えてきた、といったところか。ただ今度は頭脳面で攻められることも考こう慮りよに入れなければならない。

「とりあえずそっちは任せた。協力が必要なら言ってくれ。俺おれは今日、昨日手伝ってくれるって言った村の人たちの対応をしなきゃならないし、新たな村も回るつもりだ」

「そっちは順調のようだし、任せたわ。そっちこそ必要なら声をかけて」

「わかった」

　朝あさ一いちで病院に検査に行かなければならないし、その後村の人が来てくれることになっている。そこで情報収集をし、新たに訪問する村の選定をしたいと考えている。村の人たちにも仕事の内容を教えなければならないし、リーダーも選んでおきたいところだ。

　何だか突然、一いちの宮みやさんのことを思い出した。こういうこと得意そうだよな、あの人。




　地図とにらめっこして島内の集落を把は握あくし、電話が繫つながるところにはアポイントメントを取る。また様々な支援ができるよう食料や道具を大量に調達しなければならない。それを運べるだけの車も購入する必要もある。それが完了したと思ったら、再び人手不足だ。島中を回るにはまだ人が足りないと感じ、お手伝いの募集を出すことになった。そうなると組織を運営する体制を整えなければならないし、収集した情報を集積するだけのシステムを作る必要もある。

　そうした様々なことに区切りがつき、各村の訪問スケジュールが完成して、ようやく俺とエルが支援に回れたのは、三日後のことだった。

　綾あや芽めのほうはかなり切せつ羽ぱ詰まってきているようなので、ジョニーなどを引き抜くのは悪いと思い、運転手に現地の人を採用した。現地の人は土と地ち勘かんがあるので、助かることも多かった。

「さて、お兄さん、お腹なかもいっぱいになったし、午後からも張り切っていこう！」

　雑務をひたすらこなす日々で気がついたのだが、エルは単純作業だとあまり役に立たない。というか、向いていない。

　もちろん小学生ということを考慮すれば悪くはないが、問題は単独で仕事させると、どこからともなくアクシデントを引き連れてくることだ。町で求人の張り紙をしてくるよう頼んだところ、なぜか子犬を五匹連れて帰ってきたときには、本気で悩むハメとなってしまった。

　やはりエルが活いきるのは人間を相手にするときであり、加えてサポーターのほうがいいだろう。綾芽が今までなぜエルに単独で仕事をさせなかったかわかった気がした。

「次はどこ行くんだっけ？」

「次は……あの山にある村だな」

　山は道が整備されていないから、たどり着くまでどれだけ時間がかかるか思いやられる。

　と、そこへ電話が入った。最初に訪れた村の老人からだった。

「……あ、はい、大丈夫です。…………ああ、そうでしたか、南側の村も。……はい、そういうことでしたら近いうちに行ってみます。いつも情報、助かります。……いえ、そんなことはないです。お礼を言うのは俺おれのほうです。……はい、それではまた」

　電話が終わり、顔を上げると、エルは砂浜で現地の子供たちと遊んでいた。

「……まったく」

　しょうがないので砂浜に下りていく。港近辺と違って整備されていないので、足場は悪い。

「ろーにん！」

「ろーにん！」

　地元の子供たちは何かを取り囲み、そう叫んでいる。

　ろーにん？　翻ほん訳やくされないような現地語があるのだろうか？

　間近で見て、ようやく意味がわかった。ろーにんとは、浪人だ。そう、時代劇でよく見る、ちょっと食うに困った感じだけど、いなせなあれだ。浪人という言葉を子供たちが知っていたということは、こっちで日本の時代劇が放送されていたのだろうか？

　子供たちの輪の真ん中に、浪人が大の字になって倒れている。

　結構若い。下手へたしたら俺と同い年ぐらいか。髪は長く、後ろで結んでいる。やはり目立つのはその衣装で、着流しはどこで手に入れたのだろうか。

　エルは子供たちに混じって浪人の頰ほおを突っついていた。

「お兄さん、寝てるだけみたいだよー」

「こらこら、やめておけ」

　何だか浦うら島しま太た郎ろうにでもなった気分だ。

「見て見て！」

　エルはそう言うと、浪人の後ろで束ねられた長い髪を頭の上に載せた。

「ちょんまげ。あはは、やばい、お腹なか痛いよ～！」

「あははは！」

　子供たちに大ウケだ。

「お前、物もの凄すごいスピードで溶け込んでるな」

「よいではないかよいではないか」

「おいおい、帯はまずいぞ」

「大丈夫だよ～」

　エルと子供たちが浪人を転がすたび、するすると着流しの帯が解ほどけていく。

「やりすぎだ」

　さすがに見かねた俺が止めた瞬しゆん間かん、浪人が飛び起きた。

「ヒロコ────っ！」

「うわ─────っ！」

　おい、エル。子供たちと一緒に逃げるな。俺がやったみたいじゃないか。

　よく見ると、この浪人はかなり大きい。百八十センチは超えていそうだ。袖そでから見える腕もがっしりしており、ただ大きいだけの人じゃないことがわかる。

　浪人が寝ぼけ眼まなこで俺おれを見てきた。逃げることもできず、俺は慌あわてて言い訳を考えた。

「あ、あの……」

「……お前、誰だれだ？」

　これは日本語だ。顔を見たときからもしかしたらと思っていたが、やはり日本人だったか。

「加か納のう弥や助すけって言います。仕事でここに来ていまして……」

「加納、弥助……？」

「はい。あなたはどうしてここに？」

「オレか？　オレは……あぁ、なんでだったかな……」

　未いまだ夢見ごこちなのだろうか。どうもぼんやりしていて摑つかみどころがない。

「あの……」

「何だ？」

「パンツ、見えてますけど」

　浪人の視線が下半身へ。着流しがはだけ、トランクスが全開となっている。

　浪人だけど、ふんどしじゃないんだな。別にそこまでなりきってコスプレしているわけじゃないようだ。

「なんじゃこりゃ───っ！　お前、そういう趣味のやつだったのか───っ！」

「いえ、違います。マジで」

　本気で否定すると、エルが肩に飛び乗ってきた。

「そうなんだーお兄さんそういう趣味だったんだー。だからボクに手を出さなかったんだー」

「違う。そして重い。あと、どうしてそんなに嬉うれしそうに言うんだ？」

「お前ロリコンでもあったのか───っ！」

「重いって失礼だよ！　ボク、体重は軽いほうなんだけど！」

　何だか厄やつ介かいなことになってしまったので、一人ずつ説明し、何とか落ち着かせた。

　大丈夫そうとわかってか、子供たちがまた近寄ってくる。それを見た浪人はくわっと目を見開いて叫んだ。

「アーイム、ジャパニ────ズ、サムライ！　オッケー？」

　何でだろうな。どうしてか俺は、変な人にばかり遭そう遇ぐうする気がする。

　サムライという単語が子供たちの琴きん線せんに触れたようだ。目を輝かせて寄ってくると、

「サムライ！　サムライ！」

　と浪人に触り始めた。

　浪人もノリノリだ。ボディビルダーのようなポーズをして、子供を力こぶの上に乗せたりする。秘技と言ってもったいつけたあげく披ひ露ろうしたのがダブルラリアットだったりと、ややスベリを見せたが、子供たちと馴な染じんでいる辺り、変だけど悪い人じゃないのかもしれない。

「どうしてそんな格好なんですか？」

　と聞いてみると、五人の子供を持ち上げながら浪人は言った。

「オレの家、剣術道場でな。普通の服より袴はかまを着けてるほうが長かったから、これが落ち着いてよ。で、学校へ行くとき以外、こういう服でいいんじゃね？　って思ったわけよ。どうだ、イカスだろ？」

「イカしてますね」

「だろだろ！　お前話わかるなー！　気に入ったぜ！」

　適当に話を合わせただけなのに、気に入られてしまった。

「おう、お前、オレと同じくらいの年だろ？　いくつだ？　オレは十七だ」

「同じです」

「ならタメ口でいいじゃねーか！　なぁ、兄弟！」

「なぜに兄弟？」

「そりゃもう、こんなわけわかんねーとこで同い年の日本人と会ったんだ。こりゃ兄弟だろ」

　五人の子供を両肩に乗せたまま肩を組んでくる。

　確かにこんな孤島で偶然出会った人物にこれほど共通点があると、親近感は湧わく。

「そういえばまだ名前を聞いてなかったな。せっかくだし、教えてくれないか？」

「オレの名前は捨すて丸まる。北きた方がた捨丸だ。名前で呼んでくれていいぜ」

　握手を交わす。

　大きな手だった。剣道をやっていたためか、皮ひ膚ふが驚おどろくほど硬かった。

「さっき寝ぼけてたみたいだから改めて聞くが、どうしてここに？」

「あぁ、それはな──」

　すんなり出てきそうな雰ふん囲い気きだったのに、言葉は止まってしまった。捨丸自身、不思議に思っているようだ。

「あれ、どうして……いつっ！」

　頭を押さえ、身体からだをよろめかせる。その反動で子供たちが砂の上に落ちた。

「捨丸？」

「あれ……オレ、どうして……」

　そのままおぼつかない足取りで歩いていく。

「捨丸！」

　俺おれが肩に手をかけて止めると、「うるせえ！」と言って弾はじき飛ばされた。

　頭を押さえたまま、捨丸はうわ言のようにつぶやく。女性の名前を。

「ヒロコ……ヒロコ……」

「捨丸、お前……」

「ヒロコ……」

　そして突然、捨すて丸まるは倒れた。

「おい、大丈夫か、捨丸！」

　ぴくりとも反応しない。さっき子供たちが囲んでいたときと同じだ。

「救急車を呼ぼう」

　俺おれが携帯を取り出したとき、いたぞー！　という声が聞こえた。

　集まってきたのは三人の看護師だ。二人が四つ折りの担架を広げる間、一人が声をかけてきた。

「すいません、彼、どんな様子でしたか？」

「あ、いえ、ちょっと話をしただけですが……身体からだが悪いんですか？」

「ちょっと記憶に障害がありまして。時折混乱して、病院を抜け出す癖くせがあるんです」

　では俺と話をしたのは、捨丸にとってよくなかったのかもしれない。

「すいません。ご迷惑をおかけしました」

　看護師は自分のことのように謝り、後から追いついてきた救急車に乗って去っていった。

「……あ、しまったな。病院名を聞くの、忘れてた」

「救急車来たのすぐだし、近くにあるんじゃないの？　地図に載ってない？」

　それもそうだと思い、地図を広げて探してみる。

「あれ……ない……？」

　抜け出したと言っていたから、エルが推測したように、近くにあるのが当然だ。なのにない。

　しかしすでに救急車はどこへともなく消え去っていた。




　それから捨丸のことが気になり、時間が空あいたときにはナバサの病院に片っぱしから電話をかけて確認をしたが、どこにも捨丸はいなかった。

　だが俺は捨丸のことを気にしてばかりはいられなかった。

　候補者が決まってちょうど一週間。新聞には第二回支持率調査が載っていた。
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「くそっ！」

　綾あや芽めが新聞を叩たたきつける。女の子なんだからくそはやめとけ、と二度目の突っ込みを入れたが、綾芽の耳には入っていなかった。

　異常を察して天て子し峰みねのスタッフが俺おれたちの仕事場を覗のぞき込んでくる。俺も内心動揺していたが、努めて冷静に振る舞い、ざわつくスタッフたちに買い出しをお願いした。

　これ以上綾芽が暴れる姿を見られたら士気を下げてしまう。それを避けるための配はい慮りよだった。

　俺とエル、そしてお手伝いで雇った人たちでいくつも村を回り、手て応ごたえも確かにあったのに、結果にはまったく繫つながっていなかった。原因はやはり、報道のあり方が将軍びいきであるためのようだった。

「綾芽、ＣＭ枠とかの買収状況はどうだ？」

　綾芽は舌打ちすると、その綺き麗れいな長い黒髪をむしらんばかりに強く搔かいた。

「まったくダメ。どんな好条件を出してもダメ。有り体ていに言えば、門前払いよ。ＣＭ一つ、広告一つ取れやしなかったわ」

「それはそれで公平さを欠いているから、選挙管理委員会が動けるんじゃないのか？」

「無理ね。もう枠が埋められていたのよ。あっちとしてはすでに決まっているところを守るために断るんだから、大義名分はあっちにある」

「枠を押さえている会社に譲ゆずってもらうことは？」

「それも試してみたけど無理。想像になっちゃうけど、おそらく全部イデア関連ね」

「まさか……全番組、全広告をイデアが……？」

「たぶんね」

　真実だとしたら、イデアの徹底ぶりは異常だ。ＣＭなどの枠を全部押さえるなんて、十社や二十社じゃできない。どれだけ裏で動いているというんだ。

　これは、巨大な企業連合だからこそできる手法だ。天子峰では会社名が違っていても、調べればすぐに資本が天子峰とわかるから、ここまでやれば叩かれる材料になりかねない。子会社を使っても、イデアなら関連性を摑つかんできて、揚あげ足を取ってくるだろう。

　しかしイデアという企業連合はあくまで裏で繫がっているのだから、繫がりの証拠を探すのは難しい。何せ禁きん門もんでさえ全容はわからないと言っているのだ。少なくとも選挙期間中に綾芽だけで繫がりを証明することは不可能だろう。

「これがイデアの力ということか」

「悔くやしいけど、そのようね。〝七万人の愚おろか者作戦〟は諦あきらめるわ」

　この点に関して、完全に予想の上を行かれたのだろう。綾芽は下した唇くちびるを嚙かんでいた。

　これは……かなりまずいな。愚か者がすべて将軍に流れてしまう。すぐさま新たな策を講ずる必要があるが、正攻法で逆転は難しい。こうなると、ちょっと奇策に出たほうがいいか。

「綾あや芽め、長なが良ら喜き平へいの事務所はわからないか？」

「それも探っているけど、わからないわ。どうも移動しているみたいね。摑つかめたと思ったらもぬけの殻からだったことが一度あったわ。なに、襲おそうつもりだった？」

「待ち伏せしている可能性があるだろうからやめたほうがいいだろうな」

「でしょうね。じゃあ何？」

「長良喜平を買収できないか？　あっちもサラリーマンだ。お前の準備金があれば可能性はゼロじゃない。幸い、もらった名刺がある。事務所がわかれば周囲の人間を買収して相手の傾向を調査したいところだったが、まあこの際直接でもいい。名刺にある電話番号なら連絡くらいは取れるはずだ」

　買収ではなく、引き抜きでもいい。とにかく金の力で相手を無力化させるのだ。金によって一票を買うわけではないのだから、選挙管理委員会が動く可能性は低いのではないだろうか。

　長良喜平さえ抱だき込めば、一発で決着がつくのだ。やる価値はあると思う。

「発想は悪くないわ。でも失敗したときのリスクが大きい。長良喜平が了承しなかった場合、音声でも録とられてみなさい。マスコミで報道されて、あっという間にピンチよ。やるなら買収できる確信が欲しいところね」

　ネガティブな言葉を発しているが、綾芽の瞳ひとみはまだ諦あきらめていない。

「なぁ、参考に聞いておきたいんだが、ケネスさんはイデアに対してどんな対策をしているんだ？　ジュニアの支持率も下がっているし、何かしら対応しているだろ？」

「それがおかしいのよ。あいつ、病室からまったく動いていないわ。天て子し峰みねのスタッフをつけてるし、看護師も買収してるから確定情報よ」

　看護師の買収は問題ないのか。目的が選挙と関係ない『ライバルの情報収集』なら大丈夫、と綾芽は規則を読んだ上で判断しているのだろう。また綾芽が否定しなかった以上、長良喜平の買収もセーフ。となると、『票』に直接影えい響きようする類たぐいがダメと判断すればいいか。まあ当然、襲しゆう撃げきや嫌いやがらせなど、通常でも不法になる類は当然アウトと見るべきだろう。

「その分、ヤンさんが動いているとかじゃないのか？」

「そいつも一緒に病院にいるだけよ。一度ジュニアと喧けん嘩かをしているところは確認できているんだけど、その後会っている気配もなければ、連絡を取っている素振りもないわ。ジュニアは基本的に父親の支持者を中心に回ってるんだけど、その支持者にも不審な点がないのよ」

「でも、何もしてないなんてありえないだろう」

「ええ。きっと密ひそかに裏で動いているわよ。だからある意味、こっちのほうが不気味。もっと人員を厚くして必ず摑んでみせるわ」

　それでも不安感は拭ぬぐいきれないようで、俺おれをまったく見ようとしない。

　最初の一週間、本当にケネスさんは動いておらず、綾芽の動揺や隙すきを誘っているという可能性はないだろうか？　だが一ヶ月しかない選挙で一週間を棒に振るなんてありえるだろうか？

　……不可解だ。しかしまるっきり尻尾しつぽを見せないため、迂う闊かつには動けない。

　まあとりあえずケネスさん側はいいとして、やはり急ぎ必要なのは将軍対策だろう。

「綾あや芽め、どんな対策を考えてる？」

「今のところは準備が足りなかったから動けなかったけど、材料はかなり揃そろったわ。これからやつらの牙が城じように穴を開けてやる」

　瞳ひとみに暗いものを宿し、口の端を吊つり上げる。

　激高していたと思いきや、もう腹黒顔が出るとは。まだまだ焦あせる段階でもなさそうだ。

「ちなみに先せん輩ぱいならどんな作戦がいいと思う？」

「そうだな……」

　やはり大富豪の人気を上げることが最大の将軍対策にもなるだろうから──

「守旧派の残党が子供を襲おそって、それを大富豪が身を挺ていして守るなんてどうだ？　もちろん守旧派は仕込みだ」

「マスコミが取り上げないかもしれないけど、悪くないアイデアだと思うわ。実際私も似たようなことを考えて、大富豪に演技の練習をさせたの」

「それでどうだった？」

「……諦あきらめることにしたわ。あいつ、演技下手へたすぎ。自演したらバレバレすぎて墓穴を掘ること間違いなしよ」

「ダメか……。じゃあナバサの軍服を調達してきて、暴れさせるのはどうだ？　兵を管理しているのは将軍だから、評判を落とせるんじゃないかと思うんだが」

「それはちょっと短絡的ね。現在、警察の代わりをしているのはナバサの兵よ。つまり警察とマスコミが将軍側にあるってこと。暴れたやつが捕まったら身元照会されて、すぐに正規の軍人じゃないってバレるわね。実際の兵士を買収してやらせても、買収がバレるリスクは付きまとうわ。危険な手ね」

　もう少し頭を整理してみよう。脅きよう威いな点は、マスコミを握られていることだ。ならばマスコミの弱点を突こうと綾芽は考えているだろう。となると、綾芽の打つ手とは……。

「綾芽、お前はマスコミに不信感を抱いだかせようと考えているんじゃないのか？」

「正解。将軍の人気は、マスコミの影えい響きようが大きいわ。だからそのマスコミに不信感が出れば、支持率は下落する。ただ現在、放送は一応公正を保ってるわ。『公正』って判断が難しいから、選挙管理委員会もギリギリのところで動けないのでしょうね。その辺り、非常に狡こう猾かつよ」

　コメンテーターに誰だれを選ぶかなどはテレビ局の裁量だ。新聞もどの言葉を切り取るかの裁量がある。もっとあからさまでなければ難しいか。

「じゃあ候補生試験のときのように内部告発はどうだ？　テレビ局の社員の一人を買収してやらせれば、なかなかに説得力があると思うぞ」

「悪くないわ。でも問題点がいくつもある。一番の問題点は明らかに敵陣営を貶おとしめる行為は選挙規則違反になることよ。内部告発できるだけの証拠があればいいけど、ないならアウトね」

　考えてみれば、これが問題なくできるなら、大富豪こそピンチだ。大富豪には山ほど疑惑がある。そのため証拠なしで訴えられるなら、大富豪のほうがずっと黒っぽく見えるだろう。さすがに強引過ぎるアイデアだったか。

「下手へたに攻めるとカウンターが怖いわよ。きっとメディアを総動員させて叩たたいてくるわ」

　きついな。いろいろ考えてはみたが、隙すきが見当たらない。これが長なが良ら喜き平へいのやり口か。

「じゃあ、どうするんだ？」

　綾あや芽めがにやっと笑う。

　その顔、俺おれやエル以外に見せないほうがいいぞ。たぶん引くから。

「逆よ、逆。不正を鳴らすんじゃなくて、むしろ賞賛するのよ」

「相手を貶おとしめるわけじゃないから違反とならない、ということか。でもそんなことをしたら、むしろ相手の支持率が上がるだろう？」

「多少ならね。でも褒めすぎたらどうなるかしら」

　それは……胡う散さん臭くさい。

「相手が法を犯していないのなら、法を犯させるの。それも相手の意思に沿った方向で。ギリギリまで将軍に有利となるよう報道しているから、後ろからちょっと押すだけであっさり限度を超えてくれるわ。すでにそれをやらせる人間の目星はついている。ここは先せん輩ぱいの考えと同じように買収を使うわよ。ただ、裏で番組の改変に関かかわる以上、この買収は選挙違反になるわ。でもネガティブキャンペーンをやらせるよりずっとこちらの意図が見えにくい。意図がバレたとしても、買収の証拠を押さえられない限り、向こうは訴えられない。あちらが裏で将軍をひいきにしているのは事実だから」

　危険を冒すならリスクは少なく、メリットは大きく。綾芽らしい手だ。

　ただリスクが低くとも、綾芽が不正に足を踏み入れるというのは、劣勢だということだ。




　──犯罪というリスクを負う時点ですでに劣勢なの。




　綾芽自身、そう語っていた。それほど悪い状況なのだ、現状は。

「それと、この方法は買収しやすいこともメリットの一つよ」

　なるほど。命令に背そむかせるには、立場や罪悪感を超えるだけのメリットを相手に与えなくてはならない。しかし『命令に背かせる』のではなく、『命令を少しだけ過か剰じように遂すい行こうしろ』だったら、買収相手も言い訳をしやすいだけに心を動かしやすいということか。

「結論。私は将軍を賞賛する番組を作らせるわ。そして選挙管理委員会に動いてもらう。するとどう見える？　今までも将軍をこっそり賞賛していたんじゃないかって思わない？　もし将軍賞賛番組が選挙違反にならなくても、黒っぽいと見せるだけで十分効果はあるわ。選挙管理委員会が禁きん門もんだから、市民には穿うがった見方をする人がいるかもしれない。でも一度広がった疑惑を定着させるための扇動者アジテーターはすでに用意したわ。パーティーで先せん輩ぱいがリストアップした人たちよ。その中から弁舌が立つ人や正義感の強い人を選んだわ。言わばこれは『正義の扇動者アジテーター』よ」

　綾あや芽めがパチンと指を鳴らした。すると見知らぬ男が部屋の中に入ってきた。

「あの番組を見て、わかっただろう！　テレビは将軍に牛ぎゆう耳じられているんだ！　これは陰いん謀ぼうだ！　俺おれたちは洗脳されようとしているんだ！　将軍が大統領になったら、また戦争になるかもしれないんだぞ！　それでいいのか！」

　そこまで言うと、端正な顔立ちをした男はまるで幕が下りたかのように恭うやうやしくお辞儀した。

　迫真の演技だった。まさにこれは……扇動者アジテーターだ。でも間違ったことは言っていない。

　だからこそ『正義』。これが『正義の扇動者アジテーター』か。

「ご苦労様。なかなか良かったわ」

「ありがとうございます、光こう明みよう寺じさん。またいつでもお声をかけてください」

　綾芽が手で下がるよう示すと、男は芝しば居いがかった仕草で礼をし、部屋から出て行った。

　しかし『正義の扇動者アジテーター』とは、綾芽も捻ひねってきたな。俺の考えでは、彼らを情報発信源となる支援者にするつもりだと思っていた。

　支援者は周囲に支持を勧すすめて票を伸ばしてくれる存在なだけに、影えい響きよう力りよくのある人間がなると有利だ。パーティーに出ていた人間はナバサの有力者が多いので、影響力のある人間に該がい当とうする。だからこそ支援者として活用すると思っていたのだが……綾芽はマスコミには手が出せないと判断し、方向を変えたのだ。『大富豪を有利にする情報発信源』としての支援者から、『マスコミの不正を指摘する先導者』としての扇動者アジテーターへ。

　綾芽風に言うなら、『作戦変更！　〝七万人の愚おろか者作戦〟改め、〝正義の扇動者アジテーター作戦〟を発動させる！』といったところだろうか。

「この国の人口は約十万。日本ほど人口があるとこの戦法は使えないけど、このくらいなら口コミの扇動者アジテーターでも効果は十分にあるはずよ」

「……わかった。それで行こう」

　ただやっていることがイマイチ正義であると胸を張れないのは、相手の不正を拡大させるために、こちらが先に違反行為へと足を踏み入れるからだ。毒をもって毒を制すというか、毒をもって大毒にするというか。あいかわらず悪どいな。

「そういや大富豪は何をやっているんだ？　この事務所では全然見かけないが」

「過去の不正の証拠隠滅に、自分の会社の労働条件改善。これはマスコミに叩たたかれないためよ。かなり渋しぶったけど、強引にやらせてるわ。まあだいぶ区切りがついて、現状なら疑惑は出ても証拠は出てこないような状態よ。それで今は慈じ善ぜん事業として学校と病院の建設をさせてるわ。とにかくあいつイメージ悪すぎ。悪いことをして唸うなるほど金を持ってるんだから、それを人のために使わせているの」

　まず防御を整えることを最優先させたわけか。綾あや芽めの話を聞く限り、何とか防御は整い、攻撃できるだけの態勢になったのだろう。

「演説はしないのか？」

　将軍が演説している姿はよく見るし、ジュニアが演説しているところも二度ほど見かけている。だが大富豪は一度も見ていなかった。

「今週からやらせるわよ。ちなみにコンセプトは『国民に安全と食料を』。実業家だから経済に強いところを中心にアピールするわ」

「なるほど」

　実は先ほどの話を聞いて、俺おれには一つ案があった。それを言おうか迷ったが、話すだけ話してみようと思った。

「綾芽、ケネスさんと同盟を組むつもりはないか？」

「あぁ？」

　こいつ、凄すごい顔で拒絶しやがった。

「先せん輩ぱいはあの黒人に好意を持っているみたいだけど、敵なんだからちゃんと区別してよね」

「わかっているつもりだ。でも眼前の敵は長なが良ら喜き平へいのはずだ。イデアとは手が組みにくいかもしれないが、天て子し峰みね同士なら手を組める部分もあるだろう」

「わかってないのは先輩のほうよ。この選挙がどうやって大統領を選ぶか、覚えてる？」

「有効得票数の過半数を取ればその時点で大統領は決定。でも過半数を誰だれも取らなかったら、一週間後に上位二名で再投票だろ？」

「そうよ。だから三位に落とすなら、あの黒人がベストよ」

　話が飛んだな。ちょっと考えてみよう。

　……ああ、そうか。天子峰としては、何としても選挙に勝たなくてはならない。だからこそ、三位に落ちた天子峰の人間は、残ったほうに投票するよう働きかける必要があるのだ。

　将軍を擁ようする長良喜平が三位となった場合、将軍に集まっていた票は、再投票までにケネスさんと奪うばい合いになる。でもジュニアを擁するケネスさんが三位の場合、すんなり票がもらえる。そう考えると、一回目の投票は過半数さえ取られなければ、二位でもいいのだ。一回目で二位でも、二位と三位の合計票数が一位を超えていれば、決戦投票で勝てる。

「ようやくわかったみたいね。まず落とすのはあの黒人。そのためなら私は、長良喜平と同盟を組んでもいいと思ってるくらいよ。それくらいは制度を聞いたときに想定しておきなさい」

　これは俺おれの失態だな。

「悪かった。考えておくべきだった」

「いいわ。それより今日の夜は空あいてる？」

「時間を言ってくれれば早く帰ってくるが、何があるんだ？」

　綾あや芽めは真顔で言ったつもりかもしれないが、堪こらえきれない笑みがこぼれていた。

「いいものを見せてあげるわ」




　空あき家にある、薄暗い一室。古ぼけたランプが照らすのは破れかけたソファに傾いた肖像画。まるでホラー映画である。

　そんな一室で、俺おれと綾芽は客を待っていた。なお、エルは綾芽の意思で置いてきている。

「コチラデスヨー」

　客を連れ、片言の日本語でジョニーが入ってくる。緊張感が台無しだった。

「ジョニー、引き続き周辺の見張りを」

「イエッサー！」

　考えられる限りの厳重な警備を敷いた理由は、この行為がアキレス腱けんになりかねないからだ。

　これから俺たちは、危険な領域に足を踏み入れる。だが逆転するには必要なことなのだ。

「ようこそ、ナバサ放送局の新米プロデューサーさん」

「だ、誰だれだね、君は」

「プロデューサーさんに、ちょっとお願いがある者です。どうぞお座りを」

　遊んでいそうな中年男は、狼ろう狽ばいしながら言われた通りに座る。

　綾芽はこの男が不ふ倫りんしている証拠を摑つかんでいた。それを使ってここまで呼び出したのである。

「い、いったい何が目的だ。じょ、条件次第では吞のむ。だ、だからあの写真を返してくれ」

「条件だなんて、人聞きが悪い。私のお願いはただ一つ。今行っているパウルス将軍へのキャンペーンを、もっともっと、強化して欲しいんです」

「強化……？」

「ナバサ放送局はパウルス将軍を推しているのでしょう？　ならもっとやればいいって言っているのです。新米のあなたなら、ちょっと過か剰じようにやっても大丈夫ですよ。反論を言いそうな論客なんて、スタジオに入れなければいいじゃないですか。もっと視聴者が感動するエピソードも入れましょうよ。そうですね……内戦時は銃一丁で敵陣に突入、火薬庫を爆破して単身戻ってきたなんてエピソード、いかがですか？　ヘリコプターを竹たけ槍やりで落としたって噂うわさを聞いたことがあるんですけど、使えませんか？」

　綾芽、ノリノリだな。最後のほうなんて真実味ゼロじゃないか。

「な、何を言っているんだ？　そんなの、法律に違反するじゃないか！」

「だからお願いですよ、お願い。もちろん、タダでとは言いません」

　綾芽が目で合図してくる。

　俺は持っていたアタッシュケースを開けた。中にはぎっしりと札束が詰められている。

「百万ドルあります。このすべてをあなたに差し上げましょう」

　プロデューサーは硬直した。それもそうだろう。百万ドルあれば、この国ならどれほどの贅ぜい沢たくができるだろうか。

　プロデューサーの時を動かすべく、綾あや芽めが動いた。

　俺おれからアタッシュケースを奪うばい取ると、札束をばさばさとプロデューサーの前に落とした。

「おお……おおぉぉ……！」

　うず高く積まれた札束。その魅み力りよくにプロデューサーは吸い込まれていく。

　その瞬しゆん間かん、綾芽は札束の一つを手に取ると、スパンッ！　と頰ほおを引っぱたいた。

「あ……あ……」

　プロデューサーはあまりの出来事に何をされたか理解できていないようだった。

　しまったな、ビデオを持ってくればよかった。こんな面白いシーンを録画できなかったなんて、失敗だ。

　綾芽は妖よう艶えんな笑みを浮かべ、そっと囁ささやいた。

「汚れた手で触れてはいけません。このお金に触れていいのは、私のお願いを聞いてくれる、綺き麗れいな手だけ。わかりますか？」

　プロデューサーはうんうんと何度も頷うなずく。

「私の望みは、あなたがパウルス将軍に対して過か剰じような賞賛を行い、選挙管理委員会から目をつけられることです」

「そ、それではわたしは捕まってしまうじゃないか！」

「大丈夫ですよ。あなたは上からの命令を過剰に行ってしまっただけ。せいぜい厳重注意で済みますよ。万が一クビになっても、ほら……」

　綾芽は札束の帯封を解ほどくと、プロデューサーの上に放り投げた。

　ばらけたお札が、はらり、はらりと舞い、プロデューサーの頭に降り注いでいく。

「一生、遊べるじゃないですか」

　プロデューサーは震ふるえていた。大量のお札と、それを眉まゆ一つ動かさず弄もてあそぶ少女に怯おびえていたのかもしれない。

「成功すればさらに同じ額だけお支払いしましょう」

　俺は足元にある別のアタッシュケースを開け、札束の山の上に、さらに札束を積み上げた。

「──いかがですか？」

　もうプロデューサーは綾芽を見ていない。金だけを見ている。

　堕おちた……、と俺は思った。

「た・だ・し、お金が見つかってしまうとまずいので、口座を用意しました。これは選挙が終了後、使えるようになっています。前金の百万ドルが預金してあります。どうぞお確かめを」

　綾芽は胸ポケットから口座のカードと証明書を取り出し、渡した。プロデューサーは何度も口座番号や暗証番号を確かめていた。

「見つかっても大丈夫なように細工はしてありますが、それでもこの情報が流出するのは面白いことではありません。誰だれかに見つかった場合、即刻口座を凍結します。成功報ほう酬しゆうもありません。もちろん家族にも明かしてはいけません。よろしいですか？」

「あ、ああ、もちろんだ……」

　話半分。すでに興味は金に移っている。でも、確かに承しよう諾だくした。




　──勝った……！




　こうなればこっちのものだ。あとは転がるように策は進み、マスコミ信仰は崩壊する。そうなればもはや将軍など怖くはない。その後は全精力を傾け、ジュニアを落とすだけだ。

　そんなことを考えていた瞬しゆん間かん、なぜかとある光景が脳裏をよぎった。

『サラリーマンを舐なめないでいただきましょう。特に、日本のサラリーマンを。日本のサラリーマンは──最強なのです』

　長なが良ら喜き平へい。あの老人が気がかりなのか。綾あや芽めは直接会っていないだけにあの老人の重厚感を知らない。それだけにまだ甘く見ている気がする。それが気になっているのだろうか。

　今のところ俺おれたちより先行して動いていたためか、長良喜平は配置、動き、共に一手先を打っている。

　一手先……？

　そういえば綾芽がそんなようなことを言っていたな。

『打つ手は、相手の一手だけ先を行くのが重要よ。二手以上先の手を打つと、一周して大敗北になりかねないわ』

　では長良喜平が綾芽より一枚上手で、この行動さえ読んでいるとしたら……。

　思考している間にも状況は動いている。プロデューサーは銀行口座のカードと証明書を持って去ろうとしている。

「待て！」

　俺は思わずそう叫んでいた。

　怪け訝げんそうな顔をする綾芽を尻しり目めに、俺はプロデューサーに詰め寄った。

「もう一度カードと証明書を確認させてくれないか？」

　プロデューサーは渡したくなさそうにしていたので、俺は無理やり奪うばい取った。

「何をする！」

「この話はなかったことにする。あんたもここへ来なかった。いいな？」

「そ、そんな！」

「ちょっと先せん輩ぱい何を言ってるのよ！」

　綾芽が摑つかみかかってくるが、俺は相手にしなかった。

「あんた、イデアの長良喜平を知っているか？」

「い、イデア？　長なが良ら喜き平へい？　何のことだ？」

「あんたはこう言われてるんじゃないのか？　近々お前を買収しようとしてくるやつがいるだろう。それに乗ったフリをして証拠を渡せば、買収しようとした額の倍をやろうってな」

「ば、馬ば鹿かなことを……！　そんなことあるはずがないだろう……！」

「なら試すか。ジョニー！」

「ナニカゴヨウデスカー」

　巨漢の元軍人の再登場に、プロデューサーは震ふるえ上がった。

「拷ごう問もんはできるか？」

「トクイデスヨー」

「得意だとは知らなかったな」

　綾あや芽めはもう止めに来ない。俺おれの意図を正確に読み取り、乗ってくる。

「なるほど、可能性としては十分あるわね。どうせ手を染めるなら、とことんまでやったほうがよさそうね」

　三人でプロデューサーを追い込んでいく。そして壁かべに追い詰められ、逃げ場を完全に失ったところでプロデューサーは──失禁した。

「わ、わかった！　言う！　確かにそんなようなことを言われた！　でもわたしはあんたたちを裏切るつもりはなかった！」

　綾芽は、今度は素手でプロデューサーの頰ほおを叩たたいた。

「依頼人は誰だれ！」

　そう言って襟えりを摑つかみ、絞め上げる。

「わ、わからない。全身黒ずくめの男だった。サングラスをかけていたから顔はわからない」

「代理人か。さすがに尻尾しつぽを摑ませないわね」

「もしかして浮気も……」

　俺はその点にもきな臭くささを感じていた。

「あ、ああ。その男から女をあてがわれて……」

「くそっ！」

　綾芽はプロデューサーを突き飛ばすと、札束を蹴け飛とばした。

「ジョニー、こいつにもう用はないわ！　どこかに捨ててきて！」

「オーケー、ボス」

　ジョニーはプロデューサーの首根っこを摑み、部屋から出て行った。

　静寂に戻った室内。綾芽はおもむろに古ぼけた絵画を外した。

「……ああああああぁぁっ！」

　いきなり思い切り壁に投げつける。さらに床に落ちた絵画を踏みつけ、完かん膚ぷなきまでに破壊。続いてスタンドに手を伸ばし、床に叩きつける。ガラスが砕ける音が木霊こだました。

「くそっ……！　くそっ……！」

　次のターゲットはソファだ。勢いよく蹴け飛とばすと、カバーが外れ、中からウレタンが出てきた。それに目をつけた綾あや芽めは、怒りに任せてウレタンを派手に引きちぎった。

　こんなとき、枇び杷わ島じまさんがいてくれればと思う。あの人がいてくれれば、綾芽の心は幾分か救われただろうに。

「はぁ……はぁ……」

　盛大な破壊行為に疲れが見えてくると、綾芽はテーブルに腰掛け、額に手を当てて沈黙した。

「やられたな。あの男の浮気は、釣つり餌えだったというわけだ」

「……そのようね」

「これはおそらく、我慢比べだったんだろうな。どちらが先に水面へ顔を上げるか……そういう勝負だったんだ。でも俺おれたちは、あまりに安易に手を汚そうとした」

　おそらくこれは、綾芽の大きな弱点だ。

　──我慢勝負に弱い。

　候補生試験でもそうだった。今になってみると、教官を捕まえる際、もっとじっくり行ってもよかったんじゃないかと俺は思う。あのとき綾芽は教官に撃たれたことで、誰だれかが先に昇格してしまうのではないかと思い、焦あせっていたのではないだろうか。または化け物呼ばわりされたことで、復ふく讐しゆう心しんに燃えていたのかもしれない。

　そこへ即行派の伊い勢せさんと話してしまったこともあり、決着を焦った。あのとき確かに時間をかければ不利になる点も多かったが、有利となる面もあったはずだ。大局から少しずつ有利にするほうを好む綾芽なだけに、時間をかけることで生まれる有利を十分に活いかすだけの力はあったはずだ。なのに、伊勢さんと張り合う道を選んでしまった。

　綾芽の場合、焦りが執念へと転化されてよい結果をもたらすことがあるだけに、判断は難しい。しかし今回のミスを考えると、結果論かもしれないが、時間をかけたほうがよかったと思えてならなかった。

　当然、俺の責任も大きい。綾芽の個性と特徴を理解し、止められる立場にいたのだ。この点で俺の実力のなさも露ろ呈ていしたと言えるだろう。

　綾芽は再会したときからなぜか焦っていた。昇格を急ぎすぎていた。俺はそれをもっと考こう慮りよに入れ、ストッパーの役割をするべきだったのだ。ギリギリで気がついたからよかったものの、もし気がつかなければ──おそらく終わっていた。

「綾芽、大丈夫だ。まだ時間はある。お前なら絶対に勝てる」

　そう励はげますが、綾芽は返答しなかった。

「実力不足を自覚し、学び直そう。今回のことは弱点を認識するいいきっかけになったじゃないか。お前なら、活かせるはずだ」

　綾芽は視線を下に落としたまま、つぶやいた。

「わかってる。言っていることも、それが正しいことも。そして先せん輩ぱいに、感謝しなきゃいけないことも。でも、今はできない。少し一人にさせて……」

「──わかった」

　俺おれはジョニーに警護を任せ、空あき家を後にした。

　潮の混じった風が、海岸線から吹き付けてくる。

　綾あや芽め、本当に昇格したいなら、こんなところで立ち止まっていられないぞ。お前の執念はここで終わるようなものではないはずだ。失敗した分だけ強くなって這はい上がる。それがお前じゃないのか？

「やっと会えた──」

　突然、そう声をかけられた。

　一いつ瞬しゆん、顔を見ても誰だれだったか思い出せなかった。顔を覚えていなかったわけではない。ただ知っていた表情と、あまりに違っていた。

「君は確か、倒れていた……」

「はい。あなたに助けられ、食事まで与えてもらった子供です。一言お礼を言いたくて、ずっと探していたんです」

　肩まで伸びた髪が、風でさらさらとなびく。褐かつ色しよくの肌はだに、眩まぶしいほどの笑顔が浮かんでいた。

　以前会ったとき、彼女は険しい顔しかしていなかった。それがどうしたのだろうか、今は笑顔の中に、涙さえ浮かべている。

「なぜあのとき、あなたを追ってお礼を言わなかったのか、ずっと後こう悔かいしてて。それから時間があるとき、ずっと探し回っていて……」

「でも、なぜこんな夜よ更ふけに？」

　いくら地元でも、さすがに危ないだろうに。

「わたし、毎日遅くまで働かなければならないので、動けるのはこんな時間しかなくて……」

「そうか……」

　過か酷こくな労働だ。日本なら今いま頃ごろ、同じ年の女の子なら遊び疲れて寝ている時間なのに。

「実は今日、買い出しのときにあなたのことを聞いてみたら、知っている人がいたんです。だから家のほうに行ってみたんですけど、外に出ているって言われて。それで外を探せば会えるかもって思っていたら、本当に会えるなんて……」

「よく俺のことを知っている人を見つけたな」

「だってあなたはこれをつけているから」

　翻ほん訳やく機か。なるほど、これをつけている人間はほとんどいない。

　ふと少女は『あ……』とつぶやいた。紅潮した顔が、今度は羞しゆう恥ちに染まっていく。

「すみません……。何だかわたし、自分のことばかり話してしまって……」

「いや、気にしないでくれ。そうだ、まだ自己紹介もしていなかったな。俺の名前は加か納のう弥や助すけ。日本人だ。今は仕事でこの国に来ている。君の名前は？」

　少女は深呼吸をすると、背筋を伸ばし、深々と頭を下げた。

「わたし、アイシャって言います。あのときは本当にありがとうございました」

「喜んでくれたならよかったよ。実はお節せつ介かいなことをしてしまったんじゃないかと思っていたんだ」

「正直なことを言うと、最初わたし、そう思いました。なんてお節介なんだろう、って」

「ああ、やっぱりそうか」

「でも弟や妹が喜んでいるのを見て、何も言えなくて。時間が経たつうちに、同情だと突っぱねるわたしが、恩知らずに思えてきたんです」

「そこまで考えさせてしまったか。君に必要だと思ったからあげただけなんだ。何も考えず受け取ってもらえれば十分だったんだけど」

「ダメです！　こういうことはちゃんとお礼をしなければなりません！」

　ナバサの人は恩を忘れないって聞いたが、あの村だけの話じゃなかったようだ。

「お金はありませんが、何か力になれることはないでしょうか？」

「いいよ。それよりもう遅い時間だ。家まで送るよ。そうだ、よかったら食事のお礼として、家に着くまで君の話を聞かせてくれないか？」

「そんなことで返せる恩じゃありません！」

　当初食事を拒絶したことといい、この少女はかなり強情なところがあるようだ。

　とりあえず送ることは了承させ、帰り道で彼女の家族の話を聞いてみた。

　アイシャは十人兄弟の一番上。現在十一歳らしい。エルと同い年である。

　エルが猫型なら、犬型と言えばいいだろうか。何か話すたびに「はい！」と目を輝かせてこちらの様子を窺うかがってくるところが、どこか尻尾しつぽを振っておすわりをする犬を彷ほう彿ふつとさせる。しっかりとした受け答えをする少女で、日本に生まれれば委員長にでもなっていただろう。

「お父さんは兵隊さんだったのですが、二年前、戦争に巻き込まれて死にました。お母さんは弟がお腹なかにいるまま働いていたのですが、弟を産んだとき病気にかかって、それで……」

　貧民街へ落ち、一人で弟たちを養っていたということか。

「あなたからもらった食事を食べるとき、みんな、笑っていたんです。お母さんが死んでから、あんな笑顔、見たことがありませんでした。だからわたし、嬉うれしくて、でも悲しくて……」

「大変だったな」

　アイシャは精一杯笑みを見せようとしたが、すぐに歪ゆがんだ笑顔が涙で染まった。

　エルみたいに誰だれかの命を背負い、戦い続ける子供がここにもいた。日本には少ないかもしれないが、世界にはきっと同じような子供がたくさんいるのだろう。

「すみません、お見苦しいところを見せてしまって」

「いいや、そんなことはないよ」

　やや気まずいまま歩いていると、いきなり彼女は思ってもみなかったことを口にした。

「ぶしつけで申し訳ないのですが、わたしをあなたのところで働かせてくれませんか？」

「えっ？」

「選挙のお手伝いを募集しているって張り紙を見ました！　年齢の制限は書かれていなかったと思いますが、ダメですか？　わたし、働くのには自信があるんです！　一日二時間睡眠で大丈夫です！　連続でも七十二時間までなら平気です！」

「そ、それは確かに凄すごいな。でも……」

「読み書きも一応できます！　一生懸命働きます！　それでもダメ、ですか……？」

「いや、ダメじゃないが、あと一ヶ月も雇えないし……」

　選挙中は日当を出すからいいにしても、その後アイシャは無職となってしまう。

「大丈夫です！　張り紙に書かれていた日当は今のところより高いですし、選挙が終わった後、働き口はいくらでもありますから！　弟たちもいいって言ってくれました！」

　そこまで考え、準備していたか。ならば断る理由はない。

「わかった。じゃあ店を辞めるには時間がかかるだろうから──」

「明日から行けます！」

「そ、そうか。じゃあ明日、また事務所に来てくれ」

　思った以上にぐいぐい来る子だな。最初は施ほどこしを拒絶されただけにその変化に驚おどろいてしまう。芯しんが強そうなだけに、真っ直すぐなところがあるのだろう。

　まあいい。エルも同い年の女の子が来れば、喜ぶだろう。タイプこそ違うが、だからこそいい友達になれるんじゃないだろうか。

　そう思った。




　そんな思いが幻げん想そうに過ぎないとわかったのは、翌日のことだった。

「今日からよろしくお願いします！」

　アイシャは早朝一番、俺おれがまだ子犬に餌えさをやっている時間にやってきた。

　ちなみにエルが拾ってきた子犬五匹は、結局俺や天て子し峰みねのスタッフで面倒をみている。朝一番の餌やりは、事務所に寝泊まりしている俺の仕事だった。

「可愛かわいいですね～」

　アイシャは子犬たちをなでた。

　一ヶ月しか滞たい在ざいしないのでは番犬になるまで育てられないだろうが、そのときは飼い主を探してやればいい。犬を飼うなど初めてだったので、なかなかに新鮮だった。

「あれ、もう来てたんだ」

　バンガローの中からエルが顔を出した。いつもは寝坊するエルだったが、今日ばかりは同い年の女の子が来ると聞いて、ちゃんとスタンバイしていたらしい。

「お兄さんから話を聞いてるよ。よろしく！　仲良くしようね！」

　エルが握手を求めて右手を差し出す。アイシャも笑顔を浮かべ、その手を取ろうとした。

　……しかし、なぜか思いとどまった。そして俺おれとエルの顔を見比べた後、今度は厳しい表情となり、急に考え込んだ。

「すみませんが、弥や助すけさん、この子は……？」

「ああ、黒くろ田だ枝え流る夢む。エルって呼べばいい。俺と同じ天て子し峰みねの幹部補で、相棒みたいなものだ」

「……なるほど、相棒。そうですか」

　エルの手が所在なげに宙で止まっている。その手を見てアイシャは、ふんっ、と小声でつぶやき、そっぽを向いた。

「かっちーん」

　エルはわざわざ声に出して威い嚇かくし、アイシャをにらみつけた。アイシャはアイシャで余裕をひけらかすように横目で見て受け流す。

　おいおい、どうしていきなりこんなに仲が悪いんだ？　今までのやり取りのどこに仲なか違たがいするきっかけがあったというんだ？

「あ、それより弥助さん、さっそくで申し訳ないですが、仕事の内容を教えてもらえませんか？」

「あ、ああ、構わないが……」

　なぜ俺とエルで、これほど表情が違うのだろう。

「ありがとうございます！」

　アイシャは頭を下げると、ご機嫌な表情で近くに寄ってきた。

　仕事の説明をしている間、アイシャを陽ひの下で観察することにより、エルとの共通点と相違点が見えてきた。

　例えばエルは何かと引っ付きたがるが、アイシャは近寄ってくるのに触れてこない。側そばにいたがる点は同じだが、話をしても興味があること以外は集中力が散漫なエルに対し、アイシャはどんな内容でも熱心に耳を傾け、子犬を彷ほう彿ふつとさせる目で見上げてくる。

　エルとアイシャ、二人への接し方を同じものではなく、それぞれに対応したものに変えなければならないかもと思ったのは、午後になってからである。

　その日は午前中アイシャに仕事を教え、午後からはエルと村の訪問へ向かうことになっていた。しかし午後の活動中、エルはずっと不機嫌だった。

「おい、エル。この荷物、倉庫に持って行くの手伝ってくれないか？」

「あー、赤ちゃん可愛かわいい～。べろべろばー」

　といった感じで避けられる有様だ。帰りの車でもずっと黙っていたので、事務所に戻ってから聞いてみた。

「エル、どうしたんだ？　俺おれに何か不満があるのか？　あるならはっきり言ってくれ」

「別に～。お兄さんが新しく来た子にデレデレしてることなんて関係ないよ～」

「ああ、やっぱりアイシャが原因か。何が気に食わないんだ？」

「気に食わない？　当たり前じゃん！　ボク、初対面からあんなに嫌われてるんだよ！」

「まあ、それはアイシャが悪いな。俺からもよく言っておく。だからお前も……」

「それよりお兄さん、あの子どこで拾ってきたの？　フラグが振り切れてる感じなんだけど」

「悪いが日本語を使ってくれないか。意味がわからない」

「ふんっ、お兄さんのロリコン！」

　俺のすねを蹴けり、エルは走り去っていく。痛みはないので蹴られるのはまだいいとして、勝手にロリコン呼ばわりするのは勘かん弁べんして欲しかった。

　エルとの関係はギクシャクしていたが、仕事ぶりを見ると、アイシャは非常に優秀だった。事務能力なら俺より遥はるかに上と言っていいくらいだ。

「ここへ行くよりは、こっちの村へ先に寄ったほうが結果的に早くなりますよ？　電話ならわたしからかけておきますので、安心してください。それと昨日の報告書、まとめておきました。これでいいのか不安なので、車の中で確かめてください。それと昨日、今までの報告書を拝見させていただいて気がついたのですが、現状では各村を点として考えているようなので、線として横の繫つながりも──」

　といったことを二日目に語り始め、俺を驚おどろかせた。

　それだけでも十分凄すごいのだが、驚くべきはその吸収力だった。

「やすけさん、おはようございます」

　三日目。たどたどしい挨あい拶さつだったので翻ほん訳やく機がおかしくなったのかと思ったら、日本語でしゃべっていた。日本語が使えるのかと尋たずねてみると、

「挨拶だけです。昨日、弥や助すけさんが使っていた言葉を聞いて覚えました」

　と言った。挨拶だけなら難しいことではないかもしれないが、それからも簡単な返事を日本語でしてきたので、驚きを隠せなかった。

　そして四日目、五日目、六日目と過ぎていくと、すでに日常会話ができるレベルまできていた。彼女曰いわく『翻訳された言葉と日本語が同時に聞こえるから、学びやすい』そうだ。

　アイシャには、ギフテッドと呼べるだけの力があるのかもしれない。語学とか、そういった方面で。そう考えなければ理解できないほどの学習スピードだった。

　あまりに優秀なので、わざわざ綾あや芽めに紹介することにした。この能力は、今後綾芽が組織を作っていく上で有用になるのではないかと思ったのである。

　綾芽も感心し、

「凄いわね。文字を翻訳するのが面倒くさいときがあるし、近くにいてくれると助かりそうね。それにこの村同士の相関図と移動時間の目安表は非常にいい出来だわ。人脈関係図もいい発想よ。今後、私も参考にさせてもらうわ。これだけのことができるなら、秘書をやってもらおうかしら」

　と最大級の評価を下した。当然、日当は大幅アップである。

　しかし──

「ありがたいお話ですが、わたしは弥や助すけさんにご恩を返したくて働いているだけですので、弥助さん以外に雇われる気もなければ、弥助さん以外の言うことを聞くつもりもありません」

　と突っぱねてしまった。

「ちょっと……どういうこと？」

　綾あや芽めがにらみつけてくる。あ、責任を取るの、やっぱり俺おれなんだな。

「いや、俺もアイシャにとっていい話だと思うんだが、どうしてダメなんだ？」

「先ほども申し上げましたが、わたしはあくまで弥助さんにご恩を返したくて働いているだけなので」

「でも給料もよくなるし、仕事ももっとやりがいのあるものに──」

「そんなの関係ありません！　弥助さん、わたしは弥助さんにとって、足手まといですか……？　そうでなければ、側そばに置いてくれませんか……？」

　そこまで言われては俺もダメとは言えない。そもそも彼女は、すでに貴重な戦力なのだ。

「足手まといどころか、凄すごい働きぶりだと思っているが……」

「本当ですか！　嬉うれしいです！」

　突とつ如じよ、アイシャが胸に飛び込んできた。俺は驚おどろいて離れるよう言おうとしたが、先に声を出したのはエルだった。

「なっ……！　ちょっと！　何をやってるの！」

「あ」

　アイシャはそうつぶやくと、慌あわてて離れ、耳まで真まっ赤かにして黙り込んだ。

「へーへー」

「へーへー」

　……どうも日本人女性二人の視線が冷たい。

「よくここまで仕込んだものね。ああ、候補者やライバルに女性がいないのが残念だわ。いたらその力、存分に発揮してもらったところなんだけど」

「あー、お姉さん、それはダメだよ。お兄さんはロリ専せんのド変態だから通用しないよ」

「お前がロリ専と言うのはどうかと思うぞ。あ、ちなみに俺は変態じゃないからな」

「お二人ともひどいことを言わないでください！　弥助さんは何もしていないじゃないですか！　悪いのはわたしです！」

　ぴきっ、と綾芽とエルの怒りのツボに触れる音が聞こえた気がした。何だかよくわからない事態だが、やばいということはよくわかったので、俺はアイシャの両肩を摑つかんで出口に向けた。

「アイシャ、仕事はもう終わったんだろ？　なら俺おれのことはいいから、今日はもう帰ってくれ。あとは俺がやっておくから」

「でも……」

「いいから」

　そう言って無理やり外へ送り出す。戻ってくると、いきなりエルが抱だきついてきた。

「お兄さん、ボクもう我慢できない！　どっちを選ぶのかはっきりして！　でなきゃお兄さんを殺してボクも死ぬ！」

「どうしてそんな三角関係のもつれみたいな結論になってるんだ？」

「ことごとくボクと張り合ってきて、勝つと、『ふふんっ』って顔するんだよ？　き～、悔くやしい～！　いずれあの高慢ちきな顔をフッ飛ばしてやる！」

「フッ飛ばすな」

　正直ここまで相性が悪いとは思わなかった。ただ悪いことばかりではないのである。

　エルはアイシャと競うことでより学び、より精力的に動くようになった。ライバルとは仲が悪いものかもしれないが、刺激を受けて伸びることに繫つながる面もあるのだろう。

　そしてアイシャの働きぶりは、すでに戦力として欠かせないものになっている。綾あや芽めやエルが気に食わないというだけで切るには惜しい存在である。

「エルちゃん、あの小娘、どうして欲しい？　私、新人いびりには定評があるんだけど」

「どんな定評だ。お前が言うと冗談に聞こえないからやめてくれ」

「へ～、お兄さん、あの子をかばうんだ～」

「当たり前だろ。お前たちは何か勘かん違ちがいしてるかもしれないが、あの子は俺に救われて、兄のように慕ってくれているだけだ。そういう意味では、エルと似ている部分もある。だから温かく迎えてやってくれ」

「…………」

「…………」

　二人は視線を逸そらし、黙り込んでしまった。それぞれ言いたいことはありそうだったが、口を開く雰ふん囲い気きはまったくなかった。二人が何を考えているかさっぱりわからなかったが、とりあえず矛ほこを収めてくれたことに満足し、これ以上藪やぶをつつかないことにした。

　俺は二人と別れた後、こっそりとため息をついた。

　これが人を使う難しさか。正直、今後が思いやられる。

　だが、これを乗り越えなければならないとも感じていた。人を使う上での悩みは、幹部に付きものだろう。だから幹部になる頃ころには、ある程度制御できなければならないことだと思う。

　戦力的にも、自分を成長させるためにも、アイシャは必要な存在だ。だから俺は、綾芽やエルに何を言われようとも、アイシャを使おうと思った。将来、幹部になれたときのために。










　その三　長なが良ら喜き平へいの野望




　朝、俺おれがメイン事務所に顔を出すと、すでにアイシャがいた。アイシャは規定の時間より相当早く来て、お金にならないのに掃除などをしてくれている。まったく献身的な少女である。

「綾あや芽めとエルは？」

「綾芽さんはアリフィンさんと打ち合わせをしてます」

　ああ、アリフィンとはあの大富豪のことか。来ているなら後で覗のぞいてみよう。

「エルさんは……知りません。まだ寝てるんじゃないですか？」

「……アイシャ、もう少しエルと仲良くできないか？　悪い子じゃないことはわかるだろ？」

「そうかもしれませんが……まあ、弥や助すけさんがそうおっしゃるなら努力はします。が、仲良くできるかは保証できません」

　やっぱり溝みぞは大きいか。エルもアイシャが悪い子じゃないとわかっているようだが、『仲良くするのとは話が別だよ！』と言っていた。まだまだ道は険しいようである。

　デスクを見ると、支持者からの手紙が数通置いてあった。

『学校の建設に加え、基金を設立していただけたおかげで、子供を学校に通わせられることになりました。本当にありがとうございます。私は、アリフィンさんが大統領になれるよう、毎日お祈りしております。どうかお身体からだにはお気をつけて。応援者より』

　手紙は先週の終わりから届き始め、段々と増えつつある。

　慈じ善ぜん事業が効いてきているな。こういう手紙をもらうと効果がわかるし、支持が集まってきているのが実感でき、非常に嬉うれしい。

　手紙の横には新聞のコピーが置かれていた。これは第三回支持率調査の結果だ。
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「おお……！」

　大富豪の支持率が急上昇。順位も二位に浮上だ。しかも二位と三位の支持率を合わせれば、将軍を超えている。これは理想的な展開だ。

　最初の週、大富豪は対外的に何もしていなかったが、先週は演説に慈じ善ぜん活動にと、精力的に動いていた。その効果が出たのだろうか。もしかしたら、地道な俺おれの活動も多少は実を結んだのかもしれない。その影えい響きように加え、綾あや芽めの『正義の扇動者アジテーター』が機能してきたのだろう。実際、俺は数日前、道みち端ばたでこんなことを話している光景を見かけていた。

『最近のテレビ、おかしくないか？　将軍を褒ほめてばっかりだけど、あの人だって失敗してるじゃないか。例えば内戦初期にあったレイウル防衛戦とか』

『あー、あったな。確か降伏を許さなかったんだよな。そのおかげで時間は稼かせげたけど、あれはひどかった。あの後、おれ、将軍の下にだけはならないよう祈ってたんだよ』

『だろ？　なのにそういうところを言わずに、他ほかの二人の悪いところだけ言うっていうのはさ、納なつ得とくいかないんだよ。平等じゃないっていうかさ』

『ああ、そう言われてみれば偏かたよってるよなぁ……』

　そのときテレビに対して疑問を訴えていた青年が俺にウインクをしてきた。それで思い出した。この青年は以前俺の目の前で実演してくれた、演技派の『正義の扇動者アジテーター』だって。

　綾芽はまだ焦あせる段階ではないと考え、戦える土ど壌じようを作っているようだ。俺が見た『正義の扇動者アジテーター』は大富豪を推していない。人々にマスコミに対する不信感を植え付け、間接的に将軍の支持率を下げているだけだ。ただこれだけではイコール大富豪支持には繫つながらない。ジュニアに票が流れる可能性もある。しかし無理やり大富豪を推さないからこそ、下手へたに勘かん繰ぐられず、言葉の信しん憑ぴよう性せいが高まる。きっと綾芽は投票日が近くなってから、また勝負手を打つつもりなのだろう。

「パウルス将軍が伸び悩んでいますね。どうしてでしょうか？」

「おそらくマスコミの将軍推しが飽あきられてきたんだろう。先週は特に変わったことをしていないしな。逆に大富豪は先週から本格的に動き始めた。それで変化が大きかったんだと思う」

　ちなみにアイシャには〝正義の扇動者アジテーター作戦〟を教えていない。知っているのは天て子し峰みねの社員だけだ。アイシャを信用していないわけじゃないが、機密にしておくべきことだと思っていた。

「ホラントさんが急落したのは……あれですね」

「ああ、ご乱行事件だな」

　ふとテレビを見ると、ちょうどそのことを取り上げていた。

『次にピエト・ホラント・ジュニア氏がアメリカ留学時代にパーティーで問題発言をしていた件についてですが、当番組のリポーターが突撃しました。そのときの映像です』

　俺はテロップが気になったので聞いてみた。

「アイシャ、右下には何て書いてあるんだ？」

「ええと〝内戦時に放ほう蕩とうの日々!?　決め台詞ぜりふは『オレは次期大統領の息子だぞ！』〟です」

「そりゃまた衝しよう撃げき的な……」

　長なが良ら喜き平へいもここぞとばかりに叩たたいてきているな。

　テレビ画面ではリポーターが不機嫌そうなジュニアにマイクを向けていた。

『すみません！　留学時代、毎夜パーティーで遊んでいた件に関してコメントを！』

『ああ？　パーティーに出ていたのは向こうで知り合いを作るためだ！　ナバサを発展させるためにも、向こうで人脈を作るのは必要なことだろう！』

『ではことあるごとに『オレは次期大統領の息子だぞ！』と言っていた件については！』

『だからどうだって言うんだ！　選挙とは関係ないだろう！　失うせろ！』

　そこでカメラがジュニアに摑つかまれ、映像が途切れた。

　……こりゃダメだな。発言も問題だが、何より内戦時に遊んでいたということが致命的だ。国民が血を流して苦しんでいたときの痴ち態たい。弁護の余地はないだろう。

　だがなぜこんな映像が流れるのだろうか。同じ事態に陥おちいったら、綾あや芽めはすかさず大富豪を隠すだろう。ということは、ケネスさんは動いていないのだろうか？　何らかの手を打てばここまで支持率が下がらなかったと思われるだけに、不思議である。

　俺おれは支持率の表に視線を戻した。

「個人的には無回答が増加していることが気になるな」

　合計支持率を計算すると、第一回が七十七％、第二回が七十六％、第三回が七十一％。この数字の減少は浮動票が増えたことを意味している。これは票を獲かく得とくするチャンスだ。

　投票日は六月九日だから、あと二週間。今週が山場となりそうだ。

「弥や助すけさん、凄すごいです！　よくそんなことまでわかりますね！」

「たぶんアイシャもすぐわかるようになるさ」

「いえ、わたし、やることが決まってないことは苦手なので……本当に凄いです！」

　たいした分析じゃないのに、この子はやたらと俺を持ち上げたがる。それがまたエルの癇かんに障さわっていたりする。もう少し自重してくれると助かるのだが。

「ちょっと綾芽のほうを見てくる」

「わかりました。わたしは掃除を続けます」

　応接室仕様のバンガローへ行ってみる。すると綾芽の得意気な声が外まで聞こえてきていた。

「どう？　私が言った通りになったでしょ？」

「まあ、確かにそうだが……」

「だから言ったのよ。私の言う通りに動けば大丈夫、って。今後はすべて、私の指示で動いてもらうわよ。先日話した、従業員の雇用条件の見直し、まだ一部行ってないわよね？　これは今日にでも実行してもらうわ。それと慈じ善ぜん事業も一層頑張ってもらうわよ」

「しかし慈善事業など利益にならぬ！　それに雇用条件の見直しなど行ったら儲もうけが……！」

「問答無用。決定事項よ。これをしなくては勝てないけどいいの？」

「小娘、人の金だと思って……！」

「シャーラップ！」

　綾あや芽めの気迫に、大富豪は口をつぐんだ。

「支持率が上がれば、今後は私の方針通りに動くと言ったでしょ？　それとも何？　天て子し峰みねの後ろ盾だてなしで大統領になれるつもり？　いつの間にそんなに偉くなったのかしら？」

「むむむ……」

　何がむむむだ！　という突っ込みが浮かんだが口に出すのはやめておいた。

「わ、わかりました……。善処いたします」

「善処じゃダメよ。必ずやりなさい。いい？」

「……わかりました」

　大富豪が席を立った。扉を開けると、すぐ前に立っていた俺おれと目が合った。

　どうも相当不満が溜たまっているらしい。皺しわを歪ゆがませ、苦い顔をしている。

　俺から視線を外すと、舌打ちをして大富豪は去っていった。

「先せん輩ぱい、いたの？　入ってくればよかったのに」

「随ずい分ぶんと機嫌がいいな」

「まあ、やっといい結果が出たから」

　俺は中に入り、綾芽の向かいのソファに座った。ご機嫌なところ悪いが、ここは苦言を呈ていさなければいけないだろう。

「綾芽、相手は大人おとなだぞ？　しかもかなり地位が高い。あまり上から物を言うのはよくないと思う」

「あんな煮にても焼いても食えないやつが、丁重に扱ってほいほい言うことを聞くと思う？　権力をバックに上から言うのが効くときもあるわ」

「協力関係が重要と言っていたのは綾芽のほうだろ？」

「協力っていうのは、仲良くすることだけを意味しないわ。ビジネスじゃ冷たい協力関係のほうがうまくいくことも多いわよ」

「だとしても、今日の口振りは少々やりすぎだ。俺だって、あの大富豪は好きになれない。でも冷たくしすぎるのもマイナスだ。先週はあの人が協力してくれたおかげで支持率アップに繫つながっているんだ。ねぎらいの言葉くらいかけてやれ」

　綾芽はあごに手を当て、思案する。

「……わかったわ。先輩が言っていることにも一理ある。ちょっと私も浮かれていたみたい。気を引き締めなおして、相手のことをもっとよく見るわ」

　よし。長なが良ら喜き平へいに引っ掛けられてから綾芽は荒れていたので心配していたが、ほぼ万全まで復調したと言えるだろう。この冷静さがあれば扱い方を間違えないはずだ。

　俺おれは安心してメイン事務所に戻ると、アイシャの姿はなかった。

「アイシャ……？」

　いつもならまだ掃除をしている時間なのに。

　少し時間が経たった後、アイシャは戻ってきた。トイレだったと言うが、それにしては長過ぎた。しかし女の子に対してそんな疑問を口にできるはずがない。

　だからだろうか。多少俺の中で引っかかった。




　その日の夜。エルとの村訪問が終わり、帰る途中の車の中で、突然エルはこんなことを言い出した。

「ボク、お兄さんの役に立っているのかなぁ……」

　エルにとって、アイシャの存在は大きな悩みの種に成長しているようだ。今まで人の迷惑なんておかまいなしとばかりに付いてきていただけに、この変化は小さなものではないだろう。

「だって、今日もあの子が作った連絡網のおかげでうまくいったでしょ？　その前はあの子が聞き込みした報告書のおかげで子供が助かったし。それなのにボクは……」

「役に立ってるよ。エルが行くと、村の人の警戒心が解ける」

　これが地味に大きい。エルは人見知りをしないので、大たい概がいの人に好意を持たれる。俺は愛あい想そがよくないから、同じことができない。アイシャがどれだけ有能でも、エルのような天てん真しん爛らん漫まんさはないため、おそらく俺同様無理だ。これはエルにしかできないことなのだ。

「……ありがと。でも迷惑なら言ってね。ボク、お兄さんの迷惑になりたくないし……ほら、お母さんも何とか病院に入れられたから。そのときは自分だけで何とかやるからさ」

　綾あや芽めと違い、トップまで目指そうとしていないエルは、仕事をやる必然性が低い。ある意味、数年幹部補で粘ねばれれば、こんな命がかかるような仕事は辞めてしまい、日常に戻るほうが幸せかもしれない。

　幹部候補生試験で見つけた二つのやること。綾芽の行く末を見ること、エルを見守ること。この二つは今まで両立できていたが、いつかどちらかを選ぶことが必要になるかもしれない。

「少なくとも今は──」

　迷惑と思っていない、と言いかけて、携帯が鳴った。

　登録されていない電話番号。俺は警戒しながら電話を取った。

「もしもし」

「お久しぶりです、加か納のう弥や助すけさん」

　携帯から発せられたしわがれた声に、俺は聞き覚えがあった。

「長なが良ら喜き平へいさんですね？」

「ええ、そうです。光こう明みよう寺じさんの歓迎パーティー以来となりますね」

　電話番号をどこからか入手されたか。天て子し峰みねからとは思えないから、お手伝いさんに緊急連絡用で教えておいたほうからか。

　俺おれはエルに背を向け、窓の外を見ながら話す。

「ご用件は？」

「そう警戒なさらないでください。なに、以前から一度交流を持ちたいと考えていたのですよ。ですがなかなか忙しく、ご連絡できずにいたのです」

「電話番号、教えてませんよね？」

「そうでしたか？　教えてもらったような記憶があるのですが」

　いいや、ない。長なが良ら喜き平へいとの接触は貴重だったため、盗聴記録を何度も確認しているから間違いない。

　おそらく長良喜平は俺が気づいていると悟った上であえて噓うそをついている。

　ひけらかしているのだ。自らの余裕を。

　本音と建前。ジャパニーズサラリーマンの常じよう套とう手段をアレンジした威い嚇かくといったところか。

「何ですか？　俺を誘い出して、殺したりするんですか？」

「いやいや、お若い方の想像力は凄すごいものですね。あなたを殺しでもしたら、私は天て子し峰みねの兵隊さんに死ぬまで追われてしまいますよ」

「でもあなたなら、証拠を残さずできそうだ」

「完全犯罪はとても難しいものです。相手があなたのような天子峰の方ならなおのことです。それほど警戒されているのでしたら、バーでお会いするのはいかがでしょうか」

　長良喜平が指定した場所は、ナバサで一番大きなホテルの最上階にあるバーだった。

　バーなら人目があるため、警戒心が薄れるとの読みか。だがまず間違いなく罠わなを張っている。この誘いに乗るべきか、断るべきか……。

「いかがですか？　お酒は無理かもしれませんがノンアルコールカクテルならいいでしょう」

　敵から動いてきたのは大きなチャンスだった。今のところ先手を取られ、現状風向きがよくなってきたとはいえ決定的な打開策がないだけに、このチャンスは何としても活用したい。

　リスクは大きい。でもうまくやれば陥おとしいれることができるかもしれない。

　俺の胸ポケットには、盗聴器が入っている。この存在はお手伝いさんにも明かしていない。そのためうまく使えば相手を叩たたくだけの会話が録とれるのではないだろうか。

「……わかりました。時間は？」

　長良喜平は一時間後を指定してきた。俺はそれを了承した。

「それでは楽しみにしております」

　そして通話は終了した。

「お兄さん、今の……」

「ちょっと待ってくれ。綾あや芽めに報告する」

　会社では『報告』『連絡』『相談』の報ほう連れん相そうが大事らしい。これは報連相が必要な場面だ。

「なに、どうしたの？」

　俺おれは電話先の綾あや芽めに喜き平へいとの会話の内容を語った。

「一応は了承しておいた。もしやめておいたほうがいいというのであれば、すっぽかすだけだ。どうする？」

　綾芽も迷っているようだった。

「先せん輩ぱいは行きたいの？」

「前の我慢比べでは負けたが、今回は向こうが焦じれた。第三回支持率調査は、数字以上に俺たちが有利だったのかもしれないな」

「……わかったわ。乗ってみましょう。向こうから接触してきて、しかもその相手が先輩だっていうのが気になるけどね」

「俺のほうが落としやすいと思ったんだろう」

「とにかくジョニーたちと一緒に向かうわ。現場の指揮は私が執る。安心して」

「俺のＰＣのパスワードは覚えているな？　変わっていないから、持っていったほうがいい」

「そうね。現場では私たちを探すようなことはしないでね。見つかりたくないから」

「それくらい予測していると思うがな」

　たぶんそんな甘い相手ではない。問題は俺たちに罠わなの存在を知られていると判断した上でどういう手を打ってくるかだ。

「その時々の対応は任せるわよ。無理はしないで」

　電話が切れる。さて、いろんなパターンの想定を時間までにしておかなければならないな。

「お兄さん……」

「大丈夫。エルは綾芽と行動してくれ」

「……わかった。気をつけてね」

「ああ」

　さあ、山が動いた。相手が老練なだけにどうくるか、恐ろしくもあり、楽しくもある。

　長なが良ら喜平。あんたのやり方を見せてもらおうじゃないか。




「ようこそお越しくださいました」

「お招きありがとうございます」

　ホテルの最上階から見る夜景は極上だった。大人おとなびたムードたっぷりで、周囲のカップルたちはテーブルにある小さなライトの明かりだけを頼りに、顔を寄せて話している。

　その一角。円形のテーブルを挟はさんで、俺は長良喜平と向かい合っていた。

　狸たぬきと狐きつねの化かし合い。まず相手の出方を見せていただこうか。

「それで、本日はどういったお話でしたでしょうか？」

　長良喜平は皺しわくちゃになって笑う。人の良さと愛あい嬌きようが見えるだけに、油断ならない。

「実はとても優秀なお若い方がいると耳にしまして。聞いてみたら、一度お会いしているではありませんか。これは一度ゆっくりお話しさせていただきたいと思い、こうして席を設けさせていただいた次第です」

「それは俺おれのことですか？」

「無論です。私がパウルス将軍を支援していることはすでにお気づきでしょうが、そのライバル陣営にいる光こう明みよう寺じさんのことは以前から高く評価させていただいていました。ですが蓋ふたを開けてみれば、その参さん謀ぼうが私にとってもっとも厄やつ介かいであるとわかりまして」

「回りくどいですね。もう少し率直に言っていただけると助かります」

「お若い方は性急ですね。いいでしょう。結論から申しましょう。加か納のうさん、あなたはイデアに転職する気はございませんか？」

　……なるほど。一応は予想の範囲内だ。ただ思ったより高く評価してくれていたようである。

「まだ転職は想像がつきませんが、一応条件だけでも聞かせていただいていいですか？」

　即座に断ることは簡単だ。しかしできる限り相手から情報を聞き出し、綾あや芽めの下もとに届けておきたい。ここは乗った振りをするのがいいだろう。

「まず一つ。あなたには現在もらっている給料の倍を保証いたします。また勤務先も選べるようにいたしましょう。世界を飛び回るのも、日本に腰を落ち着かせるのも、あなたの自由です」

「まず、ということは他ほかにも？」

「ええ。実はお若い方には何が一番喜んでいただけるだろうかと思い悩み、このようなものをご用意いたしました」

　長なが良ら喜き平へいがスッと手を上げると、ウェイターがドレスを着た四人の少女を案内してきた。小麦色の肌はだから見て全員この島近辺の出身のようだが、恐ろしいほどの美形揃ぞろいである。

　顔ぶれも色とりどりだ。セクシーなお姉さんタイプがいれば、清せい楚そなタイプもいる。活発な雰ふん囲い気きの子もいれば、小学生くらいにしか見えない子もいた。

「どうでしょう？　お若い方ならお手つきか否かを気にするかもしれないと思い、全員男性経験のない者を取り揃えました。この子なんて、お好みでは？」

　手で示したのは、一番年下の小学生くらいの子である。

「あの、俺はロリコンじゃないんで」

「おや、そうでしたか。これは勘かん違ちがいしておりました」

　イデアの報告書でもそういうことになっているのか？　はなはだ遺い憾かんである。

　エルがスカートを持ち上げたときのことでも見ていたのだろうか？　あれは確か、着いた初日だったろうか。だとしたら抜け目がないな。

「この中から一人選んでよいと？」

「そんなケチなことは申しません。全員、連れて行っていただいて結構です。ここのホテルに一室、ご用意いたしました。いつでも、好きなだけ、お使いください」

　そう言って、ホテルのカードキーをテーブルに滑すべらせた。

「これは、ある意味男の夢なんでしょうね」

「あなたは違うのですか？」

「いえね、ある小説の一節を思い出しまして」

「どういった？」

「『彼女たちは、皮ひ膚ふの外側はまことに美しいが、頭ず蓋がい骨こつのなかみはクリームバターでできている。おれはケーキを相手に恋愛するつもりはない』というものです」

　俺おれも人並みとは言えないかもしれないが、女性には興味がある。ただし美しければ誰だれでもいいと思ったことはなかった。

「なるほど。中身を重視するということで」

「まあ、そういうことです」

「ふむ、なるほど……」

　長なが良ら喜き平へいはあごに手を当て、思案する。

「あなたがいらないとおっしゃるのでは、私たちも儲もうけが出ません。彼女たちには儲けが出るところで働いてもらわねばならないと思うのですが、それでもよろしいですか？」

　売春でもさせるつもりか？

　随ずい分ぶんと回りくどい脅し文句だ。彼女たちを人ひと質じちとして使えるか見ているのだろう。

　ならば余計な同情は彼女たちのためにも良くない。下手へたに同情を見せれば、いつまでも交こう渉しようの材料に使われてしまう。助けるか見捨てるか、ここで決めなければならないだろう。

　俺は少女たちを見た。皆、俺に愛あい想そ笑いを浮かべ、助けて欲しいと目で訴えている。

　一人ずつ目を確認し、意思を読み取る。そして──俺は結論を出した。

「どうぞお好きに。俺には関係ないことです」

「……ほう、これは意外でした。あなたはもっと正義感の強い方かと思っていました」

「調査が随分と甘いようで。俺は、生き残ろうと足あ搔がく人間は助けてあげたいと思っています。しかし追い詰められるまで対処をせず、追い詰められてからもチャンスを摑つかもうとしない人間には、手を差し伸べる必要性を感じません。自じ業ごう自じ得とくですので」

「随分と冷めたお考えのようで。では彼女たちはどうすればよかったと言うのです？」

「少なくとも、俺に媚こびを売るのではなく、はっきりと諦あきらめず戦う意思を見せて欲しかったですね。別に今この場であなたの首を絞めても構いませんよ。それくらいの意思があれば、俺は助けてあげたいです」

　少女たちが目を大きく見開き、長良喜平を見た。長良喜平は余裕を持って笑う。

「ということらしいですが、いかがしますか？」

　蛇へびににらまれた蛙かえるだ。長良喜平の視線に彼女たちはすくんでしまっている。

　なるほど、もう彼女たちは牙きばを完全に抜かれていたか。考えてみれば長良喜平が俺を溺おぼれさせるだけのために少女をあてがうとも思えない。彼女たちが俺おれから情報を引き出すための訓練を受けている可能性だってある。だとしたら余計助けるわけにはいかない。

　俺は立ち上がった。これ以上ここにいれば、彼女たちを助けたくなってしまうかもしれない。

「すみません、いただいた条件に関してはもうちょっと考えさせてください。結論が出るまで、彼女たちをどうするかはあなたにお任せします」

　相手の狙ねらいが俺の買収とわかった時点ですでに目的は達した。女性を使って買収してきた点は攻める材料となる。それにお手伝いの中にスパイがいることもほぼ確実だ。粘ねばりすぎれば大おお怪け我がになりかねない。これだけわかれば十分だろう。

「ちょっと、お待ちを」

　……やはり来たか。

　一いつ瞬しゆんで店内を見回すが、綾あや芽めやジョニーらしき姿は見えない。うまく身を隠しているのか、それとも中に入れないのか、どちらだ。

「何でしょう？」

「このまま帰れるとお思いで？」

「いえ、ひと悶もん着ちやくあるかなとは思っています」

「光こう明みよう寺じさんとそのお連れの方は、ここへ入れないようにさせていただきました」

「その程度のことはしているでしょうね。しかしこれだけの人目はどうするんです？」

「単純なことです」

　長なが良ら喜き平へいが手の平をクッと上げた。すると……客全員が立ち上がった。

「これはお気づきではなかったようですね。はい、全員、私の手の者です」

「なるほど……やってくれる」

　正直、甘く見ていた。せいぜい数人で取り囲んで拉ら致ちするくらいが限度だと思っていた。

　これほどのことをするにはバーの買収、客に見せかけた人間の用意、人選など、膨ぼう大だいな労力がいるはずだ。先ほどの少女たちも、あれほどの美び貌ぼうの子たちを揃そろえるとなると、相当骨が折れたことだろう。それを躊ちゆう躇ちよなくやってのけるのが長良喜平ということか。

　だが綾芽は俺の居場所がわかっているし、盗聴器から会話を拾っている。綾芽の突入によって脱出のチャンスはあるはずだ。ならば俺のやることは──

「ちなみにあなたの盗聴器の存在も知っています。そのためジャミングさせていただきました。ここに入ったときから、盗聴器は機能しておりませんよ」

　盗聴器を知っていた!?　幹部候補生試験のとき以外、外で使ったことがなかったのに……！

　まさか天て子し峰みねの内部にイデアのスパイがいるのか？　いや、天子峰からじゃなくてもわかる材料はある。学校では盗聴器を使っていることを誰だれにも話していなかったが、気づいたやつがいて、そこから情報を入手した？　それとも部品を購入した店を特定して予測してきた？

　どれを取っても可能性は低いはずなのに……どんな情報網を持っているというんだ。

　相手の一歩先に手を打つ──理想だが、難しいことなはずなのに、きっちりやってくる。

　綾あや芽め、この老人は俺おれたちの想像を超えているぞ。お前はこの老人を超えられるのか……？

「それで、俺をどうするつもりです？」

　とにかく時間を稼かせがなければならない。騒ぎになれば盗聴器から音が聞こえなくても、綾芽は気がついてくれるはずだ。

　こんなとき右手が使えないのは相当な痛手だ。でもポケットに入れたスタンガンで威い嚇かくしながらテーブルでも倒せば──

　左手をポケットに入れた瞬しゆん間かんだった。背後からいきなり首へ当て身を食らわされたのは。

　視界が急速に歪ゆがみ、意識が飛んでいく。そんな中、スタンガンと共に応急セットがポケットからこぼれ落ち、アロンアルファが宙を舞うのが見えた。

　落ちるのは胸の辺りだ。ならば最後にできることはこれくらいしかない。

　俺はアロンアルファの上に倒れると、すかさず摑つかみ取り、胸の中に手を隠した。意識を失いゆく中、必死で蓋ふたを開けようと試みる。もしこぼすことができれば何らかの痕こん跡せきを残すことができるかもしれない。そう期待したが──ほんの少し、それだけの力が身体からだから湧わいてこない。

　俺はこんなことさえできないのか……。すまん、綾芽……。

　そして、俺は──気を失った。




　……

　…………

　………………

「どうぞ、起きてください」

　そんな声に促うながされ、覚かく醒せいしていく。

　気を失っていたことを思い出し、俺は慌あわてて周囲を見回した。

　病院の手術室だろうか？　正確に言えば、手術室の控え室か？

　室内には様々な機械が置かれており、雰ふん囲い気きを見る限り、患者のデータを取るためのものに見える。手術室と思われる部屋との境にはガラスがあり、中がよく見えるようになっていた。

　俺を囲んでいるのは白衣の男たち。機械に目を落とし、波形や数字とにらめっこしている。

　そして肝かん心じんの俺は──車くるま椅い子すに座った状態で手足をベルトで縛しばられ、身動き一つできないようにさせられていた。

「ご気分はいかがでしょう？」

「とても悪いです。最悪と言ってもいいですね」

　隣に立つ、ただ一人スーツ姿の老人──長なが良ら喜き平へいは優やさしげな笑顔を浮かべた。

「このようなことになっても冷静とは……。天て子し峰みねの層の厚さにはいつも驚おどろかされます」

「そりゃどうも。じゃあ自由にしてくれませんか？」

「手荒な真似まねをしたことについては謝罪をしますが、それはできません」

「謝罪の気持ちがまったく見えませんが、本当に謝るつもりがあるんですか？」

「ええ、もちろん。私も一企業人。手荒なことはなるべくしたくないと思っています」

「なるべく、ね……」

　俺おれたちと考え方が一緒だ。手法が被かぶるはずである。

「それで、俺はどうなるんです？　殺しはしないとおっしゃっていましたが、こんなところへ連れてきているのに、生きて帰してくれるんですか？」

「それは、これを見ていただければわかるかと」

　ガラスの向こう側にある手術台に誰だれかが眠っている。恐ろしくがんじがらめに縛しばられており、全身に巻かれたベルトの数はざっと見て俺の五倍はある。

　中にいる医師が注射を打つと、患者が目を覚ました。

　俺は患者の顔を見て、絶句した。

「捨すて丸まる……」

　あまりにベルトの数が多すぎてよくわからなかったが、隙すき間まから出ている布はあのとき着ていた着流しと同じものだ。

「おや、ご存知で？　……ああ、脱走したときに誰かと話していたと報告を聞きましたが、まさかあなただったとは──偶然とは恐ろしいものです。あなたは実に運がお強いようだ」

「それ、あまりいい褒ほめ言葉じゃないですね」

　運が強いと言うと、どうしても隼はや人とが頭に浮かんでしまうだけに、何とも微妙な気分になる。

「運が強いというのは恐ろしいですよ。どれほど万全を期しても、運の一言で覆くつがえされてしまうことは珍しくありません。どうやらあなたに注目したのは、間違っていなかったようです」

　捨丸とこんな場所で再会したことが運というのなら、活用させてもらおうじゃないか。

「捨丸！」

　そう叫んだが、捨丸は反応しない。声は聞こえているはずだ。意識が混こん濁だくしているのか。

　手術台の背もたれが起こされ、捨丸が座った状態になると、目の前にあるモニターに映像が映し出された。

　何だこれは……？　どう見ても日本の古いお屋敷じゃないか。

　捨丸の横に立つ医師が囁ささやく。

「君の名前は北きた方がた捨丸だ。それはわかるね？」

　するとまるで操られているかのように、捨丸は口を開いた。

「あ、ああ……オレは捨丸……そうだ、捨丸だ……」

「覚えているかい？　君は生まれてすぐ、剣術道場の前に捨てられていた。道場を営む夫妻に拾われ、君は幼い頃ころから剣道を学ぶことになったんだ」

　じゃあモニターに映っているのは、捨丸の育った家か？

「オ……オレは剣道を……。ああ……すげー、辛つらかった……」

「そう、義理の両親に君は厳しく鍛きたえられ、辛い思いをしたね。しかしその甲か斐いがあって、小学生の頃ころから敵なし。高校一年生で日本一にまでなったんだ」

　モニターの写真が変わる。

　これは記念写真だろうか？　捨すて丸まるが高校の同級生たちとトロフィーを掲げ、笑っている。

「ああ、嬉うれしかったな……ヒロコも喜んでくれて……」

「ヒロコ？　そんな子はいなかったよ。君は自分だけの力で栄冠を勝ち取った。違うかい？」

「オレは自分の力で……ああ、そうだ……いや……ヒロコ……」

「……話を変えよう。君は厳しく義父に躾しつけられ、その影えい響きようを受けることになったんだ。義父は剣術道場の主あるじで終わろうとする人間ではなかった。義父の目標は、自らが修得した剣術を世界で最高のものにすることだった。人として生まれた以上、もっとも強くなりたいと願う、古風な人間だった。だから君もいつしか、それが人生の目標になった。そうだよね？」

「そうだ……オレは、もっと強くならなければ……」

「強くなるため、君は武者修行に出た。そこで知ったのが、イデアの存在だ。イデアは君に修行の場を与えてくれた、第二の父と言える存在だ。君は深くイデアに感謝し、イデアの頼みなら、何でも聞こうと思うようになった。違うかい？」

「イデア……オレは……」

「イデアは君の生活を保証してくれている。イデアは君のためにいつでも力を貸してくれる。イデアは常に君と共にある。そうだろう？」

「そうだ……イデアは……大切なもの……」

「そう、大切なものだ」

「た、大切なたいせつなタイセツナ……ヒ、ヒヒヒヒロヒヒロ、ヒロコ……？」

　捨丸の状態を示す波形が歪いびつに曲がり、アラーム音が鳴った。

「ヒロコ……ヒロコ……！　ヒロコ！」

「中止だ！　注射を！」

　手術台で暴れる捨丸を懸命に医師が押さえにかかる。しかしあまりに捨丸の力が強すぎるためか、処置は難航し、注射を終えたときには医師が二名軽傷を負うにいたっていた。

「やれやれですね。やはり強い記憶というものはなかなか扱いが難しいようです」

「洗脳か……。言っていたこと、どこまでが本当なんです？」

「前半は正しいものですよ。記憶とあまりにかけ離れると、書き換えが難しくなるので」

　写真があったこともあり、剣道で日本一になったところまでは正しいと見るべきか。おそらく着流しを着せているのも、そちらのほうが捨丸にとって自然であり、洗脳がしやすくなるためだろう。

「いっそ記憶をなくしてしまったほうが簡単なのですが」

「つまり、それを俺おれに施ほどこすと？」

　長なが良ら喜き平へいはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ええ、その通りです。なに、せいぜいここ一年程度の記憶だけですよ。私の目的は、あなたの無力化なので。もしそれ以上の記憶がなくなってしまった場合は申し訳ありません」

　なるほど。俺を殺してしまうと、天て子し峰みねから追っ手が来る。だが一部記憶を喪そう失しつさせて帰せば、一応は事件が解決する。行方ゆくえ不明なら捜索するが、出てきたのなら事件の重大性は低くなり、その程度の調査なら十分逃げ切れるとの計算なのだろう。

「最後にもう一度聞かせてください。イデアに来るつもりはありませんか？　条件は先ほどお伝えしたままです」

　最後通告。捨すて丸まるの実験を見せたのは脅おどしか。

「……一つ、質問いいですか？」

「どうぞ」

「俺が頷うなずいても、洗脳を施すんですよね。俺が協力する振りをして裏切るかもしれないので」

「この状況下でも正常に頭が回りますか。やはりあなたには脅しの類たぐいは通用しないようですね。ええ、その通りです。自主的にご協力いただければ、これほど嬉うれしいことはないのですが……そんな希望に賭かけられるほど甘い世界を生き抜いてこなかったので」

「そうですか」

　実は先ほどから脱出する機会を窺うかがっている。骨折をすれば固定ベルトをすり抜けたりできないか確認していたのだが、どうにも力が入らない。これでは自力で骨折すらできやしない。

「筋きん弛し緩かん剤ざいを投与しておりますので、無理をなさらないほうがいいですよ」

「ですよね」

　服が入院服のようなものに替えられており、所持品はすでに没収済み。肝かん心じんの肉体がこれじゃ、打つ手がない。

　そんな絶望的な状況で湧わき上がったのは、不思議なことに目の前の老人への興味だった。

「最後に。あなたがどういう目的で働いているのか聞かせてもらえませんか？」

　長良喜平は僅わずかに警戒を示したが、どうせ記憶を消去するので構わないと思ったのだろう。ぽつりぽつりと話し始めた。

「……あなたはご存知ないかもしれませんが、日本のサラリーマンは優秀と見られても、個人として世界を代表する人間は少ないのです」

「それは世界が欧米中心で回っているからでは？　または日本の会社が個人より組織で評価されやすい体制で運営されているからでは？」

「世界が欧米中心というのはまだ受け入れられます。しかし、日本の組織が海外の個人より下と評価されることは受け入れられませんね」

「なぜですか？」

「日本の組織は、天才的な個人を上回るものだと私が確信しているからです。確かに一人の天才が放つ輝きは、目も眩くらむような魅み力りよくがあります。しかし強固な組織は、それに負けないものです。高度成長期、日本のサラリーマンが世界を股またにかけ、大きな成功を収めたことはご存知でしょう？　今は薄れているかもしれませんが、日本のサラリーマンが持つ連帯感や献身は、まさに誇るべきものでした。実際、あなたたちはこの国のマスコミに僅わずかたりとも食い込むことができませんが、これは日本人サラリーマンの力によるものです。二十四時間態勢で張り付き、目を光らせているからこそ、あなたたちのような優秀な方々にさえ付け入る隙すきを与えないのです。こうした私の無茶な要求にも完かん璧ぺきな仕事で応こたえてくれる。これは日本人サラリーマン以外にはなかなかできないことです」

「そんな人たちが、あなたは好きなんですね」

「ええ。生しよう涯がいを通じた戦友たちと言ってもいいでしょう。私は仲間と共に得てきた数々の勝利を、世界に認知させたいのです。日本のサラリーマンこそが最強だと、知らしめたいのです。それが四十年間戦い続けてきた私の最後の務めだと思っています」

　天て子し峰みねは一部の天才を輝かせるためのシステムを取っている。上級の幹部に組織を作らせるなんていうのは、その最たる例だろう。だからこそ、この人の思想と天子峰は対極にある。それだけに天子峰を敵視する企業連合イデアとは相性がよかったのだろう。

「しかし罪を犯し、他人の人生を狂わせてでもやるべきことでしょうか？」

「ええ、私にとってはやるべきことです。ただ勘かん違ちがいしないでいただきたいのは、今までの行為で犯罪となる部分は、すべて私とイデアのメンバーのみで行っております。協力会社の日本人サラリーマンは一切関かかわっておりません。知らずして、これほどの献身を尽くしてくれているのです。この感動、あなたにわかりますか？」

　不法行為はあくまで独断と強調したいのか。確かにテレビ局で買収されないよう見張ったり、バーを借り切ったりするだけでは不法とは言えない。

「自分が犠ぎ牲せいになると？」

「そんな美談ではありませんよ。私にはもう守るものがなくなってしまったので、タガが外れただけです」

「奥さんや子供さんが亡なくなったのですか？」

「いえ、元気にやっていると思いますよ」

「思う？」

「逃げられてしまいました。仕事を一生懸命やっていただけなのですが……いえ、それが悪かったのでしょうね」

「一応ご愁しゆう傷しよう様、と言っておきます」

「私にはそんな言葉、もらう資格がないでしょうね。逃げた後も繫つなぎ止める努力をしませんでしたから。それがどんなに大切なものだったのかわかったのは、一度引退してからでした」

　仕事に人生を捧ささげてきた男が仕事をなくし、初めて家庭の大切さを知った。しかしそのとき、すべては戻れないところまで来ていた。

　だからこそこの老人は、今まで生きた証あかしを誇らしいものとするため、残りの人生を賭かけて戻ってきたのだ。仕事という名の戦場に。

「だからと言って、あなたが法を犯す言い訳にはなりませんよね？」

「目の前で起こっていないだけで、社会的活動は犯罪を誘発してしまうことがあります。それが慈じ善ぜん活動であってもです。だから私は恥じません。ただ、私は逃げるつもりもありません。もし私が行うことに司法の手が及ぶのであれば、大人おとなしくお縄を頂ちよう戴だいいたしましょう」

　それだけの覚悟があったのならば、俺おれには責める言葉が見つからなかった。

　元々俺に不法を鳴らす資格などない。俺もナバサがよりよくなるためならばと思い、綾あや芽めの不法行為を了承しているからだ。その難なん癖くせに対し長なが良ら喜き平へいは揚あげ足を取るのではなく、覚悟をもって返答した。これには俺も、敗北を認めるしかなかった。

「お見事です」

　皮肉ではなかった。素直に感動できるだけの覚悟が、長良喜平の言葉には込められていた。

　同等以上の覚悟を持ち、相手の策が上回った。ならば賞賛するしかなかった。

　ただ俺も人間である以上、湧わき上がるのは賞賛だけではなかった。

「……無念だ」

「本当にそう思っているのですか？　先ほどから感情が動いていないように見えるのですが」

「本当に無念ですよ」

　候補生試験によって、俺は自分が変わったのだと自覚できた。

　やりたいことができた。見たいものができた。守りたいものができた。

　一生の内で初めて光り輝く思い出というものを手にしたのだ。それがなくなることが、無念でなくて何なのだろうか。

「俺はあなたが許せません。記憶をなくしても、俺は必ず選挙に勝ち、あなたを落としてみせます。どうかご覚悟ください」

「この期ごにおいても揺れない心。私も『お見事です』と言わせていただきます」

　長良喜平が医師たちに合図する。手術台に連れて行け、ということらしい。

　車くるま椅い子すに手をかけられる。俺と入れ替えるべく、眠った捨すて丸まるが運び出されようとしている。

　……待てよ。

　捨丸が俺と会ったのは、脱走したときだと言っていた。じゃあ捨丸は、これほど厳重に管理されているにもかかわらず、どうやって抜け出したのだろうか？　そう簡単に外へ出すような連中には見えないじゃないか。ならば捨丸はどうやって脱出したんだ？

　考えられるのは、暴走か。捨丸は五人の子供を軽々と持ち上げるほどの力を持っていた。締め付けるベルトの数も俺の比ではなかった。それでも先ほど暴れて怪け我が人にんが出ていた。ということは、捨すて丸まるは常識で測れないほどの力を持っているということだ。

　洗脳をしようとしているのがいい例だ。いらない人間なら洗脳までする必要はない。そんなことをしてまで、手中に納めたい男なのだ。

　そのとき、長なが良ら喜き平へいの携帯電話が鳴った。

「……何です？」

　長良喜平の顔色が変わっていく。

「……光こう明みよう寺じ綾あや芽めとケネス・ムビタが同盟？　それはありえません。もう一度よく確認を」

　何だって……？　まさか綾芽は俺おれが捕まったことで、同盟を結んだのか？　捜索する人間が一人でも欲しかったのだろうか？　いや、それなら禁きん門もんに依頼するだけで十分だろう。

　何にせよこんな状況で同盟だなんて、足元を見られるに決まっている。多少捜索人数が増えるだけではメリットが少なすぎる。

　元々綾芽はケネスさんと組むくらいなら長良喜平と組むと言っていた。それを曲げてまで、俺の救出を優先したのか？

　だとしたら甘いな、綾芽。あいかわらずお前は甘い。天て子し峰みねで上を目指す以上、部下を切り捨てなければならないことがこれからどれだけあると思っているんだ。

　でも、正直嬉うれしかった。あれだけ最速での七しち賢けん人じん昇格にこだわっていたのに、それでも甘さが残っていることに。そして何より、俺を選んでくれたことに。

「ケネス・ムビタの兵隊がこちらに向かっている？　それは確かですか？」

　綾芽は自我を曲げてでも、最善を尽くしてくれた。ならば俺も──最善を尽くすしかない。

「捨丸！」

　俺は叫ぶ。あらん限りの力を振り絞って。

「お前は俺を兄弟と言ってくれたな！　そんなお前の力を借りたい！」

　長良喜平が医師に俺の口を塞ふさぐよう命じる。また同時に捨丸を運び出すよう改めて命じた。

「見せてくれ！　お前の力を！　イデアが欲しがっている、その力を！　お前は……ヒロコさんに会いたいんだろう！」

「ヒロコ……」

　そうだ、お前には薬物を投与されても忘れたくない記憶がある。それを思い出せ。

　医師たちが口を塞いでくるが、身をねじって抵抗し、呼ぶ。捨丸の心を目覚めさせるために。

「このままでいいのか！　ヒロコさんの記憶がなくなってもいいのか！　立て、捨丸！　その先にはヒロコさんが待っている！　目覚めるんだ、捨丸──!!」

　捨丸の瞳ひとみがカッと見開いた。

「ヒロコ────！」

　そう叫んだと同時に、ベルトがきしみ始める。肉に革が食い込み、捨丸の皮ひ膚ふからは血が溢あふれ始める。

　だが力はさらに増すばかりだ。

「ふざけんなよ……！　こんなのでオレを止められるか────！」

　一本……二本、三本……。一本が引きちぎられると、連鎖してベルトが弾はじけ飛んでいく。

「だらぁぁあぁ！」

　拘こう束そくは、なくなった。

　捨すて丸まるはベッドから起き上がり、自分の身体からだが動くか拳こぶしを握り確かめた。背後では医師が注射をするタイミングを狙ねらっていたが、捨丸がにらむと我先にと逃げていった。

「逃すか！」

　あっという間に追いつき、医師を殴なぐり飛ばす。壁かべまで吹き飛ばされ、医師は気を失った。

「助かったぜ、兄弟！　おかげで目が覚めた！」

「じゃあ、今度は俺おれを助けてくれ」

「たりめーだ！」

「くっ……！」

　長なが良ら喜き平へいは俺を置いて部屋から走り去る。それを見て、俺の周囲にいた医師たちも逃げ出した。捨丸を止めれば俺の確保は容易だから、援軍要よう請せいを優先したか。

　捨丸がドアを蹴けり飛ばすと、蝶ちよう番つがいが外れ、ドアが真横に吹き飛んだ。

　常識では考えられない力だ。どういう身体をしているんだ、捨丸は。

「待ってろ。今外してやる」

　拘束具が解かれ、俺は自由を取り戻した。筋きん弛し緩かん剤ざいの作用がまだ続いているのか、思ったように力が出ない。走ることはできるかもしれないが、取っ組み合いは無理か。

「捨丸、どうする？　内部の構造はわかるか？」

「わかんねぇ。まあ正面突破すればいいだろ」

　正直なところ、この場は捨丸の力に頼るしかない。だが目標は必要だ。

「何とか外部と連絡を取りたい。あと、この場所がどこにあるのか把は握あくしたいところだ。できなければ派手に壊して、目立つようにしよう。今助けがこちらに向かっているみたいだから、目印になるはずだ」

「難しいことはわからないから、指示は任せるぜ、兄弟。お前の言う通り動いてやる」

「助かる」

　連絡を取るには携帯が必要だ。俺の所持品はどこにあるのだろうか？　ここにいるのは危険だが、医師を起こして聞くのが一番か。

「捨丸、医師を拘束するのを手伝ってくれ。俺の力じゃ、暴れられたときどうにもできない」

「任せろ」

　俺の座っていた車くるま椅い子すに医師を乗せ、ベルトを締めて完了。脅おどし用に注射器を拾い、準備万端だ。捨丸に尋じん問もんする間の見張りを頼むと、捨丸は近くにあったパイプをへし折り、振り心地を確かめた。

「悪くねぇな。オレは外に出ている。終わったら声をかけてくれ」

「わかった」

　敵への対応は捨すて丸まるに任せるしかない。俺おれは俺で最善を尽くすのだ。

「起きろ」

　数回叩たたくと、医師は目を覚ました。

「俺の携帯はどこだ」

「ひ、ひいいぃぃぃ！」

　拘こう束そくされていることに驚おどろいたようだが、もう遅い。注射器を見せびらかし、追い詰めていく。

「教えないなら、これを刺す。ちなみに中身はない。意味はわかるな？」

　空気を大量に血管内へ入れると死ぬはずだ。それを医師ならわからないはずはないだろう。

　医師は涙目で頷うなずき、片隅にあったロッカーを指差した。開けてみると、俺の携帯や応急セットが入っていた。

「ではもう一つ。ここはどこだ？　ナバサにあるのか？　それとも別の場所か？」

「それは……」

　外で銃声がした。この感じはマシンガンか？　絶叫が聞こえ、新たに銃声。今度は絶え間なく聞こえる。急がなければならない。

「お前が答えないなら構わない。他ほかのやつを捕まえて聞く」

　俺は問答無用で針を腕に突き刺した。

「わ、わかった、言う！　ここはナバサの北東にある小島だ！」

　俺は携帯を操り、地図を出した。

　確かに小島がある。どうやらナバサ領のようだ。衛星写真を拡大してみるが、明かりはない。ということは、ここは地下施設の可能性が高いな。もしかしたらイデアがナバサの選挙に関かかわってきたのも、ここに施設があったせいかもしれない。

　まあこれは無む駄だな想像だ。今は動こう。

　電話をかけると、綾あや芽めはすぐに取った。

「綾芽、俺だ」

「先せん輩ぱい、今無事なの!?」

「追い詰められているが、自由ではある」

「何とか外に出て！　今から突入するところだけど、どうもあいつら、施設に火をつけたみたいなの！」

　突入？　もう近くにまで来ていたのか？　よくこの場所がわかったものだ。

　詮せん索さくしたいが……今は火から逃れるのが先か。

「わかった。外に出られたらまた連絡する」

「死なないで！　生きてさえいれば、私が何としても助けてあげるから！」

「頼んだ」

　俺おれは再び医師を脅おどし、パスワードを入手することで、医師が使っている個人用ＰＣにアクセスした。そこから俺の携帯に施設内の地図を送る。

　出口までやや距離があるな。火がどこまで回っているかによっても脱出ルートは変わってくる。とりあえず捨すて丸まると合流し、最短ルートを行ってみるか。

　俺は慎重に扉を開けた。敵の姿はない。

　大音量のマシンガン音が廊下に響ひびき渡っている。

　銃声がするということは、逆に言えばまだ捨丸は無事ということだ。

　俺は音のする方向に向かった。途中、倒れている男たちがいる。

　装備を見る限り軍人で、ナバサ軍のものとは違う。イデアの私兵か？

　音が近づくにつれ、倒れている人が増えていく。すでにここまでで、二十人を超えている。これをたかがパイプ一本でやったというのだろうか？

　角を曲がったところで捨丸の姿が見えた。

「だらららぁぁ！」

　ん？　今、壁かべを駆け上がり、天井を走っていたような気がしたが……夢ではないらしい。

　捨丸は銃弾を避よけながら相手の懐ふところに飛び込み、敵の防御陣を破壊。思うがままに暴れ回る。

　これは人間の力ではない。少なくとも、人間が生来持っているだけの力でこれはありえない。何か理由があるのだ、この力には。

「ふうぅ……」

　捨丸は敵の反応がなくなると、パイプを肩にかけ、武術特有の呼吸法を行った。

　血祭りにあげられた兵隊はおよそ十。返り血を全身に浴びて立ち尽くす捨丸の姿は、まるで鬼神のように見えた。

「よう、兄弟。遅かったな。だいたいやっちまったぜ」

「死んでいるのか？」

「いや、虚きよ子し一いつ刀とう流りゆうは活人剣だ。殺しはやらねぇよ」

　虚子一刀流とは捨丸の身につけている剣術の流派か？　何にせよ、これだけの数の敵を前に殺さない余裕があるとは……恐ろしい強さだ。イデアが欲しがったはずである。

「何かわかったか？」

「脱出ルートがわかった。俺に付いてきてくれ」

「ああ……、っつ！」

　捨丸が頭を押さえる。

「おい、大丈夫か！」

「あ、ああ……」

　怪け我がはない。砂浜でも妙な頭痛を訴えていた。洗脳による弊へい害がいだろうか？

「行けるか？」

「たりめーだ。行くぜ！」

　火の回りが早く、途中、ルートの変更を何度か余よ儀ぎなくさせられた。その分ゴールは遠のき、捨すて丸まるに負担がかかる。捨丸は身体からだを張って道を作ってくれるが、頭痛はさらに増しているようで、段々と動きが鈍っていく。

　もう少しだ、頑張ってくれ、捨丸……！

「なぁ、兄弟」

　走りながら、捨丸がつぶやく。

　捨丸の額には汗がびっしり浮いている。怪我のためでも疲労のためでもない。頭痛のためだ。その証拠に、空あいた左手がずっとこめかみに当てられていた。

「こうやって戦っているうちに思い出してきたことがあるんだ。でもオレは、また忘れちまうかもしれねぇ。だから兄弟が覚えておいてくれないか？」

「ああ、任せろ」

　俺おれは火を警戒しつつ、捨丸の言葉に耳を澄ました。

「大したことじゃねーんだ。冬のある日、赤ん坊のオレは剣術道場の門の前に捨てられていたらしい。でもそういうときに限って、誰だれも気がつかねーんだ。だからオレは凍死しそうになっていたそうだ。だけどそのとき、剣術道場の家の子供が泣き始めた。するとオレもそれにつられ、泣き始めた。それでオレは命が助かったんだとよ」

「もしかして……」

「オレは捨てられていた子供だから捨丸。そしてオレの命を拾ったから、剣術道場の子供は拾ひろ子こと名付けられた」

　じゃあ、捨丸が呼び続けるヒロコとは、捨丸の義理の姉、もしくは妹なのか。

「思い出はよくわからなくなっちまってるが、拾子を愛していたことだけは覚えてる。そしてオレがもっともっと強くなれば、会える気がしている。どうして会える気がしているのかは、思い出せねぇんだけどな……」

　俺は提案しようとしていることがあった。そしてたぶん、それを捨丸も受け入れてくれると思う。だから俺は口を開く。答えを聞くために。

「なぁ、捨丸。無事生きて戻れたら、俺たちと──」

「──外だ！」

　通路を抜けた先に海が見えた。敵は……いない。

　俺は施設を出ると、携帯を取り出した。ここまで来れば、後は合流するだけだ。

　俺が周囲の状況を教えると、場所を把は握あくした綾あや芽めは海岸まで来るように言った。

　そして──

「船だ……！」

　俺おれたちの姿を発見したのか、小型のボートが船から出てくる。乗っているのは、綾あや芽め、エル、アイシャ……それとヤンさんか？

「助かったぞ、捨すて丸まる！　俺たちは生き残れたんだ！　おい、捨丸……？」

　そう語りかけたとき、捨丸の身体からだがふらりと揺れ……崩れ落ちた。

「お兄さ～ん！」

　エルが走ってきて、俺に抱だきついてくる。俺はまだ力が回復し切っていないので、受け止められず尻しり餅もちをついた。

「ああ、本当によかった！　よかったよ～！」

　エルが頰ほおを擦こすりつけてくる。

「心配してくれてありがとう。だが今は捨丸を！」

「捨丸って、あの海岸にいた人？　……って、この人じゃん！　どうしてここにいるの!?」

「一緒に囚とらわれていたんだ。捨丸のおかげで助かった。助けてやってくれ」

「しょうがねぇな」

　捨丸を担かついでくれたのはヤンさんだった。

「ヤンさんが俺の救出に関かかわってくれたんですか？」

「やりたくはなかったが、これもビジネスでな。詳しいことは嬢ちゃんに聞いてくれ」

　そう言ってさっさとボートに戻っていく。

　次にやってきたのは翻ほん訳やく機をつけたアイシャだった。彼女もエルと同様、瞳ひとみいっぱいに涙を溜ためていた。

「弥や助すけさん……よかった……本当に……」

「どうしてアイシャが？」

「今回の功労者だからよ」

　綾芽は肩をすくめ、親指で船を指した。

「先せん輩ぱいの身体は大丈夫そうだし、船で話しましょう」




　船に移動し、操そう舵だ室しつに案内された。

　これ、外から見ていたときも思っていたが、軍艦だな。突然の事態だったのに、どこから入手してきたのやら。

　俺が不思議そうにしているのが綾芽にもわかったのだろう。『どこから借りてきたと思う？』と聞いてきた。

「禁きん門もんから借りたのか？」

「無理よ。捜索はしてくれてるけど、いくら天て子し峰みねの人間だからってこんなもの貸してくれないわ」

「じゃあどこから？」

「将軍よ」

「えっ!?」

　それはさすがに驚おどろいた。どうして長なが良ら喜き平へい側の将軍が助けてくれるのか、意味がわからない。

「よく貸してくれたな……。そもそも、よく将軍と連絡が取れたな」

「だから言ったでしょ、アイシャちゃんが功労者だって」

　アイシャの人脈に、将軍に繫つながる人がいたのか？

「お父さんが少しだけ、パウルス将軍の直属の部下だったことがありまして。一か八か家に行ってみたらわたしのこと覚えてくれていて、会ってくれたんです」

「どうも将軍は今回の策さく謀ぼうに関かかわっていないようなのよ。それでこちらの不始末だって言って、この艦ふねを貸してくれたの」

　将軍はナバサ軍の最高司令官。私用で軍艦を出すのは越権行為だろうが、それができ、揉もみ消すことができる地位にある。

「場所は将軍づてでわかったのか」

「そう。軍事施設にはいないことを確認してくれて、だったらあそこじゃないかって」

「なるほどな」

　敵に塩を送るとは、あっぱれな人だ。最初、将軍の人格評価を〇とし、その後◎に上げたが、それだけの人物であったらしい。

「ねぇ」

　エルがアイシャを肘ひじで小突いた。また喧けん嘩かかと思いきや、どうも雰ふん囲い気きが違う。

　アイシャが前に出ると、いきなり頭を下げた。

「すみません！　わたし、裏切り者でした！」

「……どういうことだ？」

「この子、長良喜平のスパイにされていたの」

　スパイの存在には気がついていたが、アイシャだったとは……。大富豪に対して綾あや芽めが偉そうにしていた日、何か不審なところがあると思ったが、スパイだったからか。

「わたし、やりたくはなかったんです！　でも、やらなければ家族を殺すと脅おどされて……」

「私たちが不正をしそうになっていた日、先せん輩ぱいはこの子を家まで送っていったわよね？　それが見られていたようなの。おそらくあのプロデューサーを迎えるために配置されたやつに引っかかったのね」

　あのときか。しまった、長良喜平なら当然尾行に人員を割さいているに決まっているじゃないか。アイシャと出会ったのは偶然とはいえ、親しいところを見せるべきではなかった。

「だがどうしてアイシャなんだ？　スパイなら他ほかのお手伝いさんでもいいじゃないか」

「それもいたわよ。アイシャちゃんが教えてくれたおかげで全員摑つかめたわ。長良喜平がアイシャちゃんに注目したのは、先せん輩ぱいがプロデューサーとの一件で私を止めたことが原因のようね。あれで先輩も要チェック対象になったわけ。で、その要チェック対象に近づくいい獲え物ものがいた。そりゃ狙ねらわれるわよね」

「しかし、それならスパイってバラして大丈夫か？」

「将軍が守ってくれるって。あの人、不正が大嫌いみたい。しかも根っからの善人ね。かつての部下の子供がこんな目に遭あっているなんて知らなかったと嘆なげき、アイシャちゃん姉弟を養子にするとまで言い出したわ。さすがにそれはアイシャちゃんが断ったけど」

　そりゃホントにいい人だ。陥おとしいれようとしていたことが申し訳なくなるほどである。

　となると、将軍と長なが良ら喜き平へいは協力関係にありながら結構溝みぞが深そうだな。

「じゃあヤンさんに関しては？　状況がわかりづらいから、順を追って教えてくれ」

　綾あや芽めがケネスさんと同盟したと長良喜平は言っていたが、どういうことだったのだろうか。

「まず、私たちはいつでも突入できるようバーの入り口付近に待機していたんだけど、先輩がいつ連れ去られたのかさえわからなかったわ。盗聴器からは何も聞こえなかったしね」

　ジャミングは長良喜平が言っていた通り効いていたらしい。

　俺おれが連れ去られるのに気がつかなかったのは、おそらく裏に出口があったのだろう。店内全員を自分の手の者にしていたくらいだ。逃走ルートを用意していたと見るべきだろう。

「突入するか迷っていたとき、アイシャちゃんもその場にいたんだけど、先輩が危険なことになっていると気がついてカミングアウトしてくれたの。それで私はアイシャちゃんに長良喜平へ連絡させたわ。それでようやくさらわれたことがわかったのよ」

「アイシャが一緒にいたのか？　なぜ？」

「弥や助すけさんが長良さんと会うって聞いて、無理やり付いていったんです。相手が怖い人って知っていたから、わたし、居ても立ってもいられなくて……。できることはすべてやらなきゃと思って、その後パウルス将軍の家に訪問も。わたしのせいでこんなことになってしまって、ごめんなさい……」

「いや、むしろ助かった。家族を人ひと質じちに取られていたのに、決断してくれてありがとう」

「弥助さん……」

「愛されてるわね～、せ・ん・ぱ・い」

　綾芽がこういう言い方をするとき、間違いなく不機嫌な証拠だ。軽く流そう。

「それで、そこからどうやってヤンさんに繫つながるんだ？」

「将軍が一時的に味方になってくれると言っても、兵隊まで貸してくれたわけじゃないわ。乗り物と、黙認することで精一杯。ま、それでも十分ありがたかったけど」

　将軍からすれば自分の協力者が持つ施設に攻撃を加えるなんて、どれほど反感を覚えても無理だろう。輸送してくれるだけでもよくやってくれたものだ。それが将軍が協力できると判断した限界ラインだったのだろう。

「で、私は私兵が少ないから、先せん輩ぱいを助けるのに戦力が足りないと感じたのよ。でもこのマフィアには数多くの屈強な部下たちがいる。それは先輩も見ているでしょ？」

　そういえば候補者選定会場にうようよいたな。

「その戦力をあてにして、あの黒人に協力を求めたの。同じ天て子し峰みねとして協力できる部分があるかもと思って」

　俺おれが進言したケネスさんとの同盟。一いつ蹴しゆうされたが、それでも綾あや芽めの心の中のどこかに残っていたのかもしれない。

　ヤンさんが言った。

「おれは蹴けろってケネスに言ったんだがな、あいつは絶対に助けなければならないって言い出しやがってよ。せめて何かしら条件をつければいいのに……まったく理解できないぜ」

「条件なしって、本当か？」

「ええ。とりあえず足の引っ張り合いはしない程度の友好同盟は結んだけど」

　ケネスさんも根っからの善人だな。下手へたしたら将軍より上と言えるほど。

「ごめんね、お兄さん。ボク、何も役に立ってない……」

　エルはしょぼんと肩を落としていた。そういえば車の中で相談を受けたとき、自信をなくしかけていた。

　俺はエルの頭を撫なでた。

「大丈夫。今でも十分役に立っている」

「でも……！」

「ほら、お前が行くと、初めての村でも警戒を解いてくれるだろう？　お前が『こんにちは』って言うだけで、全然空気が違うんだ。あれ、本当に助かっているんだぞ」

　兵隊らしき男が操そう舵だ室しつに入ってきた。おそらく将軍の指揮下にある兵士だろう。綾芽に何かを囁ささやくと、敬礼して去っていった。

「捨すて丸まるって言ってたっけ？　あの男、命に別条はないらしいわ」

「そうか、よかった……」

「ただどうも身体の構造自体がおかしいから、病院で詳しく検査をする必要があるみたい」

　やはりあの強さには理由があったか。せめて病院で多少回復してくれればいいが……。

「ねぇ、あいつ何なの？　一緒に囚とらわれていたって言ってたけど、知り合い？」

「なぁ、綾芽。お前、強いやつを探して欲しいって言っていたよな」

「確かに言ったけど、それが？」

　これは仮定になってしまうけれど、捨丸が再び動けるのなら、そしてもし俺からの要よう請せいを受けてくれるのなら、これ以上綾芽の求めていた人材に当てはまる人間はいない。

「あれが俺の推すい薦せんする、最強の用心棒だ」










　その四　ケネス・ムビタの流儀




　捨すて丸まるは入院したが、数日経たった現在でもまだ目覚めていない。わかってきたのは、捨丸に施ほどこされた処置に関してばかりだった。

　薬物投与による筋肉の増強、骨と心肺機能の強化、神経伝達の鋭敏化。加えて銃への対処のためか、人体改造によって額、腕、胸など、身体からだのあちこちに強化セラミックが埋め込まれているらしい。強化セラミックは組織に癒ゆ着ちやくしており、取り除くほうが危険だという。定着しているため今すぐ身体に危険はないが、もし肉体が成長する場合は相当な苦痛を伴うそうだ。影えい響きよう的てきには薬物のほうが大きく、寿命が半分になっていてもおかしくないとのことだった。

　人間が人間でいられるままどこまで強くなるか試したみたいだ、と検査をした医師は言った。

「無茶苦茶ね……」

「イデアと長なが良ら喜き平へいか……」

　初めて怒りというものを覚えたかもしれない。

　俺おれは共に生死を潜くぐり抜けた捨丸に、候補生試験で共に戦った仲間たちと同じような繫つながりを感じるようになっていた。だからこそ許せない。

　あの老人が戦う理由も覚悟も俺は知っている。それに対し、一定の敬意も持っている。

　しかしこれはひどすぎる。人の命を何だと思っているんだ。お前の理想は、これほどのことを正当化するだけのものか？

　このことを言ったら、きっとあの老人はこう言うだろう。『価値観の相違だ』って。

　ならば俺は俺の価値観で、お前を断罪する。選挙に勝ち、お前を捕らえる。そして司法の手に委ゆだねる。殺す気になれないのは、夢に殉じゆんじて死ぬほうがあの老人にとっては本ほん望もうではないかと感じるからだ。ならば残りの人生は贖しよく罪ざいに使ってもらったほうがいい。そう思った。

「綾あや芽め、あれから長良喜平に動きは？」

「ないわ」

　長良喜平はあの場から去り、そのまま行方ゆくえをくらませている。俺を拉ら致ち・監禁した容疑者として指名手配されているが、現在のところ行方は一向に摑つかめない。ただ将軍の側そばに戻っているのではないかという情報はある。

　将軍はあの施設を知っていただけに、反感を持ちつつもやっていたことの一部は知っていただろう。その上でイデアと組んでいたのだから、現在も将軍と長良喜平の関係は継続しており、俺たちと敵対関係のままだと見るべきだ。まあ将軍と長良喜平の間で対立している部分があると判明し、今回の一件で溝みぞが深まったに違いないことは大きな収しゆう穫かくだった。

　ただ、現在支持率一位にあると思われる将軍を追い詰める手段は未いまだ取れていない。

　小島にあった施設は焼け、していたことの証拠はすべて消されていた。将軍が軍艦を貸したことによる越権行為は、綾あや芽めが借りる際、その点は追及しないことを条件として吞のんでいる。もし約束を破って追及したとしても、メディアの力で責任転てん嫁かされかねないだけに、下手へたに触れることはできないのが現状だった。

「ケネスさんは？」

「動かないわ。不気味なほどに」

『ご乱行事件』以来ジュニアの支持率が急落しているのに、ケネスさんはまだ動かない。それがある意味将軍より恐ろしく、友好同盟を結んでからも綾芽はしきりに気にしていた。

　正直なところ将軍を攻める材料が少ない以上、ジュニアには多少頑張ってもらったほうがいい。あまりに支持率が落ちすぎると、一回目の投票で将軍が過半数を取ってしまいかねない。それだけは何とか阻そ止ししたかった。

「成功確率は低いと思うけど、一つ思いついたことがあるの」

「リスクがあるのか？」

「いえ、ないから提案してみるわ」

　綾芽がバンガローから出て、電話をかける。

　数分後、戻ってきた綾芽は呆あきれたような顔をして言った。

「成功しちゃった」

「何を提案したんだ？」

「パートナー交換」

　綾芽が言うには、こういうことらしい。

　ケネスさんと友好同盟を結んだが、信用できないところがある。だからパートナーを交換し、相手が足を引っ張るような真似まねをしていないか確認したい、と提案したとのことである。有り体ていに言ってしまえば、互いに人ひと質じちを出し、不正を防ごうというもののようだ。

　まあ、はっきり言って難なん癖くせだ。それをあっさりケネスさんは吞んでしまったらしい。

「で、そのパートナーって、俺おれか？」

「そうよ、頑張って。よく調べてきてね」

「せめて俺に了解を取ってからやってくれ」

「別に普段から連絡を取り合っても問題ないそうよ。細かい点はやりながら詰めていくけど、上司の側そばを離れるときは了解を取ること。それと、相手の事務所に寝泊まりすること。この二点は決定よ。あの枕まくらがないと寝られないんでしょ？　ちゃんと持っていきなさいね」

「人の話聞いてないな、お前」

　アイデアとしてはありだと思う。

　俺はすでに目標の村のほとんどを回り終えている。ノウハウもだいぶ伝えられているだけに、あとはエルや他ほかの人に任せても平気だ。となれば綾芽の補佐をやるべきだが、当初から綾芽の仕事には関かかわっていなかっただけに、一から把は握あくするには時間がかかる。

　ただ──

「向こうはおそらくヤンさんだろ？　あっちは上級主しゆ査さで、俺おれは中級幹部補Ⅰ種。釣つり合っていないじゃないか。それにヤンさんはお前と同階級なんだから、お前がヤンさんに命令を出すのはおかしいぞ？」

「向こうが吞のんだんだから問題ないでしょ。それにあのマフィアが来ても私は何一つやらせるつもりはないわ」

　それもそうか。人ひと質じち兼スパイみたいなものだから、仕事をさせないに決まっている。

「そうそう、行くときアイシャちゃんを連れて行きなさい」

「アイシャを？　あの子がいなくなると、事務的に大変になるぞ？」

「それでもよ。先せん輩ぱいとアイシャちゃんは、長なが良ら喜き平へいに狙ねらわれる可能性が高いわ。将軍が善人で守ろうとしてくれても、密ひそかに狙ってくるかもしれない。その点、あのマフィアの部下がいる分、あっちのほうが守りは堅かたいわ」

　俺は長良喜平が姿をくらます原因を作った。そしてアイシャは長良喜平を裏切り、施設崩壊のキーパーソンの役目を担になった。狙われるのは当然か。

　綾あや芽めとエルは天て子し峰みねがバックにいる分、狙うにはリスクが高い。その点アイシャは狙いやすいし、俺はリスクを超えてターゲットにするくらい警戒されている可能性がある。だからエルではなく、アイシャをつけるのか。

「あの黒人は絶対に守るって言ってくれたわ。本当に善人よね」

「好意につけ込むのは悪人のすることだと思うが」

「あら？　私は善人よ？　だって先輩たちの身の安全を考えて提案したんですもの」

　お前、絶対裏で天子峰のスタッフに『腹黒』とか『偽ぎ善ぜん者しや』って言われてるぞ。

「今日の正午、私と先輩であの黒人の病室へ行くことになったわ。そこでパートナー交換よ」

「いつまでだ？」

「選挙が終わるまでよ」

　選挙の日までちょうど残り十日。まさか相手側の陣営に行くことになるとは思っていなかったが、ケネスさんのやり口は確かに気になる。

　綾芽が俺なしで大丈夫と言うなら、任せるしかない。ちょっと寂しい気もしたが、まあこれもまた面白いかと思うことにした。




　パートナー交換はつつがなく終わった。ヤンさんは不満そうにしていたが、いつものようにケネスさんに言われ、渋しぶ々しぶ綾芽に連行されていった。

　ケネスさんの病室は個室だが、とても質素なものだった。幹部なのだから調度品などをもっと立派にしていいと思うのだが、むしろ並以下。最低限の棚たなと椅い子すがある程度である。テレビがつけっぱなしになっており、それで情報収集しているようだった。

　ケネスさんが口を開いた。

「弥や助すけくんとアイシャちゃん……と呼んでよかったかな？」

「ええ、それで構いません」

「二人とも立ったままじゃ辛つらいだろうし、座って」

「では失礼します」

　パイプ椅い子すを引き寄せ、俺おれとアイシャは並んで座った。

　ケネスさんは膝ひざの上にノートを載せ、黙々と何かを書いている。音と言えば、テレビの音声が流れているくらいだ。

　とても静かで穏おだやかな時間。こんなの久しぶりだった。

　ケネスさんはノートを閉じると、俺に目を向けた。

「ごめんね。あとちょっとで終わりだったから」

「何をしていたんですか、と聞いていいですか？」

「もちろんだよ。僕はね、字の練習をしていたんだ」

　ケネスさんがノートを開いてくれたので見てみると、アルファベットらしき文字が書かれていた。単語を見る限り英語とは違うようだ。

「どこの文字ですか？」

　とアイシャが聞いた。

「僕の母国語だよ。僕は学校に行けなかったから、文字の読み書きができなくてね。今からでは遅いかもしれないけど、練習しているんだ」

　文字の読み書きができないのに天て子し峰みねの係長？

　本ほん郷ごうさんのように、力を隠し持っているタイプだと思っていた。しかし少なくとも学はなさそうだ。俺を騙だますための方便とも考えたが、書き方が不慣れに見えるため噓うそをついているとも思えない。かといって身体能力に特別なところがあるわけでもない。それどころか病気で、余命は長くないだろう。

　学がなく、身体からだもダメ。だとしたらケネスさんはどうして係長になれたのだ？

　交こう渉しよう力りよくはむしろないほうだろう。同盟条件にケチをつけないし、むしろ損を取ってきてしまうタイプだ。策を弄ろうするタイプとも思えない。カリスマ性もまったくないとは言えないだろうが、それだけで係長となれるか疑問だ。

「僕は子供の頃ころ、先生になりたかったんだ。でも貧しくて、勉強ができなくてね。もう諦あきらめたつもりだけど、やっぱり未練があるのかな。こうして字の練習をしていると、楽しくて仕方がないんだ」

　あまりにケネスさんは平凡だ。非凡と言えば、ジャンケンで命を捨てるその狂気と、溢あふれんばかりの優やさしさくらいだ。素晴らしいとは思えるが、出世できるかと言えばやはり疑問。謎なぞな人である。

　ならば暴あばかなければならない。本当の力を。

「しかし、光こう明みよう寺じさんが提案してくれてよかった。実は僕、君とは一度ゆっくり話がしたくて、機会を窺うかがっていたんだ」

「昴すばるから話を聞いたためですか？」

「そうだね。でも一番は、君の心に触れたからかな」

「俺おれの心に？」

「砂浜で君は敵にもかかわらず、僕の心配をした。しかも何のためらいもなく。これはね、自分の行動原理がはっきりしている人じゃないとできないと思うんだ」

　ケネスさんはこう言いたいのか。普通の人なら敵を心配する気持ちが湧わいても、それを言葉に出すのにはためらいが生まれる。それができたのは、俺が明確な基準を持って行動しているからだ、と。

「それなのに君の目的は実に不明確だ。出世を望むわけでもなく、お金にも興味がない。その辺り、少し聞かせてくれないかな？」

　一いつ瞬しゆん迷ったが、隠すほどのことではないと思い、口を開いた。

「俺はただ興味があっただけです。命を賭かけて出世を望んだり、お金を求めたりする人間に」

「それは叶かなった？」

「一応は。天て子し峰みねの候補生試験を受けたことで、やりたいことができました」

　アイシャの視線はずっと俺に向けられている。翻ほん訳やく機が支給されているので、ケネスさんの話は理解できているはずだ。なのになぜ俺ばかりを見る？

　気になったが注意する理由を見み出いだせなかったため、俺はそのまま会話を進めた。

「先ほどのあなたを心配した件も何となくですよ。俺には人に語れるほどの明確な何かなんてありません」

「噓うそを言っているとは思わない。でも僕はね、君の奥底には明確な何かがあると思うんだ」

「……どういうことです？」

「君は命を賭けて戦う人間に興味があると言った。でもそれなら君は何もする必要はない。すでに君は、自分の意思で動き始めている。おそらく無意識で」

「…………」

「君は光明寺さんを補佐しているくらいだから、彼女を出世させてあげたいと考えているのだろう。しかしその割に、君は自分の価値観で動きすぎているように思える。その最たる例が僕への心配だ。あの行動は、光明寺さんの益とならない。なのになぜしたんだい？　少なくとも、声に出す必要はなかったはずだ。それがわからない君じゃないだろう？」

「それは……」

　とっさにとしか言いようがない。

「君の奥深くには、君自身が知らない自分がいるんだと思う。そしてそこにいる君は、昴さんと非常に近い波長を持っているように思えるんだ、僕には」

「昴すばると近い？　俺おれがですか？」

「君は学校にいた頃ころ、サイボーグとか言われていたらしいけど、どうしてそう呼ばれていたのか僕には不思議だよ。だって君は候補生試験のとき、他ほかにも人がいたにもかかわらず、悲しい運命を背負った人、戦おうとする人など、君が好意を抱いだいたと思われる人たちと心を通わせていた。本当にサイボーグで、人に興味があるだけなら、もっと満まん遍べんなく付き合うか、見ているだけじゃないのかな。心を通わせる必要も、共に戦う必要もないじゃないか」

「興味のまま動いていただけですよ」

「そう、興味。それは重要だよ。残ざん虐ぎやくなものに興味を示す人間もいれば、異性にばかり興味がいく人もいる。君は非常に論理性を重視するにもかかわらず、興味は命を賭かけるなんていう非論理的な人間のほうを向いている。矛む盾じゆんしていると思わないかい？」

「……自分では何とも」

　よくわからない。

「人は似た者同士が集まる、と僕は思っているんだ。表面上の明るさとか暗さとかじゃない。問題は根っこだよ。どんなに性格が違っていても、例えば、その人が心の奥底で信じるものが同じだったりするんだ。だからある人を知りたいとき、その人だけを見るんじゃなくて、親しい人を見れば根っこがわかる。君が候補生試験のとき、関係を深めた人間はどうだったかな？　僕が調べてみた限りでは、根っからの悪人もいなければ、根っから無感情な人間もいなかった。むしろ僕は、善人と言えるタイプが多いと思った。そしてそれが──君の本質の表面だ」

「俺が善人……？　それはちょっと笑えない冗談ですね」

「僕は本気だよ。ただ『善人』なんて上辺だけの言葉で思考を止めないで。善人とは曖あい昧まいな言葉だ。もっと奥底まで考えるんだ。そこには君が信じていること──いや、信じたいことがあるはずだ。それが昴さんに似ていると、僕は感じている」

　果たして本当にそうなのだろうか……？

「君の興味は、奥底の自分からこぼれ出た余波にすぎないんじゃないのかな？　おそらく先天的に痛みがないことで、人よりもわかりにくくなっているんだと思う。こう、ぶ厚いかさぶたのようになって君の本質を覆おおい隠しているんだ。その奥にあるのは、痛みがあったなら普通に外へ出ていただろう、君が生まれながらに持っている感情だ。そこに本質はある」

　これは俺を惑わすための言葉だ、とも考えたが、子供の純粋さを保ち続ける瞳ひとみで囁ささやくケネスさんにまったく作為は見み出いだせなかった。

「今はまだわからないかもしれない。でもいずれ気がつくときがあるだろう。そのときは惑わされず、自分の心に正直になって行動して欲しい。そのことを、一度伝えたかったんだ」

　ケネスさんの息が荒い。話し疲れてしまったようだ。

「どうぞ寝てください」

「すまないね……」

　俺おれがベッドを倒すと、アイシャがケネスさんの上に毛布をかけた。

「そうだ、ここにずっといてもいいけど、暇ひまだったらピエトくんを見に行ってくれないか？」

「ジュニアを見に？　いいんですか？」

「ああ。ただ彼に力を貸さないと、約束して欲しい」

「そりゃいいですけど……」

　敵を支援したくないから、ありがたい申し出だ。しかしそれではケネスさんの利益にならないが、いいのだろうか？　俺を警戒しているのか？　いや、それなら手元に置くはずだ。

「頼むよ。報告は一時間置きくらいにして欲しい。いいかな？」

「……わかりました」

　何を考えているのかさっぱりわからない。

　まあ言われたことをやるしかないだろう。その上で見つけるのだ。ケネスさんの真意を。




「だから言っているだろ！　オレがやろうとしていることは、親父と同じだ！　なのにどうして付いてこられないんだ！」

　ジュニアは父ピエト・ホラントの後ろ盾だてとなっていた有力者たちと会談していた。

　俺の登場に、一いつ瞬しゆん会議室内は不ふ穏おんな空気に包まれた。しかしケネスさんの指示で来ましたと言うと、近くにいた人が端のほうに席を用意してくれた。

　ジュニアは舌打ちをしたが、そのまま続けた。

「いいか！　アリフィンは金を貪むさぼろうとする売ばい国こく奴どだ！　パウルスの野郎は軍を握って、また戦争をやろうと考えてやがる！　大事なのは大国と互角に渡り合うバランスの取れた外交感覚だ！　だがそれがあいつらにはない！　あいつらが大統領になったらナバサは植民地になるぞ！　オレがやるしかないだろうが！」

　極端な結論だし、言葉だけ聞くとあれだが、外交の大切さを語る点は間違っていないと思う。そして政策自体はバランス重視を公約しているだけに、あやふやな部分は多いが、やりたいことは見える。だがジュニアにその外交感覚とやらがあるのかどうかは、はなはだ疑問だ。

　そう、ジュニアの言っていること自体は間違っていない。でも彼の今までの行動を考えると、ほとんどの人間がこう思うだろう。偉そうなことを言っているが、お前にできるのか？　と。

「申し訳ないですが……」

　有力者の一人が席を立った。

「これ以上、お話しすることもないと思うので」

「私も」

「私も」

　次々と席を立ち、座る者は……いなくなった。

　連れ立って会議室を出て行こうとする一団に、ジュニアは叫んだ。

「おい、お前ら！　親父の恩を忘れたのか！」

　最初に席を立った有力者が、ゆっくりと振り返った。

「恩はございます。そしてホラント様の掲げた理想に、かつて私も共感いたしました」

「なら……！」

「だから最初はお手伝いをさせていただきました。しかしあなたはお父上の名前を出すだけで、お父上と同じように、私たちの下もとへ降りてきてくださらなかった」

「なっ……！」

「ホラント様への恩は必ず返します。ですがそれはあなたを大統領に当選させるという方法ではなく、ホラント様が目指した国を実現させることによって、です」

「じゃあオレじゃ親父の目指した国は造れないというのか！」

「はっきり申しましょう。その通りです」

「ぐっ……！」

　パーティーで自慢げに見せつけていた上品な仕草はすでにない。

　メガネを振り落としそうな勢いでジュニアはテーブルを蹴け飛とばした。

「出て行け！　お前らなんかいなくてもオレは大統領になれる！　あとで吠ほえ面づらかくなよ！」

「その言葉、そっくりお返しいたします」

　そう言い残し、有力者たちは会議室を後にした。

「っ……馬ば鹿か野郎どもがっ……！」

　椅い子すを持ち上げ、床に叩たたきつける。けたたましい轟ごう音おんが、鼓こ膜まくに響ひびいた。

「てめぇら……何を見てやがる……！」

　ジュニアは俺おれの下までずかずかと歩み寄ってくると、いきなり胸ぐらを摑つかんだ。そこで俺の顔に見覚えがあることに気がついたらしい。

「お前、光こう明みよう寺じのところのやつじゃねぇか！　何だ、スパイか！」

「違います。パートナー交換によって、今はケネスさんのところにいるんです」

「はぁ？　パートナー交換？」

「はい。ここへはケネスさんの指示で来ました」

「じゃあ、あれか！　ようやくオレに資金援助をすることにしたか！」

　ふーん、最初ジュニアは資金援助を要求したが、ケネスさんは蹴っていたのか。

「いいえ。ただ見てこいと言われただけです。お手伝いはしません」

「何だそりゃ。どいつもこいつもふざけやがって……！」

　ジュニアは俺を突き飛ばした。壁かべにぶつかり、背中を打ちつける。アイシャが慌あわてて駆け寄ってきた。

「大丈夫ですか、弥や助すけさん！」

「死ね！　みんな死んじまえ！」

　ジュニアはドアを蹴け飛とばし、去っていった。

「ひどいです……！」

「これじゃ支持がなくなるのも無理ないな」

　それからも俺おれはジュニアの意思を無視して様子を探ったが、似たことの繰り返しだった。

　有力者を訪れては自分の素晴らしさを説き、相手にされずぶち切れる。演説をしてもすでに民衆は興味を示さない。

「おれたちが苦しんでいるときに、お前だけ遊び呆ほうけやがって！」

　などと言われ、取っ組み合いになったこともあった。

　もう滅め茶ちや苦く茶ちやである。三位確定は間違いないだろう。ただジュニアが組織票をちゃんと固めておいてくれないと、大富豪と将軍との決戦投票となったとき、ジュニアから大富豪へ流れる票が少なすぎて勝てなくなることが問題だった。

　一方、綾あや芽めの〝正義の扇動者アジテーター作戦〟は順調のようだった。

「テレビ局は、公正な放送をしろ！」

「「「放送をしろ！」」」

「選挙を操作するな！」

「「「操作するな！」」」

　ジュニアを追う途中、テレビ局の前ではデモが起こっていた。数は二百人ほどと多くはないが、これはかなりいい展開だ。

　テレビ局は自分たちを守るために無視するとしても、新聞やラジオはこのデモのことを取り上げざるを得ないだろう。そうなれば将軍への不信感は一気に広がる。

　もし新聞やラジオが取り上げなければ、火をつけるチャンスだ。すかさず『正義の扇動者アジテーター』がそちらでもデモを決行すればいい。そうなればますます将軍の支持率は下がる。これなら次の支持率調査の結果は期待できそうだ。

　そんな日々が続いていたある日、俺が一日一回の定時連絡で変わらないジュニアの現状を報告すると、綾芽の口からため息が出た。綾芽にとって、ジュニアとケネスさんのことは憂ゆう慮りよの種となっているようだった。

「まずいわね……。ねぇ、まだあの黒人の真意はわからないの？」

「わからない。なぁ、ケネスさんは負けることで勝つ作戦を取っているとは考えられないか？」

「……発想としてはありだけど、今の様子だとしてないと思うわ。ちなみに負けて勝つってかなり難しいわよ。例えば天て子し峰みねの利益となるよう、一番天子峰の利益にならない候補者を潰つぶそうとしていると考えてみましょうか。それなら将軍を潰したほうがいいし、そもそも候補者を一人潰したって最終的に勝ったなんて言えない。今のところ、負けて勝つと言えるだけのものが何一つないわ」

「確かにな」

　本気で勝つ気があるのだろうか？　そもそも勝負をしている気があるのだろうか？

　ケネスさんにはそんな根本的な疑問が湧わいてくる。

「ちなみにヤンさんはどうしてる？」

「暇ひまを持て余してプールで泳いでいるわ。昼間っから酒まで飲みやがって。めっちゃむかつくんだけど」

　ケネスさんに報告ぐらいはしていると思うが、それでも積極的にスパイ活動をする気はないってことか。ますますわからない。

「明日、四回目の支持率調査が発表されるだろ？　大富豪の調子はどうだ？」

「悪くない感じよ。『正義の扇動者アジテーター』がかなり機能してきたわ。マスコミに対する不信感もいい感じで盛り上がってきてる。これなら大富豪に対するネガティブキャンペーンを張られても、十分跳はね返せるわ。最終的にいい勝負ができる土ど壌じようが整ったってところね」

「ならばいいが」

　順調に見えるが、懸け念ねん材料はある。

　ケネスさんと長なが良ら喜き平へい。この二人の動きがよく見えない。それだけに漠ばく然ぜんとした不安を感じていた。




　懸念が一気に噴き出したのは、翌日、第四回支持率調査が公表されたときだった。

「何だこれは……！」

　ケネスさんの病室でアイシャから新聞を渡された俺おれは、驚きよう愕がくした。
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「おいおい……」

　ジュニアの支持率が九ポイント下がり、最下位を維持しているのは納なつ得とくだ。しかし大富豪の下がり方と将軍の伸び方が明らかにおかしい。

　綾あや芽めは順調と言っていた。ならば伸び悩むことはあっても、これほど下落したりはしない。

　将軍の伸び方も異常だ。大富豪とジュニアの下がった分がそのまま流れている感じだ。

「捏ねつ造ぞう、でしょうか……？」

　アイシャのつぶやき以外に考えられなかった。だがここまで露ろ骨こつにやると反発も大きいはずだ。それを長なが良ら喜き平へいが指示したとは到とう底てい思えない。

　六月九日の投票まで残りは一週間。この支持率調査もあと一回やるかどうかだろう。にもかかわらずこんなことをしてくるとは……何を考えているんだ。

「弥や助すけくん、理由がわかったよ」

　ケネスさんがテレビを指し示す。するとアナウンサーが淡々と次のように語っていた。

『本日、大統領選挙に立候補したアフマド・アリフィン氏が、同じく候補者であるヴィム・パウルス氏と手を組んだことを発表いたしました。アリフィン氏は大統領選挙への出馬は続けるとのことですが、自らの支持者に対してパウルス氏に投票するよう促うながしており、大きな物議を醸かもしています』

　馬ば鹿かな……!?　大富豪と将軍が手を組んだ、だって……!?

　俺おれは綾芽に電話をかけた。だが──携帯にも事務所にも繫つながらなかった。

　すると逆に俺の携帯が鳴ったので、慌あわてて取った。

「もしもし！　綾芽か！」

「おや、あなたが冷静さを失っているとは……貴重な場面に遭そう遇ぐうできたようですね」

「っ……！」

　長良、喜平──

「やはりあなたが仕組んだことだったんですね」

「ええ、その通りです。どうもあなたとは相性が悪いのですが、光こう明みよう寺じさんとは相性が良いようで。あなたが不在だったおかげか、見事にうまく行きました」

「くっ……」

「アリフィン氏の支持者への密ひそかな働きかけ、いかがでしたか？　まったく気づかなかったでしょう？　支持率調査で有権者を抽出する際の緻ち密みつな配はい慮りよや、事前にマスコミへ情報を流していたこともご存知ないですよね？　この完かん璧ぺきさが、日本人サラリーマンの力なのですよ」

　落ち着け。こういう状況だからこそ最善の行動をするんだ。今、長良喜平とコンタクトが取れていることを活用すべきだ。そうすれば逆転の芽も出てくるかもしれない。

　俺は一度深呼吸をし、尋たずねた。

「……よかったらアリフィン氏をどうやって落としたか、教えてくれませんか？」

「構いませんよ。なに、私は望むものを与えただけです」

「それは……？」

「アリフィン氏が所有する会社の利益、ですよ」

　大富豪が金に弱いことは最初からわかっていた。面接したときも、露ろ骨こつに自分の会社の利益となる条件を提示してきた。だから俺おれたちもそのことには気がついていた。

　しかし──

「私から言わせれば、いくら醜しゆう聞ぶんを防ぎ、支持率を上げるためとはいえ、労働条件の改善まで要求するのはやりすぎでしたね。アリフィン氏はこの点について、大変不満を訴えていましたよ？　まあ、お若い方ゆえの潔けつ癖ぺきさでしょうか。魚は清流にのみ棲すむものではありません。汚いからこそ心地よいものもあるのですよ」

「ぐっ……！」

　大富豪に問題があることはわかっていた。だから綾あや芽めはそれを改善すべく、身を綺き麗れいにさせた。しかしそこで大富豪に不満が出ることこそ喜き平へいの思うつぼだった。

　大富豪を選び、マスコミを長なが良ら喜平に握られた時点で、俺たちはかなり詰みに近い状態だったということか。身を綺麗にさせれば一本釣づりされる可能性があり、不正を許容すればマスコミに責められたことだろう。

　当初はマスコミが握られていることを知らなかったから後の祭りだが、これなら候補者三人のうちで唯ゆい一いつすねに傷がない将軍を選ぶのがベストだった。それなら一本釣りもされなかっただろうし、マスコミに叩たたかれても捏ねつ造ぞうだと反論でき、それが信じられる土ど壌じようがあった。

　エルは最初、将軍を推していた。もちろんここまで予想していなかっただろうが、その勘かんに賭かけたほうが正解だったのかもしれない。

「どうやら覚悟をするのはあなた方のようですね」

「綾芽は諦あきらめが悪いのが特徴でして。これからですよ」

「お若い方は負け惜しみさえ威い勢せいがいい。来週の投票、楽しみにしておりますよ」

「ええ、こちらこそ」

　通話が終わる。だが俺は敗北感に押しつぶされ、携帯を下ろすことさえできなかった。

　……やられた！　完かん璧ぺきに！　しかも、捨すて丸まるを改造したあの老人に！

　勝利するには大富豪を俺たちの手に取り戻すしかないが、長良喜平はそんな甘い男じゃないことを嫌いやというほど知っている。

　俺は全身から力が抜けていくのを感じていた。

　俺は思ってしまったのだ。もう終わった、って。たぶんそれが、俺の出した結論なのだ。

「弥や助すけくん、光こう明みよう寺じさんの下もとへ戻ってもいいんだよ？」

　ケネスさんは俺を心配してくれているようだった。

「……ではすみませんが、お言葉に甘えさせてもらいます」

「構わないよ。もちろん後で状況を報告しろなんて言わないから安心して」

「ありがとうございます。それよりケネスさんはどうなんです？　ケネスさんにも勝ち目があるように見えませんが」

「まだ僕は諦あきらめてないよ。だってまだ時間は残っているじゃないか」

　その言葉に一切の虚勢はない。本気でまだ勝てると思っているのか……？

　ケネスさんは何をしようとしているのだろうか。

　わからない。少なくとも俺おれには、まったく……。




　俺はアイシャと共にタクシーに乗り、急ぎ事務所に戻った。

　事務所に着くと、バンガローの外でおろおろとしているエルがいた。

「あ、お兄さん！」

「何がどうなってるんだ？」

「あのね、綾あや芽めお姉さんがね……」

「綾芽がどうかしたのか？」

「ああぁあぁぁぁ！」

　ガンッ！　と鈍い音がメイン事務所のほうから聞こえてきた。

　ああ、この事態は、完全に綾芽の想定外だったんだな……。

　そう悟った瞬しゆん間かん、視野が狭くなっていくのを感じていた。

　そうか、俺は期待していたのかもしれない。綾芽が『これも作戦のうちだ』と言うことを。

「とりあえず綾芽と話してくる」

「少し待ってからのほうがいいよ。ボクも追い出されちゃったし……」

「いや、大丈夫だ」

　そう言って俺は一人、事務所のあるバンガローに入った。

　普段ならお手伝いさんが机で仕事をしているはずなのに、今は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。綺き麗れいに並べられていたデスクは倒され、ノートパソコンが壊れて転がっている。

「綾芽、入るぞ」

　俺は奥にある、俺たち用の事務室に入った。

「くそっ！」

　綾芽はちょうど巨大なテレビを床に叩たたきつけているところだった。

　俺の顔を見るなり、綾芽はその場で固まった。

　数秒もない、僅わずかな間。俺は綾芽が理性を取り戻していくのがわかった。

　急に現実へと引き戻されたためだろうか。ふいに、綾芽の瞳ひとみから涙がこぼれ落ちた。

「……見ないで！」

　綾あや芽めは背を向け、顔を隠した。俺おれも綾芽の気持ちを察し、背を向けた。

　背中越しに綾芽のすすり泣きが聞こえてくる。必死に堪こらえようとしているが、それでもこみ上げる嗚お咽えつがどれだけ意識を逸そらそうと耳に届いてしまっていた。

「綾芽、まだ一週間ある。だからまだ諦あきらめるな」

　俺の口をついて出てきたのは、そんな励はげましの言葉だった。しかし正直、言った俺のほうが驚おどろいていた。なぜそんなことを言ってしまったのか──自分でもわからなかった。

「……無む駄だな慰なぐさめはいらないわ。私たちは負けたのよ」

「負けてない。そうだ、もう一度大富豪を買収すればいいんだ。そうすれば……」

「とっくにやってるわ。でも連絡が取れないの。見限られたんだから、当たり前よね」

「じゃあ将軍を味方につけるんだ。一度は協力してくれたんだ。きっと提案すれば……」

「こんな状況で成功するはずないでしょ！　何を言ってるの！」

　綾芽が俺を強引に振り向かせ、襟えりを摑つかんできた。だがなぜか次の瞬しゆん間かん、綾芽は表情を凍りつかせ、言葉を失った。

「何だ？　どうして黙り込むんだ？」

「……あはは、何だ、先せん輩ぱいもわかってるんじゃない」

「何がだ？」

「もう、負けたってことに」
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「えっ？」

　俺おれは自分の頰ほおに触れてみた。でも自分ではどんな顔をしているのかわからなかった。

「私もどこかで『まだ負けてない』って思ってた。ううん、そう思い込もうとしていた。でも先せん輩ぱいの顔を見て、わかっちゃった。この戦いは、もう終わっちゃったんだって」

「違うんだ、綾あや芽め。俺は……俺は……」

　この期ごに及んで俺は何を言おうとしているのだろうか。他ほかの誰だれより俺が負けを確信しているというのに、まだ綾芽を励はげまして戦わせようとしているのか？　そんな上辺の言葉じゃ綾芽は必ず見抜くというのに、なぜ……？

「そっか、先輩って実は私より負けず嫌いなのかもしれないわね。先に泣かれると泣けなくなってしまうって聞いたことがあるけど、今ならわかる気がするわ」

「違う……！　俺は……！」

　綾芽は俺の唇くちびるに人差し指を押し当てた。

「もういいの。だから言わないで」

　そう言われては俺も続ける言葉がなく、ただうつむくことしかできなかった。

「考えがあるの。先輩はあの黒人のところに戻って、今まで通り動いて」

「しかし、考えがあるならこっちに戻ってきたほうが……」

「いいの。先輩は……そう、保険といったところ。だからそのままで」

「……わかった。お前がそう言うなら」

　綾芽に考えがあるなら別だ。俺は俺で最善を尽くそう。

　しかし、綾芽の『考え』とは何なのだろうか。それは逆転の秘策なのだろうか？

　何だか、考えるのが面倒になっていた。ただ言われた通りに動けばいい。そう思った。




　俺は綾芽のことをエルに任せ、無意識で普段と同じ行動を取っていた。

　ジュニアの居場所を確認し、そこへ赴おもむく。それだけが頭にあった。

「弥や助すけさん！　傘かさ！」

　空を見上げると、雨が降っていた。そんなことにさえ気づかないほど、俺は追い詰められていたらしい。

「弥助さん！　しっかりしてください！」

　アイシャが傘を差し出してくるが、受け取る気になれない。どうせ南国だから雨に当たっても寒くはない。ならば構わないじゃないか。

　俺が無視して歩き出すと、アイシャは駆け寄ってきて、俺の頭上に傘を掲げた。背が低いため、かなり無理な体勢になっている。おかげでアイシャがずぶ濡ぬれになっていた。

「いいんだ、アイシャ。その傘は自分のためだけに使うんだ」

「いいえ！　わたしは大丈夫です！　それより弥助さんが心配です！」

　俺おれはアイシャを拒絶することすら面倒くさくなり、そのまま突き進んだ。アイシャは自分が濡ぬれながらも、俺に傘かさを掲げ続けた。

　そうしてたどり着いたのは、街中にある古ぼけた居酒屋だった。ドアがなく、開放されているため、中がまる見えだ。そこに報告通り、ジュニアがいた。

　ジュニアは酒をあおっていた。傍かたわらに新聞が見える。この結果を見て、やけになったか。

「何だ、てめぇ……また来やがったか……」

　濁にごった瞳ひとみが俺に向く。

「しけたツラしやがって……って、お前はいつもそうだよな。でも、そうか。お前も終わったんだな。ざまあみろ！」

　ジュニアは酒さけ臭くさい息を俺に吹きかけた。

「俺たちはまだ……終わっちゃいない」

　とっさに俺の口から出てきたのは、また本心とはかけ離れた言葉だった。

「へぇ！　じゃあどうやって逆転するんだよ！　オレも！　お前も！　負けたんだ！」

「あんたとは……違う」

「どう違うんだ？　言ってみろよ、天て子し峰みねの幹部補なんだろ？　お偉い頭で答えてみろよ！」

　俺は思わず左手を振りかぶっていた。だが振り下ろす前に、自分が何をしようとしていたか気がつく。

　俺が人を殴なぐろうとした……？　骨折するから、あれほど医者に止められていたのに？

「何だよ……やらねぇのかよ……じゃあオレからやらせてもらうぜ……！」

　ジュニアの拳こぶしが頰ほおに突き刺さる。それで俺の中の何かが弾はじけた。

「くそっ……！」

　こんな言葉、俺は初めて発したかもしれない。

　俺は拳を思い切り振りかぶり、ジュニアに向けて放った。だが拳は目標を誤り、空くうを切った。

「ははっ！　馬ば鹿かじゃねーの！」

「この野郎！」

　俺は怪け我がをしていたはずの右手を使っていた。せっかく塞ふさがってきた傷口が開き、包帯を赤く濡らす。

「やればできるじゃねーか！　倍にして返してやる！」

「くそっ！」

「お二人とも、やめてください！」

　アイシャの制止でやめるくらいなら、初めからしていない。

　自分が抑えられなかった。むしゃくしゃしてしょうがなかった。

　揉もみ合いになり、路上へ飛び出す。そこで俺たちは泥まみれになりながら殴り合った。

「死ね！　みんな死んじまえばいいんだ！」

「くそっ！　くそっ！」

　頭突きや嚙かみつきなど、何でもありだ。そんなことはどうでもよかった。ただこの感情を何かにぶつけたかった。

「はぁ……はぁ……」

「お前も、そんな顔ができるんじゃねーか……」

　どれくらい殴なぐり合っていただろうか。

　お互いひどい顔だった。血だらけだし、ジュニアのトレードマークだったメガネも随ずい分ぶん曲がっている。

「何か、馬ば鹿からしくなってきたぜ……」

「同感だな……」

　地べたに尻しりをつけたまま互いに虚勢を張るが、もはやそれさえ馬鹿らしい。

　ジュニアはそのまま後方に倒れると、大の字になって空を見上げた。俺おれもそれに倣ならい、大の字になって、ただぼんやりと空を見上げた。

　不思議とすっきりとしていた。たぶんジュニアも同じなんだろうな、と俺は思った。

「オレは、親父みたいになりたかったんだ……」

　ふいに、ジュニアが口を開いた。

「小さな頃ころから、ずっと親父を尊敬していた……。だから勉強も頑張ったさ。でも、全然できなくてよ……。次第にわかっていったんだ。オレは親父みたいになれないって……」

「…………」

「ご乱行事件ってのは、それがわかって荒れてたときだ。オレは、親父の名前を使ってしか、親父に近づけなかったんだ……。でも、親父が死んだって聞いたとき、オレは目が覚めたんだ。親父みたいにはできないかもしれないけど、本気でこの国のために何かをしたいって思ったんだ。それだけは本当なんだ……！」

　雨が強くなる。ジュニアの頰ほおを伝うものが、雨か涙かわからない。でもこの言葉が彼の心の叫びなんだと、理解できた。

「オレはどうすればよかったんだ……！　誰だれも彼もが親父のことを言いやがる……！　だからオレは、せめて馬鹿にされないようにしようと思って……！」

　あの尊大に見えた態度。あれは自分があまりにちっぽけであったため、少しでも大きく見せようとした結果だったのかもしれない。

　だとしても言い訳にはならない。大統領とはそんな甘えが通じる職ではない。悪いのは、自分自身の間違いに気づけないジュニアだ。

　でも、少しだけ思う。もっと早く彼の悩みを聞いてあげられる人間がいたらよかったのに、と。

　そんな都合がいい人物、誰にでも与えられるものではない。期待するほうが甘えだ。

　しかしそんな仮定が実現していれば、ナバサは大統領選挙なんてする必要がなかったかもしれない。ジュニアの下もとに国の意思は統一され、亡なきピエト・ホラントの理想を掲げ、大きな混乱もなく新政権が樹立された可能性だってあった。そうなっていればあの貧しい集落の人たちは俺おれが援助するまでもなく助かっていただろう。ほんの少しの救いで人は変わり、多くの人にとってより良き未来が訪れることがあるのに……現実はこんなにも厳しい。

　そのとき、近くに車が止まる音がした。

「ケネスさん……！　傘かさを……！」

「ありがとう。でもいいんだ」

　この声は、アイシャとケネスさんのものだ。アイシャは自分では喧けん嘩かを止められないと思って、ケネスさんに連絡を取ったのだろうか。

　俺は迎える気になれず、空を見たままぼーっとしていた。

　するとケネスさんが松まつ葉ば杖づえを突いて近寄ってきて、俺たちの顔を覗のぞき込んできた。一面曇り空だった視界に、ケネスさんの顔が割り込んだ。

「まだ、諦あきらめる必要はないよ」

　ケネスさんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「まだ時間はある。必ず君たちは立ち上がり、そして勝てる」

「あなたはおかしいです……。どうしてまだそんなことが言えるんですか……？」

「そうだ！　オレを放っておいたくせに、今いま更さらどうしてそんなことが……！」

　ジュニアが激高して起き上がった。

　ケネスさんは病人だ。さすがに止めなければならない。

　そう思って立ち上がったが、ジュニアが近づく前にケネスさんがよろめいた。元々アイシャが支えようとしていたため事なきを得たが、彼女がいなければ地面に倒れているところだった。

「お前、どうしてそんなになってまで……」

「ついに、僕の力が必要になるときが来たんだ。身体からだのことは関係ないよ……」

　ケネスさんの息が荒い。話すだけでも疲れるくらいだ。歩けるような体調ではない。

「ケネスさん、病院に戻りましょう！」

　俺はそう言ったが、ケネスさんはゆっくりと首を左右に振った。

「ピエトくん、僕は君から語られる政策を聞いて、内容はよくわからなかったけど、君がどれだけお父さんを尊敬しているかはよくわかったよ……。それはとても綺き麗れいな想おもいだった……」

「えっ……？」

「だから、僕は信じている……。君が必ず立ち直り、お父さんに負けないような立派な大統領になれるって……。君はただ、重圧に押しつぶされていただけなんだ……。でも、今は、目が覚めただろう……？」

「お前、何を言ってるんだ……」

　確かに今のジュニアは、全身から発せられていた人を寄せつけない険しさが取れていた。

「君は自分の小ささを気にしていたようだけど、それの何が悪いんだい……？　僕なんかほら、君よりずっと何もできないよ……？　でも僕はこの地位にまでなれた……。どうしてだと思う……？」

「わ、わからない……」

　まるでジュニアは子供に戻ったかのようだ。

　何だろう。この構図は見たことがある気がする。

　ああ、学校だ。先生と生徒。その構図なのだ。

「何かを成し遂とげるには、周りの協力が必要なんだ……。そのためには人の話をよく聞き、謙けん虚きよにならなければならない……。そして力になってくれる人を大切にするんだ……。そう、人を信じるんだよ……」

「信じる……？」

「プライドは、ここで捨てよう……。心を裸にするんだ……。恥をかいたっていいじゃないか……。僕は君を信じている……。どれだけ恥をかこうと、どれだけ馬ば鹿かにされようと、君はきっと立派な大統領になれるって、僕は信じてる……。それじゃ、ダメかな……？」

　まさかこの人は……信じていただけなのか？　本当に何もせず、ただ信じていただけだというのか？　ジュニアは明らかにダメな行動ばかりしていたというのに？
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　もはや信頼なんて言葉で表せるものではない。

　これは愛情だ。親が子に向けるような、一点の濁にごりもない無む償しようの愛。それゆえ、人を包み込む温かさを持っている。

　ジュニアは震ふるえていた。

　誰だれもが諦あきらめていた。お前には無理だと言った。

　でも信じていると言う人がここにいた。

　ああ、俺おれでもわかる。人は、たった一言で救われることがあるのだ。

「オレは……！　オレは……！」

　ケネスさんは一歩だけ前に出ると、腕を伸ばし、ジュニアの手を摑つかみ取った。

「ここから始めよう……！　ここが、僕たちの始まりの場所だ……！」

「おお……おおぉぉ……！」

　ジュニアが泣き崩れた。その上からケネスさんが優やさしく抱だきしめた。まるでそれは、親子のようだった。

　子供を育てるとき、溺でき愛あいすると、我がままに育ってしまうことが多い。だから多くの親は、子供が自分の力でできるようになるまで、じっと見守る。困難があろうとも、あえて手助けをせず、温かく見守り続ける。その愛がやがて大きな力となり、子供は成長していく。

　おそらくケネスさんがやってきたことは、そういうことなのだ。

　すでにジュニアには選挙に勝てるだけの要素がほとんど揃そろっていた。

　親から受け継いだ名声、知名度、支援者。ただ人格が追いついていなかった。

　だから俺も綾あや芽めも見捨てた。どうにもできないと思った。それは傲ごう慢まんだとそしりを受けても仕方がないものだったのかもしれない。

　俺は、初めて愛を見た気がした。そっと人を包み込む大きな愛。

　それこそが学がなく、身体からださえまともに動かない、ケネスさんの武器。そして俺たちが持っていなかったもの。

　命を賭として人をただただ信じ、見守ること。

　それが──ケネス・ムビタの流儀なのだ。










　その五　選挙結果、そして……




　ケネスさんは倒れ、集中治療室に運ばれた。医師が言うには、大変危険な状態にあるとのことだった。俺おれはジュニア……いや、ピエトと共に治療を受ける合間を縫ぬって綾あや芽めと連絡を取り、ヤンさんを連れてきてもらった。

「ばっかやろう……！　おれがいないときに倒れてるんじゃねーぞ……！」

　ヤンさんはガラスを叩たたいた。ガラスの向こう側にいるケネスさんは、ヤンさんの嘆なげきにも反応をせず、ただ眠っている。

　ふとピエトが動いたかと思うと、ヤンさんの足元で──土ど下げ座ざした。

「お願いします！　オレに協力してください！」

「……あぁ？」

　ヤンさんは今までの痴ち態たいを知っているだけに冷淡だ。汚物を見るような視線で見下ろす。

「うるせぇ。てめぇは黙ってろ」

「いいえ、黙りません！　ケネスさんは言ってくれたんです！　オレを信じているって！　オレなら立派な大統領になれるって、そう言ってくれたんです！　だからオレ、ケネスさんの信頼に応こたえたいんです！　お願いします！」

　あれだけ尊大だったのに……ピエトは変わった。

「って言われてもよ……」

「ヤンさん、ケネスさんが！」

　俺は見て取った。ケネスさんの目がうっすらと開き、口を動かしているところを。

　医師がケネスさんに近づく。何か会話をした後、ヤンさんを呼んだ。

　集中治療室の中でヤンさんは困惑していた。ケネスさんに余よ程ほど困ったことを言われたらしい。

　ヤンさんが頭を搔かきながら出てきた。

「えーっと、お前……光こう明みよう寺じとか言ったっけ？」

「一時でも私の下もとにいたんだから名前くらい覚えなさいよ。で、何？」

「ケネスがよければそこのジュニアを手助けしてやってくれ、だってさ」

「えっ！」

　俺は驚おどろいたが、綾芽は淡々と受け止めていた。

「ただし成功報ほう酬しゆうはなしってこと？　資金も私の予算の残りでやれってことよね？」

「ああ、そうだ。よくわかったな」

「あんたの上司がもうちょっと元気だったら、私からその条件で手伝わせてって言おうと思っていたから」

　そうか。綾芽が俺をケネスさんの下に残したのは、パイプを繫つなげておきたかったからか。

　大富豪との関係が修復できないのであれば、綾あや芽めにできるのは同じ天て子し峰みねのケネスさんが応援しているピエトを支援することだ。そうやって得点を稼かせぐことしか、もう綾芽にはできない。

「ちなみに指揮権はお前に渡すってさ。おかしくね？　普通、おれが指揮権持つだろ」

　今までの行動を見る限り、ヤンさんは武闘派で間違いない。選挙支援で言えば、綾芽のほうが実力が上のように思える。だからこそケネスさんはあえて綾芽を指名したのだ。またケネスさんには、綾芽にも花を持たせてあげたいという意思があったのかもしれない。

「あと……」

　ヤンさんが俺おれを見た。

「お前にはジュニアの力になってやって欲しいって、特にお願いしていた」

「弥や助すけくん……」

　ピエトはすがりつくように俺を見た。でもそこに卑いやしさはない。あるのは、まるでケネスさんが乗り移ったかのような澄んだ瞳ひとみだった。

「もちろんだ。綾芽が協力すると言った以上、俺の目標もピエトを大統領にすることだ」

「ありがとう……ありがとう……！」

　ピエトは涙を流しながら俺の手を何度も強く握った。

　その光景を見ていた綾芽がぽつりとつぶやいた。

「これがケネス・ムビタの力ということね」

「ああ」

　綾芽は当初ピエトの変へん貌ぼうを疑惑の目つきで見ていたが、ようやく納なつ得とくしたようだ。

　そしておそらく気がついたのだ。俺たちになかったものに。

「……大丈夫か、綾芽。切り替えられるか？」

「ええ、大丈夫……大丈夫よ。これなら十分に勝算はあるわ。勝ちに行くわよ！」

「当たり前だ」

　さあ、反撃はここからだ。




　残る時間は一週間。すでに時間は少ない。時はあっという間に過ぎていく。

　綾芽はまず、『正義の扇動者アジテーター』など今までに作り上げた情報網を駆使し、ピエトの変化と成長を広めに入った。

「おい、知ってるか？　ジュニアが今までのことを反省し、土ど下げ座ざして回ってるらしいぞ？」

「えっ？　本当か？」

「ああ。何だか雰ふん囲い気きが全然違うらしい。言ってることもまともだそうだ。将軍がアリフィンなんかと組んじゃってがっかりしたが、これは面白いことになるぞ。見に行ってみようぜ」

　俺もまた、今まで回った村に連絡を取り、事情を説明してピエト支持に変えてもらえるよう頼もうとした。

　だがこれは失敗した。将軍の手の者が各村を回っており、携帯などの通信機器はすでに回収されていた。おそらく長なが良ら喜き平へいの仕し業わざだろう。

　再度俺おれが回りたかったが、その余裕はなかった。

「弥や助すけくん、頼む。オレの隣で補佐してくれないか？　君が側そばにいればあのときのことを忘れず、頑張れる気がするんだ」

　そうピエトに頼まれてしまったのである。

　今後支持を増やすにはピエトの努力が何よりも重要だ。そのため村を回る役目はエルやアイシャ、そしてお手伝いをしてくれている現地の人に頼むしかなかった。

　俺はピエトの秘書的な役割を担当することになった。演説の予定を組んだり、愛あい想そを尽かされた人たちに再度会ってもらえるようコンタクトを取ってピエトと一緒に会いに行ったりした。

　しかし反応は芳かんばしいものではなかった。

「今いま更さらなんだね。君は私に用無しと言ったじゃないか」

「それは……オレの間違いでした！　申し訳ございません！」

「何だね？　追い詰められたから、やっぱり頭を下げようと、そういうことかね？　それで当選したらまた用無しと言うんだろう？」

「いえ、決してそのようなことは……！」

　信用は一度失ったら簡単に戻らない。どれほど変わっても、それが伝わる相手もいれば、伝わらない相手もいる。もしその変化が伝わっても、すでに新たな利害関係ができており、容易にこちらに寝返れない状況となっていた。

「出てけ！　顔も見たくない！」

　そう言われ、蹴け飛とばされたこともあった。

　ピエトはよく泣いた。門の前でうずくまりながらじっと声を殺し、それでも堪こらえきれない感情が涙として溢あふれていたことも、一度や二度ではなかった。

　それでも、弱音だけは吐かなかった。

「次に行こう、弥助くん。また改めてここには来よう」

「ああ」

　そんな俺たちの警護を陰からヤンさんはしてくれていた。

「お前たち、よくやるぜ」

「でもこれは、オレがしたことに対する罰ですから」

　そう晴れ晴れと答えられるほど、ピエトは成長していた。

「もちろん付き合わせてしまっている弥助くんには申しわけないが……」

「いいや、俺は構わない」

「ありがとう」

　ピエトの口からは、感謝の言葉が増えた。そして人を貶おとしめる言葉がなくなった。自分を大きく見せるための言葉も、もう使わなかった。

　そんなピエトの変化は、俺おれにも成長をもたらしているようだった。昨日久しぶりにエルに会ったとき、こんなことを言われた。

『お兄さん、前よりずっと優やさしい目になったね』

　そのとき俺は気がついた。最近『違うだろう？』と思っていないことに。

　今になってみると恥ずかしく感じる。他人の行動や発言に対してあんな風に拒絶をせず、ありのままを受け入れればよかったのだ。受け入れた上で考えの相違を認めることと、端はなから拒絶することは違うのだ。

　俺はピエトに、拒絶がどれほど相手を傷つけるのかを教えられた。そしてどれほど辛つらく、受け入れにくいものであっても、現実をありのまま受け入れることの大事さを教えられた。

　今のピエトは以前よりずっと大きく見える。そんな姿が、許容することの大切さを物語っているように思えてならなかった。

「忙しいところ悪いが、ちょっとボウズを貸してくれないか？　なに、十五分でいいんだ」

「あ、はい。いいですけど」

　ピエトの了承をもらい、俺とヤンさんは車をそのままに、海岸まで歩いて移動した。

　タバコに火をつけると、ヤンさんは柵さくに手をかけ、海を眺ながめた。

「あいつ……ケネスの生まれた場所はな、大きな鉱山のある町でな。活気はあるが、貧富の差が激しくてよ。マフィアもたくさんいて、よく銃撃戦が起きるようなひでぇ場所だった」

　突然語られたケネスさんの過去に俺は驚おどろきを隠せなかったが、あえて問いただすのは無ぶ粋すいだと思い、話に合わせた。

「ヤンさんもその中の一人で？」

「まあな。でもよ、一番酷ひどかったのは……汚染だ。貧しいから当然環境対策なんてしてなくてよ。土ど壌じようも水も、汚染され放題だった」

　日本で発生した水みな俣また病びようやイタイイタイ病も水質汚染だ。それがずっと改善されずに続いているようなものだろうか。だとしたら最悪だ。そんな場所、まともに人が住めるところではない。

「大人おとなも子供もばったばった死んでいった。でも稼かせぐ方法が鉱山で働くしかないから、人が死んでも新しいやつが集まってくる。そんなところでケネスは生まれ、貧しさからやはり鉱山で働くことになった」

　昔先生になりたかった、とケネスさんは言った。そのような町ではそれは贅ぜい沢たくな望みだったのかもしれない。

「あいつは六人兄弟の真ん中らしい。でも父親が死に、母親が死に、兄が死に、姉が死に、弟が死に、妹が死に、二十歳はたちになったとき、生き残ったのはあいつだけだったそうだ。だがそんなあいつも病魔に蝕むしばまれていた」

　家族全員の死。苦しみ、死んでいく家族を見て、ケネスさんはどれほど己おのれの無力さを痛感したことだろう。そして自分もまた病気になったとき、どれほど絶望したことだろう。

「ついに倒れ、医者に余命一年と言われた後、『旅立ちの家』にあいつは運ばれた」

「旅立ちの家？」

「あの世への旅立ち、だよ。何でも石いわ刀と昴すばるが幹部になって最初に作った施設の一つらしい。天てん涯がい孤独で不治の病にかかってしまったやつを収容し、安らかにあの世へ送り出すことを目的としているところだってよ」

　ホスピスのようなものだろうか。おそらく『旅立ちの家』という名前も、マザー・テレサが作った『死を待つ人々の家』を参考にし、ニュアンスを変えたものだろう。

「あいつは己おのれの不幸を呪のろい、心を閉ざしてしまったらしい。そしてずっと考えていたそうだ。なぜ自分は生まれてきたのか。自分の人生に何の意味があったのか。家族を助けることもできず、誰だれにも必要とされることもなく、ただただ死んでいくことしかできないのか、ってな」

　哀あわれすぎて言葉が出ない。それはなんて深く悲しい絶望なのだろうか。

「そんなところへ、石刀昴が訪問してきた。まだ幼いのに天て子し峰みねの幹部として活躍し、眩まぶしいほどの才能に満ち溢あふれた石刀昴に、ケネスは嫉しつ妬としたらしい。だから自分の下もとへやってきたとき、ありったけの憎にくしみをぶつけたそうだ」

「あの穏おだやかなケネスさんがそんなことを……」

「じっと石刀昴は聞いていたそうだ。ケネスが話し疲れ、己の無念さに涙を流したとき、石刀昴はこう言ったそうだ。『人生に意味などないかもしれません。でも私は、こうしてあなたと出会えたことに意味があると感じています。だから誰にも必要とされていないなんて言わないでください』」




　──私は、あなたを愛していますよ。




「ケネスは泣いて、泣いて、自分の人生の意味に気づいたそうだ。それが……」

「昴の力になること、ですか」

「ああ。それからケネスは病院を飛び出して、天子峰の幹部候補生試験を受け、合格をもぎ取った。生きる気力によって病状が改善することがあるみたいだが、そのパターンだな」

　絶望と希望。ああ、ケネスさんもたった一人との出会いで救われた人間だったのだ。

「で、幹部に昇格した後、ケネスは自分の町に戻ってきて、最初にやったのがおれのヘッドハンティングだ」

「知り合いだったんですか？」

「いや。単純に町のマフィアで一番大きな勢力がおれのところだったから、という理由らしい。それであいつは言いやがるんだ。『仕事が成功すれば報ほう酬しゆうの半分を渡すから力を貸して欲しい』ってな。どこの馬の骨ともわからねぇから銃口突きつけてたのに、いきなりこれだぜ？　おかげでこっちがビビっちまったよ」

「幹部には準備金があるのに、どうしてそれを使わなかったのでしょうか？」

「それだよ。オレも天て子し峰みねの幹部って聞いて、金は持ってないのかって尋たずねたら、全額寄付したとかぬかしやがる。クレイジーすぎて言葉もねぇよ」

「じゃあ、どうしてヤンさんは一緒に？」

「クレイジーすぎて見たくなったんだよ。こんなくそったれな世界で、あいつは人を信じ続けるとほざきやがる。そんなのでどこまで行けるか興味が湧わいちまってな。まあ、無論これはビジネスだ。ちゃんと損得を考えて、利益となるから手伝っているだけだ」

　そうは言うが、ヤンさんも天子峰の上級主しゆ査さ。ビジネスだけならば天子峰の候補生試験を受ける必要はない。おそらくケネスさんと接し、感じるものがあったのだろう。

「さてと、そろそろ時間か。忙しいところ悪かったな」

　ヤンさんはタバコを地面に捨て、火を足で踏み消した。

「どうして俺にこんな話を？」

「……あいつは今、お前とジュニアのことだけを心配している。自分のことだけ考えればいいのによ。憧あこがれだった教師の真似まね事ごとでもしているのかって言いたくなるぜ。で、お前は天子峰の幹部補で、石いわ刀と昴すばると少なからず縁がある。だから知っておく資格があるんじゃないかって、そう思ったわけだ」

　ヤンさんはこう言いたかったのかもしれない。『ケネスのことをお前も覚えておけ。最後の教え子となるのだから』と。

「あいつに次の仕事はない。絶対成功させろ」

「……はい」

　時間は残り少ない。だが必ず勝たなければならない。ケネスさんのためにも。




　ピエトの努力が報むくわれてきたのは、有力者たちを回って四日目のことだった。

「ピエトくん、頭を上げなさい」

「いえ、ワヒドさんに想おもいが伝わるまでは、どうかこのままで」

「だから、頭を上げなさいと言ったのだ」

「じゃあ……」

「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ、とは日本のことわざだったかな？　君が過去の過あやまちを反省し、父上の遺志を継ぎたいことはよくわかった。今の君なら、それが可能かもしれない。及ばずながら、もう一度力を貸そう」

「ワヒドさん……！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　少しずつ、そう、ほんの少しずつ流れが変わり始める。一人の心の変化が他ほかの人の心を揺り動かし、それが少しずつ大きくなっていく。

「ワヒドさんから聞いたよ。君は本当に変わった。実にたくましくなった。そしていい顔をするようになった。本来ならホラント殿が亡なき後、我々が君の父親となり、成長を促うながさなければならなかったのだ。そのことに、私はようやく気がついた。すまなかった」

「いえ、そんなことは！　今、そう言っていただけるだけで、どれほど嬉うれしいことか……！」

　だが当然、都合のいい話は多くない。こちらに付いてくれたのはごく一部の人で、多くの人は将軍に取り込まれ、会ってくれさえしなかった。

　そして大きな問題がもう一つ……雨季だった。

　ナバサでは六月から雨季に入る。時には激しいスコールが降り、動けないこともあった。

　一番大きな影えい響きようが出たのが村を回るエルやアイシャたちだった。村々は奥地にあるところが多いだけに道が通れなくなったり分断されたりして、思うように訪ねることができなかった。

「せめてもう一週間あれば……」

　ピエトのつぶやきには、何とか決選投票に持ち込めればという思いがある。

　おそらく勝負を捨てた大富豪には勝てる。だが将軍が有効得票数の五十％を取ってしまえば、その時点で大統領は決定する。

　第四回支持率調査での将軍の支持率は五十五％。すでに過半数を超えている。数字を多めに操作している可能性に賭かけたいところだが、希望的観測に勝負を委ゆだねるのは危険すぎる。

　時は金なり。そう、今の俺おれたちは、お金で買いたいほど時間が欲しかった。




　六月九日。未いまだ流れを呼び込むことができぬまま大統領を決める投票の日が来た。

　俺とピエトは最後の最後まで足あ搔がくため、街頭演説をしながら各所を回った。

「お願いします！　必ずやナバサを豊かにし、みなさんが安心して暮らせるようにいたします！　だからぜひとも一票を！」

　しかし、ピエトの声は虚むなしくも雨に吸い込まれていく。

　今日はあいにくの雨だった。雨は人が外に出ることを妨さまたげる。浮動票を少しでも取り込むことが大事なのに、人通りは少ない。これでは投票率にも影響が出そうなほどだった。

　俺たちは軽トラックの荷台に乗り、雨に打たれたまま遊ゆう説ぜいした。もう雨なんてどうでもよかった。少しでも想おもいが伝われば、何でもしたかった。

　投票所は全国五十箇か所しよに設置されている。午後からは街中にある一番大きな投票所に移動し、演説を行った。

　だが投票に行く人々の目は冷徹だ。声援を送ってくれる人などいない。

『ただ今、出口調査の中間結果が出ました！』

　車の中に置いてある携帯型テレビの音声が耳に届く。

　新聞は今日、支持率調査を出さなかった。だからテレビで何かしら発表してくると思っていたが、やはりか。

『アフマド・アリフィン氏……五％、ヴィム・パウルス氏……七十一％、ピエト・ホラント・ジュニア氏……二十四％！　パウルス氏が圧倒的に優勢です！』

　ピエトが奥歯を嚙かみ締める。

　これほど差があるのか……？　やっぱり俺おれたちは勝てないのか？

　──でも、まだだ。まだ終わっていない。そうですよね、ケネスさん。

「諦あきらめるなよ、ピエト」

「もちろんだよ、弥や助すけくん」

　雨に打たれ、声はかれ、ピエトの体力も限界に達しようとしていた。それでも声を張り上げるピエトに、祝福は訪れない。応援の言葉一つなく、時刻は午後七時を過ぎ、日は暮れようとしていた。

　闇やみが俺たちを覆おおい潰つぶし、背にのしかかる。街灯に明かりがつき始めるが、日本と違って日没後に出歩く人は少ない。すでに投票所へ向かう人は、ほとんどいなくなっていた。

　それで緊張感が切れたのだろう。ピエトが崩れ落ちた。

「大丈夫か！」

「まだ……まだオレは……」

　もう目が虚うつろだ。もしかしたら病気になっているのかもしれない。

　病院に連れて行かなければ──と思った瞬しゆん間かん、長なが良ら喜き平へいの笑みが俺の頭をよぎった。

　また負けるのか？　またあの屈くつ辱じよくを、あの老人に味わわされるのか？

　俺は無意識にピエトを無理やり立たせようとしていた。だがすぐにその残ざん酷こくさに気がついた。

　……ピエトはよくやってくれた。本当に、今ある力の限りを尽くし、頑張ってくれたのだ。なのにまだやらせようとするなんて──最低だ。

　俺はピエトを運ぶため、肩に手を回した。

　なぁ、ピエト。俺たちの戦いはここまでなのだろうか？　やはり負けてしまうのだろうか？　ケネスさんの信頼に、俺たちは応こたえられないのだろうか？

　意識を取り戻したピエトが、軽トラックを降りようとしていることに気がついた。

「弥助くん……どこへ……？」

「お前を病院へ連れて行く」

「ダメだ……！　オレはまだやれる……！　やれるよ……！」

　涙目で訴えかけてくるピエトを見て、俺は逆に決断がついた。

「…………お前はよく頑張った。十分なほどに。だからもういい。俺たちの戦いは──」




　──終わったんだ。




「うぅぅ……ああぁあぁあぁぁ！」

　ピエトが泣き崩れる。その姿を見て、俺おれの目ま縁ぶちに雫しずくが溜たまっていく。

　だが俺は涙を拒絶し、空を見上げることで涙がこぼれ落ちないようにした。

「泣くな、ピエト。ずっと見ていた俺はわかってる。お前は俺が誇らしくなるほど、立派に戦った。だからどんな結果になろうと、胸を張ろう。お前は──精一杯までやったんだ」

「弥や助すけくん……オレは……オレは……」

「こんなになるまで、よく頑張ってくれた。礼を言わせてくれ。ありがとう、ピエト」

　俺の言葉に、ピエトの慟どう哭こくは一層大きくなり、天へと上っていった。

　そのとき──




　ザッザッザッ……。




　何だこの音は。地鳴り？　地震だろうか？　しかしいつまで経たっても揺れは来ない。

　音は近づいてくる。あちこちから、少しずつ。

　ふと正面の道に、黒い影が見えた。明かりが少なくてよく見えないが、どうも人のようだとわかったのは、その中の一つが真っ直すぐこちらへ飛び出してきて、声を発したからだった。

「おに──さ───ん！」

　間違いない。この声は──

「エルか！」

「うん！」

　エルはそのまま走ってくると、俺に飛びついてきた。

「あははは！　お兄さんもベタベタだ！」

「ん？　お前、どうしてこんなに泥だらけなんだ？」

「もちろん、いろんなところを回ってきたからだよ。ほら、あっちからも来てるよ」

　エルが指した西の方角に、同じような黒い人影の集団が見える。

「ほら、あっちにも」

　今度は東。やはり黒い人影の集団が迫りくる。

「もしかしてこれは……」

「うん、ボクたちが回った村から、歩いて来てくれた人たちだよ」

　次々と俺が乗っている軽トラックの前に人がやってくる。どこか見覚えのある人たちがいるのは、俺が一度会っているからだろう。

「弥助さん、わたしもお手伝いしました」

「アイシャ……」

「当然私もね」

「綾あや芽め……」

　それにしても何人いるんだ……？　千……？　いや、これはそれ以上だ。

　若者、老人、子連れの母親。ありとあらゆる人々が集まってくる。

　加えて終わりが見えない。さらに人が増えつつある。

　もはや群集と言えるまでに膨ふくらんだ集団は、雄お叫たけびを上げた。

「「「おおおおおぉぉぉぉぉ！」」」

　全身に空気の振動が伝わってくる。

　凄すごい。人が集まるとは、こんなにも凄いことなのか。

　声も出せず、ただただ驚おどろいていると、一人の老人が前に出てきた。

「久しぶりじゃな、お若いの」

「あなたは……」

　最初に訪問した村の老人だ。

「どうしてあなたが……。もっと近い投票所はあったでしょうに……」

「みんなの総意じゃよ」

「どういうことですか？」

　老人は背後に広がる人々を眺ながめた。

「ここにいる者たちは、そこにいるホラント様の息子に一票を入れるためにわざわざここまで来たのではない」

「そう、でしたか……」

　投票は自由だ。しかしここまで来たのだから、もしかしたらという期待があっただけに、落らく胆たんは大きかった。

「わしらは、お前さんのためにここまで来たんじゃ」

「……えっ？」

「お前さんがわしの村に来てくれたから、村の子供たちは飢うえずに済んだ。お前さんがいろいろ考え、手を打ってくれたから、ここにいる者たちも助かった」

「でもそれは、ただ単に俺おれが最初にやっただけで、今はもう将軍の配下の人が引き続きやってくれているのでは……？」

「お前さんがやってくれたから、引き継がれていったのじゃよ」

「けど、俺、そんな大したことは……」

「わしらには政治はわからん。しかし、票のための行動なのか、それともわしらのためを思っての行動なのか、それくらいはわかる。お前さんがくれたのは、食べ物だけじゃない。お前さんは、わしらに未来をくれたんじゃ」

「未来……？」

「お前さんの思いやりによって、わしらはもう一度前を向こうと思えた。そして前を向いたときのための道具も、お前さんは用意してくれた。これを未来と言わなくて何と言おう」

　そんな……。俺おれはそんなことまで考えて行動していない……。

「だからわしらは他ほかでもない、お前さんの力になりたいんじゃ。わしらが投票するのは、お前さんが選んだ人間じゃ。それはもう決まっているんじゃろ？」

「じゃあ、わざわざここまで歩いて来たのは……」

「お前さんの意思を、直接聞きたかったからじゃ」

　これだけの人々の票が、俺の手に？

　そんな馬ば鹿かな！　俺はこれだけの人々から信頼を寄せられるような人間じゃない。クラスで植物のように存在し、馬鹿にされたり、恐れられたりするような人間だ。人の感情さえよくわからず、時には逆なでし、嫌われるような人間なのだ。それが、そんな……。

　俺の動揺を見てか、老人は茶目っ気たっぷりに笑った。

「お若いの。以前言ったと思うが、もう一度言っておこう。ナバサの民たみは──恩を忘れないんじゃ」

　俺はピエトを見た。ピエトは気力を振り絞って立ち上がると、俺に向かって頭を下げた。

「弥や助すけくん、お願いだ。オレに投票を」

　ああ、わかってる。言わなくてもわかってるさ。

　俺は群集の方角へ向いた。

　数え切れない人の群れ。それだけの人数の視線が、俺一人に注がれているのがわかる。

　俺は大きく息を吸うと、あらん限りの声を張り上げた。

「ピエト・ホラント・ジュニアに、清き一票をお願いします！」

「「「おおおおおぉぉぉぉぉ！」」」

　俺は頭を上げることができなかった。感謝をしているときは自然と頭が下がるものと聞いたことがあったが、本当だったのだ。

「違うよ、弥助くん」

　頭を下げ続ける俺に、ピエトは諭さとすように言う。

「こういうときは、こうするんだ」

　ピエトは俺の腕を取ると、そのまま空に向かって掲げさせた。

　これは……ガッツポーズだ。

　困惑しながら手を掲げた俺に対し、群集は大声援で応こたえてくれた。

　それでわかった。今はお礼を言うときじゃない。この感動を分かち合うときなんだって。

　俺は強く拳こぶしを握り、天に向かって突き上げた。

「皆さん、ありがとうございます！　ピエトは……いえ、俺たちは、皆さんの想おもいに応え、この国を良くしてみせます！　そして、それは必ず叶かなうでしょう！　だって、ここには、これだけ多くの希望が満ち溢あふれているのだから！」

「「「おおおおおぉぉぉぉぉ！」」」
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　俺おれとこの場の人々は間違いなく──繫つながっていた。小さなことから始めたものが、これほど大きなものとなり、そして一つとなった。

　俺は実感していた。

　人間とは、心が繫がることでこんなにも凄すごいものになるのだということを。




　午後八時。投票は締め切られた。

　俺たちは集計所に集まっていた。ピエト、綾あや芽め、エル、アイシャ、群集で中に入れなかった人たちは、外で開票結果の発表を待ち受けていた。

　将軍や大富豪は別の会場にいるらしい。まあ大富豪は因いん縁ねんのある相手だから、当然同席できるわけがないだろう。

　今か今かと発表を待つ中、車くるま椅い子すでやってきたのは──ケネスさんだった。

「大丈夫ですか！」

　ケネスさんが弱々しく頷うなずく。車椅子を押すヤンさんが、俺の耳元で囁ささやいた。

「最後のお願いだ。せめて結果を見たいってさ」

「最後って……」

「言わせるな」

　じゃあ、ケネスさんは、もう……。

「ただ今開票が終了いたしました！　これより開票結果を発表します！」

　マイクを持つのは候補者選定のとき選挙の管理をすると言っていた、禁きん門もんの女性だ。

「投票総数七万八千五百一票、投票率は九十二％！　有効投票数七万六千八百七十票！」

　投票率九十二％。日本では考えられないくらい高い数字だ。

　問題は有効投票数だ。投票総数から無効票を除いた有効投票数の半分を超えれば大統領は決定する。七万六千八百七十票なら、将軍が三万八千四百三十五票より少なければ、決戦投票だ。

「第一位、ヴィム・パウルス！」

　会場の一部から歓声が上がる。

　そんなものはいい。問題は票数だ。

「有効票数は三万八千──」

　際きわどい……！

「四百──」

　まだ可能性はある。この後が三十五票より低ければ……。

　願いが聞こえる。会場に充満した人々の念が幻げん聴ちようを呼ぶ。




　三十五票より下に来い。来い、来い、来い……！




　そして、運命の言葉が告げられる。

「──十二票！　有効得票率四十九・九％！　以上の結果により、一週間後、二位との決選投票を行います！」

　わあああぁぁぁ！　と会場中から歓声が上がった。

　ピエトは予想通りの二位。票数も約三万票と、将軍との差が一万票以内であり、十分射程内と言える結果だった。

「弥や助すけくん……！」

「やったな、ピエト。首の皮一枚繫つながったな」

「ありがとう……！　本当にありがとう……！」

　ピエトは俺の手を握ったまま何度も振って感謝の意を示した。

「ひとまず、やったわね」

「ああ」

　綾あや芽めとも握手を交わす。

「大富豪が選挙を降りなかったの、お前が裏から手を回していたんだろ？」

「何だ、気がついてたの？　あいつ、裏で将軍と繫がった後も一応は『大統領候補』としてのメンツを保ちたがってたの。長なが良ら喜き平へいは降ろそうとしていたみたいだけど、あいつは万が一将軍が勝てなかったときのための保険が欲しかった。だからジュニアに勢いが出てきたとたん、私のコンタクトに応じたのよ」

「で、条件はピエトが大統領になった場合、身分の保証をしろといったところか」

「正解。でも私はアシストしただけで、今回は先せん輩ぱいの手柄ね。村の人たちが来てくれなければ、完かん璧ぺきに負けてたわ」

「いいや、誰だれ一人欠けてもこの結果にはならなかった」

　そう、選挙戦略では完全に負けていた。ここまでたどり着けたのは、全員がギリギリで最善を尽くしたからだ。

　綾あや芽めは敵に出し抜かれたこともあったが、最終的にここまで巻き返せたのは『正義の扇動者アジテーター』などの独自に構築した情報網を使った選挙運動の効果が大きかったためだ。実際、村の人々が投票に来てくれたが、票数から言えば数千票。ピエトが獲かく得とくした約三万票近くあった中ではごく一部だ。票数から見れば、俺おれの働きより綾芽の働きのほうが遥はるかに影えい響きようは大きかっただろう。

　エルがいなければヤンさんに俺が人ひと質じちに取られた時点で終わっていた可能性もあったし、アイシャがいなければ俺の記憶は消されていただろう。

　そして何より、ケネスさんがピエトを目覚めさせ、ピエトが頑張ったのが大きかった。

　そのピエトは、ケネスさんに報告をしていた。

「ケネスさん！　決戦投票まで生き残れました！　ここまで来られたのはあなたのおかげです！　本当にありがとうございます！」

「よかった……僕はずっと信じていたよ……よく頑張ったね……」

「はい……！」

　そのとき、いきなり照明が落ちた。

　暗くら闇やみとなり、周囲が突然の事態に動揺する中、外から銃声がした。

「きゃああああぁぁぁぁ！」

　悲鳴と混乱。そして無数の足音。

　この雰ふん囲い気きはあの施設で捨すて丸まると逃げていたときと同じだ。聞こえる音から察するに、外では戦闘が起こっている。

　まずいな……。まったく状況がわからない。意図も相手も、まるで。

　そんな状況下で真っ先に反応したのはヤンさんだった。

「おい、ボウズ。もう、ここは占拠されている。ジュニアを隠せ。狙ねらわれているのはおそらくこいつだ」

　まさか、暗殺……！

　ピエトが死ねば決戦投票をするまでもない。将軍の勝ちだ。

　しかしまだ将軍が優勢なのだ。これから逆転できるとは限らないのに、長なが良ら喜き平へいがこんな非常手段を取ったのか……？

　考えるのは後だ。ひとまず身の安全を確保することが先決だ。

　俺おれはピエトを抱かかえ、人ひと混ごみの中に突っ込んだ。真っ暗なせいで人とぶつかるが、構わない。相手が暗視スコープを持っている可能性があるだけに、今は目立つ場所にいることが一番危険だ。人混みに紛まぎれて身を伏せていれば、すぐには見つからないはずだ。

「弥や助すけくん、どういうことだ……？」

「今はしゃべるな。時間が経たてば禁きん門もんの兵隊が助けに来る」

　選挙を管理している禁門の人間がここにいる。ならば援軍はすぐに来るはずだ。

　しかし集計所がこんなことになるなんて、禁門の失態だな。禁門の兵士は百名足らずで、候補者三人が別のところにいるから分散させていたのだろうが、文句を言ってやりたいところだ。

　照明が再点灯する。明るくなった会場の中にいたのは、軍服を見るにナバサの正規兵だった。

　集計所内だけでざっと百名はいるか。外での戦闘が継続している辺り、仲間はもっとたくさんいるだろう。

　代表者が前に出る。ゴーグルをつけており、顔はわからない。

　拡声器を片手に、代表者が高らかに宣言した。

「我々は今回の選挙に異議を唱える者である！　先ほどの開票には不正があった！　そのため断罪するに至ったのだ！　開票結果を聞きに来ただけの者は安心するといい！　我々は罪を犯した者以外に発砲するつもりはない！」

　言ってくれる。天て子し峰みねの一員である俺たちでさえ禁門のやり方には口を出せないのに、一般市民にまで銃口を向けるあんたたちが正義を語るのか。

　幸い向こうはピエトを発見できていないようだ。うまく村の人たちが俺たちを包み隠してくれている。

「我々の目標はピエト・ホラント・ジュニアだ！　近くにピエト・ホラント・ジュニアがいる者は名乗りを上げよ！」

　ピエトは不安げな顔をするが……大丈夫だ。先ほどの一体感を味わった人たちなら黙っていてくれるはずだ。

　しかし──

「こ……ここです！」

　そんな幻げん想そうは無残に打ち砕かれた。背後にいた若い男が声を上げたことで、俺たちは──見つかった。

「お前、何言ってんだ！」

「だ、だって……！」

　どうやら俺は熱に浮かされていたらしい。銃で脅おどされているのだ。密告者が出ることなんて、当たり前じゃないか。

　しかし寂しく感じるのもまた事実だった。

「逃げろ！　逃げろ！」

「こっちだ！」

「あ……」

　道ができた。俺おれたちを逃がすために作られた、人の道。

　そうだ。全員が味方なんてありえない。でも俺たちを売ろうとする人ばかりではないのだ。

「必ず逃げろよ！」

「ここは任せろ！」

　そう言って背中が押されていく。

　思い切り叩たたいてくる人もいた。優やさしく触れるだけの人もいた。そのすべてが、俺とピエトに対する激げき励れいだった。

「この野郎！」

　会場の出口の一つで取っ組み合いが始まった。さすがにナバサの兵士も自国民を撃つことにはためらいがあるらしく、今はまだ発砲していない。

　一つ火がつけば一気に燃え広がる。少数の兵隊と大人数の一般市民による大乱闘が始まった。




　──ダンッ！




　その騒ぎを貫つらぬき、銃声が会場に響ひびき渡った。

「あ、あ……」

　一人の市民が銃弾を胸に浴び、倒れた。

　……ついに恐れていた犠ぎ牲せい者しやが出てしまった。これでもう、穏おん便びんな解決は見込めない。

　一いつ瞬しゆんの動揺を見逃す兵士たちではなかった。銃口を市民たちに向け、威い嚇かくする。

「我々は撃ちたくない。しかし邪じや魔ま立てするようなら……容よう赦しやはしない」

　一度は止まったが、もはやみんな爆発寸前だ。怯おびえはあるだろうが、仲間を撃たれたことに対する怒りと暴力による統制への反発で、いつ暴発してもおかしくない。

　このままではたくさんの死傷者が出てしまう。だからといってここまで来て、止める手段はあるのか？　俺たちが出頭すれば、ここの人たちに危害は加えられないのだろうか？

　いや、ダメだ。撃たれた人が出た時点で、もうそれでは解決しない。それに皆の期待を裏切ることになる。

　ヤンさんの部隊は──ダメだ。隙すきを狙ねらっているが、マークされていて身動きできずにいる。

　何かいい手はないのか？　せめてピエトの脱出だけでも何とかする方法は──




「呼ばれて飛び出てじゃじゃじゃじゃ───ん！」




　場にそぐわぬ、緊張感のない声。あまりに予想外の出来事のため、誰だれもが啞あ然ぜんとしていた。

「あれ、以前バカウケしたのにおっかしぃなぁ……」

「貴様、何者だ！」

「うるせえ」

　銃を構える暇いとまさえ与えず持っていた木刀で一撃。兵士は気を失った。

　このでたらめな強さ。見間違えることのない、着流し。

　目が覚めたのか、捨すて丸まる──

「まあいい。おーい、この中に兄弟……ああ、えーと、名前なんだっけ……」

「加か納のう弥や助すけだ！　それと日本語で言っても通じないぞ！」

「おお、兄弟！　そこにいたのか！」

　木刀はすでに血でべっとりと濡ぬれている。まさか木刀だけで外の敵を倒してきたのか？

「翻ほん訳やく機が病院に一台しかないせいで、随ずい分ぶん場所を聞くのに時間がかかっちまったぜ！」

「来てくれたことに感謝している」

　最高の助すけっ人とが来てくれた。これならいける……！

「捨丸！　ここにいるピエトを無事この場から逃がしてくれ！　頼む！」

「いいぜ。やってやろうじゃねぇか！」

　兵士たちは捨丸に銃口を向けているが──遅すぎる。

「ぐわっ！」

「ぎゃっ！」

　捨丸は相手が陣地を作っていても突破していたのだ。これほど分散し、発砲がためらわれる状況で相手になるはずがない。

　軽々と途中にいた兵士をなぎ倒し、捨丸は俺おれの下もとまでたどり着いた。

「おい、兄弟。逃がすってどこまでだ？」

「そうだな……とにかく見つからないところがいい」

「あー、わかんねー。お前も来いよ」

「はっ？」

　捨丸は木刀を帯の間に挟はさむと、俺とピエトを両手に抱かかえ、跳ちよう躍やくした。

「捨丸キ───ック！」

　出口の一つを固めていた兵士を一撃で仕留めると、そのまま外に飛び出した。

「追え！　追え！」

　兵士たちが後を追いかけてくる。

　これで会場内は安全になっただろうか。いや、今は逃げ切れるかどうかを考えるのが先決だ。会場内の始末は綾あや芽めとヤンさんに任せよう。

　会場を出て正面にある国道で、別の兵士が待ち構えていた。その数、百はいるか。

　周囲には戦闘の跡と、その結果が残されている。倒れている者の軍服は二種類あり、ナバサ正規兵と禁きん門もんの兵士のものだ。あの強力そうなパワードスーツも人海戦術を取られてはさすがに厳しかったか。

　すでにナバサ軍の部隊は半円形に展開しており、円形の陣で完全に逃げ道は遮しや断だんされている。加えて背後からは追っ手が来ている。

「捨すて丸まる、何か手はないか？」

「そうだな……」

　捨丸はきょろきょろと周囲を見回すと、真下で視線を止めた。そこにはマンホールがあった。

「ふんっ！」

　捨丸が力を入れて踏むと、マンホールはあっさりと抜けた。そういや強化セラミック、かかとやつま先にも入っているって医者が言ってたな……。

「お前たちはここに隠れてろ」

「……やれるか？」

「たりめーだ」

　捨丸は木刀を肩にかけると、以前やっていた呼吸法を行った。

　深く吸い、深く吐く。そしてもう一度吸ったとき……動いた。

「はぁっ！」

　瞬しゆん時じにして距離を詰められた兵士たちは反応できない。こうなれば捨丸の独どく壇だん場じようだ。

　近距離になれば同士討ちを恐れ、銃はおいそれと使えない。相手は距離を取ろうとするが、捨丸も当然その意図には気がついている。部隊の真ん中に飛び込み、肉体改造で得た力を思う存分発揮して暴れ回る。

「弥や助すけくん、今のうちにオレたちはここから逃げたほうが……！」

　ピエトが示しているのは、はしごを下りた先にある地下水路だ。

　それは俺おれも考えた。しかし別の結論が出ていた。

「俺たちは、ここにいるほうが助かるのかもしれない」

「えっ？」

「地下水路に逃げても、禁門の援軍より先に見つかるかもしれない。でも捨丸の側そばにいれば、援軍も場所がわかりやすいし、あいつがすべて倒してくれるかもしれない」

「それは無理だ！　いくら強いといっても、あれだけの人数が相手じゃ……！」

「俺も捨丸がどこまで強いかわからないんだ。もしかしたら、あいつは──」

　世界最強なのかもしれない──そう言いかけたが、馬ば鹿か馬鹿しくてやめた。

　少しだけ地上へ顔を出すと、すでに捨丸は半数以上の兵士を倒していた。

　アスファルトの上に広がる血の河。それは捨丸が作り出したものだ。なんて男と知り合いになってしまったのだろう、俺は。

　だが──

「あぁ……頭いてぇ……！」

　すでによくない兆候は出てきている。まだか。まだ禁きん門もんの援軍は来ないのか？

「いてぇ……ざけんなよ……！」

　目で追うのがやっとというほどの素早い動き。姿を捉とらえたと思うとそれは残像で、すぐに次の場所へと移っている。雨粒を弾はじき、次々と浮き上がる残像の数々は、舞いのようでどこか美しい。これこそが剣術を極めた人間の動きなのかもしれない。

「弥や助すけ先せん輩ぱい！」

「お兄さん！」

　声の方向を見ると、禁門の兵士に囲まれた綾あや芽めたちがいた。会場側の兵士たちは禁門が倒してくれたらしい。

「大丈夫？」

「ああ、何とかな」

　パワードスーツみたいなものを着た禁門の兵士に囲まれると、さすがに安心感が違う。

「おい、お前ら。こっちに来い」

　ヤンさんがやってきて、俺おれとピエトの首根っこを摑つかんだ。そうして連れて行かれたのは、ケネスさんのところだった。アイシャが掲げる傘かさの下で、ケネスさんは朦もう朧ろうとしていた。

「ケネスさん……？」

「こんなになってまでお前らを心配してるんだ。行け」

　俺とピエトが目の前に立っても、ケネスさんは反応しない。視線をあらぬ方向に向けたまま、ぶつぶつとつぶやくだけだ。

「ピエトくん……弥助くん……。君たちなら必ずできる……。できるんだ……」

「ケネスさん……」

　俺とピエトはケネスさんの手を握った。

「ケネスさん、俺です！　加か納のう弥助です！　わかりますか！」

「そう、君たちは羽ばたくんだ……。もっともっと大きなところへ……」

「ケネスさん……」

　届いていない。もうケネスさんに残された時間は──ないのだ。

「あー……、頭いてぇ……！」

　その間も、捨すて丸まるは左さ翼よくで戦い続けていた。

　捨丸の体調も心配だ。今、禁門は三つ巴どもえとなることを恐れて様子を見ているが、捨丸を退ひかせて一気に制圧してもらったほうが早いだろう。その後、ケネスさんを病院に運ぶのだ。今からでも病院に連れて行けば、多少の処置はできるかもしれない。

「捨丸！　援軍が来た！　もういい！」

　だが、捨すて丸まるは反応せず敵を葬ほうむり続ける。

「捨丸！　俺おれだ！　もういいんだ！　戦う必要はないんだ！」

「ヒロコ……ヒロコォォォォ……！」

　俺がわからないのか!?　洗脳の後遺症で記憶が混乱しているのか!?

「ぐっ……！」

　捨丸の放った一撃は、最後に残った兵士を打ちのめした。

　これでもう、敵はいない。なのに捨丸は、虚うつろな瞳ひとみでこちらを見る。

「下がっていなさい」

　異常を察知したのだろう。禁きん門もんの兵士が銃を構えた。

「殺さないでくれ！」

「保証しかねる」

　鬼神が木刀を肩にかけ、一歩一歩とこちらへ歩み寄ってくる。その圧力の凄すごさは候補生試験の教官の比ではない。今ここにいるのは、愛と血に飢うえた狂人だ。

「捨丸！　やめろ……やめるんだ……！」

　すでに銃の射程に入っている。一歩ごとに、トリガーにかけられた指に力が込められていく。

　ダメだ……もう……！




「お静かに。病人の前ですよ」




　雨の中、一人の少女が傘かさも差さずに歩み寄ってくる。

　ウェーブのかかった白い髪に、白い手袋。

　この物腰、この声。俺には覚えがある。

「昴すばる……」

「お久しぶりです、弥や助すけさん。でも話は後で。今は……この者を鎮しずめる必要があります」

　昴が手で合図すると、禁門の兵士たちは素早く下がった。

　まさか……。

「昴、お前が止めるのか？」

「そういえば、弥助さんにはまだお見せしていませんでしたね」

　右手にはめた白い手袋を、昴はそっと外した。

　現れたのは──違う人間の手だった。

「驚おどろきましたか？　これ、私の双子の兄の手なんです。私はこの手を『神の右腕』と呼んでいます」

　昴はその右手を、まるでエスコートするかのように前に出した。

「不思議なものです。兄が残してくれたこの手は、あらゆるものを私に教えてくれます。例えば、熱、振動、空気の動き、そして相手の殺意まで」

「はぁっ！」

　捨すて丸まるが地を蹴けった。

　速い！　低い姿勢のまま潜もぐり込み、気がついたときには昴すばるの足元で構えていた。逃げろと言う間もなく、捨丸は居い合あいの要領で木刀を横になぐ。

「力に頼るだけでは、勝てませんよ」

　それを昴は、そっと右手を添えるだけで受け流した。そのまま流れるように足を払うと、捨丸は宙を舞った。

「はっ！」

　一いつ閃せん。着地と同時に首を踏みつけられたことで、捨丸は意識を失った。

　昴は優ゆう雅がにスカートを持ち上げると、俺おれたちに向けてお辞儀をした。

「はしたないところをお見せしました」

「昴、お前……強かったのか」

「あら、公園でちょっとお見せしたことがあると思うのですが」

　そういえばあのときもべらぼうに強かったな。

「ああ、でもあのときはコメの私でしたし、相手も弱かったのでしたね。これでも暴力には多少自信がありまして。この力と医療技術、そして兄の対話力によって私たちは出世したのです」

　そういえば俺を治療してくれていたな。

　しかし捨丸より強くて医療技術もあるなんて反則だろう。どれだけ化け物なんだ。

「さすがです、昴さん……」

　この声は──

「ケネスさん、正気に!?」

　瞳ひとみにあの子供のような輝きが戻っている。だがそれは燃え尽きる前のロウソクを思わせた。

　昴が歩み寄ると、ケネスさんはやせこけた顔をにこりとさせた。

「ああ、死の間ま際ぎわになって、またあなたに会えるとは……」

「すみません。危ないとは聞いていたのに、こんなに遅くなってしまって」

　もうケネスさんの手に肉はなく、骨の上に皮が一枚あるだけだ。それを確かめるように昴はそっとさすった。

　白い手と黒い手。健康的な手とやせ細った手。神から与えられた者と与えられなかった者。なのに二人の心の距離は、こんなにも近い。

「こんなになるまで私のために……申し訳ありません」

「いえ、いえ、どうして謝られる必要がありましょう……。僕は、あなたと会えたから、生きる目標を見つけられました……。あなたがいたから、何もない人生に、初めて、価値のあるものが生まれたんです……。だから僕にあるのは、あなたへの感謝だけです……」

「ケネスさん……」

「ありがとうございました……。あなたは、僕にとって、女神でした……」

　ケネスさんの手から力が抜けていく。そして輝くような瞳ひとみが閉じられていった。

　昴すばるは脈を確かめると、ケネスさんの手を胸の前に合わさせ、つぶやいた。

「お亡なくなりになられました」

　雨の打ち付ける音がやけに大きく聞こえる。

　ああ──もう、ケネスさんの声も、言葉も、聞けないのだ。そう頭ではわかっていても、記憶の中にはケネスさんが残っている。今は寝ているだけで、声をかければ起き上がって話しかけてくれるんじゃないか。そんなありもしない妄もう想そうがよぎった。

「うっ……あぁ……あぁあああぁ！」

　エルの泣き声が響ひびき渡った。それで時が動き出したのか、ピエトはケネスさんの手を取ると、額につけ、何度もありがとうございましたとつぶやいた。

「あーあ、どうしてこいつは死ぬときまで綺き麗れいなんだよ……」

　ヤンさんの言葉に、俺おれはなぜか同調していた。そう、俺も綺麗だと感じていた。

　懸命に生き抜いた人間は、それだけで美しいのだろうか。それともケネスさんの心が美しかったから、ここまで綺麗だと感じるのだろうか。

　俺は、己おのれを呪のろった。

　なぜ俺はこうも無意味なことを考えているんだ。大切なことをたくさん教えてくれた人が今、目の前で亡くなったのに、なぜ。

　ふと横を見ると、昴が肩を震ふるわせていた。

「昴、お前、泣いているのか……？」

「私も人間です。大切な人が亡くなれば、悲しいです」

「そうか、七しち賢けん人じんでも人間だよな……」

　じゃあ意味のないことを考えている俺は何なのだろうか。やはりサイボーグなのだろうか。

「弥や助すけさんも……泣いていますよ？」

「えっ？」

　そっと目め尻じりに触れてみた。すると雨とは違う水の粒が、確かに俺の指についた。

『君の奥深くには、君自身が知らない自分がいるんだと思う』

　ああ、ケネスさん。あなたが言っていた通りみたいです。俺の中には俺が知らない俺がいるみたいです。

　そしてそれを教えてくれたのは、ケネスさん、あなたでした。

　本当にありがとうございました──

　俺は頭を下げ、祈りを捧ささげた。あの世まで、この感謝が届くように。










　エピローグ
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　天て子し峰みねシンガポール支社地域統とう括かつ課の課長室の電話が鳴る。その部屋の主あるじである山やま県がた美み恵え子こは面倒くさげに受話器を取ったが、電話をかけてきた相手を知って顔を紅潮させた。

「お久しぶりです、美恵子さん」

「まあ、まあ、七しち賢けん人じん三み里さと信しん一いち郎ろう様からお電話をいただけるなんて……！」

「おだてすぎですよ。信一郎でいいです」

　美恵子は耳が押しつぶれるほど強く受話器を押し当てた。

「美恵子さんが送ってくれた映像、とても役に立ちました」

「いえ、あたしは言われた通り動いただけです。まさか石いわ刀と昴すばるがやってきて、『神の右腕』まで使うなんて……あたしにはとても予測がつきませんでした。さすが信一郎さんです」

「成功率は五分五分だと思っていました。でもまあ、うまく行きました」

　美恵子は引き出しを開けた。そこには大切にしているあの人形が入っている。

「それで、どのような分析結果が出ました？」

「あの右腕、普通に移植されただけのようですね。少なくとも特別な機械が埋め込まれているなど、おかしなところはありませんでした」

「しかし石刀昴があの右腕を晒さらすとき、明らかに力が違うとの報告があるのですが？」

「スイッチ、でしょうね。プロのスポーツ選手など、他人にとっては何でもない行動や習慣がスイッチとなり、力を発揮する者がいます。まあ、本気モードになるときの習慣といったところでしょう」

「なんだ、それだけのことですか」

「いえ、これは大きなことですよ。この一事で様々なものが見えてきます。石刀昴の人格の正体、そして弱点も」

　ああ、喜んでくれている──

　美恵子は歓喜の叫びを上げたくなった。

「光こう明みよう寺じ綾あや芽めはダメでしたね」

「まあ、現在の力ならこんなものでしょう。感情も、理性も、まだまだ足りなさすぎますから。ただこの相反する要素が他者を圧倒するほど成長したとき、きっと化けますよ」

「信一郎さんに目をかけていただけるなんて、あの小娘はなんて羨うらやましいのでしょう」

「まあ、僕の大切なチルドレンですから」

　電話が切れる。その名残なごりを確かめるように、美恵子は人形に指を通した。

「えっ？　お姉さん、僕と遊んでくれるの？　ありがとう！」

　人の心を読むと言われ、周囲から恐れられていた近所の男の子。しかし美み恵え子こが公園で初めて見たとき、噂うわさの男の子は、普通の、寂しそうな小学生にしか見えなかった。

　そう、あのときから、あたしはずっと魅み入いられていたのかもしれない。

　危険で、残忍で、奸かん智ちに長たけ、でもどこか寂しそうな男の子に。

「あたしはずっと付いていてあげるからね、トシくん」

　みさ『とし』んいちろう。

　あたしがつけてあげた、世界でたった一つの名前。大人おとなになり、もう気安くこの名前で呼べるような関係ではなくなってしまったけれど、思い出の宝石箱の中で、その呼び名は未いまだ一ひと際きわ輝きを放っている。

　美恵子はそっと人形を抱だきしめた。

「そう、あたしはずっと側そばにいるわ。たとえこの身が地じ獄ごくの炎に焼かれようとも」
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「たのも───！」

　集計所占拠事件から数日後。いきなりそんなけたたましい声と共に事務所へやってきたのは、将軍だった。

　このとき、集計所占拠事件の調査のため、決戦投票は一時延期となっていた。それを好機と見て、俺おれたちはピエトへの支持を広げるべく様々な手を打っていたところだった。

　俺たちは無む下げにあしらうこともできず、警戒しつつ将軍を応接室へ案内した。ちょうどピエトやヤンさんも詰めていたので、ピエトを将軍の向かいに座らせ、残った俺たちは背後から様子を見ることにした。

　すると将軍は開口一番こう言った。

「儂わしは決戦投票を降りるぞ！」

「「「えっ……？」」」

　俺たちは予想外の発言に驚おどろき、互いの顔を見合わせた。

　将軍はこう説明した。

「集計所に突入した兵隊はナバサの正規兵だ。責任は兵を管理する自分にある。だから候補者から降りることで、そのけじめをつけようと思う」

　占拠したのがナバサの正規兵であることは俺たちも摑つかんでいた。しかし肝かん心じんの将軍はこの一件に絡からんでいなかったことも知っていた。

『止めろ！　彼らを止めるんだ！』

　事件が発生し、事を知った後、残った兵士たちに将軍はそう呼びかけたという。

　だから知らなかったということで白しらを切り通すと思っていたのだが、どうやらそうするつもりはないらしい。

「しかし、兵の暴走は長なが良ら喜き平へいの仕し業わざですよね？」

　ピエトがそう語りかけると、将軍は顔をしかめた。

　この一件が長良喜平が仕組んだことであることはわかっていた。ただ証拠は出ていない。

　将軍が大統領になれなかった場合、ナバサが天て子し峰みねによって植民地とされてしまう。そう何者かに吹き込まれ、不安に思った一部の過激派が決起したというのが今のところ判明している事実だ。しかし長良喜平本人は接触していない。間接的に煽あおったのは間違いないと推察できるが、巧たくみにその証拠を消していた。

　しかし長良喜平にも誤算はある。決起が早すぎたのだ。

　本来なら決戦投票後に決起しても構わないのに、焦あせった兵士たちは第一回投票で勝てなかった時点で暴発してしまった。これは長良喜平にとっても痛手だっただろう。集計所を占拠するという荒っぽさといい、どこか繊せん細さいさに欠ける作戦だったのは、あの老人が関かかわっていなかったからだと俺おれは考えている。

「とはいえ、誰だれかが責任を取らなければなるまい。それができるのは、軍の責任者であり、あの男と組んでいた儂わし以外におらんだろう」

　その長良喜平は消息が摑つかめない。重要参考人として軍が捜しているのだが、すでに姿を消していた。しかし事件に関与した証拠が出ていないため、国際手配にはなっていない。そのため軍が捜しているのはナバサ国内だけだ。おそらく海外へ逃亡したと見るのが妥だ当とうだった。

「そもそも儂は大統領になりたかったわけではない。アリフィンが立候補すると聞いたから、周囲に推される形でしょうがなく出馬したのだ」

　確かに天子峰から来る幹部が大富豪の提案を全部吞のむような人間で、その結果大富豪が当選してしまったとしたら、この国は滅め茶ちや苦く茶ちやになっていただろう。だから愛国者の将軍は黙っていられなかったようだ。

「オレは、あなたの辞退を受け取れません」

　そう発言したのはピエトだった。

「ピエト」

「わかってるよ、弥や助すけくん」

　そう、実は現在、内戦の危機だった。

　将軍が立候補を辞退すれば、順番から考えればピエトが大統領になる。しかし信望では将軍のほうがまだまだ上だった。このままではピエトが大統領になっても不平が出て、再び国を割っての争いとなる危険性があった。それを今のピエトは、十分に理解してくれていた。

「確かに事件の責任の一部はあなたにあるでしょう。しかし、あなたには半数近い国民が票を入れているのです。それに応こたえる責任もあるのではないでしょうか？」

　そう言って提案したのが、将軍が軍を退役し、一市民となってから改めて決戦投票を行うというものだった。

　軍を辞めることで軍が暴発した責任を取る。そして決戦投票に参加することによって、将軍に票を投じた国民への責任を取る。二つの責任を取れる案をピエトは勧すすめたのである。

「……わかった。君がそう言うのなら、そうしよう」

　将軍がそのときピエトに向けていた視線は、とても優やさしいものだった。

　これで、決着はついた。

　将軍はもう勝つ気がなかった。ピエトに亡なきピエト・ホラントの面影を見たらしい。これ以後、将軍は選挙運動を一切せず、自分の支持者には、

「ピエト・ホラント・ジュニアを支持してやってくれ。儂わしは残りの人生をかけて、彼を支えるつもりだ」

　と言って回った。

　そして──




「ここに、ナバサ共和国第二代大統領にピエト・ホラント・ジュニアが当選したことを宣言します！」




　圧倒的な得票数で決選投票に勝ち、ピエトは大統領になった。

　歓呼の声に包まれるピエトの目には、涙が浮かんでいた。そしてその横には、穏おだやかな顔で微笑ほほえむ、将軍の姿があった。

　俺おれはその光景を見ながら、この国は大丈夫だと思った。

　これがおそらく、ナバサにとって理想的な結末だ。政策や理想はあっても実現するだけの実績と信頼がなかったピエト。実績はあったが強硬すぎた将軍。その二人が手を取り助け合うというこの結末を、当初は予想もしていなかった。それを心に描えがいていたのは、おそらくケネスさんだけだっただろう。

　今のピエトなら、きっといい国にしてくれる。そして未いまだ大きな影えい響きよう力りよくを持つ将軍は、ピエトに好意的で公明正大。ピエトが道を外しそうなとき、必ず正してくれるだろう。

　俺は壇だん上じようで手を振るピエトに背を向けた。

「素晴らしい結末でした。お見事、と言っておきましょう」

　突然、背後からかけられた声。当然、この声を忘れるわけがない。

「長なが良ら喜き平へいか……！」

　まだこの国にいたとは、なんて大だい胆たんな。

　俺は周囲の人ひと混ごみを見回した。しかしどれだけ探しても、影も形も見当たらない。

「今回、私は大きなミスをいたしました。それはケネス・ムビタの力を見誤っていたことです。あの男さえいなければ、軍が暴発する前に勝負はついていました。そのため決してあなたたちに負けたわけではありません。それだけはお伝えしておかなければならないと思いまして」

「それを負け惜しみと言うんですよ」

　声は近くからする。

　どこだ？　わかれば、捕まえて引いん導どうを渡してやるというのに。

「そう思ってもらって結構です。この広い世界、再び相あい見まみえるとは思えませんが、それでももしそういう偶然があるとすれば、次は完勝させていただきます。あなたが脅きよう威いであると認識いたしましたから、今回のようなことは万が一もないと思っていただきましょう」

　近い……？　なのにこれだけ探しても見当たらないのはおかしい。ならば……。

　上着を脱いで背中を見ると、小さな機械が付いていた。声はそこから聞こえていた。

「ああ、そうです。北きた方がた捨すて丸まるはお譲ゆずりしますよ。扱いづらいモルモットでしたし、もうデータは十分に取れましたから」

「モルモット、だって……？」

　俺おれが怒りを込めてつぶやいたとき、目に光が入った。

　光は太陽の方角からではない。そう思って振り向くと、広場の後方にあるうず高い丘の上に、長なが良ら喜き平へいが立っていた。部下と思われる屈強な男たちに囲まれ、手を振っている。

「あの男……！」

　俺は人ひと混ごみを割って追いかけた。しかし長良喜平がいた場所までたどり着いたとき、すでに姿はどこにもなくなっていた。

「くそっ……！」

　俺はなんて無能なのだろう。すぐトリックに気づけば、他ほかに対処の仕方があったかもしれないのに。

　俺は強くなりたいと思った。ああいう男を放っておかないためにも。




　俺はナバサを去る日までの間に、長良喜平について将軍に尋たずねた。新たな仕事に就く前に、敵のことを知り、今回の失敗について反省しておかなければならないと思ったのである。

「あの男は選挙が始まる前から候補者三名に近づいていた。儂わし以外の二人とはかなり懇こん意いにしていたようだ。そこで弱みを握ったと語っていたよ」

　ピエトのご乱行事件がその一つか。大富豪のほうは不正の証拠を握っていたのだろう。

「ジュニアをマスコミで貶おとしめたのは、ケネス・ムビタが動かなかったからだ。不気味だったから一本釣づりはやめ、先に逆転できないほどの差を広げようとしたのだ」

　長良喜平はあらかじめ大富豪とピエトをいつでも味方にできるようセッティングしていた。綾あや芽めとケネスさんがどの候補者を選ぼうとも、一名以上は釣り上げられる計算をしていたのだ。ここまで万全でなければ天て子し峰みねの幹部二名を相手に渡り合えないと考えたのだろう。

「あの男は君のことをとても意識していたよ」

「俺おれですか？」

　将軍が言うには、長なが良ら喜き平へいはプロデューサーの買収という罠わなを俺にギリギリで回避されたことが衝しよう撃げきだったらしい。またそれに加え、大富豪へ気を配るよう綾あや芽めに進言したことをアイシャから聞き、脅きよう威いに感じたという。そのため俺の拉ら致ちに踏み切ったとのことだった。

　そういうタイミングだったな、という感想以外、正直浮かばない。大富豪に気を配るよう進言したのは偶然だったから、買いかぶりすぎというやつである。

　今回綾芽は長良喜平に完敗したと言ってもいいだろうが、実力差はそれほどないと俺は思っていた。無論、我慢ができる分だけ長良喜平のほうが上のように感じるが、扇動者アジテーターをアレンジして活用した綾芽も悪くはなかったのではないだろうか。

　ただ、準備が違いすぎた。将しよう棋ぎで言えば勝負の前に駒こまをいくつか取られていた。戦い方が似たタイプだけに、それが逆転できない差となってしまったのだ。唯ゆい一いついい勝負に持ち込める手段があったとすれば、候補者を将軍にしておくことだけだっただろう。その上で罠にはまらないよう不正は行わず、地道に支持を増やすしかなかった。裏の裏を取ろうとしたあげく、正攻法が一番の正解だったとは、何とも言えない結果である。

　やはりマスコミを握られていたのが大きかった。あれがなければもうちょっと不正をやれた。結果だけ見ると、買収と不正の分だけ遠回りしてしまった感じだった。難しいものである。

　そうした反省を終えた後、俺はナバサを去る準備に入った。選挙が終わったため、禁きん門もんからシンガポール支社へ出頭するよう日にちを指定したメールが届いていた。

　準備をしていたある日、大富豪が逮捕された。綾芽が不正の証拠をこっそり取っており、それを司法に渡したのである。もし将軍や長良喜平がかばおうとすれば、罪を握りつぶせたかもしれない。でももう、彼を守る者はいなくなっていた。

　捨すて丸まるは未いまだ目を覚まさない。ぜひとも俺たちと一緒に仕事をして欲しいと思っているが、捨丸の意思があるし、何より身体からだのほうが大切だ。ナバサの病院では対処し切れないということで、現在はシンガポールにある天て子し峰みねの病院で治療を受けている。

　俺は一度だけ見舞いに行ったとき、捨丸が着ていた着流しの上に俺のアドレスが入った携帯電話と翻ほん訳やく機を置いてきた。もし目が覚めれば連絡してくれることだろう。

　ヤンさんはケネスさんを埋まい葬そうするため、一足先にアフリカに戻った。今後のことを聞いてみたら、まったく決めていないらしい。一応電話番号の交換はしておいたが、また会えるかはわからなかった。

　そしてついに、別れの日がやってきた。

　たくさんの人が見送りに来てくれたが、一番名残なごり惜しそうにしていたのはピエトだった。

「弥や助すけくん、君には感謝の言葉もない。本当に、本当にありがとう」

「ピエト……」

「何かあればいつでもオレを呼んでくれ。何があっても駆けつけるから」

「でも国の一大事と重なったらどうするんだ？」

「あっ……それは……」

「ありがとう。その気持ちだけで十分だ。お前はこの国の人たちを幸せにしてやってくれ」

「当たり前さ、そんなの！　だけど……！」

　ピエトの眼まな差ざしに、俺おれは根負けした。

「……わかった。困ったら声をかける。抜けても大丈夫なときは協力してくれ」

「ああ……！　ああ！　もちろんだ！」

　船が離れても、ピエトは涙を流しながら手を振っていた。

　そして姿が見えなくなり、実感する。ここでの仕事は終わったのだ、と。

　でもこれは新たな始まりなのだ。

　さあ、これから俺は、どこへ行けばいいのだろうか……。




　　　＊＊＊＊＊




　船がナバサから離れていくとき、お兄さんは甲板からずっと見送りの人たちを見ていた。そんな姿をボクは、少し距離を置いたところから見つめていた。

　お兄さんは岸が見えなくなった後、そのまま夕日を見ていた。その夕日は、行きの船で見たのと同じくとても綺き麗れいだった。でもボクは、以前とは違ってお兄さんの側そばに居い辛づらくなっていた。

　それは──

「エル、どうしたんだ？　ここからのほうが夕日がよく見えるぞ？」

「そうですよ、エルさん」

　アイシャ──ううん、アイちゃんがお兄さんの側にいたから。

　ケネスさんが死んだとき、お兄さんは泣いていた。ボクはそれを見ていたらさらに悲しくなってきて、抱だきつきたくなった。

　でも──

『弥や助すけさん……』

　先にアイちゃんに抱きつかれてしまった。ボクはそれを見て、思わず怒りがこみ上げてきた。

　その場所はボクのものなのに、そこにはボクがいるはずだったのに、どうして──

　なぜこんなにむしゃくしゃするのか、ボクはわからなかった。ただ黒い感情がボクの心に宿り、それは段々と大きくなっていった。

『えっ、アイちゃんもこれから一緒に……？』

『ああ、アイシャの力はきっと役に立つ。あれだけ吸収力があるんだ。もっと広い世界に出れば、俺なんかよりずっと凄すごくなるだろう』

『それで、アイちゃんは……？』

『喜んで引き受けてくれた。弟てい妹まいもみんな、行きたいなら行ってきなよ、って言ってくれたらしい。将軍が目をかけてくれるから、安心して付いていけるってさ』

『そ、そうなんだ……』

『でも扱いをどうしようかと思ってるんだ。ジョニーたちみたいに綾あや芽めが雇ったほうがいいと思っているんだが、あの子、なぜか俺おれにしか雇われる気はないって言うんだ。まあ俺が雇って、将来的には情報収集や分析に特化した組織を作っていくのもありだと思っているんだが……』

『へ、へぇ……、いいんじゃないかな……』

『どうした、エル。いつもの元気がないぞ？』

　お兄さんが手を伸ばしてくる。きっと頭を撫なでようとしてくれているのだろう。

　でもボクはその手を──払ってしまった。

『……エル？』

『にゃははは！　蚊かがいたよ、すっごくでっかいの！』

『そうか』

　頭を撫でてくれるのは嬉うれしいことのはずなのに、なぜか恥ずかしくて耐えられなかった。

　顔が熱いのがわかる。どうしてこんなことに──

　そのとき、ボクはわかってしまった。この気持ちの正体が。
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「おい、エル？　聞いているのか？」

「……聞こえてるよ。でも、やめとく。ちょっと船ふな酔よいしちゃったみたいだから、先に部屋に戻るね」

「おい、エル……！」

　ボクは逃げるように走り去る。

　そう、ボクにはわかってしまったんだ。

　これがボクの──初恋なんだって。




　　　＊＊＊＊＊




　シンガポールに到着し、今回の仕事の報告を行った後、俺おれが美み恵え子こさんから申し渡されたのは、予想もしていなかった言葉だった。

「禁きん門もんより通知があったわ。君はこれから、中級主しゅ査さよ」

「俺が、幹部……？」

「携帯にアップデートファイルが送られているはずだから、ちゃんと更新しておきなさい」

　綾あや芽めやエルは昇格も降格もなかった。

　選挙でピエトが大統領になったため、勝利者はケネスさんだった。その証拠に成功報ほう酬しゆうはケネスさんに支払われ、遺書により指定の基金に寄付されたという。

　俺たちは負けた。綾芽は降格しなかったが、マイナス点がついたことは間違いないだろう。その失点とは、人の制御ができなかった点にあると俺は考えていた。

　候補生試験ではほぼ全員が『覚悟』と『目的』を持つ、言わば同類の集まりだった。だからある程度折り合いがつけばすぐに連携できた。

　しかし今回は不特定多数が相手。『覚悟』もなければ『目的』も違う。たぶん係長の課題とは、価値観の異なる相手をコントロールして目的を達成できるかにあるのではないだろうか？

　俺たちはビジネスパートナーである大富豪に裏切られた。もし綾芽に即昇格する力があるとしたら、『カリスマ性』でも『恐怖』でも『利益』でもいい。大富豪を裏切らせない何かを用意できたはずだ。それがないことを今回の失敗で露ろ呈ていしてしまった。これは後からどれだけフォローしようにもし切れない失点だろう。

　俺は多くの票を集めることができたが、あれはマグレだ。意図していなかったため、むしろ動揺したくらいだった。そのため人々を制御できたかと言えば、まったくできていないだろう。

　傲ごう慢まんだったのだ、俺たちは。

　組織の必要性には気づいていながら、用意のないまま舞台に上がってしまった。おそらく組織を醸じよう成せいさせて一定以上の力を身につけることが、主査の課題ではないだろうか。今回、いい組織を作り上げていれば乗り越えられたことも多かったため、そう思えてならない。

　例えば候補生試験のメンバーがいるだけで状況はかなり違っていた。枇び杷わ島じまさんがいれば常に綾あや芽めに冷静になるよう諭さとし、罠わなに引っかかりそうになる事態は防げたかもしれない。伊い勢せさんがいれば、大富豪に終始目を光らせ、裏切らせなかったかもしれない。一いちの宮みやさんがいれば俺おれは最初から綾芽の側そばでもっと別の役目を果たせたかもしれない。隼はや人とがいれば……まあこれは過大評価だろうが、持ち前の運の良さでどこからか逆転の目を拾ってきたかもしれない。

　綾芽には組織がなくても突き抜けるだけの力がなかった。そして俺には、組織がない分を補佐できるだけの力がなかった。係長クラスの仕事は、俺たちには早かったのだ。

　ただし突き抜ける力がなかったとはいえ、綾芽は主査としてならば相応の力を見せた。だから降格しなかったのではないだろうか。

　そして俺も係長レベルなら歯が立たなかったが、幹部補としてなら合格点だった。そのため昇格できたのではないかと推察している。

　エルは力を持ちながら、使い切れなかった。将軍がいいと思うのなら、強く推さなければならなかった。自分の意見が正しいと思うのなら、それを説明し、納なつ得とくさせる力が必要だ。その力がエルにはなかった。また力があると言っても、ピエトの変化を読めるものではなかった。読めたのは将軍の人の良さだけだ。他ほかに大きな功績がなかった以上、現状維持だったのだろう。

「君、パートナーシステムは知ってる？」

「いえ、知りません。あの、手を離してもらえませんか？」

「いやん♪」

　真ま面じ目めに語っていると見せかけて、手を撫なでてくるから美み恵え子こさんは恐ろしい。

「パートナーシステムは主任以上の役職に与えられる権利よ。これは自分より下の階級から一人パートナーを選ぶことができる権利で、相手の承しよう諾だくと人事への申しん請せいによって使うことができるわ。この権利の特徴は、パートナーとなった人間と一緒に仕事ができることよ」

「じゃあ逆に言えば……」

「そう、幹部同士はパートナーにならない限り、基本的に一緒に仕事ができないわ。もちろんプライベートでの支援はしてもいいし、同じ仕事を申請すれば一緒の仕事になれる可能性は高くなるけど、禁きん門もんはパートナーを組んでない人間と何度も同じ仕事をさせることを好まないわ。偶然で一緒になることもあるかもしれないけど、そこは禁門の采さい配はい次第ってことね。まあ、普通の会社でも当たり前のことよ」

　確かに異動があるのに同じ人間で固まるのはおかしい。

　ただ相性や効率性を考え、相手の同意があれば一名だけ連れていけるということか。天て子し峰みねのシステム上、一階級下の人間は二名付くはずだから、片方がよく知っている人物であることは大きいだろう。

「それってもしかして、自分より上の階級の人とパートナー組むときにも権利を消費してしまいますか？」

「いいえ。消費するのはパートナーの上位のほうだけよ。だから理想としては、線のように各階級に一人ずつパートナーを用意することね」

　例えば課長[image: ←][image: →]係長[image: ←][image: →]主しゆ査さとパートナーを繫つなげていくということか。聞いている限り課長[image: ←][image: →]主査も可能だろうが、間に係長が入はいれる以上、そういう使い方はもったいない気がする。

「じゃあ二名の上司とパートナーを組むことは？」

「それは無理ね。普通、一度パートナーを解消した後、新たな人とパートナーを組み直すわ。これを活用し、普段は誰だれともパートナーを組まず、上の階級からの依頼に応じて仕事単位でパートナーを組む人間もいるわ。君も幹部になったんだから、いろいろと声もかかるだろうし、身の振り方を考えておいたほうがいいわよ」

　なかなか興味深いシステムだ。

　ということは……そうか。ケネスさんとヤンさんは、パートナーだったのだ。

　ケネスさんは上級係長、ヤンさんは上級主査なのだから、そうでなければいつも一緒に仕事をすることはできなかっただろう。

　そう考えると、準備金によって作る個人組織は、どの仕事にでも連れていける利点がある。ただ代理で権限を与えるなど、天て子し峰みね内部の人間しかできないことも多いだろうから、パートナーによる天子峰内部の繫がり、準備金による個人組織、どちらも強化する必要があるだろう。

　今思うと、幹部補の扱いは面白い。俺おれとエルが綾あや芽めの要よう請せいで同じ仕事をできたことから考えると、幹部補には同じ人間と仕事をさせない縛しばりはない。幹部補はまだ幹部ではないから構わないといったところか。そのため疑似パートナーは組み放題だ。案外幹部補って、幹部から見ると便利な存在なのかもしれない。

　ただ──そうなると一つ大きな問題が出てくる。

　俺は課長室から出た後、言った。

「どうする、綾芽。普通にやるなら、次の仕事はお前と一緒にできないな」

「今回は先せん輩ぱいの活躍が多かったから、こうなるんじゃないかと思っていたわ」

　俺と綾芽が同じ階級となってしまった以上、俺が降格するか、綾芽が昇格するかしなければパートナーを組めず、公式的には同じ仕事ができない。

　綾芽の表情は変わらない。すでに覚悟をしていたようだ。

「何ならプライベートで仕事を手伝おうか？　それなら一緒に仕事はできるが」

「いらないわ。でも、ちょうど良かったのかもしれない。私は一度、一人で自分の力を見つめ直したかったの。長なが良ら喜き平へい……私は最後まであの老人に勝てなかったから」

　だから──と綾芽は続ける。

「エルちゃんとアイシャちゃんは先輩が連れてって。先輩も幹部になったのだから、手助けする人間が必要なはずよ」

「お前はいいのか？」

「ええ。私は最高の組織を作りたいの。今は下手へたに色をつけたくないし、ちょうどいいわ」

　まあ、ちょっとした強がりといったところか。

「わかった。二人は俺おれが連れていかせてもらう。お前の組織、期待してるぞ」

「楽しみにしていなさい」

　綾あや芽めがどうやって組織を作っていくか見られないのはとても残念だが、今回は仕方がない。またパートナーを組むことができるようになったら、見るのを再開すればいいだけだ。

　それまで少しだけのさよならだ。悲しむことはない。また、会えるのだから。




　さて、こうなると次の仕事である。すぐに新たな仕事を選んでもいいが、他ほかの幹部がどうやっているのかもう少し調査をしてみたいところだ。

　それと、エルがどこかよそよそしいのが気になっている。疲れが溜たまっているのだろうか。それなら一度日本に帰り、一ヶ月くらいゆっくりしてもいいかもしれない。

　そんなことを考えていたときのことだった。昴すばるから電話があったのは。

「実は弥や助すけさんにお願いがありまして」

　このセリフ、聞いたことがあるな。先が読めるが、一応聞いておこう。

「何だろうか？」

「次の仕事、私と一緒にやりませんか？」

「七しち賢けん人じんだと一緒に仕事をする人を好きに選べるのか？」

「私の直系に連なる人とパートナーを組んでいただければいいのです」

　直系というのは、昴から伸びるパートナーの繫つながりにある人間という意味らしい。他にも傍ぼう系けいという表現があり、これはパートナーとはなっていないが、忠誠を誓った人間から連なるパートナー繫がりのことを指すという。

「……わかった」

　少々迷ったが、この話を受けることにした。七賢人がどのような仕事をしているのか興味があった。ただ一番の理由は、ケネスさんの言葉にあった。

『君の奥深くには、君自身が知らない自分がいるんだと思う』

　奥底にある自分自身とは何なのか、俺は知りたいと思うようになっていた。ケネスさんが女神と仰あおいだ昴と一緒に仕事をすれば、それが見えてくるような気がしていた。

「ではアフリカまで一緒に行きませんか？　私、ちょうど明日飛行機の乗り換えでシンガポールに立ち寄るので、そこから同乗しましょう。そのとき仕事の内容もお話しします」

「わかった」

　エルとアイシャにこのことを話すと、二人とも付いていくと言ってくれた。




　黒人のＳＰに囲まれ、飛行機に搭乗する。機内の部屋は以前綾芽が取ってくれたＶＩＰルームよりややこぢんまりとしていた。

　窓まど際ぎわにあるソファに座り、昴すばるは俺おれを待っていた。

「ようこそ、弥や助すけさん。よろしくお願いします」

「こちらこそ」

　あいかわらずの圧倒的カリスマ。握手を交わしただけで、忠誠を誓いたくなる気持ちがほんの少しだけ湧わいた。

「さっそくだが、仕事について聞かせてくれないか？」

「ええ、構いませんが……」

　昴はちらりとエルとアイシャを見た。二人の耳には入れたくないような内容……か。

「エル、アイシャ、悪いが別室で遊んでいてくれないか？」

　二人の不安そうな顔を強引に視線で押し込める。

　七しち賢けん人じんの仕事なのだ。もし聞いてしまったら日常に戻ってこられないかもしれない。日常に戻っても、監視がつけられるかもしれない。この二人をそんな風にしたくなかった。

　俺の必死の願いにより、エルとアイシャは心配を顔に出したままだが別室に移動してくれた。

　俺と昴以外いなくなった室内。ソファに座って言葉を待っていると、昴はコーヒーに一口つけた後、ゆっくりと切り出した。

「まず弥助さんには、天て子し峰みねの七賢人についてお話をしておきましょうか」

「聞かせてもらえるのなら」

　七つの地区の支社長が七賢人と呼ばれているのは知っている。しかしどんな意図でそう呼ばれているのか、前々から興味深いと思っていた。

「七賢人には、多大な権力が与えられています。それは天子峰創業者、天子峰均ひとしが現代の王と仮定して配置したからです」

「現代の王……？」

「かつてプラトンは民主主義に疑念を抱いだき、『善政を敷ける人間を王にしよう』と考えました」

「衆しゆう愚ぐをなくすのは無理だから、優秀な人が王様になればいいと考えたんだな」

「はい。その王の条件として挙げたのが哲学を学んだ哲人です。ただ『哲人政治』は失敗しました。しかし、天子峰均は考えたのです。『哲人王は失敗したけれど、善政を敷いてくれる人間を王にするという考え方は間違っていなかった』、と。そこで考え出されたのが『賢人政治』です。何もないところから頂点に這はい上がるだけの能力と人格を持った人間を『賢人』と呼び、それぞれに王と言えるだけの権力を与える。ただし一定の抑制を加えるため、賢人は七人とし、全体にまたがる重要な議題は賢人たちの合議制で決める。私たち支社長が七賢人と呼ばれるのは、プラトンが七賢人を挙げた人物であり、彼の思想を拝借しているためなのです」

　天子峰は単に幹部を優すぐれた人間とだけ見ていたわけではなく、優れた組織を作り、運営できる人間として期待していたのか。天子峰均はきっと、組織が大きくなって国と呼べるだけの規模となれば、それだけ巨大な組織を作り、運営できる人間は、善政を敷ける人間になると考えたのだろう。

　なるほど。天て子し峰みねの幹部を計るとき、個人だけを見ていてはいけない。個人とその後ろにある軍団にも目を向けなければ、本当の力を計ることはできないのだ。

「だから私は、アフリカをより良い方向に導かなければなりません。そしてアフリカは、未いまだ数多くの問題に苛さいなまれています。その一つが、神に関する問題です」

「神……？」

「弥や助すけさんは神がいることを信じますか？」

「新興宗教のお誘いみたいだな」

「真ま面じ目めな話ですよ」

「いるのかもしれないが、俺おれにはわからない」

　神が見えず、感じることもできない俺としてはこう答えるしかなかった。

「神は、いますよ」

「……何の宗教を信じているんだ？」

「私は無宗教ですが」

「じゃあ、あれか？　全知全能なる何かを信じているとか？」

「弥助さんのいた日本にはたくさんいるじゃないですか。確か八百やお万よろずの神でしたよね？」

「まあ、神しん道とうならそうだな」

「ではいるということですよね」

「……まあ、間違っちゃいないが」

　ああ、そういえばこういう天然なところがある人だった。

「私がやろうとしていることは、許されないことなのかもしれません」

　思い詰めた表情。しかし強い意思が内在されている。

「私があなたを必要としているのは、あなたが日本人──正確に言えば、限りなく無宗教に近く、自らが正しいと思うことであれば、どんな汚名を被かぶることも厭いとわない人間だからです」

「俺はそんな立派な人間じゃないが……まあいい。仕事の内容は宗教に関連しているのか？」

「ええ。私がやろうとしていることは神々に弓を引くのと等しいこと。それゆえ、裁量を間違えれば、第三次世界大戦を引き起こしてしまうかもしれません」

　神々に弓を引くと言ったかと思えば、第三次世界大戦とは……ファンタジーなのかＳＦなのかわからない言い草だ。だが、そんな荒こう唐とう無む稽けいなことが現実になるほどの仕事なのか。

「宗教問題の解決方法はいくつかあると思います。私が行おうとしているのはその一つ。危険な一手ですが、私は兄と話し合い、この方法を選ぶことを決意しました」

「それは……？」

　昴すばるはコーヒーカップを皿の上に戻すと、俺の瞳ひとみをじっと見つめた。
















「聖書の改ざんです」







　あとがき




　ってオイィィィ、あとがきが一ページってどういうことですかぁぁぁ!?　本編も説明文を中心に十ページ以上切ったじゃないですかぁぁぁ！　どんだけギリギリなんだよぉぉぉ！

　……大変お見苦しいところをお見せしました。どうもお久しぶりです。二に丸まるです。

　一巻発売日、皆さんに自分の書いたものが受け入れられるか不安でやけ酒を飲んでいたところ、知り合いから電話がかかり、『何で葬式ムードなんだよ』と爆笑されたりしてました。

　実際のところ、編集さんに『続きを書いていいよ』と言われるまではメディアワークス文庫用の新作を書いていました。それがこうして二巻を発売できたのは応援していただいた皆さんのおかげです。本当にありがとうございます！

　ちなみにこれだけページがカツカツになっているのは、値段と読みやすさの都合です。今回は表がたくさんあるので、一行単位の調整が必要になり、編集さんに『パズルをやっているみたいだ』とまで言わせてしまいました。すみません、いつもご苦労をおかけします……。他ほかにも色々書きたいことはあるのですが、ここまでですね。

　では『候補生試験編』、『選挙編』と続き、三巻の『アフリカ編』でお会いできれば幸いです。

　最後に、イラストのりょう＠涼りようさん、編集の西にし谷たにさん、今回もありがとうございました！

　二丸修しゆう一いちブログ:http://nimaru.blog.fc2.com


二〇一二年　四月　　　二丸修一
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二に丸まる修しゅう一いち

岐阜県生まれ。岐阜県在住。ファンレターは都市伝説だと思っていましたが、いただいてしまいました！　我々の業界ではもちろんご褒美です。Ｔ市のＹくん、ありがとう！　初めていただいたファンレターでした！　大切にします！
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イラスト／りょう＠涼りょう

熊本に住みつつ、絵描きやっとります。

最近缶コーヒーの消費量が増えました。

２巻もよろしくお願いします。
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